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様式第２号（その１の１） (用紙 日本工業規格Ａ４縦型)

基 本 計 画 書

基 本 計 画

事 項 記 入 欄 備 考

計 画 の 区 分 学部の設置

フ リ ガ ナ

設 置 者

ｺｸﾘﾂﾀﾞｲｶﾞｸﾎｳｼﾞﾝ ﾔﾏﾅｼﾀﾞｲｶﾞｸ

国立大学法人 山 梨 大 学

フ リ ガ ナ

大 学 の 名 称

ﾔﾏﾅｼﾀﾞｲｶﾞｸ

山梨大学（University of Yamanashi）

大 学 本 部 の 位 置 山梨県甲府市武田４丁目４－３７

大 学 の 目 的
豊かな人間性と倫理性を備え、広い知識と深い専門性を有して、地域社会・国際社

会に貢献できる人材を養成する教育・研究を行う。

新 設 学 部 等 の 目 的

山梨大学（以下本学）は、教育人間科学部、工学部、医学部の３学部からなる国立

大学法人として、「地域の中核、世界の人材」というキャッチ・フレーズを掲げて、地
域の産業・文化・教育・医療の中核を担うことのできる、高い知的能力と道徳意識を
もち、国際的にも活躍できる人材の育成を重要な使命としている。この使命を達成す

るために、高度な研究を推進するとともに、先端領域の世界的研究拠点を形成し、そ
の成果を広く社会に提供することで、地域を活性化させ、ひいてはわが国並びに世界
の一層の発展に寄与することを目標として努力を重ねている。本学の立地する山梨県

は「未来につながるはつらつとした農業の振興」を政策に掲げる果樹栽培が盛んな農
業県でもあることから、地域に根ざし世界を見据えて農学系新学部の設置が地域より
強く求められている。

本学はこのような地域のニーズに応え、持続的な食料の生産と供給による地域社会
の繁栄を実現するために必要となる、生命科学、食物生産・加工、環境・エネルギー、
地域経済・企業経営・行政に関し広い視野をもつ人材を、自然と社会の共生科学に基

づき養成する。

新設学部等の名称
修業

年限

入学

定員

編入学

定 員

収容

定員

学位又

は称号

開設時期及

び開設年次
所 在 地

新

設

学

部

等

の

概

要

生命環境学部

(Faculty of Life and

Environmental Sciences）

生命工学科

(Department of

Biotechnology ）

地域食物科学科

(Department of Local

Produce and Food

Sciences）

環境科学科

(Department of

Environmental Sciences）

地域社会システム学科

(Department of Regional

Social Management）

計

年

4

4

4

4

人

35

30

30

35

130

年次

人

―

―

―

―

人

140

120

120

140

520

学士

(生命工学)

学士

(農学)

学士

(環境科学)

学士

(社会科学)

年 月

第 年次

平成 24 年４月

第１年次

平成 24 年４月

第１年次

平成 24 年４月

第１年次

平成 24 年４月

第１年次

山梨県甲府

市武田４丁

目４－３７

同 上

同 上

同 上
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・平成 24 年４月、工学部機械ｼｽﾃﾑ工学科、電気電子ｼｽﾃﾑ工学科、ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ･ﾒﾃﾞｨｱ工学

科、土木環境工学科、応用化学科、生命工学科、循環ｼｽﾃﾑ工学科を廃止（△440）し、

機械工学科（55）、電気電子工学科（55）、コンピュータ理工学科（55）、情報メカト

ロニクス工学科（55）土木環境工学科（55）、応用化学科（55）、先端材料理工学科

（35）の設置（23年 5月提出済）

（改組前） （改組後）

工学部 440 工学部 365

機械ｼｽﾃﾑ工学科 90（10）

電気電子ｼｽﾃﾑ工学科 70（5）

ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ･ﾒﾃﾞｨｱ工学科 75（5）

土木環境工学科 75

応用化学科 50

生命工学科 35

循環ｼｽﾃﾑ工学科 45

機械工学科 55（10）

電気電子工学科 55（5）

ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ理工学科 55（5）

情報ﾒｶﾄﾛﾆｸｽ工学科 55

土木環境工学科 55

応用化学科 55

先端材料理工学科 35

23 年 5 月大学設

置分科会運営委

員会に事前相談

資料を提出済

同一設置者内における

変更状況

（定員の移行，

名称の変更等）

（改組前） （改組後）

教育人間科学部 200 教育人間科学部 145

学校教育課程 100 学校教育課程 125

生涯学習課程 20 生涯学習課程 20

国際共生社会課程 40

ｿﾌﾄｻｲｴﾝｽ課程 40

開設する授業科目の総数
新設学部等の名称

講義 演習 実験・実習 計
卒業要件単位数

教

育

課

程

生命環境学部

生命工学科

地域食物科学科

環境科学科

地域社会ｼｽﾃﾑ学科

196 科目

202 科目

194 科目

205 科目

24 科目

22 科目

24 科目

25 科目

11 科目

14 科目

12 科目

4科目

231 科目

238 科目

230 科目

234 科目

１２４単位

１２４単位

１２４単位

１２４単位
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専任教員等
学部等の名称

教授 准教授 講師 助教 計 助手

兼任

教員

生命環境学部

生命工学科

人

6

（6）

人

4

（4）

人

0

（0）

人

5

（5）

人

15

（15）

人

0

（0）

人

5

（5）

地域食物科学科
4

（4）

7

（7）

0

（0）

3

（3）

14

（14）

0

（0）

8

（8）

環境科学科
5

（5）

6

（6）

1

（1）

3

（3）

15

（15）

0

（0）

8

（8）

地域社会システム学科
6

（6）

10

（10）

1

（1）

1

（1）

18

（18）

0

（0）

4

（4）

新

設

分

計
21

（21）

27

（27）

2

（2）

12

（12）

62

（62）

0

（0）

25

（25）

教育人間科学部 学校教育課程
43

(43)

43

(43)

1

(1)

1

(1)

88

(88)

3

(3)

49

(49)

生涯学習課程
4

（4）

3

（3）

0

（0）

0

（0）

7

（7）

0

（0）

10

（10）

医学部 医学科
39

（39）

26

（26）

8

（8）

77

（77）

150

（150）

3

（3）

203

（203）

看護学科
11

（11）

1

（1）

3

（3）

10

（10）

25

（25）

1

（1）

47

（47）

工学部 機械工学科
7

（7）

5

（5）

0

（0）

6

（6）

18

（18）

1

（1）

13

（13）

電気電子工学科
7

（7）

6

（6）

0

（0）

5

（5）

18

（18）

0

（0）

10

（10）

コンピュータ理工学科
8

（8）

9

（9）

0

（0）

5

（5）

22

（22）

0

（0）

9

（9）

情報メカトロニクス工学科
6

（6）

9

（9）

0

（0）

6

（6）

21

（21）

0

（0）

4

（4）

土木環境工学科
6

（6）

9

（9）

0

（0）

2

（2）

17

（17）

0

（0）

18

（18）

応用化学科
5

（5）

7

（7）

0

（0）

4

（4）

16

（16）

1

（1）

18

（18）

先端材料理工学科
5

（5）

5

（5）

0

（0）

3

（3）

13

（13）

0

（0）

0

（0）

平成 23 年 5 月提

出済

ｸﾘｰﾝｴﾈﾙｷﾞｰ研究ｾﾝﾀｰ
3

(3)

2

(2)

0

(0)

0

(0)

5

(5)

0

(0)

0

(0)

機器分析ｾﾝﾀｰ
0

(0)

0

(0)

1

(1)

0

(0)

1

(1)

0

(0)

0

(0)

総合分析実験ｾﾝﾀｰ
2

(2)

2

(2)

0

(0)

2

(2)

6

(6)

0

(0)

0

(0)

留学生ｾﾝﾀｰ
2

(2)

1

(1)

2

(2)

0

(0)

5

(5)

0

(0)

0

(0)

大学教育研究開発ｾﾝﾀｰ
1

（1）

0

（0）

0

（0）

1

（1）

2

（2）

0

（0）

57

（57）

保健管理ｾﾝﾀｰ
0

(0)

2

(2)

1

(1)

0

(0)

3

(3)

0

(0)

0

(0)

計
164

(164)

130

(130)

41

(41)

179

(179)

514

(514)

12

(12)

438

(438)

教

員

組

織

の

概

要

既

設

分

合 計
185

(185)

157

(157)

43

(43)

191

(191)

576

(576)

12

(12)

463

(463)
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職 種 専 任 兼 任 計

事 務 職 員

人

258

(258)

人

278

(278)

人

536

(536)

技 術 職 員
433

(433)

146

(146)

579

(579)

図書館専門職員
15

(15)

0

(0)

15

(15)

その他の職員
32

(32)

59

(59)

91

(91)

教

員

以

外

の

職

員

の

概

要
計

738

(738)

483

(483)

1,221

(1,221)

区 分 専 用 共 用
共用する他の

学校等の専用
計

校 舎 敷 地 239,371 ㎡ 0 ㎡ 0㎡ 239,371 ㎡

運動場用地 73,302 ㎡ 0 ㎡ 0㎡ 73,302 ㎡

小 計 312,673 ㎡ 0 ㎡ 0㎡ 312,673 ㎡

そ の 他 259,815 ㎡ 0 ㎡ 0㎡ 259,815 ㎡

校

地

等

合 計 572,488 ㎡ 0 ㎡ 0㎡ 572,488 ㎡

専 用 共 用
共用する他の

学校等の専用
計

校 舎
128,995 ㎡

(128,995 ㎡)

0 ㎡

(0 ㎡)

0 ㎡

(0 ㎡)

128,995 ㎡

(128,995 ㎡)

その他の内、 借

地 36,874 ㎡を含

む

講義室 演習室 実験実習室 情報処理学習施設 語学学習施設
教室等

111 室 28 室 202 室 7 室 1室

大学全体

新設学部等の名称 室数
専任教員研究室

生命環境学部 62 室

学術雑誌

新設学部等の名称

図書

[うち外国書]

冊

[うち外国書]

種

電子ジャーナル

[うち外国書]

視聴覚資料

点

機械・器具

点

標本

点

生命環境学部
658,835[189,530]

(630,535[185,430])

14,865[4,495]

(14,865[4,495])

5,080[5,080]

(5,080[5,080])

5,117

(4,386)

5,234

(5,234)

130

(130)

図

書

・

設

備

計
658,835[189,530]

(630,535[185,430])

14,865[4,495]

(14,865[4,495])

5,080[5,080]

(5,080[5,080])

5,117

(4,386)

5,234

(5,234)

130

(130)

大学全体での共

用分を含む

面積 閲覧座席数 収納可能冊数
図書館

7,512 ㎡ 552 598,000

大学全体

面積 体育館以外のスポーツ施設の概要

体育館
2,743 ㎡

野球所 2面

テニスコート 17 面

小体育館、武道場、弓道場、プール

ほか

大学全体

区 分 開設前年度 第１年次 第２年次 第３年次 第４年次 第５年次 第６年次

教員１人当り研究費等 －千円 －千円 －千円 －千円 －千円 －千円

共 同 研 究 費 等 －千円 －千円 －千円 －千円 －千円 －千円

図 書 購 入 費 －千円 －千円 －千円 －千円 －千円 －千円 －千円

経費

の見

積り
設 備 購 入 費 －千円 －千円 －千円 －千円 －千円 －千円 －千円

第１年次 第２年次 第３年次 第４年次 第５年次 第６年次学生１人当り納

付金 －千円 －千円 －千円 －千円 －千円 －千円

経 費

の 見

積 り

及 び

維 持

方 法

の 概

要
学生納付金以外の維持方法の概要

国費（運営費交付

金）による
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大 学 の 名 称 山梨大学

学 部 等 の 名 称
修業

年限

入学

定員

編入学

定員

収容

定員

学位又

は称号

定員

超過

率

開設

年度
所 在 地

教育人間科学部

学校教育課程

生涯学習課程

国際共生社会課程

ソフトサイエンス課程

年

4

4

4

4

人

100

20

40

40

年次

人

－

－

－

－

人

400

80

160

160

学士

（教育）

学士

（教養）

学士

（教養）

学士

（教養）

倍

1.09

1.12

1.16

1.02

1.03

平成

10年度

〃

〃

〃

山梨県甲府市武田

４丁目４－３７

平成 24 年度より入

学定員増予定〔25〕

平成 24 年度より学

生募集停止予定(国

際共生社会課程、ソ

フトサイエンス課

程)

医学部

医学科

看護学科

6

4

125

60

－

３年次

10

680

260

学士

（医学）

学士

（看護学）

1.01

1.01

1.04

昭和

55年度

平成

７年度

山梨県中央市下河東

１１１０

平成 22 年度より

入学定員増〔5〕

工学部

機械ｼｽﾃﾑ工学科

電気電子ｼｽﾃﾑ工学

科

ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ･ﾒﾃﾞｨｱ工

学科

土木環境工学科

応用化学科

生命工学科

循環ｼｽﾃﾑ工学科

4

4

4

4

4

4

4

90

70

75

75

50

35

45

３年次

10

３年次

5

３年次

5

－

－

－

－

380

290

310

300

200

140

180

学士

（工学）

学士

（工学）

学士

（工学）

学士

（工学）

学士

（工学）

学士

（工学）

学士

（工学）

1.10

1.10

1.09

1.05

1.04

1.23

1.17

1.08

平成

元年度

平成

10年度

〃

平成

元年度

平成

16年度

〃

平成

10年度

山梨県甲府市武田

４丁目３－１１

既

設

大

学

等

の

状

況

計 825 30 3,540 1.07

平成 24 年度より

学生募集停止予

定(工学部全学

科)
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学部等の名称

教育学研究科

（修士課程）

教科教育専攻

教育支援科学専攻

（教職大学院の課程）

教育実践創成専攻

修業

年限

2

2

2

入学

定員

22

6

14

編入学

定員

－

－

－

収容

定員

44

12

28

学位又

は称号

修士

（教育学）

修士

（教育学）

教職修士

（専門職）

定員

超過

率

1.01

0.91

1.07

開設

年度

平成

７年度

平成

22年度

〃

所 在 地

山梨県甲府市武田

４丁目４－３７

計 42 － 84 1.01

医学工学総合教育部

（修士課程）

医科学専攻

看護学専攻

機械ｼｽﾃﾑ工学専攻

電気電子ｼｽﾃﾑ工学

専攻

ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ･ﾒﾃﾞｨｱ工

学専攻

土木環境工学専攻

応用化学専攻

生命工学専攻

人間ｼｽﾃﾑ工学専攻

持続社会形成専攻

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

20

16

33

27

30

27

30

22

18

30

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

40

32

66

54

60

54

60

44

36

54

修士

（医科学）

修士

（看護学）

修士

（工学）

修士

（工学）

修士

（工学）

修士

（工学）

修士

（工学）

修士

（工学）

修士

（工学）

修士

（工学）

（学術）

0.60

0.81

1.40

1.47

1.63

0.92

1.61

1.38

1.10

0.50

平成

15年度

〃

〃

〃

〃

〃

平成

20年度

平成

20年度

平成

21年度

平成

17年度

山梨県甲府市武田

４丁目３－１１

計 253 － 500 1.18

平成 22 年度より

入学定員減〔△11〕

平成 22 年度より

設置

平成 22 年度より

設置
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学部等の名称

医学工学総合教育部

（博士課程）

先進医療科学専攻

生体制御学専攻

ﾋｭｰﾏﾝﾍﾙｽｹｱ学専攻

人間環境医工学専

攻

機能材料ｼｽﾃﾑ工学

専攻

情報機能ｼｽﾃﾑ工学

専攻

環境社会創生工学

専攻

修業

年限

4

4

3

3

3

3

3

入学

定員

17

10

4

16

10

9

10

編入学

定員

－

－

－

－

－

－

－

収容

定員

76

44

12

50

33

30

33

学位又

は称号

博士

（医学）

博士

（医学）

博士

（看護学）

博士

（医科学）

（医工学）

(情報科学)

博士

（工学）

博士

（工学）

博士

（工学）

（学術）

定員

超過

率

1.11

0.40

1.16

0.60

0.98

0.39

0.72

開設

年度

平成

15年度

〃

〃

〃

〃

〃

〃

所 在 地

山梨県甲府市武田

４丁目３－１１

計 76 － 278 0.78

特別支援教育特別

専攻科

障害児教育専攻 1 30 － 30 0.63

昭和

54年度

山梨県甲府市武田

４丁目４－３７

平成 22 年度より

入学定員減〔△4〕

平成 22 年度より

入学定員減〔△2〕

平成 22 年度より

入学定員減〔△2〕

平成 22 年度より

入学定員減〔△3〕

平成 22 年度より

入学定員減〔△3〕

平成 22 年度より

入学定員減〔△3〕
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附属施設の概要

（附属学校）

名 称：教育人間科学部附属小学校

目 的：理論及び実際に関する研究・教育を行う。

所 在 地：山梨県甲府市北新１丁目４－１

設置年月：昭和 26 年４月

規 模 等：建物 6,235 ㎡

名 称：教育人間科学部附属中学校

目 的：中学校教育の理論及び実際に関する研究並びにその実験・実証に寄与する。

所 在 地：山梨県甲府市北新１丁目４－２

設置年月：昭和 26 年４月

規 模 等：建物 6,224 ㎡

名 称：教育人間科学部附属特別支援学校

目 的：知的障害児教育の理論と実践についての研究・教育を行う。

所 在 地：山梨県甲府市天神町１７－３５

設置年月：昭和 48 年４月

規 模 等：建物 3,495 ㎡

名 称：教育人間科学部附属幼稚園

目 的：幼児教育の実証的研究を進める。

所 在 地：山梨県甲府市北新１丁目２－１

設置年月：昭和 26 年４月

規 模 等：建物 981 ㎡

（学部等の附属施設）

名 称：教育人間科学部附属教育実践総合センター

目 的：教員養成・教員研修の段階におけるカリキュラム開発、情報通信技術を活用した教

育方法の研究のほか、実際の教育の現場における諸問題の研究や現職教員対象の教

育相談などを行う。

所 在 地：山梨県甲府市武田４丁目４－３７

設置年月：平成元年５月

規 模 等：建物 Ｊ号館 3,150 ㎡の一部

名 称：医学部附属病院

目 的：県内唯一の特定機能病院として、地域の中核的医療及び高度医療を担い、診療を通

じて教育・研究を行う中で、患者さんの人権を尊重する医療人を養成する。

所 在 地：山梨県中央市下河東１１１０

設置年月：昭和 58 年４月

規 模 等：建物 42,515 ㎡

名 称：医学工学総合研究部附属ワイン科学研究センター

目 的：世界的な視野に立ち、先端的な細胞工学や遺伝子工学技術を駆使した基盤研究から、

最新のブドウ栽培並びにワイン醸造の実用研究までを包括する。

所 在 地：山梨県甲府市北新１丁目１３－１

設置年月：平成 12 年４月

規 模 等：建物 1,715 ㎡

名 称：医学工学総合研究部附属クリスタル科学研究センター

目 的：原子配列制御や集合組織制御によって新しい機能を持つ結晶の育成に関する研究及

びその応用に関する研究を行う。

所 在 地：山梨県甲府市宮前７

設置年月：平成 14 年４月

規 模 等：建物 2,219 ㎡
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名 称：工学部附属ものづくり教育実践センター

目 的：地場産業である伝統工芸を取り入れた実習、機械工作実習、研究用機器の設計・製

作に関する全面的支援を行う。

所 在 地：山梨県甲府市武田４丁目３－１１

設置年月：平成 17 年４月

規 模 等：建物 1,088 ㎡

名 称：医学工学総合研究部附属国際流域環境研究センター

目 的：地域や諸外国と連携し人的ネットワーク拠点を形成しながら、流域環境に関する研

究・教育を進める。

所 在 地：山梨県甲府市武田４丁目３－１１

設置年月：平成 19 年４月

規 模 等：建物 工学部の一部

（附属図書館）

名 称：附属図書館

目 的：図書や雑誌だけでなく、ビデオやＤＶＤのほか、ＩＴ時代に対応した電子ジャーナ

ルやデータベースを導入し、教育及び研究への支援を行う。

所 在 地：（本館）山梨県甲府市武田４丁目４－３７

（医学分館）山梨県中央市下河東１１１０

設置年月：（本館）昭和 41 年４月

（医学分館）昭和 57 年４月

規 模 等：建物 （本館）5,849 ㎡

（医学分館）1,663 ㎡

（学内共同教育研究施設）

名 称：クリーンエネルギー研究センター

目 的：エネルギー及び地球環境問題の解決に貢献するクリーンエネルギーに関する研究を

推進する。

所 在 地：山梨県甲府市宮前町７－３２

設置年月：平成 13 年４月

規 模 等：建物 1,220 ㎡

名 称：機器分析センター

目 的：電子顕微鏡、電子分光など、精密分析計測が可能な機器と関連機器を備え、共同利

用に提供する。

所 在 地：山梨県甲府市武田４丁目３－１１

設置年月：平成７年４月

規 模 等：建物 1,561 ㎡

名 称：総合分析実験センター

目 的：機能解析分野、資源開発分野、生命情報分野の３本柱で、大学全体の教育・研究活

動を支える。

所 在 地：山梨県中央市下河東１１１０

設置年月：平成 14 年４月

規 模 等：建物 3,796 ㎡

名 称：総合情報戦略機構

目 的：情報処理教育に利用するコンピュータ端末や、教育・研究のため利用する各種サー

バ等の環境を提供する。

所 在 地：山梨県甲府市武田４丁目３－１１

設置年月：平成９年４月

規 模 等：建物 750 ㎡
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名 称：留学生センター

目 的：留学生の勉学及び研究生活がみのり多きものになるよう、指導と支援をする。

所 在 地：山梨県甲府市武田４丁目４－３７

設置年月：平成 15 年４月

規 模 等：建物 総合研究棟 7,000 ㎡の一部

名 称：大学教育研究開発センター

目 的：大学教育に関する研究・開発を行うと共に、共通教育の実施を支援する。

所 在 地：山梨県甲府市武田４丁目４－３７

設置年月：平成 17 年４月

規 模 等：建物 総合研究棟 7,000 ㎡の一部

名 称：キャリアセンター

目 的：学生の就職、進学支援の企画・実施及び進路情報提供・分析の他、学生のキャリア

形成・低学年からの進路形成に係るキャリア教育を展開する。

所 在 地：山梨県甲府市武田４丁目４－３７

設置年月：平成 19 年４月

規 模 等：建物 大学本部棟 2,738 ㎡の一部

名 称：燃料電池ナノ材料研究センター

目 的：エネルギー資源の有効利用、地球環境の保全に貢献する水素・燃料電池に関する先

端的研究を学内外の諸機関と連携して推進する拠点となり、その科学・技術の確立

を目指すと共に、山梨大学における教育研究の発展に資する。

所 在 地：山梨県甲府市武田４丁目３－１１

設置年月：平成 20 年４月

規 模 等：建物 3,834 ㎡

（保健管理センター）

名 称：保健管理センター

目 的：学生及び教職員の健康保持・増進させる。

所 在 地：（甲府）山梨県甲府市武田４丁目４－３７

（医学部）山梨県中央市下河東１１１０

設置年月：（甲府）昭和 44 年４月

（医学部）平成 10 年４月

規 模 等：建物 （甲府）396 ㎡

（医学部）管理棟 2,820 ㎡の一部



変更の事由

山梨大学 山梨大学

教育人間科学部 ２００ 教育人間科学部 １４５ 定員変更

学校教育課程 １００ 学校教育課程 １２５ 定員変更

生涯学習課程 ２０ 生涯学習課程 ２０

国際共生社会課程 ４０ ０ 平成24年度より学生募集停止

ソフトサイエンス課程 ４０ ０ 平成24年度より学生募集停止

医学部 １８５ 医学部 １８５

医学科 １２５ 医学科 １２５

看護学科 ６０ 看護学科 ６０

工学部 ４４０ 工学部 ３６５ 学科の設置（事前伺い）

機械システム工学科 ９０ ０ 平成24年度より学生募集停止

電気電子システム工学科 ７０ ０ 平成24年度より学生募集停止

コンピュータ・メディア工学科 ７５ ０ 平成24年度より学生募集停止

土木環境工学科 ７５ ０ 平成24年度より学生募集停止

応用化学科 ５０ ０ 平成24年度より学生募集停止

生命工学科 ３５ ０ 平成24年度より学生募集停止

循環システム工学科 ４５ ０ 平成24年度より学生募集停止

機械工学科 ５５

電気電子工学科 ５５

コンピュータ理工学科 ５５

情報メカトロニクス工学科 ５５

土木環境工学科 ５５

応用化学科 ５５

先端材料理工学科 ３５

生命環境学部 １３０ 学部の設置（設置申請）

生命工学科 ３５

地域食物科学科 ３０

環境科学科 ３０

地域社会システム学科 ３５

山梨大学大学院 山梨大学大学院

教育学研究科 ４２ 教育学研究科 ４２

修士課程 ２８ 修士課程 ２８

教育支援科学専攻 ６ 教育支援科学専攻 ６

教科教育専攻 ２２ 教科教育専攻 ２２

教職大学院の課程 １４ 教職大学院の課程 １４

教育実践創成専攻 １４ 教育実践創成専攻 １４

平成２３年度 入学定員 平成２４年度 入学定員

国立大学法人山梨大学 設置申請に関わる組織の移行表
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医学工学総合教育部 ３２９ 医学工学総合教育部 ３２９

修士課程 ２５３ 修士課程 ２５３

医科学専攻 ２０ 医科学専攻 ２０

看護学専攻 １６ 看護学専攻 1６

機械システム工学専攻 ３３ 機械システム工学専攻 ３３

電気電子システム工学専攻 ２７ 電気電子システム工学専攻 ２７

ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ･ﾒﾃﾞｨｱ工学専攻 ３０ ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ･ﾒﾃﾞｨｱ工学専攻 ３０

土木環境工学専攻 ２７ 土木環境工学専攻 ２７

応用化学専攻 ３０ 応用化学専攻 ３０

生命工学専攻 ２２ 生命工学専攻 ２２

人間システム工学専攻 １８ 人間システム工学専攻 1８

持続社会形成専攻 ３０ 持続社会形成専攻 ３０

博士課程 ７６ 博士課程 ７６

先進医療科学専攻 １７ 先進医療科学専攻 １７

生体制御学専攻 １０ 生体制御学専攻 １０

ﾋｭｰﾏﾝﾍﾙｽｹｱ学専攻 ４ ﾋｭｰﾏﾝﾍﾙｽｹｱ学専攻 ４

人間環境医工学専攻 １６ 人間環境医工学専攻 １６

機能材料システム工学専攻 １０ 機能材料システム工学専攻 １０

情報機能システム工学専攻 ９ 情報機能システム工学専攻 ９

環境社会創生工学専攻 １０ 環境社会創生工学専攻 １０
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

１前 1 〇 兼18 ※実技

１後 1 〇 兼13 ※実技

1・2前 2 〇 兼13 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

1・2前後 2 〇 兼4 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

1・2前後 2 ○ 兼3

１前後 2 〇 兼1

2 8 0 0 0 0 0 0 兼38

１前 2 〇 兼10

１前 2 〇 兼7 １科目選択

１前 2 〇 兼4

１後 2 〇 兼10

１後 2 〇 兼8 １科目選択

１後 2 〇 兼3

1・2・3・4前 4 〇 兼1

1・2・3・4後 4 〇 兼1

2前後 2 〇 兼13

2前後 2 〇 兼10

2前後 2 〇 兼6

2前後 2 〇 兼12

2前後 2 〇 兼3

1・2・3・4前 1 〇 兼1

1・2・3・4後 1 〇 兼1

1・2・3・4前 1 〇 兼1

1・2・3・4後 1 〇 兼1

1・2・3・4前 1 〇 兼4 集中

1・2・3・4前 1 〇 兼4 集中

2・3・4前 6 〇 兼2

2・3・4後 6 〇 兼2

１前 2 〇 兼7

１後 2 〇 兼7

１前 2 〇 兼2

１後 2 〇 兼2

２前 2 ○ 兼5

２後 2 ○ 兼5

2・3・4前 6 〇 兼2

2・3・4後 6 〇 兼2

１前 2 〇 兼1

１後 2 〇 兼1

１前 2 〇 兼1

１後 2 〇 兼1

１前 2 〇 兼13

１後 2 〇 兼13

１前 2 〇 兼2

１後 2 〇 兼2

２前 2 〇 兼3

２前 2 〇 兼2

２後 2 〇 兼3

２後 2 〇 兼2

2・3・4前 4 〇 兼2

2・3・4後 4 〇 兼2

12 92 0 0 0 0 0 0 兼46－

中国語Intensive60-Ⅰ

中国語Intensive60-Ⅱ

小計（４３科目）

中国語初級Ⅰ

中国語初級Ⅱ

中国語演習Ⅰ

中国語演習Ⅱ

中国語中級Ⅰ（総合）

中国語中級Ⅰ（ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ）

中国語中級Ⅱ（総合）

中国語中級Ⅱ（ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ）

フランス語演習Ⅱ

ドイツ語初級Ⅰ

ドイツ語初級Ⅱ

ドイツ語演習Ⅰ

ドイツ語演習Ⅱ

ドイツ語中級Ⅰ（総合）

ドイツ語中級Ⅱ（総合）

ドイツ語Intensive90-Ⅰ

ドイツ語Intensive90-Ⅱ

フランス語初級Ⅰ

e-ラーニングⅣ

Intensive15-Ⅰ（英語）

Intensive15-Ⅱ（英語）

フランス語演習Ⅰ

フランス語初級Ⅱ

ＴＯＥＦＬⅠ

Intensive90-Ⅰ（英語）

Intensive90-Ⅱ（英語）

英語ﾘｰﾃﾞｨﾝｸﾞ・ﾗｲﾃｨﾝｸﾞ

英語ﾘｰﾃﾞｨﾝｸﾞ・ﾗｲﾃｨﾝｸﾞ（上級）

英語ｵｰﾗﾙｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ

英語ｵｰﾗﾙｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ（上級）

e-ラーニングⅠ

e-ラーニングⅡ

e-ラーニングⅢ

生活と健康Ⅱ

人間形成論

職業選択支援プログラム

キャリア形成のための作文演習

キャリア形成論

ＴＯＥＦＬⅡ

配当年次

英語ＢⅠ

総合英語

小計（６科目）

英語ＢⅡ

英語ＢⅢ

系
列

英語ＡⅠ

英語ＡⅡ

英語ＡⅢ

人
間
形
成
科
目

生活と健康Ⅰ

【全学共通教育科目】

－

全
　
　
　
学
　
　
　
共
　
　
　
通
　
　
　
教
　
　
　
育
　
　
　
科
　
　
　
目

単位数

備考

教　　育　　課　　程　　等　　の　　概　　要

（生命環境学部　生命工学科）

別記様式第２号（その２の１）

授業形態

授業科目の名称

専任教員等の配置

（用紙　日本工業規格Ａ４縦型）

部
門

語
　
　
　
学
　
　
　
教
　
　
　
育
　
　
　
科
　
　
　
目

- 1 -



1・2・3・4後 2 〇 兼1

1・2・3・4前 2 〇 兼1

1・2・3・4後 2 〇 兼1

1・2・3・4前 2 〇 兼1

1・2・3・4後 2 〇 兼1

1・2・3・4後 2 〇 兼1

1・2・3・4後 2 〇 兼1

1・2・3・4後 2 〇 兼1

1・2・3・4前 2 〇 兼1

1・2・3・4後 2 ○ 兼1

1・2・3・4後 2 ○ 兼2

1・2・3・4後 2 ○ 兼1

1・2・3・4後 2 ○ 兼1

1・2・3・4後 2 〇 兼1

1・2・3・4前後 2 〇 兼2

1・2・3・4後 2 〇 兼1

1・2・3・4前 2 〇 兼1

1・2・3・4前 2 〇 兼7 ｵﾑﾆﾊﾞｽ集中

1・2・3・4後 2 〇 兼1

1・2・3・4前 2 〇 兼1

1・2・3・4後 2 〇 兼1

1・2・3・4前 2 〇 兼14 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

1・2・3・4前 2 〇 兼13 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

1・2・3・4前 2 〇 兼5 ｵﾑﾆﾊﾞｽ集中

1・2・3・4前 2 〇 兼1

1・2・3・4前 2 〇 兼1

1.2.3.4前 2 〇 兼1

1・2・3・4前 2 〇 兼2

1・2・3・4後 2 〇 兼1

1・2・3・4前 2 〇 兼1

1・2・3・4前 2 〇 兼1

1・2・3・4前 2 〇 兼1

1・2・3・4後 2 〇 兼4

1・2・3・4後 2 〇 兼1

1・2・3・4後 2 〇 兼1

1・2・3・4後 2 〇 兼1

1・2・3・4後 2 〇 兼1

1・2・3・4前 2 〇 兼1

1・2・3・4後 2 〇 兼1

1・2・3・4後 2 〇 兼3

1・2・3・4後 2 〇 兼1

1・2・3・4前 2 〇 兼1

1・2・3・4後 2 〇 兼1

1・2・3・4後 2 〇 兼1

1・2・3・4後 2 〇 兼1

1・2・3・4前 2 〇 兼1

1・2・3・4前 2 〇 兼3

1・2・3・4後 2 〇 兼4

1・2・3・4後 2 〇 5 4 　

1・2・3・4後 2 〇 兼1

1・2・3・4前 2 〇 兼13 　

1・2・3・4前 2 〇 兼4

1・2・3・4後 2 〇 兼4

1・2・3・4前 2 〇 兼1

1・2・3・4前 2 〇 1

1・2・3・4後 2 〇 兼1

1・2・3・4後 2 〇 兼11

1・2・3・4前 2 〇 兼1 集中

1・2・3・4前 2 〇 兼1

1・2・3・4前 2 〇 兼1

1・2・3・4後 2 〇 兼1

1・2・3・4後 2 〇 兼1

1・2・3・4後 2 〇 兼1

水圏植物の生物学

子どもと事象の数理

一般相対性理論への招待

クリスタルサイエンス

ワイン製造及び体験実習

生命科学と社会

材料と技術

家庭の中のエレクトロニクス

数理の発想でみる自然・社会・人間

電気とコンピュータ

【環】地球環境化学とエネルギー

ワインと宝石

これからの機械技術

人間と機械

地球の見方

医工学と現代社会

人間とコンピュータ

現代生活とバイオテクノロジー

子どもとジェンダー

科学技術史入門

天文学への誘い

確率的見方

ヒトに至る生命の歴史

生物学の様子

染色の科学

子どもと自然

人間理解の心理学

放射線と現代

教育問題から見た現代社会

保育・子育ての現在

投資と資産形成

理系女性のキャリア形成

哲学のさまざまな問題

経営管理（マネジメント）

企業概論

経営分析のためのデータ解析

現代社会と教育

こころと体の障害の理解と支援

環境政策の展開

映像で考える子どもと教育

科学・ﾃﾞｻﾞｲﾝ・ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ

生活設計論

経済学の目で見ると 

日本国憲法

スポーツ映画に見る現代社会

住まいの地方性

山梨学

社会変動と人間

特別支援教育総論

現代日本の政治と政策

源氏物語を読む

国語表現

日本古代の政治と文化

考古学について

メディアと人間

子どもと文化

ヨーロッパ中世の諸相

山梨大学から見る大学の歴史と現在

教育史を通して見る日本の近代現代

小説における〈他者〉の問題

文化記号論

ものといのち

日本文学作品論Ⅱ

全
　
　
　
学
　
　
　
共
　
　
　
通
　
　
　
教
　
　
　
育
　
　
　
科
　
　
　
目

教
　
　
　
養
　
　
　
教
　
　
　
育
　
　
　
科
　
　
　
目
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1・2・3・4前 2 〇 兼1

1・2・3・4前 2 〇 兼1

1・2・3・4前 2 〇 兼1

1・2・3・4前 2 〇 兼1

1・2・3・4前 2 〇 兼1

1・2・3・4前 2 〇 兼4

1・2・3・4後 2 〇 兼1

1・2・3・4前後 2 〇 兼2

1・2・3・4前 2 〇 兼1

1・2・3・4前 2 〇 兼1

1・2・3・4後 2 〇 兼1

1・2・3・4前 2 〇 兼1

1・2・3・4前 2 〇 兼1

1・2・3・4前 2 〇 兼1

1・2・3・4後 2 〇 兼1

1・2・3・4前 2 〇 兼1

1・2・3・4前 2 〇 兼15 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

1・2・3・4後 2 〇 兼13 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

1・2・3・4後 2 〇 兼1

1・2・3・4前 2 〇 兼13 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

1・2・3・4前 2 〇 兼1

1・2・3・4後 2 〇 兼1

1・2・3・4後 2 〇 兼1

1・2・3・4後 2 〇 兼1

1・2・3・4後 2 〇 兼1

1・2・3・4前 2 〇 兼1

1・2・3・4後 2 〇 兼1

1・2・3・4前 2 〇 兼1

1・2・3・4前 2 〇 兼1

1・2・3・4前 2 〇 兼1

1・2・3・4前 2 〇 兼1

1・2・3・4前 2 〇 兼1

1・2・3・4後 2 〇 兼1

1・2・3・4後 2 〇 兼1

1・2・3・4後 2 〇 兼1

1・2・3・4後 2 〇 兼1

1・2・3・4前 2 〇 兼1

1・2・3・4前後 2 〇 兼1

1・2・3・4後 2 〇 兼1

1・2・3・4前後 2 〇 兼1

1・2・3・4後 2 〇 兼1

1・2・3・4後 2 〇 兼1

1・2・3・4前 2 〇 兼5 　

1・2・3・4後 2 ○ 兼1

0 214 0 5 4 0 0 0 兼207

　　　（合計１５６科目） 14 314 0 5 4 0 0 0 兼276

1前 2 ○ 1 兼3 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

1前 2 ○ 1 2 兼9

2前 2 ○ 兼2

2後 1 ○ 兼6 集中

1前 2 ○ 兼2 ※講義

2前 2 ○ 兼1

2前 2 ○ 兼1

2前 2 ○ 1

1後 2 ○ 兼2

1後 2 ○ 兼1

1前 2 ○ 兼3

2後 2 ○ 兼2

1後 2 ○ 兼1

－ 19 6 0 2 2 0 0 0 兼25

1前 2 ○ 兼2

1前 2 ○ 　 兼2

1後 2 ○ 兼1

1後 2 ○ 兼1

－

－

－小計（１０７科目）

異文化間コミュニケーション

アジアの人々

こころの健康づくり

ボランティア理論

世界近現代史の潮流と日本

余暇社会の身体活動

ピアノを弾こう

映像を通じて見る異文化

現代政治のイシュー

ダンス・セラピー

電子音楽の世界

東洋音楽鑑賞

写真の歴史

健康社会学

アンサンブルの楽しみ

球技スポーツの魅力

音楽の分析と表現

運動と遊び

スポーツ考現学への誘い

健康なからだ論

パーソナリティ心理学

ミュージカルを歌おう

医療の最先端

社会における看護と介護

社会の中の医療・医学

人体の生命科学

ウイルスと人間Ｂ

心理学への誘い

アウトドアパスーツⅠ

アウトドアパスーツⅡ

健康科学

スポーツマッサージ入門

感性による造形

スポーツとダイエットの科学

かたちの不思議と幾何学的ﾃﾞｻﾞｲﾝ

生命倫理

音楽の即興表現

死生学入門

数学的見方

依存の科学

ガイア仮説と地球システム科学

魔方陣から現代数学へ

物理パズルで親しむ身近な自然現象

自然災害と都市防災

生物資源論

基礎統計学

生命科学概論

微積分学

共生科学入門

【専門科目】

学
部
共
通
科
目

生命環境基礎ゼミ

生命倫理学

基礎数学

線形代数学

基礎数学演習

基礎統計学演習

食物科学入門

生物資源実習

リスクマネジメント概論

情報処理及び演習

小計（１３科目）

経済経営学入門

環境科学入門

理
系
共
通
科
目

専
　
門
　
基
　
礎
　
科
　
目

全
　
　
学
　
　
共
　
　
通
　
　
教
　
　
育
　
　
科
　
　
目

教
　
　
養
　
　
教
　
　
育
　
　
科
　
　
目
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2前 2 ○ 兼1

2後 2 ○ 兼1

1前 2 ○ 兼1

1後 2 ○ 1

1前 2 ○ 兼1

1後 2 ○ 1

3・4前 2 ○ 兼13

3・4後 2 ○ 兼7

－ 16 8 0 1 1 0 0 0 兼26

2後 2 ○ 1

1後 2 ○ 1

1後 2 ○ 1

2後 2 ○ 1

3前 2 ○ 1

2後 2 ○ 1

2前 2 ○ 1 1

2前 2 ○ 1

2後 2 ○ 1

2後 2 ○ 1

2前 2 ○ 1

3後 2 ○ 1

生物有機化学 2後 2 ○ 1

3後 2 ○ 1

2前 2 ○ 1

2後 2 ○ 1

2前 2 ○ 1

3前 2 ○ 1

3前 3 ○ 1 1

3前 3 ○ 1 1

3後 3 ○ 1 2

3後 3 ○ 1 2

2後 1 ○ 1 1

3前 1 ○ 1 1

2後 2 ○ 1 1

3前 2 ○ 5

3後 2 ○ 1 4

バイオインフォマティクス 3前 2 ○ 1

3後 2 ○ 　 兼1

3前 2 ○ 　 兼1

2前 2 ○ 　 兼1

3後 2 ○ 　 兼1

3前 2 ○ 　 兼1

2後 2 ○ 　 兼1

2後 4 ○ 　 　 　 兼14

3後 2 ○ 兼1

3後 2 ○ 　 兼3

1後 2 ○ 　 兼2

4後 2 ○ 　 兼1

4後 2 ○ 　 兼1

4後 2 ○ 　 兼1

－ 30 56 0 6 4 0 5 0 兼23

4前 2 ○ 6 4 4

4後 2 ○ 6 4 4

4通 1 ○ 兼1 集中

4通 1 ○ 兼1 集中

4通 1 ○ 兼1 集中

4通 1 ○ 兼1 集中

2・3通 1 ○

2・3通 1 ○

4通 6 ○ 6 4 5

－ 10 6 0 6 4 0 5 0 兼4

　　　合計（７５科目） － 75 76 0 6 4 0 5 0 兼65

科学英語演習Ⅰ

特別講義Ⅲ

科学英語演習Ⅱ

特別講義Ⅱ

－小計（９科目）

－

専
門
特
別
科
目

特別講義Ⅳ

生命工学卒業論文

インターンシップⅡ

インターンシップⅠ

－

生体触媒学

特別講義Ⅰ

食品加工学

生物工学実験Ⅱ

微生物育種学

栽培植物育種法

食品成分分析学

生物工学実験Ⅰ 

基礎生化学実習

小計（４１科目）

経営学総論

環境保全学

技術英語Ⅰ

地球環境科学

技術英語Ⅱ

基礎物理学Ⅰ

生体物質論

応用微生物学II

遺伝科学概論

生物無機化学

基礎生物学

環境健康科学

生物学概論

基礎物理学Ⅱ

基礎化学

化学概論

－小計（１２科目）

生物化学工学II

応用微生物学I

生物分析化学

生物化学工学I

生物物理化学

化学実験

法律学概論

生物工学実験Ⅲ

動物解剖学

生化学演習

発生工学基礎実習

ゲノミクス演習

細胞生理学

専
門
基
礎
科
目

理
系
共
通
科
目

専
　
　
門
　
　
発
　
　
展
　
　
科
　
　
目

科学技術政策論

構造生物学

生物工学実験Ⅳ

細胞培養工学

遺伝子工学

生命科学方法論

環境毒性学

発生工学

発酵工業学

農作物病理学

- 4 -



学士（生命工学） 学位又は学科の分野 工学関係、農学関係

　全学共通教育科目32単位以上、専門科目92単位以上の合計124単位
以上を修得する。
　専門科目は、専門基礎科目部門から35単位以上（学部共通科目19単
位以上、理系共通科目16単位以上）、専門発展科目部門から30単位以
上、専門特別科目部門から10単位上を修得する。
　必修科目は、学部共通科目19単位、理系共通科目16単位、専門発展
科目30単位、専門特別科目10単位の合計75単位である。

卒　業　要　件　及　び　履　修　方　法

学位または称号

１時限の授業時間

１学期の授業期間

授業期間等

１５週

２学期

９０分

１学年の学期区分

- 5 -
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

１前 1 〇 兼18 ※実技

１後 1 〇 兼13 ※実技

1・2前 2 〇 兼13 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

1・2前後 2 〇 兼4 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

1・2前後 2 ○ 兼3

１前後 2 〇 兼1

2 8 0 0 0 0 0 0 兼38

１前 2 〇 兼10

１前 2 〇 兼7 １科目選択

１前 2 〇 兼4

１後 2 〇 兼10

１後 2 〇 兼8 １科目選択

１後 2 〇 兼3

1・2・3・4前 4 〇 兼1

1・2・3・4後 4 〇 兼1

2前後 2 〇 兼13

2前後 2 〇 兼10

2前後 2 〇 兼6

2前後 2 〇 兼12

2前後 2 〇 兼3

1・2・3・4前 1 〇 兼1

1・2・3・4後 1 〇 兼1

1・2・3・4前 1 〇 兼1

1・2・3・4後 1 〇 兼1

1・2・3・4前 1 〇 兼4 集中

1・2・3・4前 1 〇 兼4 集中

2・3・4前 6 〇 兼2

2・3・4後 6 〇 兼2

１前 2 〇 兼7

１後 2 〇 兼7

１前 2 〇 兼2

１後 2 〇 兼2

２前 2 ○ 兼5

２後 2 ○ 兼5

2・3・4前 6 〇 兼2

2・3・4後 6 〇 兼2

１前 2 〇 兼1

１後 2 〇 兼1

１前 2 〇 兼1

１後 2 〇 兼1

１前 2 〇 兼13

１後 2 〇 兼13

１前 2 〇 兼2

１後 2 〇 兼2

２前 2 〇 兼3

２前 2 〇 兼2

２後 2 〇 兼3

２後 2 〇 兼2

2・3・4前 4 〇 兼2

2・3・4後 4 〇 兼2

12 92 0 0 0 0 0 0 兼46

単位数

系
列

授業科目の名称 備考

専任教員等の配置授業形態

部
門

配当年次

生活と健康Ⅱ

人間形成論

職業選択支援プログラム

英語ＢⅢ

e-ラーニングⅠ

英語ﾘｰﾃﾞｨﾝｸﾞ・ﾗｲﾃｨﾝｸﾞ

英語ﾘｰﾃﾞｨﾝｸﾞ・ﾗｲﾃｨﾝｸﾞ（上級）

英語ｵｰﾗﾙｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ

英語ｵｰﾗﾙｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ（上級）

語
　
　
　
学
　
　
　
教
　
　
　
育
　
　
　
科
　
　
　
目

ＴＯＥＦＬⅠ

ＴＯＥＦＬⅡ

（生命環境学部　地域食物科学科）

（用紙　日本工業規格Ａ４縦型）
別記様式第２号（その２の１）

教 育 課 程 等 の 概 要

総合英語

人
間
形
成
科
目

生活と健康Ⅰ

キャリア形成のための作文演習

キャリア形成論

小計（６科目）

英語ＡⅡ

英語ＡⅢ

英語ＢⅠ

英語ＢⅡ

Intensive15-Ⅱ（英語）

Intensive90-Ⅰ（英語）

Intensive90-Ⅱ（英語）

ドイツ語初級Ⅰ

e-ラーニングⅡ

e-ラーニングⅢ

e-ラーニングⅣ

Intensive15-Ⅰ（英語）

ドイツ語中級Ⅱ（総合）

フランス語初級Ⅰ

ドイツ語Intensive90-Ⅰ

ドイツ語演習Ⅱ

ドイツ語中級Ⅰ（総合）

中国語初級Ⅱ

中国語演習Ⅰ

中国語演習Ⅱ

中国語中級Ⅰ（総合）

中国語Intensive60-Ⅱ

小計（４３科目）

英語ＡⅠ

フランス語初級Ⅱ

フランス語演習Ⅰ

フランス語演習Ⅱ

ドイツ語Intensive90-Ⅱ

ドイツ語初級Ⅱ

ドイツ語演習Ⅰ

中国語中級Ⅰ（ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ）

全
　
　
　
学
　
　
　
共
　
　
　
通
　
　
　
教
　
　
　
育
　
　
　
科
　
　
　
目

中国語初級Ⅰ

中国語中級Ⅱ（総合）

中国語中級Ⅱ（ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ）

中国語Intensive60-Ⅰ

【全学共通教育科目】

－

－
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1・2・3・4後 2 〇 兼1

1・2・3・4前 2 〇 兼1

1・2・3・4後 2 〇 兼1

1・2・3・4前 2 〇 兼1

1・2・3・4後 2 〇 兼1

1・2・3・4後 2 〇 兼1

1・2・3・4後 2 〇 兼1

1・2・3・4後 2 〇 兼1

1・2・3・4前 2 〇 兼1

1・2・3・4後 2 ○ 兼1

1・2・3・4後 2 ○ 兼2

1・2・3・4後 2 ○ 兼1

1・2・3・4後 2 ○ 兼1

1・2・3・4後 2 〇 兼1

1・2・3・4前後 2 〇 兼2

1・2・3・4後 2 〇 兼1

1・2・3・4前 2 〇 兼1

1・2・3・4前 2 〇 兼7 ｵﾑﾆﾊﾞｽ集中

1・2・3・4後 2 〇 兼1

1・2・3・4前 2 〇 兼1

1・2・3・4後 2 〇 兼1

1・2・3・4前 2 〇 兼14 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

1・2・3・4前 2 〇 兼13 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

1・2・3・4前 2 〇 兼5 ｵﾑﾆﾊﾞｽ集中

1・2・3・4前 2 〇 兼1

1・2・3・4前 2 〇 兼1

1.2.3.4前 2 〇 兼1

1・2・3・4前 2 〇 兼2

1・2・3・4後 2 〇 兼1

1・2・3・4前 2 〇 兼1

1・2・3・4前 2 〇 兼1

1・2・3・4前 2 〇 兼1

1・2・3・4後 2 〇 兼4

1・2・3・4後 2 〇 兼1

1・2・3・4後 2 〇 兼1

1・2・3・4後 2 〇 兼1

1・2・3・4後 2 〇 兼1

1・2・3・4前 2 〇 兼1

1・2・3・4後 2 〇 兼1

1・2・3・4後 2 〇 兼3

1・2・3・4後 2 〇 兼1

1・2・3・4前 2 〇 兼1

1・2・3・4後 2 〇 兼1

1・2・3・4後 2 〇 兼1

1・2・3・4後 2 〇 兼1

1・2・3・4前 2 〇 兼1

1・2・3・4前 2 〇 兼3

1・2・3・4後 2 〇 兼4

1・2・3・4後 2 〇 兼9

1・2・3・4後 2 〇 兼1

1・2・3・4前 2 〇 2 3 兼8 　

1・2・3・4前 2 〇 兼4

1・2・3・4後 2 〇 兼4

1・2・3・4前 2 〇 兼1

1・2・3・4前 2 〇 兼1

1・2・3・4後 2 〇 兼1

1・2・3・4後 2 〇 兼11

1・2・3・4前 2 〇 1 集中

1・2・3・4前 2 〇 兼1

1・2・3・4前 2 〇 兼1

1・2・3・4後 2 〇 兼1

1・2・3・4後 2 〇 兼1

1・2・3・4後 2 〇 兼1

日本文学作品論Ⅱ

国語表現

山梨大学から見る大学の歴史と現在

全
　
　
　
学
　
　
　
共
　
　
　
通
　
　
　
教
　
　
　
育
　
　
　
科
　
　
　
目

教
　
　
　
養
　
　
　
教
　
　
　
育
　
　
　
科
　
　
　
目

ものといのち

文化記号論

日本古代の政治と文化

考古学について

メディアと人間

教育史を通して見る日本の近代現代

ヨーロッパ中世の諸相

子どもと文化

小説における〈他者〉の問題

住まいの地方性

山梨学

社会変動と人間

特別支援教育総論

源氏物語を読む

経済学の目で見ると 

日本国憲法

スポーツ映画に見る現代社会

こころと体の障害の理解と支援

環境政策の展開

理系女性のキャリア形成

科学・ﾃﾞｻﾞｲﾝ・ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ

経営管理（マネジメント）

子どもとジェンダー

現代日本の政治と政策

投資と資産形成

保育・子育ての現在

哲学のさまざまな問題

生活設計論

企業概論

経営分析のためのデータ解析

現代社会と教育

映像で考える子どもと教育

人間理解の心理学

放射線と現代

教育問題から見た現代社会

科学技術史入門

染色の科学

人間と機械

地球の見方

家庭の中のエレクトロニクス

天文学への誘い

確率的見方

ヒトに至る生命の歴史

生物学の様子

子どもと自然

材料と技術

現代生活とバイオテクノロジー

【環】地球環境化学とエネルギー

生命科学と社会

数理の発想でみる自然・社会・人間

電気とコンピュータ

人間とコンピュータ

ワインと宝石

これからの機械技術

医工学と現代社会

一般相対性理論への招待

クリスタルサイエンス

ワイン製造及び体験実習

水圏植物の生物学

子どもと事象の数理
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1・2・3・4前 2 〇 兼1

1・2・3・4前 2 〇 兼1

1・2・3・4前 2 〇 兼1

1・2・3・4前 2 〇 兼1

1・2・3・4前 2 〇 兼1

1・2・3・4前 2 〇 兼4

1・2・3・4後 2 〇 兼1

1・2・3・4前後 2 〇 兼2

1・2・3・4前 2 〇 兼1

1・2・3・4前 2 〇 兼1

1・2・3・4後 2 〇 兼1

1・2・3・4前 2 〇 兼1

1・2・3・4前 2 〇 兼1

1・2・3・4前 2 〇 兼1

1・2・3・4後 2 〇 兼1

1・2・3・4前 2 〇 兼1

1・2・3・4前 2 〇 兼15 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

1・2・3・4後 2 〇 兼13 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

1・2・3・4後 2 〇 兼1

1・2・3・4前 2 〇 兼13 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

1・2・3・4前 2 〇 兼1

1・2・3・4後 2 〇 兼1

1・2・3・4後 2 〇 兼1

1・2・3・4後 2 〇 兼1

1・2・3・4後 2 〇 兼1

1・2・3・4前 2 〇 兼1

1・2・3・4後 2 〇 兼1

1・2・3・4前 2 〇 兼1

1・2・3・4前 2 〇 兼1

1・2・3・4前 2 〇 兼1

1・2・3・4前 2 〇 兼1

1・2・3・4前 2 〇 兼1

1・2・3・4後 2 〇 兼1

1・2・3・4後 2 〇 兼1

1・2・3・4後 2 〇 兼1

1・2・3・4後 2 〇 兼1

1・2・3・4前 2 〇 兼1

1・2・3・4前後 2 〇 兼1

1・2・3・4後 2 〇 兼1

1・2・3・4前後 2 〇 兼1

1・2・3・4後 2 〇 兼1

1・2・3・4後 2 〇 兼1

1・2・3・4前 2 〇 兼5 　

1・2・3・4後 2 ○ 兼1

0 214 0 2 3 0 0 0 兼211

　　　（合計１５６科目） 14 314 0 2 3 0 0 0 兼280

1前 2 ○ 1 　　 兼3 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

1前 2 ○ 3 　 　 兼9

2前 2 ○ 1 1

2後 1 ○ 4 1 1 集中

1前 2 ○ 　　 兼2 ※講義

2前 2 ○ 　　 兼1

2前 2 ○ 　　 兼1

2前 2 ○ 　　 兼1

1後 2 ○ 1 1

1後 2 ○ 兼1

1前 2 ○ 　　 兼3

2後 2 ○ 　　 兼2

1後 2 ○ 兼1

－ 17 8 0 4 4 0 1 0 兼20

教
　
　
　
養
　
　
　
教
　
　
　
育
　
　
　
科
　
　
　
目

全
　
　
学
　
　
共
　
　
通
　
　
教
　
　
育
　
　
科
　
　
目

基礎統計学演習

生命科学概論

共生科学入門

生命環境基礎ゼミ

生物資源実習

【専門科目】

自然災害と都市防災

ウイルスと人間Ｂ

心理学への誘い

依存の科学

ガイア仮説と地球システム科学

感性による造形

球技スポーツの魅力

アンサンブルの楽しみ

数学的見方

スポーツとダイエットの科学

かたちの不思議と幾何学的ﾃﾞｻﾞｲﾝ

魔方陣から現代数学へ

物理パズルで親しむ身近な自然現象

音楽の即興表現

死生学入門

健康科学

スポーツマッサージ入門

運動と遊び

生命倫理

医療の最先端

社会における看護と介護

社会の中の医療・医学

人体の生命科学

アウトドアパスーツⅠ

アウトドアパスーツⅡ

写真の歴史

健康社会学

スポーツ考現学への誘い

余暇社会の身体活動

ピアノを弾こう

音楽の分析と表現

健康なからだ論

パーソナリティ心理学

こころの健康づくり

ミュージカルを歌おう

食物科学入門

小計（１３科目）

ボランティア理論

生命倫理学

小計（１０７科目）

生物資源論

環境科学入門

世界近現代史の潮流と日本

現代政治のイシュー

映像を通じて見る異文化

東洋音楽鑑賞

異文化間コミュニケーション

アジアの人々

ダンス・セラピー

－

電子音楽の世界

－

専
門
基
礎
科
目

学
部
共
通
科
目

経済経営学入門

情報処理及び演習

基礎統計学

リスクマネジメント概論

－
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1前 2 ○ 　　 兼2

1前 2 ○ 　　 兼2

1後 2 ○ 兼1

1後 2 ○ 兼1

2前 2 ○ 兼1

2後 2 ○ 兼1

1前 2 ○ 兼1

1後 2 ○ 兼1

1前 2 ○ 兼1

1後 2 ○ 兼1

3・4前 2 ○ 兼13

3・4後 2 ○ 兼7

－ 12 12 0 0 0 0 0 0 兼28

2前 ワ2 2 ○ 1

2前 2 ○ 1

2後 2 ○ 1

2後 2 ○ 1

2後 2 ○ 1

2後 4 ○ 4 7 3

3前 2 ○ 1

3後 2 ○ 1

3前 2 ○ 1

3後 ワ2 2 ○ 1

3前 ワ2 2 ○ 1

3後 2 ○ 1

2後 2 ○ 1

3前 2 ○ 1

2後 2 ○ 1

3前 2 ○ 1

3後 1 ○ 兼1 集中

3後 2 ○ 1 1 集中

3前 2 ○ 兼1

2前 2 ○ 兼1

2前 2 ○ 兼1

2前 2 ○ 兼1

2後 2 ○ 兼1

3後 2 ○ 兼1

3後 2 ○ 兼1

3後 2 ○ 兼3

1後 2 ○ 兼2

3後 2 ○ 兼1

科学技術政策論 2後 2 ○ 兼1

経営学総論 2後 2 ○ 兼1

マーケティングと消費者行動 2後 2 ○

国際経営論 3後 2 ○ 兼1

3後 ワ2 2 ○ 2 1 2 集中

3後 ワ2 ○ 2 集中

3前 2 ○ 1 1 1

3後 2 ○ 1 1 1

3前 2 ○ 2

3前 2 ○ 1 1

3後 2 ○ 1 1

3後 2 ○ 1 1

1後 ワ2 ○ 2 4 1

2前 ワ2 ○ 2 4 1

2後 ワ2 ○ 1 1

3前 ワ2 ○ 1 1 1

－
16
ワ34

63 0 4 7 0 3 0 兼16

4前 2 ○ 4 7 3

4後 2 ○ 4 7 3

2・3通 ワ1 1 ○

2・3通 ワ1 1 ○

2・3前 2 ○ 兼1 集中

2・3前 2 ○ 兼1 集中

2・3後 2 ○ 兼1 集中

2・3後 2 ○ 兼1 集中

4前 1 ○ 兼1 集中

4前 1 ○ 兼1 集中

3前 1 ○ 兼1 集中

栽培植物育種法

応用微生物学Ⅰ

構造生物学

地球環境科学

環境保全学

特別講義Ⅲ

－小計（４４科目）

科学英語演習Ⅱ

インターンシップⅠ

農業科教育法Ⅰ

職業指導Ⅱ

醸造微生物実験

食品製造学実験

－

細胞培養工学

農作物生産学実験

ワイン製造科学実習

果実遺伝子実験

機能成分分析実験

生物化学工学Ⅱ

生体触媒学

農作物病理学

機能成分学

理
系
共
通
科
目

ワイン科学Ⅰ

化学概論

基礎化学

生物学概論

ワイン微生物学

基礎数学演習

微積分学

基礎数学

食品加工学

食品成分分析学

ワイン品質評価学

微生物育種学

発生工学

食品保蔵学

食品製造学

特別講義Ⅱ

インターンシップⅡ

農業科教育法Ⅱ

職業指導Ⅰ

特別講義Ⅰ

科学英語演習Ⅰ

生体物質論

植物生理学

環境毒性学

ブドウ栽培学実習

ワイン科学ゼミⅠ

農作物生産学

ワイン科学ゼミⅡ

ワイン科学Ⅱ

専
門
特
別
科
目

野菜園芸学

野菜栽培実習

基礎物理学Ⅰ

基礎物理学Ⅱ

発酵工業学

栄養学実験

専
門
基
礎
科
目

専
　
　
門
　
　
発
　
　
展
　
　
科
　
　
目

基礎生物学

小計（１２科目）

線形代数学

生命科学方法論

環境健康科学

基礎生化学実習

食品栄養学

農作物栽培学
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3後 1 ○ 兼1 集中

4通 6 ○ 4 7 3

－
12
ワ14

12 0 4 7 0 3 0 兼6 －

－
57
ワ77

95 0 4 7 0 3 0 兼62 －

　全学共通教育科目32単位以上、専門科目92単位以上の合計124単位以上
を修得する。
　専門科目は、専門基礎科目部門から29単位以上（学部共通科目17単位
以上、理系共通科目12単位以上）、専門発展科目部門から16単位以上
（ワイン科学特別コースは34単位以上）、専門特別科目部門から12単位
以上（ワイン科学特別コースは14単位以上）を修得する。
　必修科目は、学部共通科目17単位、理系共通科目12単位、専門発展科
目16単位（ワイン科学特別コースは34単位）、専門特別科目12単位（ワ
イン科学特別コースは14単位）の合計57単位（ワイン科学特別コースは
77単位）である。

９０分

１学年の学期区分

－

特別講義Ⅳ

小計（１３科目）

１時限の授業時間

１学期の授業期間

－

学位又は学科の分野 農学関係

授業期間等

２学期

１５週

卒　業　要　件　及　び　履　修　方　法

学位又は称号

合計（８２科目）

地域食物科学卒業論文

学士（農学）
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（用紙　日本工業規格Ａ４縦型）

必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

１前 1 〇 兼18 ※実技

１後 1 〇 兼13 ※実技

1・2前 2 〇 兼13 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

1・2前後 2 〇 兼4 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

1・2前後 2 ○ 兼3

１前後 2 〇 兼1

2 8 0 0 0 0 0 0 兼38

１前 2 〇 兼10

１前 2 〇 兼7 １科目選択

１前 2 〇 兼4

１後 2 〇 兼10

１後 2 〇 兼8 １科目選択

１後 2 〇 兼3

1・2・3・4前 4 〇 兼1

1・2・3・4後 4 〇 兼1

2前後 2 〇 兼13

2前後 2 〇 兼10

2前後 2 〇 兼6

2前後 2 〇 兼12

2前後 2 〇 兼3

1・2・3・4前 1 〇 兼1

1・2・3・4後 1 〇 兼1

1・2・3・4前 1 〇 兼1

1・2・3・4後 1 〇 兼1

1・2・3・4前 1 〇 兼4 集中

1・2・3・4前 1 〇 兼4 集中

2・3・4前 6 〇 兼2

2・3・4後 6 〇 兼2

１前 2 〇 兼7

１後 2 〇 兼7

１前 2 〇 兼2

１後 2 〇 兼2

２前 2 ○ 兼5

２後 2 ○ 兼5

2・3・4前 6 〇 兼2

2・3・4後 6 〇 兼2

１前 2 〇 兼1

１後 2 〇 兼1

１前 2 〇 兼1

１後 2 〇 兼1

１前 2 〇 兼13

１後 2 〇 兼13

１前 2 〇 兼2

１後 2 〇 兼2

２前 2 〇 兼3

２前 2 〇 兼2

２後 2 〇 兼3

２後 2 〇 兼2

2・3・4前 4 〇 兼2

2・3・4後 4 〇 兼2

12 92 0 0 0 0 0 0 兼46

語
　
　
　
学
　
　
　
教
　
　
　
育
　
　
　
科
　
　
　
目

全
　
　
　
学
　
　
　
共
　
　
　
通
　
　
　
教
　
　
　
育
　
　
　
科
　
　
　
目

英語ＢⅡ

中国語Intensive60-Ⅱ

生活と健康Ⅱ

－

英語ＡⅢ

英語ＢⅠ

人間形成論

職業選択支援プログラム

キャリア形成のための作文演習

キャリア形成論

小計（６科目）

英語ＡⅠ

－小計（４３科目）

授業科目の名称

【全学共通教育科目】

人
間
形
成
科
目

生活と健康Ⅰ

別記様式第２号（その２の１）

単位数

部
門

系
列

教    育    課    程    等    の    概    要

（生命環境学部　環境科学科）

備考

専任教員等の配置

配当年次

授業形態

英語ＢⅢ

ＴＯＥＦＬⅠ

ＴＯＥＦＬⅡ

総合英語

英語ｵｰﾗﾙｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ（上級）

e-ラーニングⅠ

e-ラーニングⅣ

e-ラーニングⅢ

Intensive90-Ⅰ（英語）

Intensive90-Ⅱ（英語）

ドイツ語初級Ⅰ

ドイツ語初級Ⅱ

ドイツ語演習Ⅰ

英語ＡⅡ

英語ﾘｰﾃﾞｨﾝｸﾞ・ﾗｲﾃｨﾝｸﾞ

英語ﾘｰﾃﾞｨﾝｸﾞ・ﾗｲﾃｨﾝｸﾞ（上級）

英語ｵｰﾗﾙｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ

Intensive15-Ⅰ（英語）

Intensive15-Ⅱ（英語）

e-ラーニングⅡ

ドイツ語演習Ⅱ

ドイツ語中級Ⅰ（総合）

ドイツ語中級Ⅱ（総合）

ドイツ語Intensive90-Ⅰ

ドイツ語Intensive90-Ⅱ

中国語初級Ⅰ

中国語初級Ⅱ

中国語演習Ⅰ

フランス語初級Ⅰ

フランス語初級Ⅱ

フランス語演習Ⅰ

フランス語演習Ⅱ

中国語演習Ⅱ

中国語中級Ⅰ（総合）

中国語中級Ⅰ（ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ）

中国語中級Ⅱ（総合）

中国語中級Ⅱ（ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ）

中国語Intensive60-Ⅰ

- 13 -



1・2・3・4後 2 〇 兼1

1・2・3・4前 2 〇 兼1

1・2・3・4後 2 〇 兼1

1・2・3・4前 2 〇 兼1

1・2・3・4後 2 〇 兼1

1・2・3・4後 2 〇 兼1

1・2・3・4後 2 〇 兼1

1・2・3・4後 2 〇 兼1

1・2・3・4前 2 〇 兼1

1・2・3・4後 2 ○ 兼1

1・2・3・4後 2 ○ 1 兼1

1・2・3・4後 2 ○ 兼1

1・2・3・4後 2 ○ 兼1

1・2・3・4後 2 〇 兼1

1・2・3・4前後 2 〇 兼2

1・2・3・4後 2 〇 兼1

1・2・3・4前 2 〇 兼1

1・2・3・4前 2 〇 兼7 ｵﾑﾆﾊﾞｽ集中

1・2・3・4後 2 〇 兼1

1・2・3・4前 2 〇 兼1

1・2・3・4後 2 〇 兼1

1・2・3・4前 2 〇 兼14 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

1・2・3・4前 2 〇 兼13 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

1・2・3・4前 2 〇 兼5 ｵﾑﾆﾊﾞｽ集中

1・2・3・4前 2 〇 兼1

1・2・3・4前 2 〇 兼1

1.2.3.4前 2 〇 兼1

1・2・3・4前 2 〇 兼2

1・2・3・4後 2 〇 兼1

1・2・3・4前 2 〇 兼1

1・2・3・4前 2 〇 兼1

1・2・3・4前 2 〇 兼1

1・2・3・4後 2 〇 1 兼3

1・2・3・4後 2 〇 兼1

1・2・3・4後 2 〇 兼1

1・2・3・4後 2 〇 兼1

1・2・3・4後 2 〇 兼1

1・2・3・4前 2 〇 兼1

1・2・3・4後 2 〇 兼1

1・2・3・4後 2 〇 兼3

1・2・3・4後 2 〇 兼1

1・2・3・4前 2 〇 兼1

1・2・3・4後 2 〇 兼1

1・2・3・4後 2 〇 兼1

1・2・3・4後 2 〇 兼1

1・2・3・4前 2 〇 兼1

1・2・3・4前 2 〇 兼3

1・2・3・4後 2 〇 兼4

1・2・3・4後 2 〇 兼9

1・2・3・4後 2 〇 兼1

1・2・3・4前 2 〇 兼13 　

1・2・3・4前 2 〇 兼4

1・2・3・4後 2 〇 兼4

1・2・3・4前 2 〇 兼1

1・2・3・4前 2 〇 兼1

1・2・3・4後 2 〇 兼1

1・2・3・4後 2 〇 兼11

1・2・3・4前 2 〇 兼1 集中

1・2・3・4前 2 〇 兼1

1・2・3・4前 2 〇 兼1

1・2・3・4後 2 〇 兼1

1・2・3・4後 2 〇 兼1

1・2・3・4後 2 〇 兼1

1・2・3・4前 2 〇 兼1

1・2・3・4前 2 〇 兼1

教
　
　
　
養
　
　
　
教
　
　
　
育
　
　
　
科
　
　
　
目

全
　
　
　
学
　
　
　
共
　
　
　
通
　
　
　
教
　
　
　
育
　
　
　
科
　
　
　
目

山梨大学から見る大学の歴史と現在

教育史を通して見る日本の近代現代

小説における〈他者〉の問題

ものといのち

文化記号論

考古学について

メディアと人間

経済学の目で見ると 

日本国憲法

スポーツ映画に見る現代社会

住まいの地方性

日本文学作品論Ⅱ

国語表現

日本古代の政治と文化

源氏物語を読む

子どもと文化

ヨーロッパ中世の諸相

山梨学

社会変動と人間

特別支援教育総論

現代日本の政治と政策

投資と資産形成

理系女性のキャリア形成

科学・ﾃﾞｻﾞｲﾝ・ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ

生活設計論

企業概論

経営分析のためのデータ解析

現代社会と教育

こころと体の障害の理解と支援

環境政策の展開

映像で考える子どもと教育

人間理解の心理学

放射線と現代

教育問題から見た現代社会

保育・子育ての現在

哲学のさまざまな問題

経営管理（マネジメント）

子どもとジェンダー

科学技術史入門

天文学への誘い

確率的見方

ヒトに至る生命の歴史

生物学の様子

染色の科学

子どもと自然

材料と技術

家庭の中のエレクトロニクス

人間とコンピュータ

現代生活とバイオテクノロジー

【環】地球環境化学とエネルギー

ワインと宝石

これからの機械技術

人間と機械

地球の見方

医工学と現代社会

一般相対性理論への招待

クリスタルサイエンス

ワイン製造及び体験実習

生命科学と社会

数理の発想でみる自然・社会・人間

電気とコンピュータ

水圏植物の生物学

子どもと事象の数理

数学的見方

依存の科学
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1・2・3・4前 2 〇 1

1・2・3・4前 2 〇 兼1

1・2・3・4前 2 〇 兼1

1・2・3・4前 2 〇 兼4

1・2・3・4後 2 〇 兼1

1・2・3・4前後 2 〇 兼2

1・2・3・4前 2 〇 兼1

1・2・3・4前 2 〇 兼1

1・2・3・4後 2 〇 兼1

1・2・3・4前 2 〇 兼1

1・2・3・4前 2 〇 兼1

1・2・3・4前 2 〇 兼1

1・2・3・4後 2 〇 兼1

1・2・3・4前 2 〇 兼1

1・2・3・4前 2 〇 兼15 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

1・2・3・4後 2 〇 兼13 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

1・2・3・4後 2 〇 兼1

1・2・3・4前 2 〇 兼13 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

1・2・3・4前 2 〇 兼1

1・2・3・4後 2 〇 兼1

1・2・3・4後 2 〇 兼1

1・2・3・4後 2 〇 兼1

1・2・3・4後 2 〇 兼1

1・2・3・4前 2 〇 兼1

1・2・3・4後 2 〇 兼1

1・2・3・4前 2 〇 兼1

1・2・3・4前 2 〇 兼1

1・2・3・4前 2 〇 兼1

1・2・3・4前 2 〇 兼1

1・2・3・4前 2 〇 兼1

1・2・3・4後 2 〇 兼1

1・2・3・4後 2 〇 兼1

1・2・3・4後 2 〇 兼1

1・2・3・4後 2 〇 兼1

1・2・3・4前 2 〇 兼1

1・2・3・4前後 2 〇 兼1

1・2・3・4後 2 〇 兼1

1・2・3・4前後 2 〇 兼1

1・2・3・4後 2 〇 兼1

1・2・3・4後 2 〇 兼1

1・2・3・4前 2 〇 兼5 　

1・2・3・4後 2 ○ 兼1

0 214 0 1 1 0 0 0 兼214

　　　（合計１５６科目） 14 314 0 1 1 0 0 0 兼283

1前 2 ○ 1 兼3 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

1前 2 ○ 1 1 1 兼9

2前 2 ○ 兼2

2後 1 ○ 兼6 集中

1前 2 ○ 1 兼1 ※講義

2前 2 ○ 兼1

2前 2 ○ 兼1

2前 2 ○ 兼1

1後 2 ○ 兼2

1後 2 ○ 1

1前 2 ○ 兼3

2後 2 ○ 1 兼1

1後 2 ○ 兼1

－ 17 8 0 3 1 0 2 0 兼23

1前 2 ○ 兼2

1前 2 ○ 兼2

1後 2 ○ 1

1後 2 ○ 1

2前 2 ○ 1

2後 2 ○ 1

教
　
　
　
養
　
　
　
教
　
　
　
育
　
　
　
科
　
　
　
目

全
　
　
　
学
　
　
　
共
　
　
　
通
　
　
　
教
　
　
　
育
　
　
　
科
　
　
　
目

【専門科目】

共生科学入門

理
系
共
通
科
目

基礎統計学

情報処理及び演習

微積分学

リスクマネジメント概論

生物資源論

生命環境基礎ゼミ

食物科学入門

生命科学概論

基礎数学演習

生命倫理学

生物資源実習

－

環境科学入門

経済経営学入門

小計（１３科目）

基礎物理学Ⅱ

線形代数学

基礎物理学Ⅰ

基礎統計学演習

基礎数学

ガイア仮説と地球システム科学

魔方陣から現代数学へ

物理パズルで親しむ身近な自然現象

自然災害と都市防災

ウイルスと人間Ｂ

心理学への誘い

音楽の即興表現

死生学入門

健康科学

スポーツマッサージ入門

感性による造形

スポーツとダイエットの科学

かたちの不思議と幾何学的ﾃﾞｻﾞｲﾝ

生命倫理

医療の最先端

社会における看護と介護

社会の中の医療・医学

人体の生命科学

アウトドアパスーツⅠ

アウトドアパスーツⅡ

写真の歴史

健康社会学

アンサンブルの楽しみ

球技スポーツの魅力

運動と遊び

スポーツ考現学への誘い

健康なからだ論

パーソナリティ心理学

こころの健康づくり

ミュージカルを歌おう

余暇社会の身体活動

ピアノを弾こう

音楽の分析と表現

ダンス・セラピー

東洋音楽鑑賞

異文化間コミュニケーション

アジアの人々

ボランティア理論

小計（１０７科目） －

世界近現代史の潮流と日本

現代政治のイシュー

映像を通じて見る異文化

電子音楽の世界

学
部
共
通
科
目

専
　
門
　
基
　
礎
　
科
　
目

－
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1前 2 ○ 1

1後 2 ○ 兼1

1前 2 ○ 1

1後 2 ○ 兼1

3・4前 2 ○ 兼13

3・4後 2 ○ 兼7

－ 14 10 0 2 1 1 0 0 兼24

1後 2 ○ 2

1後 2 ○ 1

2前 2 ○ 1

2前 2 ○ 1

2前 2 ○ 1 ※実習

2前 2 ○ 1

2後 2 ○ 1

2後 2 ○ 1 1

2後 2 ○ 1

2後 2 ○ 1 ※実習

3前 2 ○ 1

3前 2 ○ 1

3前 2 ○ 1

3後 2 ○ 1

3後 2 ○ 1 ※実習

3後 2 ○ 2 1

3後 2 ○ 1

資源循環型ものづくり実習 1前 2 ○ 1 集中

2前 2 ○ 1 1 1 1

2後 2 ○ 2 4 2

3前 2 ○ 1 3

3前 2 ○ 1 1 1

3前 2 ○ 1 1 2 集中

3後 2 　 ○ 1 1 1 1

3後 2 ○ 2 1 2

3後 2 ○ 兼1

3後 2 ○ 兼1

3前 2 ○ 兼1

3前 2 ○ 兼1

3前 2 ○ 兼1

1後 2 ○ 兼1

2後 2 ○ 兼1

2後 2 ○ 兼1

2後 2 ○ 兼1

2後 2 ○ 兼1

2後 2 ○ 兼1

3後 2 ○ 兼1

3後 2 ○ 兼1

小計（３８科目） － 6 70 0 5 6 1 3 0 兼13

3前 1 ○ 5 6 1 3

3後 1 　 ○ 　 5 6 1 3

4前 1 ○ 5 6 1 3

4後 1 ○ 5 6 1 3

3・4前 1 ○ 兼1 集中（選択必修）

3・4前 1 ○ 兼1 集中（選択必修）

3・4前 1 ○ 兼2 集中（選択必修）

3・4前 1 ○ 兼1 集中（選択必修）

3通 1 ○ 学外研修

3通 1 ○ 学外研修

4通 6 ○ 5 6 1 3

－ 10 6 0 5 6 1 3 0 兼5

合計(７４科目） － 47 94 0 5 6 1 3 0 兼56

小計（１２科目）

専
門
基
礎
科
目

専
　
　
門
　
　
発
　
　
展
　
　
科
　
　
目

理
系
共
通
科
目

－

気象学

生態学

化学概論

基礎生物学

－

地球環境科学

基礎化学

生物学概論

環境調査実習

－

－

小計（１１科目）

専
門
特
別
科
目

インターンシップⅠ

特別講義Ⅲ

植物生態学

環境モデリング及び実習

環境保全学

環境マネジメント実習

環境科学基礎実験Ⅰ

環境アセスメント実習

環境毒性学

環境科学卒業論文

インターンシップⅡ

科学英語演習Ⅱ

科学英語演習Ⅰ

特別講義Ⅳ

科学英語演習Ⅲ

特別講義Ⅰ

特別講義Ⅱ

科学英語演習Ⅳ

環境分析化学Ⅱ

微生物生態学

環境化学

環境科学基礎実験Ⅱ

環境影響評価

環境情報学及び実習

水循環学

水圏科学

土壌科学

多様性生物論

環境法

社会数理システム

経営学総論

データサイエンス及び演習

科学技術政策論

エネルギーマネジメント

環境政治論

環境経済政策論

バイオインフォマティクス

遺伝子工学

発酵工業学

地圏科学実習

生命科学方法論

環境健康科学

環境計測実習

大気環境科学

システムダイナミックス及び実習

環境分析化学Ⅰ
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理学関係、工学関係学位または称号 学士（環境科学） 学位又は学科の分野

１学期の授業期間

授業期間等

１５週

　全学共通教育科目32単位以上、専門科目92単位以上の合計124単位
以上を修得する。
　専門科目は、専門基礎科目部門から31単位以上（学部共通科目17単
位以上、理系共通科目14単位以上）、専門発展科目部門から6単位以
上、専門特別科目部門から12単位以上を修得する。
　必修科目は学部共通科目17単位、理系共通科目14単位、専門発展科
目6単位、専門特別科目10単位の合計47単位である。
　特別講義Ⅰ～Ⅳは4科目中2科目（2単位）の選択必修とする。

卒　業　要　件　及　び　履　修　方　法

９０分１時限の授業時間

２学期１学年の学期区分
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

１前 1 〇 兼18 ※実技

１後 1 〇 兼13 ※実技

1・2前 2 〇 兼13 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

1・2前後 2 〇 兼4 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

1・2前後 2 ○ 兼3

１前後 2 〇 兼1

2 8 0 0 0 0 0 0 兼38

１前 2 〇 兼10

１前 2 〇 兼7 １科目選択

１前 2 〇 兼4

１後 2 〇 兼10

１後 2 〇 兼8 １科目選択

１後 2 〇 兼3

1・2・3・4前 4 〇 兼1

1・2・3・4後 4 〇 兼1

2前後 2 〇 兼13

2前後 2 〇 兼10

2前後 2 〇 兼6

2前後 2 〇 兼12

2前後 2 〇 兼3

1・2・3・4前 1 〇 兼1

1・2・3・4後 1 〇 兼1

1・2・3・4前 1 〇 兼1

1・2・3・4後 1 〇 兼1

1・2・3・4前 1 〇 兼4 集中

1・2・3・4前 1 〇 兼4 集中

2・3・4前 6 〇 兼2

2・3・4後 6 〇 兼2

１前 2 〇 兼7

１後 2 〇 兼7

１前 2 〇 兼2

１後 2 〇 兼2

２前 2 ○ 兼5

２後 2 ○ 兼5

2・3・4前 6 〇 兼2

2・3・4後 6 〇 兼2

１前 2 〇 兼1

１後 2 〇 兼1

１前 2 〇 兼1

１後 2 〇 兼1

１前 2 〇 兼13

１後 2 〇 兼13

１前 2 〇 兼2

１後 2 〇 兼2

２前 2 〇 兼3

２前 2 〇 兼2

２後 2 〇 兼3

２後 2 〇 兼2

2・3・4前 4 〇 兼2

2・3・4後 4 〇 兼2

12 92 0 0 0 0 0 0 兼46小計（４３科目） －

中国語Intensive60-Ⅰ

フランス語初級Ⅰ

中国語中級Ⅰ（総合）

中国語初級Ⅰ

中国語初級Ⅱ

中国語演習Ⅰ

ドイツ語初級Ⅱ

e-ラーニングⅡ

e-ラーニングⅢ

語
　
　
　
学
　
　
　
教
　
　
　
育
　
　
　
科
　
　
　
目

e-ラーニングⅣ

Intensive15-Ⅰ（英語）

ドイツ語演習Ⅰ

ドイツ語演習Ⅱ

Intensive15-Ⅱ（英語）

ドイツ語Intensive90-Ⅰ

生活と健康Ⅰ

人間形成論

職業選択支援プログラム

キャリア形成のための作文演習

生活と健康Ⅱ

全
　
　
　
学
　
　
　
共
　
　
　
通
　
　
　
教
　
　
　
育
　
　
　
科
　
　
　
目

フランス語初級Ⅱ

フランス語演習Ⅰ

フランス語演習Ⅱ

ドイツ語中級Ⅱ（総合）

中国語中級Ⅰ（ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ）

中国語演習Ⅱ

キャリア形成論

英語ｵｰﾗﾙｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ（上級）

e-ラーニングⅠ

－

英語ＡⅠ

英語ＢⅢ

英語ｵｰﾗﾙｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ

英語ﾘｰﾃﾞｨﾝｸﾞ・ﾗｲﾃｨﾝｸﾞ

英語ﾘｰﾃﾞｨﾝｸﾞ・ﾗｲﾃｨﾝｸﾞ（上級）

ＴＯＥＦＬⅠ

ＴＯＥＦＬⅡ

総合英語

小計（６科目）

ドイツ語Intensive90-Ⅱ

ドイツ語中級Ⅰ（総合）

英語ＡⅡ

英語ＡⅢ

英語ＢⅠ

英語ＢⅡ

Intensive90-Ⅰ（英語）

Intensive90-Ⅱ（英語）

中国語中級Ⅱ（ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ）

中国語中級Ⅱ（総合）

中国語Intensive60-Ⅱ

部
門

【全学共通教育科目】

人
間
形
成
科
目

ドイツ語初級Ⅰ

授業形態 専任教員等の配置単位数

配当年次授業科目の名称

別記様式第２号（その２の１）
（用紙　日本工業規格Ａ４縦型）

教 育 課 程 等 の 概 要

（生命環境学部　地域社会システム学科）

備考
系
列
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1・2・3・4後 2 〇 兼1

1・2・3・4前 2 〇 兼1

1・2・3・4後 2 〇 兼1

1・2・3・4前 2 〇 兼1

1・2・3・4後 2 〇 兼1

1・2・3・4後 2 〇 兼1

1・2・3・4後 2 〇 兼1

1・2・3・4後 2 〇 兼1

1・2・3・4前 2 〇 兼1

1・2・3・4後 2 ○ 兼1

1・2・3・4後 2 ○ 兼2

1・2・3・4後 2 ○ 兼1

1・2・3・4後 2 ○ 兼1

1・2・3・4後 2 〇 兼1

1・2・3・4前後 2 〇 1 兼1

1・2・3・4後 2 〇 兼1

1・2・3・4前 2 〇 兼1

1・2・3・4前 2 〇 兼7 ｵﾑﾆﾊﾞｽ集中

1・2・3・4後 2 〇 兼1

1・2・3・4前 2 〇 兼1

1・2・3・4後 2 〇 1

1・2・3・4前 2 〇 兼14 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

1・2・3・4前 2 〇 兼13 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

1・2・3・4前 2 〇 兼5 ｵﾑﾆﾊﾞｽ集中

1・2・3・4前 2 〇 兼1

1・2・3・4前 2 〇 兼1

1・2・3・4前 2 〇 1

1・2・3・4前 2 〇 兼2

1・2・3・4後 2 〇 兼1

1・2・3・4前 2 〇 1

1・2・3・4前 2 〇 兼1

1・2・3・4前 2 〇 兼1

1・2・3・4後 2 〇 1 兼3

1・2・3・4後 2 〇 兼1

1・2・3・4後 2 〇 兼1

1・2・3・4後 2 〇 兼1

1・2・3・4後 2 〇 兼1

1・2・3・4前 2 〇 兼1

1・2・3・4後 2 〇 兼1

1・2・3・4後 2 〇 兼3

1・2・3・4後 2 〇 兼1

1・2・3・4前 2 〇 兼1

1・2・3・4後 2 〇 兼1

1・2・3・4後 2 〇 兼1

1・2・3・4後 2 〇 兼1

1・2・3・4前 2 〇 兼1

1・2・3・4前 2 〇 兼3

1・2・3・4後 2 〇 兼4

1・2・3・4後 2 〇 兼9

1・2・3・4後 2 〇 兼1

1・2・3・4前 2 〇 兼13 　

1・2・3・4前 2 〇 兼4

1・2・3・4後 2 〇 兼4

1・2・3・4前 2 〇 兼1

1・2・3・4前 2 〇 兼1

1・2・3・4後 2 〇 兼1

1・2・3・4後 2 〇 兼11

1・2・3・4前 2 〇 兼1 集中

1・2・3・4前 2 〇 兼1

1・2・3・4前 2 〇 兼1

1・2・3・4後 2 〇 兼1

1・2・3・4後 2 〇 兼1

教
　
　
　
養
　
　
　
教
　
　
　
育
　
　
　
科
　
　
　
目

全
　
　
　
学
　
　
　
共
　
　
　
通
　
　
　
教
　
　
　
育
　
　
　
科
　
　
　
目

水圏植物の生物学

ワイン製造及び体験実習

生命科学と社会

数理の発想でみる自然・社会・人間

電気とコンピュータ

一般相対性理論への招待

クリスタルサイエンス

【環】地球環境化学とエネルギー

ワインと宝石

これからの機械技術

人間と機械

地球の見方

医工学と現代社会

人間とコンピュータ

現代生活とバイオテクノロジー

染色の科学

子どもと自然

子どもとジェンダー

科学技術史入門

材料と技術

家庭の中のエレクトロニクス

ヒトに至る生命の歴史

生物学の様子

天文学への誘い

確率的見方

教育問題から見た現代社会

保育・子育ての現在

哲学のさまざまな問題

経営管理（マネジメント）

環境政策の展開

映像で考える子どもと教育

人間理解の心理学

放射線と現代

企業概論

経営分析のためのデータ解析

現代社会と教育

こころと体の障害の理解と支援

投資と資産形成

理系女性のキャリア形成

科学・ﾃﾞｻﾞｲﾝ・ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ

生活設計論

山梨学

社会変動と人間

特別支援教育総論

現代日本の政治と政策

経済学の目で見ると 

日本国憲法

スポーツ映画に見る現代社会

住まいの地方性

国語表現

日本古代の政治と文化

メディアと人間

文化記号論

源氏物語を読む

子どもと文化

ヨーロッパ中世の諸相

日本文学作品論Ⅱ

山梨大学から見る大学の歴史と現在

小説における〈他者〉の問題

ものといのち

考古学について

教育史を通して見る日本の近代現代
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1・2・3・4後 2 〇 兼1

1・2・3・4前 2 〇 兼1

1・2・3・4前 2 〇 兼1

1・2・3・4前 2 〇 兼1

1・2・3・4前 2 〇 兼1

1・2・3・4前 2 〇 兼1

1・2・3・4前 2 〇 兼4

1・2・3・4後 2 〇 兼1

1・2・3・4前後 2 〇 兼2

1・2・3・4前 2 〇 兼1

1・2・3・4前 2 〇 兼1

1・2・3・4後 2 〇 兼1

1・2・3・4前 2 〇 兼1

1・2・3・4前 2 〇 兼1

1・2・3・4前 2 〇 兼1

1・2・3・4後 2 〇 兼1

1・2・3・4前 2 〇 兼1

1・2・3・4前 2 〇 兼15 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

1・2・3・4後 2 〇 兼13 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

1・2・3・4後 2 〇 兼1

1・2・3・4前 2 〇 兼13 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

1・2・3・4前 2 〇 兼1

1・2・3・4後 2 〇 兼1

1・2・3・4後 2 〇 兼1

1・2・3・4後 2 〇 兼1

1・2・3・4後 2 〇 兼1

1・2・3・4前 2 〇 兼1

1・2・3・4後 2 〇 兼1

1・2・3・4前 2 〇 兼1

1・2・3・4前 2 〇 兼1

1・2・3・4前 2 〇 兼1

1・2・3・4前 2 〇 兼1

1・2・3・4前 2 〇 兼1

1・2・3・4後 2 〇 兼1

1・2・3・4後 2 〇 兼1

1・2・3・4後 2 〇 兼1

1・2・3・4後 2 〇 兼1

1・2・3・4前 2 〇 兼1

1・2・3・4前後 2 〇 兼1

1・2・3・4後 2 〇 兼1

1・2・3・4前後 2 〇 兼1

1・2・3・4後 2 〇 1

1・2・3・4後 2 〇 1

1・2・3・4前 2 〇 兼5 　

1・2・3・4後 2 ○ 兼1

0 214 0 1 5 1 0 0 兼209

　　　（合計１５６科目） 14 314 0 1 5 1 0 0 兼278

1前 2 ○ 1 兼3 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

1前 2 ○ 1 1 1 兼9

2前 2 ○ 兼2

2後 1 ○ 兼6 集中

1前 2 ○ 1 兼1 ※講義

2前 2 ○ 1

2前 2 ○ 1

2前 2 ○ 兼1

1後 2 ○ 兼2

1後 2 ○ 兼1

1前 2 ○ 1 2

2後 2 ○ 1 兼1

1後 2 ○ 兼1

－ 17 8 0 2 6 1 0 0 兼20

1後 2 ○ 1

2前 2 ○ 1 選択必修

アジアの人々

ボランティア理論

世界近現代史の潮流と日本

現代政治のイシュー

教
　
　
　
養
　
　
　
教
　
　
　
育
　
　
　
科
　
　
　
目

音楽の分析と表現

ダンス・セラピー

全
　
　
　
学
　
　
　
共
　
　
　
通
　
　
　
教
　
　
　
育
　
　
　
科
　
　
　
目

東洋音楽鑑賞

異文化間コミュニケーション

運動と遊び

スポーツ考現学への誘い

学
部
共
通
科
目

－

映像を通じて見る異文化

電子音楽の世界

小計（１０７科目） －

小計（１３科目）

余暇社会の身体活動

ピアノを弾こう

写真の歴史

健康社会学

アンサンブルの楽しみ

球技スポーツの魅力

健康なからだ論

パーソナリティ心理学

こころの健康づくり

ミュージカルを歌おう

社会の中の医療・医学

人体の生命科学

アウトドアパスーツⅠ

アウトドアパスーツⅡ

かたちの不思議と幾何学的ﾃﾞｻﾞｲﾝ

生命倫理

医療の最先端

社会における看護と介護

健康科学

スポーツマッサージ入門

感性による造形

スポーツとダイエットの科学

ウイルスと人間Ｂ

心理学への誘い

音楽の即興表現

死生学入門

ガイア仮説と地球システム科学

魔方陣から現代数学へ

物理パズルで親しむ身近な自然現象

自然災害と都市防災

子どもと事象の数理

数学的見方

依存の科学

リスクマネジメント概論

共生科学入門

基礎統計学

食物科学入門

経済経営学入門

生命科学概論

基礎統計学演習

情報処理及び演習

生命環境基礎ゼミ

生物資源論

生物資源実習

【専門科目】

専
門
基
礎
科
目

－

生命倫理学

経営戦略論

経営学総論

環境科学入門
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3後 2 ○ 1

2後 2 ○ 1

3前 2 ○ 兼1

3後 2 ○ 兼1

2後 2 ○ 選択必修

3前 2 ○ 1

3前 2 ○ 1

3前 2 ○ 　 1

2後 2 ○ 1

3前 2 ○ 1

3前 2 ○ 1

1後 2 ○ 1

1後 2 ○ 1

2前 2 ○ 1 選択必修

2前 2 ○ 1 選択必修

3前 2 ○ 1

2後 2 ○ 1

2後 2 ○ 1

3後 2 ○ 1

2前 2 ○ 1 選択必修

2後 2 ○ 1

2後 2 ○ 1

2前 2 ○ 1

2前 2 ○ 1 選択必修

2後 2 ○ 1

2後 2 ○ 1

3前 2 ○ 1

2後 2 ○ 1 選択必修

3前 2 ○ 1

2後 2 ○ 1

1後 2 ○ 1

3前 2 ○ 兼1

3後 2 ○ 兼1

2前 2 ○ 選択必修

2後 2 ○ 兼1

2後 2 ○

3前 2 ○ 1

2前 2 ○ 1

3前 2 ○ 1

1前 2 ○ 1 1

1前 2 ○ 1 1

3後 2 ○ 1

2後 2 ○ 1 ※演習

2後 2 ○ 1 選択必修

4前 2 ○ 兼1

3後 2 ○ 兼1

4前 2 ○ 兼1

3後 2 ○ 兼1

3後 2 ○ 兼1

3後 2 ○ 兼1

3後 2 ○ 兼3

3後 2 ○ 兼2

小計（５４科目） 10 98 0 6 10 1 1 0 兼12

3前 2 ○ 6 10 1 1

3前 2 ○ 6 10 1 1

2後 2 ○ 4 2

3前 2 ○ 1 2

3後 2 ○ 6 10 1 1

3前 1 　 　 ○

3前 1 　 ○

3前 2 ○ 兼1

2後 2 ○ 兼1

2後 2 ○ 兼1

4通 6 　 ○ 6 10 1 1

－ 10 14 0 6 10 1 1 0 兼1

－ 37 120 0 6 10 1 1 0 兼29

社会数理システム

行政法

環境法

食料問題とグローバル経済

国際関係論I

簿記学

構造生物学

社会調査法

社会経営学実習Ⅱ

社会経営学セミナーⅡ

食品製造学

専
門
特
別
科
目

－

地球環境科学

環境影響評価

環境保全学

商業科教育法Ⅱ

インターンシップI

商業科教育法Ⅰ

社会経営学セミナーI

－

商業の免許を取得
する者は1科目選択
必修

公共経済学

生体物質論

バイオインフォマティクス

農作物栽培学

社会経営学卒業論文

小計（１１科目）

ミクロ経済学

政治学原論

環境政治論

国際関係論Ⅱ

地方財政学

社会経営学実習I

インターンシップⅡ

職業指導

データサイエンス及び演習

－合計（７８科目）

国際経営論

環境経済政策論

会計学

労働法

経済・経営数学

基礎数学演習

法律学概論

マーケティングと消費者行動

数理計画法

マクロ経済学

民法総論

科学技術政策論

民法各論

行政学

社会経営学演習

比較憲法論

統治機構論

政策過程論

計量経済学

地方自治論

経済地理学

経済学概論

エネルギーマネジメント

サービス産業論

人的資源管理論

専
　
　
　
門
　
　
　
発
　
　
　
展
　
　
　
科
　
　
　
目

地域計画学

地域経営論

地域共生デザイン

財政学

商法

基礎数学
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学位又は学科の分野学士（社会科学） 経済学関係、法学関係

１学年の学期区分

９０分

１５週１学期の授業期間

１時限の授業時間

卒 業 要 件 及 び 履 修 方 法

　
全学共通教育科目32単位以上、専門科目92単位以上の合計124単位以上を修
得する。
　専門科目は、専門基礎科目部門（学部共通科目）17単位以上、専門発展科
目部門54単位（選択必修科目18単位中12単位）以上、専門特別科目部門12単
位以上を修得する。
　必修科目は、学部共通科目17単位、専門発展科目10単位、専門特別科目10
単位の合計37単位である。
　「社会経営学セミナーI」を履修するためには、専門基礎科目、専門発展
科目、専門特別科目を合計40単位以上修得することが必要である。
　「社会経営学卒業論文」を履修するためには、全学共通科目、専門基礎科
目、専門発展科目、専門特別科目を合計80単位以上修得することが必要であ
る。

２学期

授業期間等

学位又は称号
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授業科目の名称 講義等の内容 備考

生活と健康I 

新入生が自立した健康的な生活を送り、大学での勉学や社会にお
ける活動を円滑にスタートして持続していくために、体育や保
健、食事・運動・睡眠と心身の健康について学ぶ。また社会の中
で良好な対人関係を保って生活をしていくためのツールとして身
体活動（実技）を伴うプログラムを体験し、様々なグループ
（チーム）学習を通して積極的なコミュニケーション能力の向上
を図る。

※実技
(兼担) 中村(和)、藤本
川村、福永、加藤(朋)
木村、小山、木島
(兼) 山北、麻場、内田
古澤、山下(陽)、三井
橋本(純)、西川、沢木
野呂瀬(秀)

生活と健康Ⅱ 

大学生活に限らず生涯にわたる健康的な生活の持続と、学問に取
り組む姿勢や基礎的なコミュニケーション能力を身につけること
を目指す。特に成人、社会人としての生活や健康に関する教養を
習得し、その情報の取捨選択能力を高める。また、様々な身体活
動（実技）プログラムを体験し、自己・他者理解を深め、良好な
人間関係を構築する基盤を整備する。

※実技
(兼担) 中村(和)、藤本
福永、木村、木島
(兼) 山北、麻場、内田
古屋、山下(陽)、三井
野呂瀬(秀)、沢木

人間形成論

職業をどのように考え、捉えるか。専門とする職業・仕事での成
功、失敗、経験の意味を考える。各分野で実績をあげ、また社会
や組織の中で豊富な経験をお持ちの方々が人間・仕事・組織・社
会等をテーマに自在に語る。学生は講義内容を聴く力、講義内容
の後ろにある隠れているものを読む力、自らの行動に活かせる形
に置き換える力などを養う。このためにレポート作成を通じて、
「自ら学ぶ力」の基礎を身につける。

オムニバス方式
代表者
(兼担)　渡辺(研)

職業選択支援プログラム

就職活動の実際に触れながら、自己分析を深めるための意識付け
や企業研究の必要性を学び、職業についての見方・考え方を深め
て職業観を養う。自分の目標や可能性を見つめ、社会が求める人
材像と重ね合わせることによって、大学生活の目標や行動設定に
つなげることが重要である。就職活動を有利にするためではな
く、就職活動に負けない自分自身の姿勢を身につける。
・ガイダンスと自己効力感測定
・就職活動と職業の現場
・雇用情勢と政策
・新聞情報を活用した業界研究
・社会が求めている人材
・職業と働くこと
・企業研究の実際
・自己分析と業界・企業研究の活用
・就職活動の実際と対策
・まとめと自己効力感測定

オムニバス方式
代表者
(兼担)　渡辺(研)

キャリア形成のための作
文演習

就職活動に必須の自己アピール、エントリーシート等の書き方を
通じて、大学卒業後の進路（進学・就職）を視野に、これから始
まる、あるいは始まっている大学生活の目的を明確にし、学ぶ力
の基礎を鍛える。大学生活を送る上で、卒業後の進路をどのよう
に意識するかが如何に重要かを理解し、自己を他者に伝える力を
身につける。

(兼担) 成瀬、服部
(兼) 永田

キャリア形成論

大学生活を含め、個人が社会とどのように関わるかには、いくつ
かの重要な要素がある。講義ではそれらの理論を学び、グループ
ワークで考え、そして自分なりの答えを創造する力を身につけ
る。“自分でも何とか出来そうだ”という前向きで肯定的な気持
ちの訓練と自ら学ぶ力が身につくとき大きな飛躍がある。

(兼担) 渡辺(研)

科目
区分

全
　
　
学
　
　
共
　
　
通
　
　
教
　
　
育
　
　
科
　
　
目

【全学共通教育科目】

人
　
　
　
間
　
　
　
形
　
　
　
成
　
　
　
科
　
　
　
目

別記様式第２号（その３の１）

（用紙　日本工業規格Ａ４縦型）

授　　業　　科　　目　　の　　概　　要

（生命環境学部　生命工学科）
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英語ＡⅠ

ごく基礎的なレベルの語彙と文法の習得など、英語の基礎力の育
成を目指す。３００～４００語程度のやさしい英文を３０分程度
の時間で読み、文章の要点や求められたポイントを正確に理解
し、できれば自分の言葉である程度要点や理解できたことをまと
めることができること、与えられたトピックについて自分の考え
や意見を、できるだけ平易な語彙や文法を用いて１００語～２０
０語程度の英語による文章を３０分内に書くことができる。

(兼担) 古家、原田
秋山(高)、松岡
奥村(直)、澤田
(兼) 伊藤(千)、長坂
今井、加藤(宏)

英語ＡⅡ

基礎学力を基に、語彙数３０００語の習得とさらなる受容技能の
発展を目指す。４００～６００語程度の英文を３０分程度の時間
で読み、文章の要点や求められたポイントを正確に理解し、でき
れば自分の言葉である程度要点や理解できたことをまとめること
ができること、与えられたトピックについて自分の考えや意見
を、できるだけ平易な表現を用いて２００語～３００程度の英語
による文章を３０分内に書くことができる。なお、英文作成と修
正のプロセスも十分に周知すること。

(兼担) 原田、滝口
秋山(高)
(兼) 今井、ブラウン
野呂瀬(稲)、相澤

英語ＡⅢ

ＴＯＥＩＣ ７００、ＴＯＥＦＬ ５４０、英検準1級など高度な
英語技能の習得を目指す。６００語程度の英文を３０分程度の時
間で読み、情報を正確に読み取り、自分の言葉で適切に要点をま
とめることができること、与えられたトピックについて自分の考
えや意見を、論理的、かつ、わかりやすい形で３００語程度の英
語による文章を３０分内に書くことができる。

(兼担) 田中(武)、澤田
(兼) サットン
ストロースマン

英語ＢⅠ

ごく基礎的なレベルの語彙と文法の習得など、英語の基礎力の育
成を目指す。平易な自然な速さの英語を聞いて、自分の言葉で要
点をまとめたり、詳細情報を正しく聞き取ったり理解することが
できること、あるいは「ショッピング」、「食事」などの特定な
場面に特化した聞き取りができること。与えられたトピックにつ
いて、やはり平易な英語で自己表現ができること、あるいは、自
己の伝えたいメッセージをなんとか相手に伝えることができる技
術に習熟すること。 自己表現をすることに抵抗感をなくすこ
と。

(兼担) 原田、滝口
秋山(高)、澤田
(兼) 伊藤(千)、今井
野呂瀬(稲)、サットン
ストロースマン
ブラウン

英語ＢⅡ

基礎学力を基に、語彙数３０００語の習得とさらなる発信技能の
発展を目指す。１００語程度の自然な速さの英語を聞いて、自分
の言葉で要点をまとめたり、詳細情報を正しく聞き取ったり理解
することができること、あるいは容易な英語ではあるが、ある程
度まとまった内容の聞き取りができること。与えられたトピック
について、ある程度意味の通じる英語で自己表現ができること、
あるいは、自己の伝えたいメッセージを相手を意識しながら要点
を押さえ、英語で伝える技術に習熟すること。

(兼担) 原田、松岡、奥
村(直)
(兼) 長坂、今井
加藤(宏)、野呂瀬(稲)、
相澤

英語ＢⅢ

ＴＯＥＩＣ ７００、ＴＯＥＦＬ ５５０、英検1級など高度な英
語技能の習得を目指す。２００語程度の自然な速さの英語を聞い
て、自分の言葉で要点をまとめたり、詳細情報を聞きもらさずに
正しく聞き取ったりすることができること、与えられたトピック
について自分の言葉で、論理的、かつ、わかりやすい英語で７分
程度の間、口頭で表現することができること。

(兼担) 古家、田中(武)
アレン

TOEFL I

この授業の目的は、ＴＯＥＦＬの試験の準備を学生にさせること
です。このＴＯＥＦＬ試験の目的は、英語の非言語話者が、大学
レベルの環境で話され、書かれやそして授業で聞いたりする標準
英語を使ったり理解したりする能力を評価しようとすることで
す。この授業は主に、海外の大学で学習を継続しようとする計画
を持っている学生さんをその対象としています。このＴＯＥＦＬ
Ⅰの授業では、この試験に含まれる２つのセクションを取り上げ
ます。残りのセクションはＴＯＥＦＬⅡの授業で取り上げられる
予定です。

(兼担) クラウジア

全
　
 
学
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通
 
　
教
 
　
育
 
　
科
 
　
目

語
 
 
　
学
　
 
 
教
　
 
 
育
 
 
　
科
 
　
 
目
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TOEFL Ⅱ 

この授業の目的は、ＴＯＥＦＬの試験の準備を学生にさせること
です。このＴＯＥＦＬ試験の目的は、英語の非言語話者が、大学
レベルの環境で話され、書かれやそして授業で聞いたりする標準
英語を使ったり理解したりする能力を評価しようとすることで
す。この授業は主に、海外の大学で学習を継続しようとする計画
を持っている学生さんをその対象としています。このＴＯＥＦＬ
試験には４つのセクションが含まれています。それは、リーディ
ング、リスニング、スピーキング、ライティングです。この内、
２つのセクションは前期のＴＯＥFLⅠで扱われます。残りの２つ
が後期のこのＴＯＥＦＬⅡで扱われます。従って、両授業とも同
じテキストが使用されます。

(兼担) アレン

総合英語 

文法や語彙の基礎能力をもとに、英語を使用する多様な場面に対
応できる英語力（聞く・読む・話す・書く力）を総合的に育成す
る。ある程度の長さの英文について概要や細部を理解したり内容
を要約したりする能力、そして、日常的なトピックに関して自分
の考えを英語で表現する能力を養成する。

(兼担) 古家、原田
秋山(高)、滝口、田中
(武)、松岡、澤田
アレン、奥村(直)
(兼) 今井、加藤(宏)
ブラウン、相澤

英語リーディング・ライ
ティング

英文を精読することにより、各文の構造を正確に理解するととも
に、語彙、慣用句表現の知識を深める。ライティングにおいて
は、基本的な語句・文型を応用して自分の考えを表現する力を伸
ばす。

(兼担) 奥村(直)
秋山(高)、アレン
クラウジア
(兼) 伊藤(千)、今井
加藤(宏)、ブラウン
野呂瀬(稲)、
ストロースマン

 英語リーディング・ラ
イティング（上級）

長文速読の練習により、パラグラフごとの話・議論の展開を理解
し、テクストの要旨を正確に把握する力を養う。自分の考えを論
理的に表現できるようパラグラフ・ライティングの練習をする。

(兼担) 滝口、澤田
(兼) 今井、加藤(宏)
仲本、ストロースマン

英語オーラルコミュニ
ケーション

リスニング・スピーキングの両面から、基本的会話表現とそのバ
リエーションを習得し、それらをシチュエーションに合わせて応
用する力を身につける。授業を進める段階、またはトピックなど
に合わせて数回の授業中発表で練習を積み、個人あるいはグルー
プでのプレゼンテーションを行う能力を養う。

(兼担) アレン
クラウジア、奥村(直)
(兼) 今井、加藤(宏)
ストロースマン、
野呂瀬(稲)、サットン
仲本、ブラウン、
マロニー、相澤

英語オーラルコミュニ
ケーション（上級）

この授業（コース）の主な目的は、自然の英語で上手にまた自信
を持ってどう英語でコミュニケーションを行うかの技術、技能を
学生に提供することです。授業は、コミュニケーションの遂行に
必要な技能を表出し、統合するための様々な楽しくて興味深い教
材を使う方法で行います。

(兼担) クラウジア
アレン
(兼) サットン

e-ラーニングI アルク・ネットアカデミーの練習問題を通じて、英語の聴解力、
読解力、語彙力の向上を図る。

(兼担) 田中(武)

e-ラーニングⅡ アルク・ネットアカデミーの練習問題を通じて、英語の聴解力、
読解力、語彙力の向上を図る。

(兼担) 松岡

e-ラーニングⅢ
この授業（コース）の目的は、学生の総合的な英語力を伸ばし、
学習を継続するための基礎的な枠組み（手段・方法）を提供する
ことにあります。

(兼担) クラウジア

e-ラーニングⅣ
NetAcademyにある技術英語基礎編をもちいて、技術的な英語の構
成を学ぶ。また、ネット経由でeラーニングポータル(Moodle)に
アクセスし、追加の練習問題を行い、基礎語彙の定着を図る。

(兼担) 滝口

Intensive15-I（英語）

この授業の目的は、英語の主な４技能を含む集中学習・訓練を通
じて学生に英語を話す自信をつけさせ、また全体的な英語力を高
めることです。

集中
(兼担) クラウジア
アレン
(兼) ストロースマン
ブラウン

Intensive15-Ⅱ（英語）

この授業の目的は、英語の主な４技能を含む集中学習・訓練を通
じて学生に英語を話す自信をつけさせ、また全体的な英語力を高
めることです。

集中
(兼担) クラウジア
アレン
(兼) ストロースマン
ブラウン
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Intensive90-I（英語） 

この授業の目的は、集中的に英語を学習することを通じて上手に
そして自信を持って英語でコミュニケーションを行う力を向上さ
せることになります。そしてその能力を向上させる手段として、
４技能のコミュニケーション能力に必要なすべての技能を表出さ
せ、また統合させるための様々な楽しく面白い教材を用います。

(兼担) アレン
(兼) ストロースマン

Intensive90-Ⅱ（英語） 
この授業（コース）は、学生の英語の読む力、書く力、話す力を
向上させることを目的とします。

(兼担) クラウジア
(兼) ストロースマン

ドイツ語初級I 
基本的な文法事項を中心に、着実にドイツ語力を身に付ける。ド
イツ語の学習を通して、市民としてのグローバルな知識と、ロー
カルな実践力を習得する。

(兼担) 宮永
(兼) 工藤、橋本(不)
望月(海)、赤池、井上
岩井

ドイツ語初級Ⅱ 
ドイツ語における「聞く」「話す」「読む」「書く」の４技能に
ついて、それぞれの基盤となる知識とトレーニングを行う。

(兼担) 宮永
(兼) 工藤、橋本(不)
望月(海)、赤池、井上
岩井

ドイツ語演習I 
言語の４技能、「聞く」「話す」「読む」「書く」を一般の初級
授業より習熟に重点を置く。まずは「構造」の習熟を目指した
い。一般の初級授業の目的・概要とあわせて見てほしい。

(兼担) 宮永
(兼) 野口

ドイツ語演習Ⅱ 
言語の４技能、「聞く」「話す」「読む」「書く」を一般の初級
授業より習熟に重点を置く。まずは「構造」の習熟を目指した
い。一般の初級授業の目的・概要とあわせて見てほしい。

(兼担) 宮永
(兼) 野口

ドイツ語中級I（総合） 

ドイツ・オペラを扱いますが、今回はヴァーグナーの『ニーベル
ングの指環』を中心に授業を進める予定です。『ニーベルングの
指環』は４部作からなっていますが、今年度は『ラインの黄金』
『ヴァルキューレ』『ジィークフリート』の三つを教材に使う予
定です。ドイツオペラはその発展においてイタリア及びフランス
の後塵を拝していましたが、ヴァーグナーの登場と、そして特に
彼の『ニーブルングの指環』によってドイツオペラ自体がイタリ
ア及びフランスのオペラに勝るとも劣らない評価を獲得するよう
になりました。授業ではヴァーグナーがどのような意図のもとで
このような大作を完成させたのかも、個々の作品を通じて探って
みたいと思っています。

(兼) 八木、工藤
橋本(不)、ベアトマン
井上

ドイツ語中級Ⅱ（総合）

聖書をテキストに用いてドイツ語能力を養うことが目的です。前
半は、歴史年表によってキリスト教の成立過程とドイツ国内での
キリスト教の発展過程を概観する予定です。時間的余裕がある場
合には宗教改革によって誕生した再洗礼派の問題にも触れたいと
思っています。授業の後半は、『マタイ』『マルコ』『ルカ』の
３つの福音書を対象にいくつか問題を設定をして比較検討する。

(兼) 八木、工藤
橋本(不)、ベアトマン
井上

ドイツ語
　　Intensive90-I

ドイツ語の様々なテキストを講読して、表現に慣れ、文法力を基
礎にして、ドイツ語の実践的能力を養う。

(兼担) 宮永
(兼) ベアトマン

ドイツ語
　　Intensive90-Ⅱ

ドイツ語の新聞、雑誌を講読して、文章表現に慣れ、ドイツ語の
基礎を基にして、ドイツ語での表現力を養う。

(兼担) 宮永
(兼) ベアトマン

フランス語初級I

フランス語の基本的な語彙や表現を状況に即して身に付けること
を目指します。日常的な生活場面に必要な基礎的文法を学びなが
ら、聞く・話す・読む・書くの四つの技能をバランス良く習得し
ます。

(兼担) 森田

フランス語初級Ⅱ
フランス語の基本的な語彙や表現を状況に即して身に付けること
を目指します。聞く・話す・読む・書くの四つの技能をバランス
良く習得しながら、初級文法の習得を確実なものにします。

(兼担) 森田

フランス語演習I
フランス語初級Ｉを補完して、内容を深める強化クラスです。特
に文法力と語彙力に力を入れるために仏作文を活動の核としま
す。

(兼担) 森田
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フランス語演習Ⅱ
フランス語初級IIを補完して、内容を深める強化クラスです。特
に文法力と語彙力に力を入れるために仏作文を活動の核としま
す。

(兼担) 森田

中国語初級I 

中国語の発音表記の方法、基礎的な単語や文法を学ぶ。ピンイン
という発音表記の方法を習得し、表記された音を発音したり、聞
いた音をピンインで書き取る技能を身につける。また、中国語の
基礎的な構文を覚え、規則に沿って文を作れるようにする。

(兼担) 町田
(兼) 林、藤田、大辻
島崎(朋)、後藤(奈)
水津、荒木、蒋、付
前田、平田(眞)
後藤(英)

中国語初級Ⅱ 

中国語の基礎的な語彙、文法規則を学び、訳読、会話、作文等各
方面において学んだ事項を活用する技能を身につける。

(兼担) 町田
(兼) 林、藤田、大辻
島崎(朋)、後藤(奈)
水津、荒木、蒋、付
前田、平田(眞)
後藤(英)

中国語演習I 
初級中国語の学習内容に即してリスニングなどの実践的トレーニ
ングを行い、学習内容を確かなものにしていくことを目指しま
す。

(兼) 大辻、水津

中国語演習Ⅱ 
初級中国語の学習内容に即してリスニングなどの実践的トレーニ
ングを行い、学習内容を確かなものにしていくことを目指しま
す。

(兼) 大辻、水津

中国語中級I（総合） 
初級で学んだ知識を復習しつつ、平易な会話や発音・作文の練習
を通してより高度な語学力を養成する。

(兼担) 町田
(兼) 大辻、平田(眞)

中国語中級I（コミュニ
ケーション）

既習の基礎中国語の知識を生かしながら、中国語の発音を聞き
取ったり、自分で声に出して表現する訓練や会話の練習を行う。

(兼) 蒋、付

中国語中級Ⅱ（総合） 中国語の基礎力を生かしつつ、語と語の細かな使い分け等に配慮
し、中国語らしい表現方法を身につける。

(兼担) 町田
(兼) 大辻、平田(眞)

中国語中級Ⅱ（コミュニ
ケーション）

中国語の言葉の意味を理解し、習った文法を応用して、簡単な会
話が出来るようになること。

(兼) 蒋、付

中国語Intensive60-I
「中国語初級II」を終えた程度のレベルの学生を対象に、少人数
で発音、文法、読解、作文、会話等の実践的訓練を行い、総合的
語学力を高める。

(兼担) 町田
(兼) 王

中国語Intensive60-Ⅱ

「Intensive-60I」を学習済み程度のレベルの学生を対象に、少
人数で発音、文法、読解、作文、会話等の実践的訓練を行い、総
合的語学力を高める。中国語の文章を読みこなしたり、中国語を
使って応答ができるようになることを学習到達目標とする。

(兼担) 町田
(兼) 王

日本文学作品論Ⅱ

明治以降の「恋愛小説」の代表作を読む。近代文学における「恋
愛小説」の形成と展開の様相を、近世期における「恋」ないし
「色」の文学との連続と断絶の問題、西欧の倫理観（宗教観）の
移入の問題、人間の生活様式の変化とライフサイクルの認識の変
化の問題等を視野におき、具体的作品の分析を通じて論ずる。ま
たあわせて、近代小説における「読む」ということの意味を、映
像化あるいはメディア変換をへたテクストとの比較を通じて明ら
かにする。

(兼担) 中丸

国語表現 日本語を表記する文字・記号・語句・文章などに焦点を当て、そ
れぞれの特性をとらえて、正しい日本語の表記方法を考える。

(兼担) 宮澤

日本古代の政治と文化

日本古代の神話・伝承・歴史について、具体的なテキスト（今年
度は『古事記』を用いる）を読解しつつ、古代社会の特質につい
て講義する。また、歴史学のみならず、文学、神話学、人類学、
心理学など他分野の成果にもふれ、日本文化研究の様々なあり方
について考える。貴重な文化的資産である古典や歴史についての
興味・関心を深め、受講生諸君が自ら学んでゆくきっかけとなる
ことを目指したい。

(兼担) 大隅
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考古学について 

考古学の基本的な方法と研究分野を概説するとともに、考古資料
からどのような歴史を復原できるのか、各時代の研究成果を用い
て検討していく。

(兼) 萩原

メディアと人間

現代人は、生きていく上で必要な情報をどこから手に入れている
のか、どのようにその情報を処理しているのかを検討する。希薄
な人間関係を補うものもメディア、そのような関係を促進するの
もメディアなのではなかろうか。ここでは、マス・メディアだけ
でなく、パーソナル・メディアを含み、検討する。

(兼担) 岡林

子どもと文化

誰の記憶の中にも子どもの頃夢中になっていた遊びやおもちゃな
どの流行現象があるはずだが、その多くが実は大人が仕掛けたモ
ノである。この授業では、企画する大人の側と受けとめ発展させ
る子どもの側の諸現象を追いながら、それらを質的研究の視点に
よって読み解き、子どもを取り巻く社会と子どもの内的世界との
新たな関係を論考する。特にここでは、何人かで徒党を組んで行
動するようになる１０歳以降の子どもの文化の特性を考察する。

(兼担) 栗田

ヨーロッパ中世の諸相

世界遺産を中心とする文化財を映像で鑑賞し、その成立背景を説
明することにより、中世ヨーロッパの社会と世界観を学び、「も
う一つの視線」で文化に向き合う目を養う。

(兼担) 皆川

山梨大学から見る大学の
歴史と現在

江戸時代から続く本学の歴史とともに大学の歴史を学ぶことを通
じて、高校までに学んだ近現代史を別の角度から捉えなおすとと
もに、歴史的なものの見方、考え方を養うことを目的とする。授
業では大きく、世界と日本の高等教育史の中に本学の歴史を位置
づけていく。資史料を基にした講義を行なうとともに、個人やグ
ループによる、それぞれの興味関心に応じた活動を通じて「山梨
大学史」を学生が描いていくことも目指したい。その際、山梨大
学が歩んできたそれぞれの時代に受講生と同年代であった学生た
ちが何を考え、行動したのか、その時、彼／彼女たちの居場所で
あった学び舎はどのようなものであったのか、各学部・学科・専
修・研究室・講座にはどのような歴史があるのかを知ってもらい
たい。こうした学びを通じて受講生一人ひとりが山梨大学で学ん
でいくことの意味を見出すきっかけになることを期待している。

(兼担) 日永

教育史を通して見る日本
の近代現代

現代の教育の課題を、歴史的視点を通して考察するための考え方
と史資料の読み方を提示する。とくに幕末・明治以降現代に到る
産業化（近代化、文明化）の進展と教育の変遷との関連をたどる
ことによって、現代の教育・学校・子どもをとりまく状況とそこ
から生ずる課題を理解してもらうとともに、それへの対応の方途
を考える。

(兼担) 阿部

小説における〈他者〉の
問題

＜小説＞とは何かを考えていく。この思索は「暮らし」と「言語
表現」との間にどのような問題が潜んでいるかについて考えてい
くことである。そこには《他者》と「私」を巡る問題が潜んでい
る。《他者》と「私」って？「私」は「私の中の他者」を生きて
いる。ときに「了解不能の他者」の現れに翻弄されることがある
というような。どういうこと？今年度取り上げる作家は、坂口安
吾　宮澤賢治、村上春樹、川上弘美、あまんきみこさんなど。

(兼担) 須貝
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ものといのち

この世界がどのように成り立っているのかについて、物質および
生命という観点からの考察を行う。現象の本質や存在の根本原理
について、思惟あるいは内観によって探求する形而上学に対し、
物質および生命についての現代自然科学の知識を元に、さらにメ
タレベルを目指して迫ろうという野心的な試みである。
　また、わたしたちが生きている世界の解析を通じて、科学とい
う行為についての新たな理解を得ることも目的とする。
・授業ガイダンス（御園生）
（御園生）
・ものといのちの世界 I
・認識：相対化と絶対化 I
・階層構造：ミクロの視点・マクロの視点Ⅰ
・階層構造：相対化ループによる発展 I
・科学の行為：境界条件による世界の分割 I
・科学の意味：現象と理論の整合 I
・まとめとディスカッション、質疑応答等 I
（堀）
・ものといのちの世界Ⅱ
・認識：相対化と絶対化Ⅱ
・階層構造：ミクロの視点・マクロの視点Ⅱ
・階層構造：相対化ループによる発展Ⅱ
・科学の行為：境界条件による世界の分割Ⅱ
・科学の意味：現象と理論の整合Ⅱ
・まとめとディスカッション、質疑応答等 Ⅱ

複数教員による共同
方式
(兼担)　御園生、堀

文化記号論
記号（言葉や図、音、身振りなど）が成立する基本的なメカニズ
ムを概説し、様々な文化現象を記号論的な視点から考察する。

(兼担) 新野

源氏物語を読む

『源氏物語』を読みます。
　高校までの古文学習によって身に付けた力を、皆さんは過小評
価しています。懇切な注釈書を使えば、難しいとされる『源氏物
語』も、かなり読むことができるのです。
　このゼミでは毎回３０ページほどの予習を課し、出席者の感
想・疑問を発展させていくかたちをとります。強制的であって
も、とにかく読んでみる。そうすれば、自分が意外に読めるこ
と、楽しめることがわかります。その経験の手助けをし、『源氏
物語』、あるいは日本の古典文学の魅力を知ってもらう、それが
この科目の一番の目的です。
　今年度は「桐壷」巻から「末摘花」巻までを読みます。

(兼担) 池田

経済学の目で見ると 

レジャー産業、メディア産業、シルバー産業、はてはセレモニー
産業と、家庭生活から地域経済、国家経済のあらゆる面で巨大な
マーケット化が進行し、現代ほど消費者の眼力が試されている時
代はない。この一方で、ボーダーレス、グローバル化と呼ばれる
ように、個人生活が地球的規模の影響を受けることも多く、個人
生活と「経済」との関わりが強まり、それに起因する軋轢も随所
に見られる。産業経済の変化の速度はかつてないほど速く、目ま
ぐるしく動く社会の出来事を「経済学の目」で見ると、どのよう
に見えてくるかを知り、このような潮流の中で流されることなく
自己のライフスタイルを確立して「賢い消費者」となるための方
途を考える。

(兼担) 齋藤(康)

日本国憲法

「自分らしく生きる」とは、どういうことだろうか？　日本国憲
法は、第13条において、「個人の尊重」と幸福追求権を、第14条
以下において、選挙権、思想の自由、表現の自由、職業選択の自
由、生存権、教育を受ける権利等、様々な基本的人権を保障し、
統治機構においては、国民主権（民主主義）が原則とされる。こ
の授業では、憲法・人権に関する諸問題について、具体的な裁判
事例の検討を通じてわかりやすく講義し、「自分らしく生きる」
とはどういうことか、について受講生とともに考えてみたい。

(兼担) 石塚
(兼) 山内

スポーツ映画に見る現代
社会

スポーツや身体活動を扱った映画を鏡にして現代社会の様々な特
徴について論じる。開かれたテキスト論、テキスト分析という手
法を用いてスポーツ映画を読み解き、我々の生きる世の中の特徴
を理解し世の中へのまなざしを獲得する。

(兼担) 加藤(朋)
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住まいの地方性

日本の住まいは地域の気候・風土、歴史、文化、生活様式などと
深く関わりながら現在に至っている。特に日本の伝統的な住まい
は良好なまちなみ・景観を形づくってきた。この授業では日本各
地の多様な住まいを取り上げ、材料・構法、間取り、空間構成、
住宅規模・水準、外観デザイン、住み方等にみる「地方性・地域
性」の実態とその形成要因について解説する。なお授業の後半で
は、「甲斐の家」ペーパークラフトの制作や住み方の検討を通し
て地域に根ざした住まいづくりへの理解を深める。

(兼担) 田中(勝)

山梨学

山梨県の魅力となっている風土、施設、産業などについて、野外
見学を交えて広く習得する。本講義を受講し、県の求める書式の
レポートを提出した者に「観光カレッジ修了証」の交付が行われ
る。本講義は山梨県が推進する「やまなし観光カレッジ事業」に
基づいて、山梨大学とやまなし観光推進機構が連携して行うもの
である。
　本講義は野外見学を含めてすべて土曜日（講義は４回１－２時
限、野外見学は２回１－５時限）に開講されます。
　山梨県出身者が自らの知らなかった山梨県について知り、驚い
ている姿が毎年見られます。各分野のプロによる講義は興味深
く、たくさんの知識を得ることができ、山梨県の新たな魅力を掘
り起こす力になります。

オムニバス方式
集中
代表者
(兼担) 井坂

社会変動と人間

本講義の目的は、現代社会理論を踏まえ、現代社会のマクロな社
会変動と、ミクロとしての個人に焦点をあわせ、現代社会のリア
リティを明らかにすることにある。とりわけ、高度産業化、階層
化、福祉化、高齢化、国際化という社会変動に着目する。社会現
象について問題意識を深めてもらいたいと願っている。

(兼担) 三重野

特別支援教育総論 障害の概念、特別支援教育の概念、特別支援教育が対象とする幼
児児童生徒の教育の理念や制度についての基本的な理解を図る。

(兼担) 鳥海

現代日本の政治と政策

政治に対して、少なからぬ人々がシニカルな態度を示す。それに
も関わらず、私たちの日々のくらしは、政治や政治の生み出すさ
まざまな結果から無縁ではありえない。本講義では、私たちの生
活にとって身近な、あるいは大きな影響を有する政治現象や政治
的諸課題を糸口に、その基底にあるものや論点に関する理解を深
めていく。それにより、政治的な諸事象を皮相的でなく冷徹に分
析する能力の習得を目指す。

(兼担) 藤原(真)

投資と資産形成

日本の経済がより好ましい姿になるためには、多くの人がお金の動き
や金融の仕組みについての知識を増やし、自分自身で考えることが大
切です。また、経済活動において、お金の実際の動きを知り、これを
有効に使うことのできる能力を身につけることは、個人にとって有益
であるだけでなく、社会にとっても重要です。直接金融への期待が高
まる現在、資本市場に求められる役割とは何か。激変する日本の資本
市場の全容と投資リスク＆リターンの考え方、株式投資・債権投資・
グローバル証券投資・分散投資の方法などを実務の観点から解説しま
す。
・ガイダンス
・経済情報の捉え方
・債券市場の役割と投資の考え方
・株式市場の役割と投資の考え方
・投資信託の役割とその仕組み
・経済活動における銀行の役割
・地域における銀行の役割
・グロ－バル化する世界と資本市場の果たす役割
・証券投資のリスク・リターン
・ポートフォリオ・マネジメント
・金融市場の役割とその変化
・外国為替相場とその変動メカニズムについて
・資本市場における投資家心理
・資産運用とライフ・プランニング
・評価：総括・まとめ

オムニバス方式
代表者
(兼担) 勢田

全
　
　
学
　
　
共
　
　
通
　
　
教
　
　
育
　
　
科
　
　
目

教
　
　
　
養
　
　
　
教
　
　
　
育
　
　
　
科
　
　
　
目

- 8 -



理系女性のキャリア形成

理工系の専門分野におけるワークライフバランスと男女共同参画
について学ぶ。活躍する卒業生や女性を中心とする技術者等の経
験や、出産、育児に携わる医師等の講演から、生涯設計の中に位
置づけた職業人としての自分自身の将来像を描き、進路選択や卒
業・修了後のキャリアの形成と継続に役立つ多様な職業観・人生
観を学び、よりよい未来をともに考える。志望する職業分野で活
躍しようという夢は性別によらないが、女性の進出が遅れている
科学技術分野では、専門的なキャリアの参考となる身近な先輩や
同僚の大半が男性であり、健康、育児、転勤などのライフイベン
トにおいて、１人で悩む女性が少なくない。多様な選択肢、価値
観、支援策の存在を知り、将来さまざまな段階で予想される問題
に適切に対処できる強靭で柔軟な知を涵養する。
最終回は、受講者が卒業から２０年後までのそれぞれのキャリ
ア・パスを想定してパネル討論を行う。
・ガイダンス:女性の現代史
・道を切り拓いた先輩達
・科学技術分野で活躍する身近な先輩達
・医療保健分野で活躍するの身近な先輩達
・理工系卒業生の多様なキャリア
・ライフワークバランスを支援する法律や制度
・受講者によるバネル討論

オムニバス方式
代表者
(兼担) 鳥養

科学・デザイン・コミュ
ニケーション

オムニバス方式
代表者
(兼担) 鳥養

生活設計論

現代社会の変動の中で我々の生活は大きく変容し、様々な生活課
題が顕在化している。その生活の変容の過程と諸問題を浮き彫り
にし、生活形態、生活意識の多様性を理解するとともに、現代社
会において必要な主体的な生活設計・ライフデザインについて認
識を深める。

(兼担) 志村

企業概論

企業（具体的には、会社、病院、学校、自治体、銀行など）が、
どのような組織で運営され、それらの事業体相互が、どのように
関連して経済社会を構成しているのかを理解し、基礎的な専門知
識と豊かな教養を、身につけつけることを目指す。

(兼) 今村

経営分析のためのデータ
解析

経営分析のための基礎的なデータ解析の概念と手法を学ぶ。
　表計算ソフト・Ｅｘｃｅｌを用いて以下の分析を学ぶ。
　・基礎的なデータ解析とグラフ化、
　・相関分析、回帰分析等の基礎的な多変量解析
　・基礎的な財務分析、
　・市場調査のためのアンケート調査分析

(兼担) 西久保

現代社会と教育

教育は現代社会の中で生きていく上で不可欠なものとなってお
り、一人ひとりに保障される権利として位置づけられている。し
かし、格差社会の進展の中で、貧困層や在日外国人など、教育を
受ける権利が侵害されている人々がいる。この授業では、教育を
受ける権利の意義を歴史的にふまえながら理解し、それが侵され
ている現状と是正に向けた取り組みについて、制度・政策や教育
現場の側面から具体的に検討することを目的とする。

(兼担) 日永
伊藤(亜)

こころと体の障害の理解
と支援

こころと体の障害についての基礎知識を解説します。障害者福祉
や教育、心理に興味のある初学者向けです。

(兼担) 渡邉(雅)

環境政策の展開
これまで実施されてきた環境政策の展開を学び、環境の推進要因
および阻害要因を考察する。温暖化防止政策のほか、希望があれ
ば他の環境政策もとりあげる。

(兼担) 喜多川
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現代人にもっとも必要とされているコミュニケーション力は、滑らか
な会話やプレゼンテーションの技術と誤解している学生が少なくな
い。科学と人間のよりよい未来を築くために構成された、デザイン学
とコミュニケーション学を学ぶことにより、異文化・異分野に共感す
る知情意（知識，感受性，意識）の力を磨く。デザインを通じたコ
ミュニケーションによって新しい価値の創造活動を行うデザイナー
と、これまで成り立ちにくいと考えられていた科学者と市民の間の科
学に関するコミュニケーション学を開拓してきた３人の研究者による
オムニバス形式の講義と実践学習を行う。
・グッドデザインはグッドコミュニケーション
・科学と社会：異文化と共感する能力とは？
・科学コミュニケーション
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映像で考える子どもと教
育

現代社会における子どもの発達と教育の課題を、映像資料を基に
考察することに授業の目的はある。なおその際、「子どもの発達
を捉える視点」「乳幼児の発達過程」「教育問題としてのChild
Abuse」「学校化社会の子どもと教育」といった内容を中心に、
「子どもの権利条約」時代の、子どもと教育の課題を考えてい
く

(兼担) 加藤(繁)

人間理解の心理学

現代社会は誰もが「生きにくさ」を抱えているといわれます。そ
の生きにくさは「私」個人に帰属されるものなのでしょうか。こ
の授業では、心理学の知見を基礎に、生まれ落ちた社会に規定さ
れた文化と他者との関係の中で生きる「人間（自分）」について
見つめなおすことを通して、現代社会の問題について考える姿勢
を形成することを目的とします。

(兼担) 塚越

放射線と現代

一般にただ「恐ろしいもの」として漠然としか認識されていない
放射線は、現実には工業、農業、医学といった現代生活の様々な
局面で利用されている。また、日本は2006年6月の原子力立国計
画などによってエネルギー源としての原子力利用を大々的に推し
進める方針を打ち出している。さらに、昨今の世界情勢において
は、核ミサイルの恐怖から核テロやいわゆるdirty bombとしてな
どの放射性物質の悪用の懸念も増加する一方である。本授業は、
このような状況に適切に対処することができる市民を育成するた
めに、放射線・放射能についての基本的な知識と、日本における
放射線管理規制の実態を学ぶことを目的とする。
・授業ガイダンス，放射線入門（御園生）
・放射線・放射能とは何か（鳥養）
・生物と放射線（御園生）
・社会のなかの放射線（高橋）
・エネルギーと原子力発電（武田）
・原子力と現代（御園生）

複数教員による共同
方式
(兼担) 御園生、鳥養
高橋(智)、武田

教育問題から見た現代社会

本講義では、教育を社会との関係から多角的に検討することを中
心に行います。教育問題として取り沙汰されている現在の子ど
も・若者が抱える発達・成長の問題や学校教育の問題を入口にし
て、その背後にある現代社会の問題を検討することを目的としま
す。本講義を通して、教育から社会の現状とあり方を問うこと、
また自分のことばで教育を考えることができるようになることを
願っています。

(兼担) 高橋(英)

保育・子育ての現在

現在の保育や子育てをめぐる問題について学び、乳幼児にとって
ふさわしい生活について考え、そのためにふさわしい大人のかか
わり方について理解し、保育・子育てのあり方を考える。さらに
は、社会の中で子どもを育てることの意味を理解し、自分自身が
社会人としてどのような役割が果たせるかを考えることを目的と
する。

(兼担) 田甫

哲学のさまざまな問題 哲学の重要な問題に目を開かれ、考えることに慣れるようになる
ことをめざします。

(兼担) 佐藤(一)

経営管理（マネジメント）
企業（代表的なもの・社会）が、どの様に運営されているのか、
その運営の基本知識と手法を知り、事業体の目的を効果的に達成
するための理論、手法を理解し、習得することを目指す。

(兼) 今村

子どもとジェンダー

ジェンダーとは、性別によって人を振り分けること、そのことに
よって性によって人を差別する営みを強化し、正当化することで
ある。子どもが生まれ育つさまざまな局面で、そうした性別によ
る振り分けがどのように行なわれるのか、それが私たちの生育過
程や日常生活にどのように影響するのか、私たちは子どものジェ
ンダー強化にどのように加担しているのかを学ぶのが、本講義の
目的である。

(兼担) 秋山(麻)

科学技術史入門
科学技術史における自然・技術・科学・社会といった概念は、い
ずれも人間労働に深い関わりをもって理論化されてきたことを考
察する。

(兼担) 上里
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天文学への誘い

宇宙の様々な観測から解って来た宇宙の始まり、宇宙の構造や進
化を体系的に学ぶ。宇宙の謎解きを通して、人類が自然をどのよ
うに認識してきたかを学習し、人類が獲得した最もビビッドな宇
宙像や自然像、そして残された謎の一端に触れて、科学的な考え
方や知的好奇心を育む。天文学全般に渡り講義するが、その理解
のために物理学の手法も用いる。
（川邊）
・天文学とはどのような学問か？; 天文学の課題と宇宙認識の変
遷
・様々な銀河と宇宙大規模構造
・宇宙開闢はどのようにして起ったか？
・現代科学最大なぞ暗黒物質・暗黒エネルギー
・アインシュタインのとんでもない遺産ブラックホール
・ブラックホールを観測する
（齋藤）
・原子から宇宙まで
・我々の太陽系の成り立ち
・我々の銀河系の成り立ち
・太陽系外惑星の発見
・明らかになりつつある星・惑星系の多様性
・宇宙発見物語
（伊王野）
・光と赤外線で見た宇宙
・電波で見た宇宙
・おもしろ天文；地球外文明探査

複数教員による共同
方式
(兼) 川邊、齋藤(正)
伊王野

確率的見方

「確率」という概念をはっきりと捉えなおし、確率論の問題を具
体的な事例を通して紹介する。日常的、常識的（と思われる）先
入観によって曇らされて意外な結果に驚く「パラドックス」と名
のついたものを取り上げて考えてみる。人間思考の合理性、不合
理性を考える。

(兼担) 中村(宗)

ヒトに至る生命の歴史

生物の多様性と一様性ならびに環境問題を理解するために、原核
生物からヒトに至る生命の歴史を含めた生物分類の概要と、生態
系、生物群集レベルからの生態学上の基本概念を学び、これよ
り、ヒト文明の在り方、生物多様性危機を含めた地球環境問題を
考える。

(兼担) 平田(徹)

生物学の様子

現在のライフサイエンスの進歩はめざまく、膨大な知識が増え続
けている。本講義では、遺伝学を中心とし、ライフサイエンスに
ついての最新の話題について学ぶ。地球上の生物の共通性と特殊
性を理解し、生命現象のメカニズムとその面白さ知る。

(兼) 赤井

染色の科学
衣生活の社会化が進んだ現代において、消費者として製品選択の
主因をなす衣料の色情報を与える染色加工について講述し、その
結果を実習する。この講義を通して、賢明な衣生活を学ぶ。

(兼担) 勢田

子どもと自然 現代の子どもと蝕まれつつある自然との関わり、及び自然に対す
る子どもの理解について、理論的かつ実証的に解説する。

(兼担) 松森

材料と技術 材料の基礎的な特徴・性質を理解し、材料の作製技術及び加工法
と機能性材料の開発等を技術という視点から概説する。

(兼担) 佐藤(博)

家庭の中のエレクトロニ
クス

身の回りの電子機器に目を向け、エレクトロニクスの基礎を広い視野
で理解する。動作原理や機器の機能等の講義に加えて、人への配慮、
社会や環境に与える影響への配慮等についても講義を行う。
　講義は個々の電子機器についての解説でなく、基本的な原理を視野
において、工学的、科学的センスでエレク トロニクスを理解しつつ、
人間社会との関係を見つめ直す。
（藤間）
・家庭のエネルギー源としての電気
・安全性、公共性、経済性、その規格
・家電電化製品の中で姿を変える電気エネルギー？
・人に優しいエレクトロニクスをめざして
（坂野）
・日常の中の波動
・量子力学とランプ
・電磁気学とスピーカ・マイク
・原子力発電の原理，社会への寄与，問題点
（矢野）
・太陽光発電
・家電製品とエレクトロニクス
・低炭素社会に向けて

複数教員による共同
方式
(兼担) 藤間、坂野
矢野
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人間とコンピュータ

コンピュータの歴史とその基本原理、コンピュータと情報技術、
コンピュータネットワークとネットワークを活用したビジネスモ
デル、コンピュータと倫理、ネットワークセキュリティ、コン
ピュータグラフィックス、人間とコンピュータのインタラクショ
ンなどの技術的な話題を通して、人間の知的活動や社会的活動と
コンピュータの関係を理解する。
・コンピュータの基本（鍋島）
・コンピュータにおけるデータの取り扱い（鍋島）
・コンピュータを動かす（鍋島）
・コンピュータや通信がもたらした影響（鍋島）
・ネットワークとそのサービス（高橋）
・ビジネスモデル（高橋）
・ビジネスモデル特許（高橋）
・ヒューマンコンピュータインタラクション（小俣）
・人のインタフェース特性（小俣）
・ビジュアルインタフェース（小俣）
・ユーザビリティ評価（小俣）
・コンピュータアルゴリズム（鈴木）
・パソコンとスーパーコンピュータ（鈴木）
・データマイニング（鈴木）
・ユビキタス社会（鈴木）

複数教員による共同
方式
(兼担) 鍋島
高橋(正)、小俣
鈴木(智)

現代生活とバイオテクノ
ロジー

バイオテクノロジーは生物の持つ機能を工学に利用する技術であ
り、21世紀においてエネルギー、環境、食糧および医療等の広範
な分野への貢献が期待される。生物の機能は極めて多様であり、
その利用も多岐にわたっている。この講義では基盤技術から先端
技術までを人間生活に身近な例を取り上げて平易に紹介する。
・微生物の世界とその応用（宇井）
・生物の多様性と進化（野田）
・ＤＮＡと遺伝子工学（大槻）
・バイオマス（宇井）
・きのこと人間生活との関わり（中村）
・タンパク質からみた生物の働き（楠木）
・タンパク質の立体構造と機能（楠木）
・バイオテクノロジー：ゲノムサイエンスの世界（宮川）
・ＤＮＡ診断　ーフェムトの世界を探るー（宮川）
・ナノテクノロジを利用した生体機能制御（新森）
・細胞とは何か　ー細胞培養のはなしー（黒澤）
・幹細胞とは何か　ー再生医療のはなしー（黒澤）
・抗生物質　ー微生物からの贈り物ー（早川）
・医薬微生物の探索と機能開発（早川）
・総括評価（総括とレポート作成）（黒澤）

複数教員による共同
方式
(専) 黒澤、宮川(洋)
宇井、早川、
中村(和)、新森、
野田、楠木、大槻

【環】地球環境化学とエ
ネルギー

21世紀に入り、地球規模の環境汚染は人類の生存を脅かす形で私
たちの前に立ちはだかり、深刻かつ緊急の大問題となっている。
環境問題を解決するためには、クリーンなエネルギーの確保や、
生活を豊かにするための様々な製品を環境に対する負荷の少ない
生産工程で製造するための化学技術が重要かつ不可欠となってい
る。授業では、先ず地球環境の現状と問題について大気を中心に
解説する。次いで、環境問題とエネルギー問題を解決する化学技
術について学ぶ。クリーンなエネルギー変換デバイスとして二次
電池、燃料電池、太陽電池を中心に、その仕組みや動作原理につ
いて理解する。

(兼担) 野原

ワインと宝石

ブドウ栽培、ワインの製法、微生物およびブドウとワインの科
学、ワインと健康につき講義し、ついで宝石の結晶材料への変貌
を辿りつつさまざまな日常生活に関わりの深い無機材料につき講
義し、これらに関する理解を深める。
・コース紹介（中川、奥田）
・病気からブドウを守る（鈴木）
・ワインの発酵と微生物（柳田）
・ワインの成分（奥田）
・ワインの製造方法（岸本）
・ワインのおいしさ（久本）
・ワイン関連総括と総括評価（奥田）
・宝石からセラミックスへ（武井）
・単結晶合成法と単結晶の持つ意味（細谷）
・結晶の完全性（綿打）
・結晶構造解析手法（山中）
・結晶構造と機能（熊田）
・機能性単結晶（田中）
・物質と色（中川、有元）
・宝石関連総括と総括評価 （中川）

複数教員による共同
方式
(兼担) 中川(清)、
柳田、奥田、
鈴木(俊)、熊田、
田中(功)、岸本、
武井、細谷、
綿打、山中、
有元、久本
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これからの機械技術

これからの機械技術は、広範で多岐にわたる機械技術のベースと
なっている基礎知識と最新のトピックスを初心者に分かりやすく
解説する。本年度は主に、熱、流れ、材料、力学、機械などの分
野に関連した興味ある話題を紹介する。これによって、機械工学
が工学分野で重要な役割を果たしていること、また、先端技術と
密接な関係を有していることを理解し、それぞれの分野において
さらに深く学ぶ意欲を引き出すことを目指す。
（武田）
・熱の伝わり方
・エネルギーを有効に使う
・原子力エネルギー
・自然エネルギー
（水口）
・生体工学の概要
・福祉工学と科学技術
・超音波の工学への応用
・超音波の医学への応用
（小川）
・新しい燃料(燃料電池)
・新しい燃料(バイオマス燃料)
・新しい燃料(電池その他)
（園家）
・表面改質（CVD,PVDなど）
・表面改質（レーザ処理など）
・表面改質（溶射技術など）
・評価、総括・まとめ

複数教員による共同
方式
(兼担) 園家、武田
水口、小川

人間と機械

人類と機械技術のかかわりについて機械やそれに使用する材料に
関する発達の歴史を含めて概観する。新材料や新製品開発の過程
についてエピソードを紹介しながら観察や考察の重要性について
解説する。さらに人間と機械の違いについて論じるとともに、も
のづくりに対する試行方法やその方法論について、具体的な例を
あげて説明する。
・機械の発達の歴史（本田）
・機械産業の歴史と環境問題（北村）
・工作機械や工具、加工方法及び材料（平）
・高度熟練技能の現場　（萩原）

複数教員による共同
方式
(兼担) 本田、
北村(敏)、平(晋)、
萩原

地球の見方

高校の地学を履修する機会がなく、地球についての知識が中学生
レベルにとどまっている人のために、最近の地球科学・宇宙科学
による新しい地球観・宇宙観を紹介します。どのような研究や方
法によって、どのような地球観・宇宙観が得られているか、地球
や宇宙の科学的な見方を理解することを目的とします。

(兼担) 石垣

医工学と現代社会

生命現象を物理や化学の言葉で説明しようとする生命の科学は、
２０世紀の後半から現在まで、めざましい進歩を遂げた。その研
究の成果は、人々の生活への応用という面で、現代の医学や工学
と連動し、「医工学」ともよばれるようになっている。
　本講義では、こうした現代の生命の科学（一般にライフサイエ
ンスと呼ばれる）の研究成果がどのようなものであるかを種々の
事例を上げて概説し、また、それらが現代のわたしたちの生活、
とくに医学や工学の面においてどのように応用され、また影響を
与えつつあるか等について論ずる。本講義により、医工学と現代
社会の諸問題への可能な限り正確でかつ広汎な知識を身につけ、
さらにそれらの諸問題への強い問題意識を醸成する。

(専) 宮川(洋)

一般相対性理論への招待
２０世紀最大の物理学上の発展であったアインシュタインの特殊
相対性理論と一般相対性理論を数理的に基礎から解説する。応用
として宇宙の膨張を取り扱う。

(兼担) 山下(和)

クリスタルサイエンス

講義で習ったことをすぐさま実験で確認するという、新しい授業
形態（講義と実験の融合）を実施することで、理科の楽しさを感
じさせることを目標とする。
　クリスタル研の教員11名と学生を４グループに分けて、１テー
マ３回の中で実験、観察などを行い、4テーマで色々な結晶に関
する知識、実験技術に触れるようにする。

(兼担) 田中(功)、熊
田、中川(清)、細谷、
山中、綿打、武井、
有元、米崎、長尾、
三浦
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ワイン製造及び体験実習

ワイン製造および体験学習を行い、ワインに関するより質の高い
教育を実践することができる。ワイン科学研究センターの醸造設
備を用いて、ワイン製造および体験学習を行うことによりワイン
に興味をもつ学生教育に効果があると思われる。

集中
(兼担) 岸本

生命科学と社会
科学の社会への貢献と両者の軋轢について、最近特に進展のめざ
ましい生命科学の話題を中心に解説する。

(兼担) 宮崎

数理の発想でみる自然・
社会・人間

統計や数学の諸手法を使って、自然・社会・人間にかかわる現象
を分析する。

(兼担) 成田

電気とコンピュータ

この講義では、まず電気の基本的な性質をまず学び、つぎに電気
をいかにして作り、それを家庭まで送られてくるかについて学び
ます。これにより、電気にたいする基本的な知識を修得するとと
もに、現代のエネルギー問題としての電気についての基本的な考
え方を修得します。次に、現在の情報化社会への起爆剤となった
マイクロプロセッサの開発の歴史、開発にいたった経緯や、マイ
クロプロセッサを用いたパーソナルコンピュータやビデオゲーム
などマイクロプロセッサを応用した機器の開発の歴史などについ
て学びます。最後に、コンピュータの中身や構成などの基本的な
構成、それを理解するためのブール代数などの基礎について学び
コンピュータに対する基本的な知識を修得します。

(兼担) 清弘

水圏植物の生物学

水圏植物の本質、重要性、我々人間との関わりについて理解する
ため、水圏植物を「水域に生育する酸素発生型光合成生物」と定
義し、生命の誕生から人類の出現に至る生物の歴史の中で、それ
らの果たしてきた役割と、それらの分類・生態・利用について概
説する。簡単な実験や実際の植物を見せることもあるので、定員
は３０名程度とする。

(兼担) 芹澤

子どもと事象の数理

小学校・中学校・高等学校で学習した数学の知識をどのように活
用すれば、事象を数理的に考察することができるのかを経験する
とともに、その経験を通して、数学的見方・考え方を一層伸ば
す。

(兼担) 清野

数学的見方
数学とは、難しい計算問題を解いたり公式を暗記したりするもの
ではなく、論理的な証明の積み重ねによって、一つの理論を築い
てゆく学問である事を学んでもらう。

(兼担) 小池

依存の科学

アルコール依存症から始め、過度の飲酒の怖さ、それらが家族に
及ぼす影響等を理解する。また、その他の物質依存やプロセス依
存について理解し、（あるばあいは）自己の中にある依存の芽に
気がつく。

(兼担) 小畑

ガイア仮説と地球システ
ム科学

近年、地球表層での物質循環や気候などを、大気圏、水圏、岩石
圏、生物圏の間の有機的な相互作用の一局面として捉える「地球
システム」とも呼称される概念が、気候学や生態学など様々な学
問分野で注目され始めた。そのルーツを遡ると、地球の無機的環
境と生物がその相互作用の中で環境の恒常性を維持する自己統制
システムを確立してきたという、ガイア仮説に辿り着く。
　本授業では大気圏、水圏、岩石圏、生物圏の構造と機能、これ
ら各圏の相互作用により構築される物質循環システムや気候シス
テム、更に地球システム科学の先駆けとなったガイア仮説につい
て学習し、地球環境とその変動がもつ意味を惑星スケールで捉え
るために必要な「地球システム」の視座を会得する。

(兼担) 松本(潔)

魔方陣から現代数学へ

魔方陣というパズルを解くことを目標に現代数学のある断面の基
本的なことがらを学ぶ。なぜ算数や数学を学ぶことが大切なの
か、数とはなにか、などについても織り交ぜて語る。アイデアが
迸る様子を少しでも実感してもらえる様な講義を目指す。

(兼担) 大西
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物理パズルで親しむ身近
な自然現象

アメリカの物理学教師の協会（American Association of
Physics Teachers）が発行する物理教育誌“The Physics
Teacher”には、1986年から "Figuring Physics" と題するコラ
ムが連載されている。このコラムでは身近な自然現象を題材にし
たクイズを毎回、出題している。
　本授業ではこのクイズを毎回 数題ずつ取り上げ、履修学生各
自に回答してもらう。肩のこらないクイズ形式の問題の回答を自
身で考え、その後に、教員による解説を聞くことを通じて、自然
現象を物理学の枠組みの中で捉え、理解する態度を涵養する。

(兼担) 長島

自然災害と都市防災

災害が多発する我が国を取り巻く自然環境と自然災害の発生メカ
ニズムを説明した上で、事前の防災対策として我々に身近な都市
防災の技術について概説する。
　本講義では、自然災害、その役割や基本的な考え方を理解する
ことを目的とする。講義の後半では、最先端の都市防災技術が現
象と関連付けて各専門分野の担当教員より紹介される。
（鈴木）
・ｲﾝﾄﾛﾀﾞｸｼｮﾝ：我が国を取り巻く災害発生環境，防災と減災
・地震・津波災害
・台風・豪雨水害
・土砂災害
・火山災害
・都市防災のまとめ
・ソフト防災による減災対策
（吉田）
・構造物の免震・制震技術
（齊藤）
・コンクリート構造物の耐震技術
（後藤）
・地震時の地盤の液状化

複数教員による共同
方式
(兼担) 鈴木(猛)
後藤(聡)、齊藤(成)
吉田

ウイルスと人間Ｂ

現代のウイルス感染症に関する話題を取り上げ、人間を宿主とす
るウイルスの進化や共生関係（ウイルスの病原性とヒトの免疫応
答も含む）を理解するとともに、新しく開発されたワクチンや抗
ウイルス薬、さらに薬害などの事例に関する議論も行い、「ウイ
ルスと人間の関係」についての理解を養うことを目的とする。

(兼担) 加藤(伊)

心理学への誘い

本講義では、大学生がはじめて学ぶ心理学を概観し、研究対象と
している「心」をどのように捉え、研究をどのように進めている
のかについて理解を深めること、また、心理学の知識を習得しな
がら自分や自分の身近な人々、社会的出来事に関する理解を深め
ることを目的とする。

(兼) 小澤、斎藤(実)

音楽の即興表現

音楽の原点である即興演奏についてその歴史を概観し、様々な時
代、ジャンル、形式での実例に触れる。さらに現代での音楽シー
ンにおける可能性を考え、音楽の即興表現とは何であるかを各人
が考える場にしたい。また、演奏実習を通して即興演奏や編曲の
世界の広がりや楽しさを味わってほしい。

(兼担) 藤原(嘉)

死生学入門

「生」と「死」に関する講義、ロールプレイを含めた発表、グ
ループ討論、シナリオ作り等を通して、生きることの大切さ、関
わることのすばらしさについての認識を深める。将来にわたって
「死」を見据えながら「生」を真剣にとらえていく力をつける。

(兼担) 中村(和)

健康科学

本講義の願いは、学生諸君が現在および将来に渡って、健康で充
実した生活が送ることができるようになるということである。つ
まり、保健の科学的認識を発達させることにより、あなたが健康
問題に対して主体的に取り組み、解決していくことができるよう
になって欲しいと願うものである。

(兼担) 福永

スポーツマッサージ入門
マッサージにより、心身のストレスから起こる疲れ、肩こり、腰
痛、精神的不安などを取り除くことができる。基本的なスポー
ツ・マッサージについて正しい実施方法を講義と演習で行う。

(兼担) 藤本
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感性による造形

「はっ。」と風景や自然の事物の美しさに息を飲み、心を奪われ
る体感を持つことがある。私達は自然の成り立ち、仕組みの中で
摂理と運動（遊び）の構造を多くの物と共にしている。一瞬の記
憶、インスピレ－ションがどのような事柄から生じ、時間と共に
思いに膨らみ、形に留めたい、更に発展させたいとの願いとなる
のか。そうした創作活動を身近な素材に託し制作を試みる。

(兼担) 菅沼

スポーツとダイエットの
科学

日常の「生活」の視点から「健康」について考察する。スポーツ
やダイエットといった身近なテーマを科学的に学習していくプロ
セスで自らの心身に対して興味・関心を持ち、生涯を共にする
「身体」の重要性への気づきを促す。また、世の中には一見科学
的な健康情報が氾濫しており、情報過多の時代を生きる上で、懐
疑的に検証してみる姿勢が必要になる。そのための基本的な思考
方法を身につけ、賢明に生きる態度を養う。

(兼担) 小山

かたちの不思議と幾何学
的ﾃﾞｻﾞｲﾝ

デザインにかかわる「かたち」のありようを、“不思議”という
情緒的な視点と“幾何学”という合理的な側面の双方から概説す
る。

(兼担) 村松(俊)

生命倫理
生命倫理における基本的な問題と考え方を理解することを目的と
する。そのため、生命倫理のさまざまな問題を、歴史的な経緯を
踏まえながら、とりあげ考えていくことにする。

(兼担) 香川

医療の最先端

「脳神経外科の最前線」や「消化器外科治療の最先端」など、臨
床医学の最新の内容を分かりやすく解説する。
・脳神経外科の最前線
・消化器外科治療の最先端
・心臓と血管の病気
・最先端の消化器内視鏡診療
・心臓外科と医用工学
・運動器疾患の最先端研究と臨床
・切らずに治す内視鏡手術
・クリティカルケアの最先端
・糖尿病治療の最前線
・失われた聴力とその獲得
・眼球の構造と眼科手術
・小児白血病と移植医療
・認知症診療の現状と展望
・最先端の放射線医学－今、放射線を使って何ができるか－
・不妊治療の現状と将来の展望

オムニバス方式
代表者
(兼担) 松本(雅)

社会における看護と介護

社会で生活するあらゆる年齢層の人々とその家族のもつ健康問題
およびその人々と家族に対する看護と介護についての理解を深め
る。
・概論、高齢者の家族介護
・障害者と家族
・自分の身体を守る
・小児医療における看護の現状
・食育と健康
・リプロダクティブヘルス・ライフ
・働く人々の心の健康
・慢性疾患をもつ患者の看護
・脳卒中患者のリハビリテーション
・日常生活における骨そしょう症予防
・肝疾患予防・改善のための生活指導
・介護をとりまく社会制度
・在宅療養と医療処置
・死に逝く人と遺される人

オムニバス方式
代表者
(兼担) 新田

社会の中の医療・医学

医療技術の進歩が現代の社会に及ぼす影響を考えてみることを目
標とする。そのため、前半は医学実験に関わる問題を歴史的に取
り上げ、医学実験に対して社会がどのように対処しようとしてき
たのかを考える。後半は、｢死ぬ権利」という奇妙な概念を中心
に、医療技術の進歩によって社会意識がどのように変化してきて
いるのかを明らかにする。

(兼担) 香川
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人体の生命科学

人体の複雑な構造や機能さらには生命の仕組みやその異常などに
ついて、基礎医学の立場からわかりやすく講義する。具体的に
は、｢人体の生命科学｣に関する基本的な事項について、基礎医学
の各専門領域からオムニバス方式で多核的な講義を行う。本授業
はヒトの｢命｣の科学的背景を広く理解することを目的とする。
・赤血球にはじまる膜骨格の概念
・細胞のプロペラ、アンテナ　－繊毛の機能とその多様性－
・ＤＮＡからみた縄文人
・脳と体温
・免疫とアレルギー
・心の神経生理学
・脳を育む　―脳はどのように構築されるのか？
・感染症とは？：細菌、ウイルス、真菌の違い
・脳の情報処理：神経細胞とグリア細胞
・学習と記憶の分子生物学
・がんの生物学
・疫学：ヒトの集団を対象とした医学研究の手法
・炎症と肺疾患

オムニバス方式
代表者
(兼担) 北村(正)

アウトドアパスーツⅠ

この授業ではアウトドアでの楽しい体験を行います。授業は、安
全や事前の準備等に関する講義を行い、週末、休日を利用して日
帰り、または宿泊での活動をします。各プログラムのなかで小グ
ループを形成し、活動の企画・立案します。さらに、渉外、記
録、食料、装備などの役割を分担し、一連の活動を学生自らが主
体的に進めていく授業です。実際のアウトドアで、安全で楽し
く、自然環境に配慮した活動を目指しています。

(兼担) 川村

アウトドアパスーツⅡ

この授業ではアウトドアでの楽しい体験を行います。授業は、安
全や事前の準備等に関する講義を行い、週末、休日を利用して日
帰り、または宿泊での活動をします。各プログラムのなかで小グ
ループを形成し、活動の企画・立案します。さらに、渉外、記
録、食料、装備その他の役割を分担し、一連の活動を学生自らが
主体的に進めていく授業です。実際のアウトドアで、安全で楽し
く、自然環境に配慮した活動を目指しています。

(兼担) 川村

写真の歴史

デジタル技術の進展により、現在、写真の性質は大きく変化して
いる。そもそも、写真はどのように発明され、利用され、私たち
の生活をどのように変えてきたのだろうか。美術との関係を中心
に、記録やジャーナリズムにおける役割にも注目して、写真の歴
史を振り返る。

(兼担) 平野

健康社会学
日常生活に必要な医学・医療の基本的な情報を提供すると同時
に、社会にあふれる健康・医療・福祉にかかわる様々な情報につ
いて検証していく。

(兼担) 宮村

アンサンブルの楽しみ

アンサンブルはフランス語で「一緒に」や「全体・一揃え」とい
う意味で、音楽用語で「合奏」を表す。本授業では西洋音楽を中
心に受講生の演奏技術を応用･利用して「一緒に演奏する楽し
さ」「全体が揃うという一体感」を味わうことを目的としてい
る。演奏技術は必ずしも高度なものを必要としていないが、ピア
ノ、マリンバなどの大きな楽器以外は個人で準備して欲しい。学
部、講座を異にする者同士による音楽的コミュニケーションの楽
しさを講義や演習を通して味わってもらいたい。

(兼担) 手塚

球技スポーツの魅力

球技スポーツには室内で行なうバスケットボール、バレーボー
ル、卓球など、室外で行なうソフトボール、サッカー、ラグビー
などがあり多種多様の魅力が隠されている。
そこで、本講義ではそれらの種目の技術的な特性ばかりでなく、
その競技が生まれてきた背景や歴史的な流れ、そしてそれらに伴
うルールの変遷などを紐解きながら本質的な魅力を探るものであ
る。特に、実技では誰もが生涯スポーツとしても有効になってい
くソフトボールを取り上げ、白球に親しみながら打撃、守備、走
塁等の基本技術を磨き、チーム毎に戦術を考え、ゲームも行ない
ながら実際場面での経験知を獲得していくものである。

(兼) 古澤

運動と遊び
「遊び」の歴史的変遷を理解し、実際にからだを使った様々な遊
びを行いながら、社会、教育、健康といった側面から「遊び」に
含まれる今日的意義を考察する。

(兼) 沢木
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スポーツ考現学への誘い

現代社会において最もポピュラーな文化のひとつであるスポーツ
が、わたしたちの思考や価値観、イデオロギー、アイデンティ
ティなどに及ぼす重要性に関して検討する。そしてスポーツがい
かに社会的、文化的、イデオロギー的に重要な意味と機能をもっ
ているかを理解する。

(兼) 橋本(純)

健康なからだ論

健康的な生活を送るためには、身体的要因だけでなく精神的要因
も併せた心身両面のバランスのとれた状態を維持することが大切
である。このため、健康の維持・増進のために必要とされる知識
や自己管理能力を高めるための基礎知識を学習し、具体的な手
法・技術を習得する。

(兼) 山下(陽)

パーソナリティ心理学

パーソナリティとは、個人の人格や性格、気質などと表現される
ものの総体と考えられる。この授業では、パーソナリティの個人
差に焦点をあて、その個人差がどのように形成・発達されていく
のかや、パーソナリティの違いが個々人の社会への適応にどのよ
うに関わるのかについて考えていく。

(兼担) 酒井

こころの健康づくり

コミュニケーションに関する知識や理解を深め、またスキルアッ
プを図りながら、人間関係づくりについて具体的・体験的に学習
することを目的とします。講義では自分自身のものの見方・考え
方を捉えながらの自己理解を深めていきます。またグループワー
クを通しての他者理解を深め、相対的な視点に立った自己への気
づきを促すことを目指します。

(兼担) 伊藤(美)

ミュージカルを歌おう ミュージカルを通して自己表現の楽しさを学ぶ。最終的に1時間
程度のミュージカル作品を上演する。

(兼担) 片野

余暇社会の身体活動

価値のある、質の高い人生（Quarity of Life）を送るために
は、質の高い仕事生活（Quarity of Work Life）、質の高いレ
ジャー生活（Quarity of Leisure Life）、そして質の高い健康
生活（Quarity of Healhty　Life）を実現することです。
　本講義では、特にQuarity of Leisure LifeとQuarity of
Healhty Lifeを実現していくために必要な知識、技術、そしてそ
の考え方について学習していくことを目的とします。具体的に
は、「レジャーとは」ということに検討を加えながら、その実践
方法について学習していきます。

(兼) 古屋(顕)

ピアノを弾こう ピアノ実技を通して演奏体験を積み、音楽と個人との関わりにつ
いて意味を探る。

(兼担) 酒匂

音楽の分析と表現

音楽作品を知的に感覚的に理解し、その結果を絵など、なんらか
の形で表現することを目的とする。音楽は個人的な趣味で様々に
楽しまれるものであるが、曲の形式や構造などを理解した上で鑑
賞したり演奏したりすると新たなよさを発見できるものである。
そして、そこで終わらず、その新たな発見をもとに自らが、絵な
どの表現に取り組んでもらいたいと考える。ルネサンス、バロッ
ク、古典派、ロマン派、近代・現代等の楽曲を対象とする。

(兼担) 小島

ダンス・セラピー

舞踊文化と身体文化をセラピーの観点から学ぶ、体験学習です。
ヨガ、呼吸法、コンタクト・インプロ、オイリュトミーなどの身
体技法から、からだとこころを緩めていきましょう。世界各地の
さまざまな舞踊文化とアートの世界のダンスの理解も含めて楽し
くダンス文化に親しみましょう。

(兼担) 木村

東洋音楽鑑賞
東洋諸国の音楽文化の歴史・社会的背景を取りあげ、その音楽的
要素（リズム、旋律、形式等）を分析しながら、東洋音楽の多様
性を考える。主な対象は各国の古典音楽である。

(兼担) グローマー

異文化間コミュニケー
ション

異文化間コミュニケーションを行う上で必要な心構え、態度、ス
キルを学び、コミュニケーション能力を高めることを目的として
います。また異文化間コミュニケーション理論も紹介していきま
す。

(兼担) 奥村(圭)
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アジアの人々

アジア、特に東アジアの国々に住む人々がどのような暮らしをし
ているか、また日本をどのように捉えているか、彼らとどのよう
に接して行ったら良いかを考えてもらう。素材としてスライドを
主とした資料を用いる。

(兼) 川田

ボランティア理論 ボランティア活動の理解と実践活動への導入について解説しま
す。

(兼) 大和田

世界近現代史の潮流と日
本

世界の近現代史を新たな視点（＝西欧の世界的拡大としての近代
とその動揺）から学ぶことを通して、現代社会が直面している
様々な問題とその経緯を理解し、世界の中の日本、その中での私
たちを取り巻く社会の仕組み・問題点を考察する。

(兼担) 坪内

現代政治のイシュー

政治パラダイムのストーリーラインについて学び、現代の主要政
治イシューをパラダイムの次元から理解する。このような過程を
通じて、政治イシューに関する様々な主張を比較考量できる能力
を身に付ける。

(兼担) 金

映像を通じて見る異文化

映像資料を題材に、自文化を見直し異文化を理解するとともに、
留学生と日本人学生間の異文化間コミュニケーションを実際に体
験することを目的としています。
授業は基本的に英語で行われます。
・オリエンテーション（奥村）
・４コマまんがで考える日本のあいさつ （田中）
・４コマまんがで考えるホンネとタテマエ（田中）
・暴力・正義・アイデンティティをめぐる冒険（秋山）
・暴力・正義・アイデンティティについての討議（秋山）
・映画に見る死生観1（森田）
・映画に見る死生観2（森田）
・「隣のトトロ」における環境の重大さ（森田）
・「隣のトトロ」における日本の田舎の日常生活の描写（森田）
・日本映画に見る家族像１（滝口）
・日本映画に見る家族像２（滝口）
・現代社会での人と人との関わりを考える1（奥村）
・現代社会での人と人との関わりを考える2（奥村）
・学生による成果発表（全教員）
・まとめとフィードバック（全教員）

複数教員による共同
方式
(兼担) 森田、
田中(武)、秋山
(麻)、滝口、奥村
(圭)

電子音楽の世界

現代の私たちを取り巻く生活環境にも電子音は溢れその恩恵を受
けている。電子音楽の過去~現在の歴史を追いながら、年代順に
様々な音源、映像、開発された機器等を紹介し、作曲家、音楽
家、研究者達がどのような音を探求してきたのかも含め、変遷を
考察する。
　講義では実際に実物の楽器、機材、レコーディングスタジオで
の録音等の体験も試みる。教養として音楽における電子機器、メ
ディアについての知識を深めることを目的とする。

(兼) 吉原
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授業科目の名称 講義等の内容 備考

共生科学入門

（概要）自然環境と人間社会の共生に向けて共生の科学的意味を
理解する。生命科学、食物科学、環境科学、社会科学における共
生科学について学習する。
（オムニバス方式／全15回）
（33竹内　智／１回）多角的なものの見方や考え方から、生命・
食物・環境・社会が相互に関連する共生科学とは何かについて学
ぶ。
（竹内／3回)安全・健康・平和などの人間の安全保障を維持しな
がら自然環境との共生を実現していく社会の構築に向けて、諸課
題の解決に向けた自然科学的な基礎知識を身につける。
（51金　基成／3回)人間と人間との共生及び人間と自然との共生
という観点から現代社会及び地域の発展にかかわる諸問題を捉え
なおすとともに、これらの問題の解決にかかわる社会科学分野の
基本的知識を習得する。
（竹内・金／1回）環境・共生社会系のまとめと試験
（1宮川洋三／3回）生態学的な意味での共生の概念についての理
解を基礎として、生命科学と現代社会が抱える諸問題を共生の視
点から捉え、考察する問題解決能力を身につける。
（18村松　昇／3回）農業という観点から見た共生について考
え、食料生産や組換え植物、農薬問題など、身近な話題を例とし
て諸論点を学び、問題を論理的に解決するための手法を体得す
る。
（宮川・村松／1回）生物・生産系のまとめと試験

オムニバス方式
（専）宮川(洋)
（兼担）村松(昇)・
竹内・金

生命環境基礎ゼミ

（概要）問題の設定、文献・資料の収集・読み込み、結果の分
析・発表・討論およびレポート作成、発表の基本的スキルを修得
し、大学における勉学、研究の基礎力を身につける。
初めに本講義の狙いと進め方の説明を全員に行うが、それ以降は
学科ごとに５人程度のグループに分かれ、各学科教員の指導のも
と、レポートの作成、検討課題の設定とそれに関するプレゼン
テーション準備を行う。後半の３週を使い、受講者全員を相手に
グループごとにサイエンスカフェ方式でのプレゼンテーションを
行う。また聴衆となった学生は他グループの発表内容の理解に努
め、聴講報告書の作成を行う。プレゼンテーション終了の翌週に
は各自が作成した報告書をグループ内の学生間で添削しあう。こ
の一連の作業や議論を通して、本学部の学習内容や研究手法を理
解する。また、専門を異にする聴衆に対して分かりやすい話をす
ることや、そのためには広い学問分野に対する興味と理解を持つ
ことの重要性を学ぶ。

（専）若山・野田・
大槻
（兼担）山下(裕)・
中田・三木・
風間・岩田・
田中(靖)
北村(眞)・喜多川・
高橋(智)

生物資源論

（概要）山梨県内で重要な産業である野菜や果樹栽培の基礎的知
識を学ぶ。産業の実態や加工、流通など、様々な方面からの講義
を通して、山梨県の特産品である野菜類、ブドウ、モモやその他
の果樹、ワインなどについて学ぶ。
（共同／全15回）
（村松　昇／7回）野菜や果樹（モモやスモモ、サクランボ）を
題材として、その栽培、加工、流通などの知識を学ぶ。
（山下裕之／7回）ブドウ栽培の基礎的な知識とワイン用・生食
用のブドウの差異、ワイン製造の基礎的な知識を学ぶ。
（村松・山下（裕）／1回）総括、総合評価

複数教員による共同
方式
２クラス編成
(兼担）村松(昇)・
山下(裕)
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生物資源実習

（概要）山梨県内の食品産業や果樹産業について具体的に学ぶこ
とを目的とする。農場圃場での体験を通し、農作物（特に果樹な
ど）の生産の実態や問題点を学び、また、食品加工工場などの見
学を通して、食品のあり方や品質管理などを総合的に学習する。
（共同／全15回）
（柳田藤寿・奥田　徹／1回）授業の目的、日程調整、準備に必
要な事柄について学ぶ。
（村松　昇／7回）果樹園・農場での作業体験を行い、農業につ
いて基本的事項を体得する。
（谷本守正・望月和樹・山下さやか／7回）食品製造工場などで
の実習および食品製造体験を行い、食品製造の基礎を体得する。

複数教員による共同
方式
集中
４クラス編成
(兼担)村松(昇)・
谷本・望月(和)・
柳田・奥田・
山下(さ)

情報処理及び演習

実験データの整理や文書・レポート作成、レポート提出、先生へ
の質問、お互いの情報交換などにコンピュータを道具として利用
できるようになること、すなわち「情報リテラシ－」を身につけ
ることを目標とする。また、コンピュータのネットワーク環境を
理解し、有効に活用できることを目標とする。さらに、道具とし
て使いこなすだけでなく、コンピュータ、ネットワーク環境を利
用する上での情報倫理についても理解する。コンピュータを実際
に使いながら学習する。

２クラス編成
（兼担）島崎(洋)・
馬籠

講義　１０時間
演習　２０時間

基礎統計学

生物学、農学、環境科学あるいは経済学などにおいて、得られた
結果を統計的に分析することは重要である。本講義では、統計科
学への導入として、確率の概論、記述統計学から推測統計学の基
礎について学習する。

（兼担）下川

基礎統計学演習
統計的データ解析は、観察研究と実験研究に大別される。このこ
とに留意して、分割表分析、分散分析、そして回帰分析といった
方法を学習する。

（兼担）下川

生命科学概論

生命科学は、生命を取り巻く関連諸科学の総称であり、農学・環
境科学・薬学・栄養学・医学・生命工学などは、生命科学を応用
した学問分野である。本講義は、これら応用分野を学ぶのに必要
な生命科学の基礎知識を習得することを目的とした生物学の概論
である。細胞生物学、分子遺伝学、分子生物学の基礎を理解す
る。

（専）大槻

食物科学入門

食品製造とその利用に関する基礎的知識を学ぶ。食品の分類や加
工に関する基礎知識、食品の重要性などを理解する。
（共同／全15回）
（谷本守正／8回）食品製造の基礎と人間生活におけるその役割
を理解する。
（望月和樹／7回）食品中に含まれる成分の構造および身体に対
する機能などを学ぶ。

複数教員による共同
方式
（兼担）谷本・
望月(和)

環境科学入門

人類の生存を支えるさまざまな環境資源を概観するとともに、人
口増加や経済活動の拡大に伴い環境汚染や地球環境問題が発生し
た歴史と現状について学習する。また、食料やバイオマスなど生
物資源の利用と環境との関係について学び、さらに、環境問題解
決のためにどのような対策がとられてきたか、また国際的な取り
組みなどについて学ぶ。

（兼担）新藤

経済経営学入門

自然と社会との共生の具体的な姿を展望していくうえで、現代の
経済システムや企業経営がどのような特徴を備え、どのような原
理や法則に基づいて経済システムが運動しているのか、どのよう
な原理や理念に基づいて企業経営が行なわれているのかを学ぶ意
義は大きい。そこで本講義では、現代経済システムや企業経営に
関する基本的な知識を学ぶとともに、経済・経営の実際を観察す
るための「道具」の使い方を身につけること、すなわち「経済や
経営を見る目」を養うことを履修目標とする。その際、現実の経
済や経営に対する理解をより深めることを目指し、具体的事例に
即した「道具の使用法」もあわせて学習する。

（兼担）西久保・
竹之内・門野
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リスクマネジメント概論

（概要）リスク管理、リスク・マネジメントはこれからの社会で
重要な役割をもつ。ここではリスク概念の系譜をたどることで、
その概念のもつ学問的役割を理解するとともに、リスク管理やリ
スク・マネジメントの具体的方法について学ぶ。
（共同／全15回）
（高橋智子/9回）リスク概念の系譜、科学技術のリスク、エネル
ギー分野におけるリスク管理、企業におけるリスク管理について
学ぶ。
（風間ふたば/6回）環境リスクとマネジメント、食物生産のため
のリスク・マネジメントについて学ぶ。

複数教員による共同
方式
（兼担）風間・
高橋(智)

生命倫理学

生命倫理学は20世紀後半以降の生物学革命と呼ばれる事態を受けて登
場し、特に生命科学・医学に関わる研究規制の問題を重要な研究テー
マとしてきた。たとえば、1975年の遺伝子組換え技術をめぐるアシロ
マ会議は生命倫理学の重要な出発点のひとつになっている。ここでは
そうした生物学革命に発する生命倫理学の形成過程を踏まえながら、
生物学・医学に関わる実験研究の倫理という観点から生命倫理学の問
題を整理し、国内外の議論と法的規制の現状について具体的に検討す
る。対象となるのは、ヒトや動物を対象とする実験、遺伝子組換えや
クローン技術、ES細胞・iPS細胞研究などである。本講義では、そうし
た具体的な検討によって生物医学研究に必要な倫理的マインドを身に
つけることが目標となる。

(兼担）香川

基礎数学
統計学、情報処理などに必要で今後の専門科目を学習する基礎と
なる数学、すなわち、多項式関数の微積分、行列、順列・組み合
わせ、確率などについて学習する。

２クラス編成
（兼担）伊藤(一)・
宮川(雅)

基礎数学演習
基礎数学の学習を助けるとともに、多項式関数の微積分、行列、
順列・組み合わせ、確率など数学の応用力を身に付けるため、演
習問題を解くことを中心に学習する。

２クラス編成
（兼担）伊藤(一)・
宮川(雅)

微積分学

微分積分学は解析学や微分方程式といった科目はもちろん、物理
や力学といった名のつく科目を学ぶのに不可欠な学問である。こ
の授業では、関数の極限や連続性、導関数の定義、定積分と不定
積分の定義から、三角関数、指数関数、対数関数といった初等関
数の微分積分、逆関数の取り扱い、合成関数の微分、置換積分、
部分積分など重要な基本事項を扱う。高校で勉強したものと重な
る部分も多いが、より体系的に学ぶことになる。数式の計算だけ
に目を奪われることなく、数式が表している概念や意味を理解す
ることを大切にする。

（兼担）島

線形代数学

自然科学や工学の対象となる現象や法則の学習・研究において、
「線形性」と呼ばれる性質が重要な役割を果たしている。線形代
数学は、この「線形性」の基礎を対象とする数学体系である。
「線形代数学」は、線形代数学の入門と基礎的な部分を担当す
る。具体的には、行列の定義とその演算，連立１次方程式の解法
（掃き出し法）、行列式、クラメルの公式、等を学習する。

（兼担）島

基礎物理学Ⅰ
物理学全般について、規則性・法則性を理解するとともに応用力
を養う。基礎物理学Ⅰでは、熱力学、電磁気学等を参照しなが
ら、物理学の基礎となっている力学を中心に学習する。

（兼担）竹内

基礎物理学Ⅱ

物理学全般について、規則性・法則性を理解するとともに応用力
を養う。基礎物理学Ⅱでは、基礎物理学Ⅰで学習した力学を基礎
として、波動、電磁気学、熱力学、原子物理学、相対性理論など
について学習する。

（兼担）島

化学概論
理系学科で必要となる化学的知識の基礎を学ぶ。元素、原子、周
期律表の学習から、無機化学および有機化学の諸分野を概観し、
以降の化学関係講義の履修の基礎となる知識を身につける。

（兼担）鈴木(保)

基礎化学

有機化学を学習することは、生物科学の根源を理解する上で必須
である。本講義では、分子レベルでの反応を正確に理解する基礎
を目標に授業を行う。化合物の性質、命名、反応性を具体的な化
合物を通して理解する。これと同時に生命科学を学ぶ上で必須の
有機化学的な知識に的を絞って学習する。

（専）新森
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生物学概論

生命科学を学ぶ上で基礎となる生物そのものの理解を目指す。高
校で生物を学んで来なかった学生も含めて、細胞、代謝、進化、
系統、生態系等に関する基本的な知識を習得し、以降で展開され
る生物科学系諸科目の受講に向けた基礎知識を得る。

（兼担）御園生

基礎生物学

　
細胞とそれを構成する生体分子（核酸、タンパク質、糖質、脂質
等）について、その多様性と性状を学ぶ。また、代謝やエネル
ギーを獲得するための生体反応に関して熱力学からの基礎的理解
を含めて学習する。具体的な主項目として、生命現象と代謝の成
り立ち、核酸の構造とその情報発現、タンパク質の構造、生体膜
の構造と機能（膜輸送）、エネルギー生産、発生、情報（シグナ
ル）伝達、そして進化と生命の起源などの観点から学習し、生物
学の基礎知識と専門科目の履修に必要な専門基盤知識を習得す
る。

（専）宇井

生命科学方法論

（概要）医学、生命科学研究で使われる代表的な手法の原理と応
用を解説する。
（共同／全15回）
（大野伸一／1回）生命現象解析のための顕微鏡法
（小泉修一／1回) 神経機能イメージング
（佐藤　悠／1回) 電気生理学的脳機能解析（１）
（三枝岳志／1回）電気生理学的脳機能解析（２）
（範　江林／1回）遺伝子改変動物
（竹田　扇／1回）質量分析法
（大塚稔久／1回）蛋白質精製
（宮澤恵二／1回）生化学・分子細胞生物学方法論（１）
（平　敬宏／1回）生化学・分子細胞生物学方法論（２）
（安達　登／1回）PCRの原理と応用
（秋山真治／1回）生命科学における数理物理学的手法
（中本和典／1回）データの科学（１）
（西郷達彦／1回）データの科学（２）
（大野、小泉、佐藤、三枝、範、竹田、大塚／1回）総括評価
（宮澤、平、安達、秋山、中本、西郷／1回）総括評価

複数教員による共同方式
（兼担）大野、小泉、
佐藤(悠)、三枝(岳)、
範、竹田、大塚、宮澤、
平(敬)、安達、
秋山(真)、中本、西郷

環境健康科学

（概要）環境因子や食事が人の健康に及ぼす影響を解説する。
（共同／全15回）
（三井和浩／1回）環境因子と生物
（中尾篤人／2回) 食物と免疫、食物以外の環境因子と免疫
（有田　順／2回) 外部環境温度と体温調節、摂食調整と肥満
（北村正敬／2回）タバコ煙と健康、重金属と生体ストレス
（森石恆司／2回）新興再興感染症、食品・水媒介感染症
（久保田健夫／2回）環境－遺伝子応答からみた精神発達障害、
　　　　　　　　　 環境－遺伝子応答からみた成人病の胎生期
　　　　　　　　　 発症
（山縣然太朗／2回）免疫研究序説、環境と子どもの健康
（三井、中尾、有田、北村／1回）総括評価
（森石、久保田、山縣／1回）総括評価

複数教員による共同
方式
（兼担）三井、
中尾、有田、
北村(正)、森石、
久保田、山縣

生物無機化学

生命に関係が深い無機元素の単体や代表的化合物の基本的性質と
生体内での典型的な役割及びその重要性について理解することを
目標とする。講義では元素と原子、周期表について復習した後、
典型元素および遷移元素の化学的性質について学ぶ。これらを基
礎にして、代表的無機化合物の基本的性質や生体との関わり、無
機化合物を含む生体物質の性質および機能性を生命現象と結びつ
けながら理解できるように学習する。

（専）中村(和)

生物物理化学

タンパク質や核酸などの生体高分子を中心として、生体物質の物
理化学により生物の様々な働きを理解することを目標とする。内
容は、生体高分子の構造、構造をささえる力について学び、タン
パク質の酸塩基平衡、酸化還元電位、生体高分子の沈降平衡、電
気泳動、分子量決定法を理解する。さらに生体高分子の分光学
（可視紫外スペクトル）、熱力学、生体膜の性質などについても
理解を深める。

（専）楠木

生物分析化学

分析化学の理論は正確な分析値によって築き上げられ、正しい分
析操作が要求される。講義では分析化学の基礎を学ぶために化学
反応式の理解、物質量の単位、試薬の命名法および調製法につい
て学び、定性分析、定量分析の原理を理解する。さらに最も基礎
的な機器分析法である光吸収分析法とクロマトグラフィー法の原
理について学ぶ。

（専）中村(和)
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生物化学工学I

化学工学が化学工業における生産に関連する学問であるように、
生物化学工学は生物工業（バイオプロセス）全般に関わる学問で
ある。本講義では、化学工学の基礎を学ぶ。すなわち、化学工学
の理解に必要な微積や微分方程式の基礎を復習した後、物質量の
定量的な取り扱い、単位、データの解析方法、流体の性質、物質
収支などについて学ぶ。

（専）黒澤

生物化学工学II

生物反応プロセスの理解に必要な、生物反応の速度論及び物質移
動速度論を学ぶ。特に、好気性細胞の培養において最も重要な反
応装置への酸素供給をとりあげ、細胞の酸素消費速度と酸素移動
速度についての理解を深める。さらに、生物反応装置の形式と特
徴を学ぶ。
「生物工学実験Ⅱ」の基礎知識を習得する。

（専）黒澤

遺伝科学概論

ここでは生命工学にとって最も重要な遺伝科学の基礎を平易に解
説し、生命現象を遺伝学の立場から理解するための基本的な知識
と考え方を修得させる。遺伝情報がどのように親から子へ伝播
し、その遺伝情報に基づいてどのようにタンパク質が生成され、
そのタンパク質によってどのように細胞が形成されるかを学習す
る。すなわち、遺伝子の本体であるＤＮＡの構造と複製の過程、
ＤＮＡの情報に基づいてＲＮＡが生成する転写の過程、そしてＲ
ＮＡの情報に基づいてタンパク質が生成する翻訳の過程を理解す
る。さらに各過程が細胞の増殖、あるいは環境への適応にあたっ
てどのように調節されるか、その仕組みについても合わせて学習
する。

（専）宮川(洋)

化学実験

自然科学において実験は重要であり、中でも基礎的な化学実験は
様々なバイオ分野研究の基本となる。本実験では化学実験の基礎
的手技と基礎知識を習得する。また、実験に際しての安全管理を
学ぶ。定性分析、容量分析、吸光光度法による銅(II)イオンの定
量、アセトアニリドの合成、異性体の立体構造観察、反応速度と
活性化エネルギーの測定等、幅広い化学的な実験の操作や原理を
習得する。

（専）新森・小久保

応用微生物学I

微生物は醸造、食品、医薬、農薬および化学製品などの生産を通
じてバイオテクノロジーの中心的役割を果たしており、その多様
な機能は作物の病害防除や生長促進、エネルギー生産、さらには
環境保全などにも役立てることができる。本講義では応用微生物
学の基本理念と発展の歴史、各種微生物（細菌、放線菌、古細
菌、真菌類、酵母、藻類等）の形態と分類（数値分類、化学分
類、分子系統解析）、微生物細胞の構造と機能を学ぶ。生物工学
実験Ⅲの基礎知識を習得する。

（専）早川

応用微生物学II

応用微生物学Ⅰの講義内容を基に、微生物機能の産業や地球環境
保全への利用に際して必要な知識を体系的に修得する。微生物の
培養、滅菌、分離および顕微鏡観察の原理と方法、微生物の生態
と環境保全への利用、微生物による有用物質生産の原理（代謝）
とその応用（アルコール、有機酸、アミノ酸および核酸発酵、抗
生物質、生理活性物質、酵素、醸造および発酵食品）、植物内生
菌と環境調和型農業への利活用などについて学ぶ。

（専）早川

生体触媒学

生命は複雑な化学反応の総体として成り立っているが、その反応
を触媒するのが酵素であり、主にタンパク質から構成される。酵
素の働きなくしては、生物の基本である代謝はもちろん、子孫を
増やすこともできない。授業では最初にタンパク質について理解
を深め、その後、酵素についてその様々な特徴や性質について学
んで行く。特に生体触媒として最重要な機能である基質特異性、
反応の加速やその制御を中心に学習する。また、酵素の理解と絡
んでくるビタミン等の付随する生化学の基礎知識についても学
ぶ。

（専）宇井
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生体物質論

生物体を構成する物質（生体物質）を探索・解析し、それらの相
互作用・相互関連等を明らかにすることにより生物の様々な営
み、生命現象を分子レベルで説明することにおいて、20世紀後半
から現在までの生化学分野の研究はきわめて多大な成功を収め
た。
　本講義では、こうした現代生化学の成果を理解するための基礎
となる生体物質についての正確な知識を習得することを目的とす
る。また、生命現象を理解するうえで不可欠な「水」の重要性と
ともに、生体物質のうち、タンパク質を構成するアミノ酸をはじ
め、エネルギーの源となる炭水化物を構成する糖、遺伝子（核
酸）を構成するヌクレオチド等について学ぶ。

（専）宮川(洋)

構造生物学

タンパク質や核酸などの生体高分子の立体構造決定法とその知見
である構造生物学は、生物学の物質レベルの理解に大きく貢献し
ている。本講義ではまず、タンパク質科学について学ぶ。タンパ
ク質の翻訳後修飾、フォールディング、輸送、分解、変性、熱安
定性、タンパク質間相互作用、膜タンパク質、分子進化について
理解する。大腸菌による動物、植物、微生物由来のタンパク質の
発現・精製、タンパク質結晶学、核磁気共鳴法、単粒子解析の初
歩を学ぶ。プロテアーゼなどの酵素やタンパク質の立体構造と機
能について理解を深める。

（専）楠木

生物有機化学

生理活性を有する物質として重要な酸素や窒素を含有する有機化
合物の性質や生体内機能について理解することを目標とする。酸
素や窒素を含む有機化合物の分類や、それらの化学構造と性質・
機能の関係について理解する。アルコールやエーテルの構造と性
質について学ぶ。アルデヒドとケトンおよびカルボン酸誘導体の
構造と反応のメカニズムを学ぶ。アミン類の構造・性質・反応機
構を学ぶ。生体機能に関連する有機化合物の総括的な特性につい
て理解する。

（専）新森

細胞培養工学

微生物や動物細胞を培養する際の増殖反応、すなわち増殖速度、
増殖収率、培養の物質収支に関連した事項について、理解を深め
ることを目標とする。本講義では、種々の細胞培養法における細
胞の増殖挙動、基質消費、物質生産等を定量的に理解する。ま
た、胚性幹細胞やiPS細胞の増殖や分化制御について工学的視点
から学ぶ。

（専）黒澤

動物解剖学

動物解剖学は動物の体の作りや形について理解する学問である。
最初に総論で解剖学の重要性を学んだあと、各臓器について目で
観察できる範囲のマクロ解剖学を行い、体を構成する各臓器の
形、構造、機能について学ぶ。後半は顕微鏡による微細な構造に
ついてミクロ解剖学を行い、各臓器を形成する細胞の種類と機能
について学ぶ。中でも生殖関連器官については生理学の分野も含
めて詳細に学ぶ。

（専）若山

発生工学

発生工学とは動物解剖学、生殖生理学および発生生物の知識をも
とに、動物の生殖・発生過程に様々な人為的操作を加え、人類に
とって有用な新しい生命を作り出すための技術である。発生工学
の歴史から基礎技術まで学んだあと、各論として個々の技術につ
いて、価値、原理および方法を紹介し、どの様にして生命操作が
行われているのか学ぶ。そしてこれらの技術を用いることで、畜
産、医療、産業がどの様に改革されるか、また絶滅危惧種の救済
や絶滅動物の復活の可能性などについて解説する。応用例や方法
の紹介ではビデオやパワーポイントを利用する。

（専）若山

細胞生理学

生命現象を支えている新たな機作を解明し、更にその知見をバイ
オテクノロジーとして応用するには、生物の機能に関して広範且
つ深い知識を得ておく必要がある。その為には、先ず生命の最小
単位である細胞における基本的な機能の理解が必須であり、これ
を学ぶのが細胞生理学である。本講義では、微生物細胞の例を中
心に生命原理、基本構造、細胞内小器官の合目的統合、栄養、エ
ネルギー獲得方法それに細胞代謝など、それらの共通性と多様性
についてベースとなる概念を学習する。その結果、生命活動全体
の根元的な仕組みを理解することになる。また、その各生物の生
理学的特徴が協同や共生あるいは対峙等を通して如何に他の生物
と繋がっているかについて学ぶ。

（専）宇井
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遺伝子工学

遺伝子工学は、医学、工学、農学等の幅広い分野で基礎から応用
まで利用されている。本講義では、遺伝子クローニングに用いる
酵素やクローニングベクター、並びにクローニング方法や遺伝子
等の検出・解析方法などの遺伝子工学の基礎について学ぶ。ま
た、遺伝子組換え関連技術や法令等の知識も習得し、遺伝子工学
の倫理的側面についても理解する。
生物工学実験IVの基礎知識を習得する。

（専）野田

生物工学実験Ⅰ 

生物化学（生化学）は生命現象を分子レベルで理解する学問であ
り、生物体に含まれる物質の構造と機能および代謝と制御などが
重要な研究分野である。生物化学は生物学、農学、薬学、医学な
どにおいて、分子生物学と共に生命科学（ライフサイエンス）を
支える基本的な研究分野である。そのため、生物に関する何れの
分野に進むにしても、生物化学を理解し、その実際を知っておく
ことは必要不可欠である。本実験では、生命活動を支えている物
質を生体から取り出し、その性質や働きを理解すると共に、基本
的な実験器具や装置および試薬の取り扱い方を学ぶ。コンピュー
タを利用したデータ処理も学ぶ。

（専）楠木・大山

生物工学実験Ⅱ

細胞の培養に関する工学的実験を行う。微生物を無菌的に取り扱
い、細胞を培養する方法と関連成分の定量分析法を学ぶ。微生物
の増殖を定量的に測定し、菌体収量と消費糖量の関係から増殖収
率を計算し、さらに菌体生産における物質収支を考える。細胞の
呼吸に注目し、培養装置の酸素供給能力の指標となる酸素移動容
量係数(KLa)を測定する。固定化酵母を作成し、それによってア
ルコール発酵を行う。

（専）黒澤・
中村(和)

生物工学実験Ⅲ

応用微生物学Ⅰの知識を基に、応用微生物学実験を行う。バイオ
テクノロジーに関する様々な研究を進める上で必要な微生物学的
手法を修得する。殺菌法、無菌操作法、各種培養基の調整、接
種・培養法、微生物の肉眼的観察、顕微鏡観察、生体染色、有用
微生物の純粋分離、菌学的水質検査、突然変異株の誘導・分離試
験等を行う。

（専）早川・
中川(洋)・山村

生物工学実験IV

全ての生命現象は遺伝子によって支配されている。近年の遺伝子
工学技術の進展等により、多くの生物の遺伝子配列が決定され、
誰もが簡単にデータベースの遺伝子配列を検索・利用することが
可能になっている。本実験では遺伝工学の基礎的な実験法を修得
することを目的として、遺伝子組換え大腸菌を用いた物質生産を
行う。まず、大腸菌とそのプラスミドを材料にして、遺伝子のク
ローニング、プラスミドDNAの抽出・分析、形質転換などの解
説・実験を行い、遺伝子工学実験の基礎を理解・習得する。コン
ピュータを用いた遺伝子データベースの検索方法と塩基配列情報
の処理についても学ぶ。次いで、組換えタンパク質の発現・精製
や、生産物質の評価等を行うことで、生体物質の諸性質を理解す
るとともに、生体物質の取扱いを習得する。また、パソコンによ
る実験データの処理、統計解析についても習得する。

（専）宇井・野田・
大槻

生化学演習

生物はゲノム情報に基づいて細胞を自己複製し、種々の環境に適
応してそれぞれに特異な形質（形と性質）を発現する。この生物
の基本的な営みの中で、一連の化学反応（生体反応）による代謝
によって外界から細胞内に取込まれた栄養素から必要な生体素材
が合成されるとともに、それらの素材から細胞が形成されるため
に必要なエネルギーも獲得される。この授業では、多様な生物の
中に共通して見られる化学物質の構造、生物学的な用途や機能、
エネルギー代謝と物質代謝を取上げ、個々の知識を身に付いたも
のとするための演習を行う。

（専）宮川(洋)・
中川(洋)

ゲノミクス演習

生命の基本物質であるＤＮＡに着眼し、ゲノムアノテーション、
遺伝子発現解析、代謝、及び分子生物学的実験手法の原理につい
て学ぶ。また、演習問題を解くことによりＤＮＡの分子レベルで
の解析法を実践的に身につける。「遺伝子工学」の講義内容を基
に、それに対応した演習を行う。

（専）早川・山村
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発生工学基礎実習

発生工学は動物解剖学、発生生物学や哺乳類の生殖生物学さらに
遺伝子工学が合わさった研究分野であり、基礎生物学のみなら
ず、農学・医学分野の研究においても重要な位置を占める。本科
目では発生工学への理解を深めることを目的として、哺乳類の解
剖学、発生工学についての基礎実習を行う。哺乳動物の身体、細
胞の構造、細胞周期と細胞分裂、配偶子形成、受精、胚発生、ゲ
ノム、細胞分化について主にマウスを材料とした実習を通して理
解する。理解度を深めるために、各実習課題についてレポートを
課す。

（専）若山・水谷

技術英語Ⅰ

（概要）生命科学分野の平易な英語の技術論文等をもとに、論文
の構成（題目と所属、要約、方法、結果、考察、文献）、技術英
語の単語や構文等を学ぶことにより、技術論文とは何かを修得す
る。音読や和訳、さらに和文英訳を行うことによって、科学技術
英語の表現に慣れる。
（全15回）
（早川正幸／3回）技術英語入門、微生物学に関する英文の読み
方及び書き方
（宮川洋三／3回）分子生物学に関する英文の読み方及び書き方
（楠木正巳／3回）生化学に関する英文の読み方及び書き方
（若山照彦／3回）細胞生物学に関する英文の読み方及び書き方
（黒澤　尋／3回）英語による口頭発表・プレゼンテーション

複数教員による共同
方式
（専）早川・
宮川(洋)・楠木・
黒澤・若山

技術英語Ⅱ

（概要）生命工学（バイオテクノロジー）は広範な専門分野に広
がりを見せるが、何れの分野においても最新の知見を得るために
は、英語論文の読解力は必須である。講義では可能な限り広い分
野の英語論文や技術書を教材として用い、読解力の向上を目指
す。それにより論文等の正確な理解力だけでなく英文表現力も養
うことができる。授業は、５名の教員の共同方式で行い、各専門
を生かした教材について輪読形式を中心に学習する。
（全15回）
（宇井定春／3回）バイオテクノロジーに関する基礎英語と学術
論文の読み方
（中村和夫／3回）生物工学に関する学術論文の読み方
（新森英之／3回）生物有機化学に関する学術論文の読み方
（野田悟子／3回）遺伝子工学に関する英文の学術論文の読み方
（大槻隆司／3回）バイオサイエンスに関する学術論文の読み方

複数教員による共同
方式
（専）宇井・中村
(和)・新森・野田
・大槻

バイオインフォマティク
ス

生命科学には多種多様な分子情報、文献情報のデータベースがあ
り、生命科学の研究、教育に重要なツールとなっている。内容は
山梨大学電子ジャーナルの利用法、生物学の文献データベース
PubMed、 タンパク質(Uniprot)や核酸の配列データベース、タン
パク質立体構造データベース(PDB)について学び、適宜演習を行
う。さらに配列相同性検索Blast、配列の多重アラインメント
ClustalW、蛋白質立体構造の比較・検索、グラフィクス表示など
のソフトウェアを理解する。さらに余裕があれば、NCBIの
Bookshelf, PubMed Central, PubChem, パスウェイ、ゲノム情報
などについても学ぶ。

（専）楠木

微生物育種学

特定の形質を示す微生物を自然界等から分離し、その形質を分子
レベルで理解、改良および発現を強化することが微生物分子育種
の主要な目的である。即ち、微生物分子育種は多種多様な形質の
中から、目的とする形質を持つ微生物を探索するプロセスである
とも言える。本講義では、発酵に利用される微生物の実例を示し
た後、その探索および育種改良の理論と方法について学習する。

（兼担）岸本

発酵工業学

微生物は醸造、食品、医薬、農薬および化学製品などの生産を通
じてバイオテクノロジーの中心的役割を果たしており、その多様
な機能は人類が抱えるエネルギーや環境問題の解決にも役立てる
ことができる。本講義では、特に発酵に係る有用微生物に関する
基本的取扱法とその理論、分類および特性を学ぶことにより、微
生物の利用開発に関する応用研究を理解するための基礎知識を習
得する。

（兼担）柳田
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食品成分分析学

食品には非常に多くの化合物が含まれ、加工などで生じる変化
は、非常に複雑である。その上、遺伝子組換えや様々な疾病、新
しい機能性化合物に関する情報が氾濫し、食品に対する理解を難
しくしている。本講義では、食品を化学的・物理的に考え「成
分」、「分類」、「反応」、「機能」について学ぶ。これらの学
習から食品を科学的に理解し、分子レベルでの様々な反応につい
て理解する。

（兼担）奥田

農作物病理学

農作物を栽培するということは、農作物に病気を引き起こす病原
体と闘うことである。本講義では、農作物の病気が引き起こした
歴史的事件から、最新の研究動向まで広く学習する。特に、農作
物の病気とは何か、病原体の誕生、寄生性の進化、病原体の分
類・生理・生態、病害発生と環境、農作物の病害抵抗性メカニズ
ムなどについて、糸状菌病、細菌病、ウィルス病を中心に学習す
る。

（兼担）鈴木(俊)

栽培植物育種法

栽培植物の遺伝および育種の基礎を習得する。本講義では、栽培
植物の起源と分化など生物の進化と育種との関わり、育種学の発
展経過、栽培植物の生長と生殖に関する知識を身につけることを
目標とする。また、栽培植物の遺伝の法則、遺伝資源の探索と導
入、各種育種法、バイオテクノロジーの応用を学ぶ。

（兼担）村松(昇)

食品加工学

食品加工の意義を考え、食品加工法の基本原理および農産・畜
産・水産物の加工方法の実例と加工工程における品質変換につい
て学ぶ。また、伝統的な加工食品および新加工食品の実例と機
能、さらに、加工食品の流通システムにおける品質管理・包装形
態・規格と表示制度・シェルフライフについても学習する。

（兼担）谷本

基礎生化学実習

研究に必要な、ピペット操作、微生物操作、ガラス器具や基本的
な機器の取り扱いに始まり、無機化学、有機化学、酵素学、遺伝
子学の基礎的な内容を実習で学ぶ。
（共同／全15回）
（全員／2回）安全について学ぶ。
（村松　昇・中田美紀／2回）分析に関する基礎を学ぶ。
（谷本守正・三木健夫／2回）測定器の使用法を理解する
（山下裕之・鈴木俊二／2回）培養のための基礎テクニックを修
得する
（柳田藤寿・岸本宗和・乙黒(小林)美彩)／2回）微生物を培養
し、観察する。
（望月和樹・山下さやか／2回）濃度計算・酵素実験を行う。
（奥田　徹・久本雅嗣・斉藤史恵／2回）実験を体験する。
（全員／1回）討論を通じ理解を深める。

複数教員による共同
方式
（兼担）柳田・
岸本・乙黒(小林)・
奥田・久本・
斉藤(史)・
山下(裕)・
鈴木(俊)・
村松(昇)・
中田・谷本・三木・
望月(和)・山下(さ)

環境毒性学

我々は環境中に普遍的に存在する化学物質に曝露されており、そ
の量が生体の許容量を超えることにより疾患を生じる。環境毒性
学では、今日の環境における化学物質の危険性および生体への影
響について、これまで社会問題となった中毒事例などをあげて科
学的根拠を解説する。また、これらの化学物質に対する生体の防
御機構についても併せて講義する。

（兼）長谷川

環境保全学

(概要)自然と社会との共生を可能とするために必要となる、自然
に配慮した保全計画の立案技能の習得に向け、保全管理に必要な
事項を学ぶ。「環境マネジメント実習」で必要となる内容を含
む。
(全15回）
（坂本　康／8回）自然環境保全のために人間社会が行っている
環境計画の視点、水質保全計画（廃水・廃棄物の処理・処分を含
む）、LCAなどについて学ぶ。
（新藤純子・片岡良太／7回）農業活動に伴う物質の循環と収
支、農業活動が水、土壌、大気環境に与える影響とその軽減策な
どについて学ぶ。

複数教員による共同
方式
（兼担）坂本・
新藤・片岡
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地球環境科学

（概要）生命を取り巻く環境としての大気圏、水圏、地圏の構
造・機能や、生物圏を含めた物質循環など、環境科学を理解する
上で必要な地球科学の基礎を学ぶ。
（全15回）
（ガイダンス：松本　潔・小林　拓／1回)授業概要と到達目標、
学習方法や成績評価方法等の説明を行う。
（小林　拓／7回）地球の全体的な構造を俯瞰した後、特に大気
圏と水圏について、その構造と運動について学習する。
（松本　潔／7回）大気圏・水圏に加え地圏や生物圏も含めた化
学的特徴や物質循環、環境変動を学習し、地球の惑星としての特
徴を理解する。

複数教員による共同
方式
（兼担）松本(潔)・
小林

経営学総論

経営学は人間、組織（特に企業）、市場という三つの基本要素の
相互作用を企業経営の成功という価値観から捉えようとするもの
である。この経営学を総体として俯瞰することにより、体系的な
理解を得ること。同時に、各論となる企業形態、経営組織、人的
資源管理、経営戦略、日本的経営、国際経営におけるエッセンス
となる部分、基本的な理論を正しく、具体的なイメージを伴って
理解することを本科目の目的とする。

（兼担）西久保

法律学概論

法律とは何か、法律は私たちの日常生活とどのように関わってい
るのか、について、具体的な裁判事例などを検討しつつ、制度・
理論面と実践面の双方から学習する。すなわち、刑法・民法と
いった基本的な法分野、（裁判員制度を含む）司法制度を概説す
るとともに、死刑存廃論議、敷金返還トラブル、児童虐待、夫婦
別姓論議など、具体的なホットイシューを取りあげ、それらを法
的側面から検討する。また、地方の司法・行政機関等の見学を実
施し、地域社会が抱える諸問題を法的視点から考察する。

（兼担）石塚

科学技術政策論

人類は古代から生きるためにさまざまな科学・技術を創造してき
た。食糧生産技術はもっとも早く登場した技術であり、農業技術
の飛躍は近代都市国家の登場を可能にした。工業技術の発達は産
業社会をもたらし便利で豊かな生活を可能にしたが、一方で公害
や環境破壊などを引き起こした。ナノ技術・バイオ技術を手にし
た21世紀は、「生命科学の時代」ともいわれ、環境と共生できる
社会の構築が期待されている。そのために、社会の中でどのよう
な科学技術を開発していくのかは、重要な政策課題になってい
る。こうした科学技術の歴史を学び、今日の科学技術政策のあり
方について検討する。

（兼担）高橋(智)

科学英語演習Ⅰ

多数の英語の学術論文に接することにより、論文読解力が養われ
る。特に卒業論文の研究テーマに関する専門性の高い論文は、自
分の研究内容を客観的に捉え、そこから新規性や研究の方向を見
いだす上で重要であり正確な理解が要求される。 本演習では、
卒業論文にかかわる英語論文を輪読し、専門分野の学術論文の読
解力を向上させる。

（専）P6・AP4・A4

科学英語演習Ⅱ

学術成果は、英語で発表されることが多い。したがって、英語で
のプレゼンテーションに習熟することは、今後国際的な場で活躍
していく上で必要なことである。本演習では、英語の読解力に加
えて、口頭発表における図の説明、ポスターや英語論文の作成に
役立つ英語表現を学習する。また、プレゼンテーションスキルを
向上させる。

（専）P6・AP4・A4

特別講義Ⅰ

「ワイン醸造学」
ワイン醸造についてブドウ栽培から貯蔵、熟成に至る一連の製造
工程を解説するとともに、ものづくり現場（ワイナリー）の見学
を通じで実際を体験する。

集中
（兼）大川

特別講義Ⅱ

「醸造技術概論」
酒税法に基づく酒類の定義と分類、麦芽を原料とした酒類の醸造
学について解説し、ビール醸造工程の紹介をする。ウイスキーに
ついては蒸溜所において醸造工程を見学する。

集中
（兼）千野

特別講義Ⅲ
「最先端バイオサイエンス」
生命科学の研究分野で活躍している講師を招いて、最先端のバイ
オサイエンスに関する講義を聴講する。

集中
（兼）長谷
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特別講義Ⅳ
「最先端バイオテクノロジー」
生命工学を応用した生物産業の分野で活躍している講師を招い
て、最先端のバイオテクノロジーに関する講義を聴講する。

集中
（兼）大熊

インターンシップI

あらかじめ学生自ら課題を設定し、企業・官公庁等において就業
体験することにより、キャリア形成に向けた学習意欲の向上、学
習計画の再確認や見直しを図る。あわせて社会の一員としての自
覚を形成し、社会人としての基本姿勢を習得する。事前指導、受
け入れ企業・官公庁等とのマッチングを経て、大学の休業期間等
を利用して受け入れ先において１週間以上の間就業体験した後、
設定した課題の達成度などについて事後指導を行う。

学外研修

インターンシップⅡ

あらかじめ学生自ら課題を設定し、企業・官公庁等において就業
体験することにより、キャリア形成に向けた学習意欲の向上、学
習計画の再確認や見直しを図る。あわせて社会の一員としての自
覚を形成し、社会人としての基本姿勢を習得する。事前指導、受
け入れ企業・官公庁等とのマッチングを経て、大学の休業期間等
を利用して受け入れ先において１週間以上の間就業体験した後、
設定した課題の達成度などについて事後指導を行う。

学外研修

生命工学卒業論文

生命工学科の卒業論文は、指導教員のもとに配属後、３年次まで
に学習した内容を基礎として、指導教員の教育・研究理念に基づ
いたテーマに沿って行う。テーマの理解、実験方法の検討や開
発、得られた結果の考察および文献調査などを通し、将来、広い
分野で対応可能な考え方と実践力を養う。また、研究室における
研究活動を通して、自分の立場の理解や人間関係の大切さを学
ぶ。

（専）全員
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授業科目の名称 講義等の内容 備考

生活と健康I 

新入生が自立した健康的な生活を送り、大学での勉学や社会に
おける活動を円滑にスタートして持続していくために、体育や
保健、食事・運動・睡眠と心身の健康について学ぶ。また社会
の中で良好な対人関係を保って生活をしていくためのツールと
して身体活動（実技）を伴うプログラムを体験し、様々なグ
ループ（チーム）学習を通して積極的なコミュニケーション能
力の向上を図る。

※実技
(兼担) 中村(和)、藤本
川村、福永、加藤(朋)
木村、小山、木島
(兼) 山北、麻場、内田
古澤、山下(陽)、三井
橋本(純)、西川、沢木
野呂瀬(秀)

生活と健康Ⅱ 

大学生活に限らず生涯にわたる健康的な生活の持続と、学問に
取り組む姿勢や基礎的なコミュニケーション能力を身につける
ことを目指す。特に成人、社会人としての生活や健康に関する
教養を習得し、その情報の取捨選択能力を高める。また、様々
な身体活動（実技）プログラムを体験し、自己・他者理解を深
め、良好な人間関係を構築する基盤を整備する。

※実技
(兼担) 中村(和)、藤本
福永、木村、木島
(兼) 山北、麻場、内田
古屋、山下(陽)、三井
野呂瀬(秀)、沢木

人間形成論

職業をどのように考え、捉えるか。専門とする職業・仕事での
成功、失敗、経験の意味を考える。各分野で実績をあげ、また
社会や組織の中で豊富な経験をお持ちの方々が人間・仕事・組
織・社会等をテーマに自在に語る。学生は講義内容を聴く力、
講義内容の後ろにある隠れているものを読む力、自らの行動に
活かせる形に置き換える力などを養う。このためにレポート作
成を通じて、「自ら学ぶ力」の基礎を身につける。

オムニバス方式
代表者
(兼担)　渡辺(研)

職業選択支援プログラム

就職活動の実際に触れながら、自己分析を深めるための意識付
けや企業研究の必要性を学び、職業についての見方・考え方を
深めて職業観を養う。自分の目標や可能性を見つめ、社会が求
める人材像と重ね合わせることによって、大学生活の目標や行
動設定につなげることが重要である。就職活動を有利にするた
めではなく、就職活動に負けない自分自身の姿勢を身につけ
る。
・ガイダンスと自己効力感測定
・就職活動と職業の現場
・雇用情勢と政策
・新聞情報を活用した業界研究
・社会が求めている人材
・職業と働くこと
・企業研究の実際
・自己分析と業界・企業研究の活用
・就職活動の実際と対策
・まとめと自己効力感測定

オムニバス方式
代表者
(兼担)　渡辺(研)

キャリア形成のための作
文演習

就職活動に必須の自己アピール、エントリーシート等の書き方
を通じて、大学卒業後の進路（進学・就職）を視野に、これか
ら始まる、あるいは始まっている大学生活の目的を明確にし、
学ぶ力の基礎を鍛える。大学生活を送る上で、卒業後の進路を
どのように意識するかが如何に重要かを理解し、自己を他者に
伝える力を身につける。

(兼担) 成瀬、服部
(兼) 永田

キャリア形成論

大学生活を含め、個人が社会とどのように関わるかには、いく
つかの重要な要素がある。講義ではそれらの理論を学び、グ
ループワークで考え、そして自分なりの答えを創造する力を身
につける。“自分でも何とか出来そうだ”という前向きで肯定
的な気持ちの訓練と自ら学ぶ力が身につくとき大きな飛躍があ
る。

(兼担) 渡辺(研)

【全学共通教育科目】
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英語ＡⅠ

ごく基礎的なレベルの語彙と文法の習得など、英語の基礎力の
育成を目指す。３００～４００語程度のやさしい英文を３０分
程度の時間で読み、文章の要点や求められたポイントを正確に
理解し、できれば自分の言葉である程度要点や理解できたこと
をまとめることができること、与えられたトピックについて自
分の考えや意見を、できるだけ平易な語彙や文法を用いて１０
０語～２００語程度の英語による文章を３０分内に書くことが
できる。

(兼担) 古家、原田
秋山(高)、松岡
奥村(直)、澤田
(兼) 伊藤(千)、長坂
今井、加藤(宏)

英語ＡⅡ

基礎学力を基に、語彙数３０００語の習得とさらなる受容技能
の発展を目指す。４００～６００語程度の英文を３０分程度の
時間で読み、文章の要点や求められたポイントを正確に理解
し、できれば自分の言葉である程度要点や理解できたことをま
とめることができること、与えられたトピックについて自分の
考えや意見を、できるだけ平易な表現を用いて２００語～３０
０程度の英語による文章を３０分内に書くことができる。な
お、英文作成と修正のプロセスも十分に周知すること。

(兼担) 原田、滝口
秋山(高)
(兼) 今井、ブラウン
野呂瀬(稲)、相澤

英語ＡⅢ

ＴＯＥＩＣ ７００、ＴＯＥＦＬ ５４０、英検準1級など高度
な英語技能の習得を目指す。６００語程度の英文を３０分程度
の時間で読み、情報を正確に読み取り、自分の言葉で適切に要
点をまとめることができること、与えられたトピックについて
自分の考えや意見を、論理的、かつ、わかりやすい形で３００
語程度の英語による文章を３０分内に書くことができる。

(兼担) 田中(武)、澤田
(兼) サットン
ストロースマン

英語ＢⅠ

ごく基礎的なレベルの語彙と文法の習得など、英語の基礎力の
育成を目指す。平易な自然な速さの英語を聞いて、自分の言葉
で要点をまとめたり、詳細情報を正しく聞き取ったり理解する
ことができること、あるいは「ショッピング」、「食事」など
の特定な場面に特化した聞き取りができること。与えられたト
ピックについて、やはり平易な英語で自己表現ができること、
あるいは、自己の伝えたいメッセージをなんとか相手に伝える
ことができる技術に習熟すること。 自己表現をすることに抵
抗感をなくすこと。

(兼担) 原田、滝口
秋山(高)、澤田
(兼) 伊藤(千)、今井
野呂瀬(稲)、サットン
ストロースマン
ブラウン

英語ＢⅡ

基礎学力を基に、語彙数３０００語の習得とさらなる発信技能
の発展を目指す。１００語程度の自然な速さの英語を聞いて、
自分の言葉で要点をまとめたり、詳細情報を正しく聞き取った
り理解することができること、あるいは容易な英語ではある
が、ある程度まとまった内容の聞き取りができること。与えら
れたトピックについて、ある程度意味の通じる英語で自己表現
ができること、あるいは、自己の伝えたいメッセージを相手を
意識しながら要点を押さえ、英語で伝える技術に習熟するこ
と。

(兼担) 原田、松岡、
奥村(直)
(兼) 長坂、今井
加藤(宏)、
野呂瀬(稲)、相澤

英語ＢⅢ

ＴＯＥＩＣ ７００、ＴＯＥＦＬ ５５０、英検1級など高度な
英語技能の習得を目指す。２００語程度の自然な速さの英語を
聞いて、自分の言葉で要点をまとめたり、詳細情報を聞きもら
さずに正しく聞き取ったりすることができること、与えられた
トピックについて自分の言葉で、論理的、かつ、わかりやすい
英語で７分程度の間、口頭で表現することができること。

(兼担) 古家、田中(武)
アレン

TOEFL I

この授業の目的は、ＴＯＥＦＬの試験の準備を学生にさせるこ
とです。このＴＯＥＦＬ試験の目的は、英語の非言語話者が、
大学レベルの環境で話され、書かれやそして授業で聞いたりす
る標準英語を使ったり理解したりする能力を評価しようとする
ことです。この授業は主に、海外の大学で学習を継続しようと
する計画を持っている学生さんをその対象としています。この
ＴＯＥＦＬⅠの授業では、この試験に含まれる２つのセクショ
ンを取り上げます。残りのセクションはＴＯＥＦＬⅡの授業で
取り上げられる予定です。

(兼担) クラウジア
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TOEFL Ⅱ 

この授業の目的は、ＴＯＥＦＬの試験の準備を学生にさせるこ
とです。このＴＯＥＦＬ試験の目的は、英語の非言語話者が、
大学レベルの環境で話され、書かれやそして授業で聞いたりす
る標準英語を使ったり理解したりする能力を評価しようとする
ことです。この授業は主に、海外の大学で学習を継続しようと
する計画を持っている学生さんをその対象としています。この
ＴＯＥＦＬ試験には４つのセクションが含まれています。それ
は、リーディング、リスニング、スピーキング、ライティング
です。この内、２つのセクションは前期のＴＯＥFLⅠで扱われ
ます。残りの２つが後期のこのＴＯＥＦＬⅡで扱われます。
従って、両授業とも同じテキストが使用されます。

(兼担) アレン

総合英語 

文法や語彙の基礎能力をもとに、英語を使用する多様な場面に
対応できる英語力（聞く・読む・話す・書く力）を総合的に育
成する。ある程度の長さの英文について概要や細部を理解した
り内容を要約したりする能力、そして、日常的なトピックに関
して自分の考えを英語で表現する能力を養成する。

(兼担) 古家、原田
秋山(高)、滝口、
田中(武)、松岡、澤田
アレン、奥村(直)
(兼) 今井、加藤(宏)
ブラウン、相澤

英語リーディング・ライ
ティング

英文を精読することにより、各文の構造を正確に理解するとと
もに、語彙、慣用句表現の知識を深める。ライティングにおい
ては、基本的な語句・文型を応用して自分の考えを表現する力
を伸ばす。

(兼担) 奥村(直)
秋山(高)、アレン
クラウジア
(兼) 伊藤(千)、今井
加藤(宏)、ブラウン
野呂瀬(稲)、
ストロースマン

 英語リーディング・ラ
イティング（上級）

長文速読の練習により、パラグラフごとの話・議論の展開を理
解し、テクストの要旨を正確に把握する力を養う。自分の考え
を論理的に表現できるようパラグラフ・ライティングの練習を
する。

(兼担) 滝口、澤田
(兼) 今井、加藤(宏)
仲本、ストロースマン

英語オーラルコミュニ
ケーション

リスニング・スピーキングの両面から、基本的会話表現とその
バリエーションを習得し、それらをシチュエーションに合わせ
て応用する力を身につける。授業を進める段階、またはトピッ
クなどに合わせて数回の授業中発表で練習を積み、個人あるい
はグループでのプレゼンテーションを行う能力を養う。

(兼担) アレン、
クラウジア、奥村(直)
(兼) 今井、加藤(宏)
ストロースマン
野呂瀬(稲)、サットン
仲本、ブラウン
マロニー、相澤

英語オーラルコミュニ
ケーション（上級）

この授業（コース）の主な目的は、自然の英語で上手にまた自
信を持ってどう英語でコミュニケーションを行うかの技術、技
能を学生に提供することです。授業は、コミュニケーションの
遂行に必要な技能を表出し、統合するための様々な楽しくて興
味深い教材を使う方法で行います。

(兼担) クラウジア
アレン
(兼) サットン

e-ラーニングI アルク・ネットアカデミーの練習問題を通じて、英語の聴解
力、読解力、語彙力の向上を図る。

(兼担) 田中(武)

e-ラーニングⅡ アルク・ネットアカデミーの練習問題を通じて、英語の聴解
力、読解力、語彙力の向上を図る。

(兼担) 松岡

e-ラーニングⅢ
この授業（コース）の目的は、学生の総合的な英語力を伸ば
し、学習を継続するための基礎的な枠組み（手段・方法）を提
供することにあります。

(兼担) クラウジア

e-ラーニングⅣ

NetAcademyにある技術英語基礎編をもちいて、技術的な英語の
構成を学ぶ。また、ネット経由でeラーニングポータル
(Moodle)にアクセスし、追加の練習問題を行い、基礎語彙の定
着を図る。

(兼担) 滝口

Intensive15-I（英語）
この授業の目的は、英語の主な４技能を含む集中学習・訓練を
通じて学生に英語を話す自信をつけさせ、また全体的な英語力
を高めることです。

集中
(兼担) クラウジア
アレン
(兼) ストロースマン
ブラウン

Intensive15-Ⅱ（英語）

この授業の目的は、英語の主な４技能を含む集中学習・訓練を
通じて学生に英語を話す自信をつけさせ、また全体的な英語力
を高めることです。

集中
(兼担) クラウジア
アレン
(兼) ストロースマン
ブラウン
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Intensive90-I（英語） 

この授業の目的は、集中的に英語を学習することを通じて上手
にそして自信を持って英語でコミュニケーションを行う力を向
上させることになります。そしてその能力を向上させる手段と
して、４技能のコミュニケーション能力に必要なすべての技能
を表出させ、また統合させるための様々な楽しく面白い教材を
用います。

(兼担) アレン
(兼) ストロースマン

Intensive90-Ⅱ（英語） この授業（コース）は、学生の英語の読む力、書く力、話す力
を向上させることを目的とします。

(兼担) クラウジア
(兼) ストロースマン

ドイツ語初級I 
基本的な文法事項を中心に、着実にドイツ語力を身に付ける。
ドイツ語の学習を通して、市民としてのグローバルな知識と、
ローカルな実践力を習得する。

(兼担) 宮永
(兼) 工藤、橋本(不)
望月(海)、赤池、井上
岩井

ドイツ語初級Ⅱ 
ドイツ語における「聞く」「話す」「読む」「書く」の４技能
について、それぞれの基盤となる知識とトレーニングを行う。

(兼担) 宮永
(兼) 工藤、橋本(不)
望月(海)、赤池、井上
岩井

ドイツ語演習I 
言語の４技能、「聞く」「話す」「読む」「書く」を一般の初
級授業より習熟に重点を置く。まずは「構造」の習熟を目指し
たい。一般の初級授業の目的・概要とあわせて見てほしい。

(兼担) 宮永
(兼) 野口

ドイツ語演習Ⅱ 
言語の４技能、「聞く」「話す」「読む」「書く」を一般の初
級授業より習熟に重点を置く。まずは「構造」の習熟を目指し
たい。一般の初級授業の目的・概要とあわせて見てほしい。

(兼担) 宮永
(兼) 野口

ドイツ語中級I（総合） 

ドイツ・オペラを扱いますが、今回はヴァーグナーの『ニーベ
ルングの指環』を中心に授業を進める予定です。『ニーベルン
グの指環』は４部作からなっていますが、今年度は『ラインの
黄金』『ヴァルキューレ』『ジィークフリート』の三つを教材
に使う予定です。ドイツオペラはその発展においてイタリア及
びフランスの後塵を拝していましたが、ヴァーグナーの登場
と、そして特に彼の『ニーブルングの指環』によってドイツオ
ペラ自体がイタリア及びフランスのオペラに勝るとも劣らない
評価を獲得するようになりました。授業ではヴァーグナーがど
のような意図のもとでこのような大作を完成させたのかも、
個々の作品を通じて探ってみたいと思っています。

(兼) 八木、工藤
橋本(不)、ベアトマン
井上

ドイツ語中級Ⅱ（総合）

聖書をテキストに用いてドイツ語能力を養うことが目的です。
前半は、歴史年表によってキリスト教の成立過程とドイツ国内
でのキリスト教の発展過程を概観する予定です。時間的余裕が
ある場合には宗教改革によって誕生した再洗礼派の問題にも触
れたいと思っています。授業の後半は、『マタイ』『マルコ』
『ルカ』の３つの福音書を対象にいくつか問題を設定をして比
較検討する。

(兼) 八木、工藤
橋本(不)、ベアトマン
井上

ドイツ語
　　Intensive90-I

ドイツ語の様々なテキストを講読して、表現に慣れ、文法力を
基礎にして、ドイツ語の実践的能力を養う。

(兼担) 宮永
(兼) ベアトマン

ドイツ語
　　Intensive90-Ⅱ

ドイツ語の新聞、雑誌を講読して、文章表現に慣れ、ドイツ語
の基礎を基にして、ドイツ語での表現力を養う。

(兼担) 宮永
(兼) ベアトマン

フランス語初級I

フランス語の基本的な語彙や表現を状況に即して身に付けるこ
とを目指します。日常的な生活場面に必要な基礎的文法を学び
ながら、聞く・話す・読む・書くの四つの技能をバランス良く
習得します。

(兼担) 森田

フランス語初級Ⅱ

フランス語の基本的な語彙や表現を状況に即して身に付けるこ
とを目指します。聞く・話す・読む・書くの四つの技能をバラ
ンス良く習得しながら、初級文法の習得を確実なものにしま
す。

(兼担) 森田
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フランス語演習I
フランス語初級Ｉを補完して、内容を深める強化クラスです。
特に文法力と語彙力に力を入れるために仏作文を活動の核とし
ます。

(兼担) 森田

フランス語演習Ⅱ
フランス語初級Ⅱを補完して、内容を深める強化クラスです。
特に文法力と語彙力に力を入れるために仏作文を活動の核とし
ます。

(兼担) 森田

中国語初級I 

中国語の発音表記の方法、基礎的な単語や文法を学ぶ。ピンイ
ンという発音表記の方法を習得し、表記された音を発音した
り、聞いた音をピンインで書き取る技能を身につける。また、
中国語の基礎的な構文を覚え、規則に沿って文を作れるように
する。

(兼担) 町田
(兼) 林、藤田、大辻
島崎(朋)、後藤(奈)
水津、荒木、蒋、付
前田、平田(眞)
後藤(英)

中国語初級Ⅱ 

中国語の基礎的な語彙、文法規則を学び、訳読、会話、作文等
各方面において学んだ事項を活用する技能を身につける。

(兼担) 町田
(兼) 林、藤田、大辻
島崎(朋)、後藤(奈)
水津、荒木、蒋、付
前田、平田(眞)
後藤(英)

中国語演習I 
初級中国語の学習内容に即してリスニングなどの実践的トレー
ニングを行い、学習内容を確かなものにしていくことを目指し
ます。

(兼) 大辻、水津

中国語演習Ⅱ 
初級中国語の学習内容に即してリスニングなどの実践的トレー
ニングを行い、学習内容を確かなものにしていくことを目指し
ます。

(兼) 大辻、水津

中国語中級I（総合） 初級で学んだ知識を復習しつつ、平易な会話や発音・作文の練
習を通してより高度な語学力を養成する。

(兼担) 町田
(兼) 大辻、平田(眞)

中国語中級I（コミュニ
ケーション）

既習の基礎中国語の知識を生かしながら、中国語の発音を聞き
取ったり、自分で声に出して表現する訓練や会話の練習を行
う。

(兼) 蒋、付

中国語中級Ⅱ（総合）
中国語の基礎力を生かしつつ、語と語の細かな使い分け等に配
慮し、中国語らしい表現方法を身につける。

(兼担) 町田
(兼) 大辻、平田(眞)

中国語中級Ⅱ（コミュニ
ケーション）

中国語の言葉の意味を理解し、習った文法を応用して、簡単な
会話が出来るようになること。

(兼) 蒋、付

中国語Intensive60-I
「中国語初級Ⅱ」を終えた程度のレベルの学生を対象に、少人
数で発音、文法、読解、作文、会話等の実践的訓練を行い、総
合的語学力を高める。

(兼担) 町田
(兼) 王

中国語Intensive60-Ⅱ

「Intensive-60I」を学習済み程度のレベルの学生を対象に、
少人数で発音、文法、読解、作文、会話等の実践的訓練を行
い、総合的語学力を高める。中国語の文章を読みこなしたり、
中国語を使って応答ができるようになることを学習到達目標と
する。

(兼担) 町田
(兼) 王

日本文学作品論Ⅱ

明治以降の「恋愛小説」の代表作を読む。近代文学における
「恋愛小説」の形成と展開の様相を、近世期における「恋」な
いし「色」の文学との連続と断絶の問題、西欧の倫理観（宗教
観）の移入の問題、人間の生活様式の変化とライフサイクルの
認識の変化の問題等を視野におき、具体的作品の分析を通じて
論ずる。またあわせて、近代小説における「読む」ということ
の意味を、映像化あるいはメディア変換をへたテクストとの比
較を通じて明らかにする。

(兼担) 中丸

国語表現
日本語を表記する文字・記号・語句・文章などに焦点を当て、
それぞれの特性をとらえて、正しい日本語の表記方法を考え
る。

(兼担) 宮澤
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日本古代の政治と文化

日本古代の神話・伝承・歴史について、具体的なテキスト（今
年度は『古事記』を用いる）を読解しつつ、古代社会の特質に
ついて講義する。また、歴史学のみならず、文学、神話学、人
類学、心理学など他分野の成果にもふれ、日本文化研究の様々
なあり方について考える。貴重な文化的資産である古典や歴史
についての興味・関心を深め、受講生諸君が自ら学んでゆく
きっかけとなることを目指したい。

(兼担) 大隅

考古学について 
考古学の基本的な方法と研究分野を概説するとともに、考古資
料からどのような歴史を復原できるのか、各時代の研究成果を
用いて検討していく。

(兼) 萩原

メディアと人間

現代人は、生きていく上で必要な情報をどこから手に入れてい
るのか、どのようにその情報を処理しているのかを検討する。
希薄な人間関係を補うものもメディア、そのような関係を促進
するのもメディアなのではなかろうか。ここでは、マス・メ
ディアだけでなく、パーソナル・メディアを含み、検討する。

(兼担) 岡林

子どもと文化

誰の記憶の中にも子どもの頃夢中になっていた遊びやおもちゃ
などの流行現象があるはずだが、その多くが実は大人が仕掛け
たモノである。この授業では、企画する大人の側と受けとめ発
展させる子どもの側の諸現象を追いながら、それらを質的研究
の視点によって読み解き、子どもを取り巻く社会と子どもの内
的世界との新たな関係を論考する。特にここでは、何人かで徒
党を組んで行動するようになる１０歳以降の子どもの文化の特
性を考察する。

(兼担) 栗田

ヨーロッパ中世の諸相
世界遺産を中心とする文化財を映像で鑑賞し、その成立背景を
説明することにより、中世ヨーロッパの社会と世界観を学び、
「もう一つの視線」で文化に向き合う目を養う。

(兼担) 皆川

山梨大学から見る大学の
歴史と現在

江戸時代から続く本学の歴史とともに大学の歴史を学ぶことを
通じて、高校までに学んだ近現代史を別の角度から捉えなおす
とともに、歴史的なものの見方、考え方を養うことを目的とす
る。授業では大きく、世界と日本の高等教育史の中に本学の歴
史を位置づけていく。資史料を基にした講義を行なうととも
に、個人やグループによる、それぞれの興味関心に応じた活動
を通じて「山梨大学史」を学生が描いていくことも目指した
い。その際、山梨大学が歩んできたそれぞれの時代に受講生と
同年代であった学生たちが何を考え、行動したのか、その時、
彼／彼女たちの居場所であった学び舎はどのようなものであっ
たのか、各学部・学科・専修・研究室・講座にはどのような歴
史があるのかを知ってもらいたい。こうした学びを通じて受講
生一人ひとりが山梨大学で学んでいくことの意味を見出すきっ
かけになることを期待している。

(兼担) 日永

教育史を通して見る日本
の近代現代

現代の教育の課題を、歴史的視点を通して考察するための考え
方と史資料の読み方を提示する。とくに幕末・明治以降現代に
到る産業化（近代化、文明化）の進展と教育の変遷との関連を
たどることによって、現代の教育・学校・子どもをとりまく状
況とそこから生ずる課題を理解してもらうとともに、それへの
対応の方途を考える。

(兼担) 阿部

小説における〈他者〉の
問題

＜小説＞とは何かを考えていく。この思索は「暮らし」と「言
語表現」との間にどのような問題が潜んでいるかについて考え
ていくことである。そこには《他者》と「私」を巡る問題が潜
んでいる。《他者》と「私」って？「私」は「私の中の他者」
を生きている。ときに「了解不能の他者」の現れに翻弄される
ことがあるというような。どういうこと？今年度取り上げる作
家は、坂口安吾　宮澤賢治、村上春樹、川上弘美、あまんきみ
こさんなど。

(兼担) 須貝
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ものといのち

この世界がどのように成り立っているのかについて、物質およ
び生命という観点からの考察を行う。現象の本質や存在の根本
原理について、思惟あるいは内観によって探求する形而上学に
対し、物質および生命についての現代自然科学の知識を元に、
さらにメタレベルを目指して迫ろうという野心的な試みであ
る。
　また、わたしたちが生きている世界の解析を通じて、科学と
いう行為についての新たな理解を得ることも目的とする。
・授業ガイダンス（御園生）
（御園生）
・ものといのちの世界 I
・認識：相対化と絶対化 I
・階層構造：ミクロの視点・マクロの視点Ⅰ
・階層構造：相対化ループによる発展 I
・科学の行為：境界条件による世界の分割 I
・科学の意味：現象と理論の整合 I
・まとめとディスカッション、質疑応答等 I
（堀）
・ものといのちの世界Ⅱ
・認識：相対化と絶対化Ⅱ
・階層構造：ミクロの視点・マクロの視点Ⅱ
・階層構造：相対化ループによる発展Ⅱ
・科学の行為：境界条件による世界の分割Ⅱ
・科学の意味：現象と理論の整合Ⅱ
・まとめとディスカッション、質疑応答等 Ⅱ

複数教員による共同
方式
(兼担)　御園生、堀

文化記号論
記号（言葉や図、音、身振りなど）が成立する基本的なメカニ
ズムを概説し、様々な文化現象を記号論的な視点から考察す
る。

(兼担) 新野

源氏物語を読む

『源氏物語』を読みます。
　高校までの古文学習によって身に付けた力を、皆さんは過小
評価しています。懇切な注釈書を使えば、難しいとされる『源
氏物語』も、かなり読むことができるのです。
　このゼミでは毎回３０ページほどの予習を課し、出席者の感
想・疑問を発展させていくかたちをとります。強制的であって
も、とにかく読んでみる。そうすれば、自分が意外に読めるこ
と、楽しめることがわかります。その経験の手助けをし、『源
氏物語』、あるいは日本の古典文学の魅力を知ってもらう、そ
れがこの科目の一番の目的です。
　今年度は「桐壷」巻から「末摘花」巻までを読みます。

(兼担) 池田

経済学の目で見ると 

レジャー産業、メディア産業、シルバー産業、はてはセレモ
ニー産業と、家庭生活から地域経済、国家経済のあらゆる面で
巨大なマーケット化が進行し、現代ほど消費者の眼力が試され
ている時代はない。この一方で、ボーダーレス、グローバル化
と呼ばれるように、個人生活が地球的規模の影響を受けること
も多く、個人生活と「経済」との関わりが強まり、それに起因
する軋轢も随所に見られる。産業経済の変化の速度はかつてな
いほど速く、目まぐるしく動く社会の出来事を「経済学の目」
で見ると、どのように見えてくるかを知り、このような潮流の
中で流されることなく自己のライフスタイルを確立して「賢い
消費者」となるための方途を考える。

(兼担) 齋藤(康)

日本国憲法

「自分らしく生きる」とは、どういうことだろうか？　日本国
憲法は、第13条において、「個人の尊重」と幸福追求権を、第
14条以下において、選挙権、思想の自由、表現の自由、職業選
択の自由、生存権、教育を受ける権利等、様々な基本的人権を
保障し、統治機構においては、国民主権（民主主義）が原則と
される。この授業では、憲法・人権に関する諸問題について、
具体的な裁判事例の検討を通じてわかりやすく講義し、「自分
らしく生きる」とはどういうことか、について受講生とともに
考えてみたい。

(兼担) 石塚
(兼) 山内

スポーツ映画に見る現代
社会

スポーツや身体活動を扱った映画を鏡にして現代社会の様々な
特徴について論じる。開かれたテキスト論、テキスト分析とい
う手法を用いてスポーツ映画を読み解き、我々の生きる世の中
の特徴を理解し世の中へのまなざしを獲得する。

(兼担) 加藤(朋)
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住まいの地方性

日本の住まいは地域の気候・風土、歴史、文化、生活様式など
と深く関わりながら現在に至っている。特に日本の伝統的な住
まいは良好なまちなみ・景観を形づくってきた。この授業では
日本各地の多様な住まいを取り上げ、材料・構法、間取り、空
間構成、住宅規模・水準、外観デザイン、住み方等にみる「地
方性・地域性」の実態とその形成要因について解説する。なお
授業の後半では、「甲斐の家」ペーパークラフトの制作や住み
方の検討を通して地域に根ざした住まいづくりへの理解を深め
る。

(兼担) 田中(勝)

山梨学

山梨県の魅力となっている風土、施設、産業などについて、野
外見学を交えて広く習得する。本講義を受講し、県の求める書
式のレポートを提出した者に「観光カレッジ修了証」の交付が
行われる。本講義は山梨県が推進する「やまなし観光カレッジ
事業」に基づいて、山梨大学とやまなし観光推進機構が連携し
て行うものである。
　本講義は野外見学を含めてすべて土曜日（講義は４回１－２
時限、野外見学は２回１－５時限）に開講されます。
　山梨県出身者が自らの知らなかった山梨県について知り、驚
いている姿が毎年見られます。各分野のプロによる講義は興味
深く、たくさんの知識を得ることができ、山梨県の新たな魅力
を掘り起こす力になります。

オムニバス方式
集中
代表者
(兼担) 井坂

社会変動と人間

本講義の目的は、現代社会理論を踏まえ、現代社会のマクロな
社会変動と、ミクロとしての個人に焦点をあわせ、現代社会の
リアリティを明らかにすることにある。とりわけ、高度産業
化、階層化、福祉化、高齢化、国際化という社会変動に着目す
る。社会現象について問題意識を深めてもらいたいと願ってい
る。

(兼担) 三重野

特別支援教育総論
障害の概念、特別支援教育の概念、特別支援教育が対象とする
幼児児童生徒の教育の理念や制度についての基本的な理解を図
る。

(兼担) 鳥海

現代日本の政治と政策

政治に対して、少なからぬ人々がシニカルな態度を示す。それ
にも関わらず、私たちの日々のくらしは、政治や政治の生み出
すさまざまな結果から無縁ではありえない。本講義では、私た
ちの生活にとって身近な、あるいは大きな影響を有する政治現
象や政治的諸課題を糸口に、その基底にあるものや論点に関す
る理解を深めていく。それにより、政治的な諸事象を皮相的で
なく冷徹に分析する能力の習得を目指す。

(兼担) 藤原(真)

投資と資産形成

日本の経済がより好ましい姿になるためには、多くの人がお金の動
きや金融の仕組みについての知識を増やし、自分自身で考えること
が大切です。また、経済活動において、お金の実際の動きを知り、
これを有効に使うことのできる能力を身につけることは、個人に
とって有益であるだけでなく、社会にとっても重要です。直接金融
への期待が高まる現在、資本市場に求められる役割とは何か。激変
する日本の資本市場の全容と投資リスク＆リターンの考え方、株式
投資・債権投資・グローバル証券投資・分散投資の方法などを実務
の観点から解説します。
・ガイダンス
・経済情報の捉え方
・債券市場の役割と投資の考え方
・株式市場の役割と投資の考え方
・投資信託の役割とその仕組み
・経済活動における銀行の役割
・地域における銀行の役割
・グロ－バル化する世界と資本市場の果たす役割
・証券投資のリスク・リターン
・ポートフォリオ・マネジメント
・金融市場の役割とその変化
・外国為替相場とその変動メカニズムについて
・資本市場における投資家心理
・資産運用とライフ・プランニング
・評価：総括・まとめ

オムニバス方式
代表者
(兼担) 勢田
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理系女性のキャリア形成

理工系の専門分野におけるワークライフバランスと男女共同参
画について学ぶ。活躍する卒業生や女性を中心とする技術者等
の経験や、出産、育児に携わる医師等の講演から、生涯設計の
中に位置づけた職業人としての自分自身の将来像を描き、進路
選択や卒業・修了後のキャリアの形成と継続に役立つ多様な職
業観・人生観を学び、よりよい未来をともに考える。志望する
職業分野で活躍しようという夢は性別によらないが、女性の進
出が遅れている科学技術分野では、専門的なキャリアの参考と
なる身近な先輩や同僚の大半が男性であり、健康、育児、転勤
などのライフイベントにおいて、１人で悩む女性が少なくな
い。多様な選択肢、価値観、支援策の存在を知り、将来さまざ
まな段階で予想される問題に適切に対処できる強靭で柔軟な知
を涵養する。
最終回は、受講者が卒業から２０年後までのそれぞれのキャリ
ア・パスを想定してパネル討論を行う。
・ガイダンス:女性の現代史
・道を切り拓いた先輩達
・科学技術分野で活躍する身近な先輩達
・医療保健分野で活躍するの身近な先輩達
・理工系卒業生の多様なキャリア
・ライフワークバランスを支援する法律や制度
・受講者によるバネル討論

オムニバス方式
代表者
(兼担) 鳥養

科学・デザイン・コミュ
ニケーション

オムニバス方式
代表者
(兼担) 鳥養

生活設計論

現代社会の変動の中で我々の生活は大きく変容し、様々な生活
課題が顕在化している。その生活の変容の過程と諸問題を浮き
彫りにし、生活形態、生活意識の多様性を理解するとともに、
現代社会において必要な主体的な生活設計・ライフデザインに
ついて認識を深める。

(兼担) 志村

企業概論

企業（具体的には、会社、病院、学校、自治体、銀行など）
が、どのような組織で運営され、それらの事業体相互が、どの
ように関連して経済社会を構成しているのかを理解し、基礎的
な専門知識と豊かな教養を、身につけつけることを目指す。

(兼) 今村

経営分析のためのデータ
解析

経営分析のための基礎的なデータ解析の概念と手法を学ぶ。
　表計算ソフト・Ｅｘｃｅｌを用いて以下の分析を学ぶ。
　・基礎的なデータ解析とグラフ化、
　・相関分析、回帰分析等の基礎的な多変量解析
　・基礎的な財務分析、
　・市場調査のためのアンケート調査分析

(兼担) 西久保

現代社会と教育

教育は現代社会の中で生きていく上で不可欠なものとなってお
り、一人ひとりに保障される権利として位置づけられている。
しかし、格差社会の進展の中で、貧困層や在日外国人など、教
育を受ける権利が侵害されている人々がいる。この授業では、
教育を受ける権利の意義を歴史的にふまえながら理解し、それ
が侵されている現状と是正に向けた取り組みについて、制度・
政策や教育現場の側面から具体的に検討することを目的とす
る。

(兼担) 日永、
伊藤(亜)

こころと体の障害の理解
と支援

こころと体の障害についての基礎知識を解説します。障害者福
祉や教育、心理に興味のある初学者向けです。

(兼担) 渡邉(雅)

現代人にもっとも必要とされているコミュニケーション力は、滑ら
かな会話やプレゼンテーションの技術と誤解している学生が少なく
ない。科学と人間のよりよい未来を築くために構成された、デザイ
ン学とコミュニケーション学を学ぶことにより、異文化・異分野に
共感する知情意（知識，感受性，意識）の力を磨く。デザインを通
じたコミュニケーションによって新しい価値の創造活動を行うデザ
イナーと、これまで成り立ちにくいと考えられていた科学者と市民
の間の科学に関するコミュニケーション学を開拓してきた３人の研
究者によるオムニバス形式の講義と実践学習を行う。
・グッドデザインはグッドコミュニケーション
・科学と社会：異文化と共感する能力とは？
・科学コミュニケーション
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環境政策の展開
これまで実施されてきた環境政策の展開を学び、環境の推進要
因および阻害要因を考察する。温暖化防止政策のほか、希望が
あれば他の環境政策もとりあげる。

(兼担) 喜多川

映像で考える子どもと教
育

現代社会における子どもの発達と教育の課題を、映像資料を基
に考察することに授業の目的はある。なおその際、「子どもの
発達を捉える視点」「乳幼児の発達過程」「教育問題としての
Child Abuse」「学校化社会の子どもと教育」といった内容を
中心に、「子どもの権利条約」時代の、子どもと教育の課題を
考えていく。

(兼担) 加藤(繁)

人間理解の心理学

現代社会は誰もが「生きにくさ」を抱えているといわれます。
その生きにくさは「私」個人に帰属されるものなのでしょう
か。この授業では、心理学の知見を基礎に、生まれ落ちた社会
に規定された文化と他者との関係の中で生きる「人間（自
分）」について見つめなおすことを通して、現代社会の問題に
ついて考える姿勢を形成することを目的とします。

(兼担) 塚越

放射線と現代

一般にただ「恐ろしいもの」として漠然としか認識されていな
い放射線は、現実には工業、農業、医学といった現代生活の
様々な局面で利用されている。また、日本は2006年6月の原子
力立国計画などによってエネルギー源としての原子力利用を
大々的に推し進める方針を打ち出している。さらに、昨今の世
界情勢においては、核ミサイルの恐怖から核テロやいわゆる
dirty bombとしてなどの放射性物質の悪用の懸念も増加する一
方である。本授業は、このような状況に適切に対処することが
できる市民を育成するために、放射線・放射能についての基本
的な知識と、日本における放射線管理規制の実態を学ぶことを
目的とする。
・授業ガイダンス，放射線入門（御園生）
・放射線・放射能とは何か（鳥養）
・生物と放射線（御園生）
・社会のなかの放射線（高橋）
・エネルギーと原子力発電（武田）
・原子力と現代（御園生）

複数教員による共同
方式
(兼担) 御園生、鳥養
高橋(智)、武田

教育問題から見た現代社会

本講義では、教育を社会との関係から多角的に検討することを
中心に行います。教育問題として取り沙汰されている現在の子
ども・若者が抱える発達・成長の問題や学校教育の問題を入口
にして、その背後にある現代社会の問題を検討することを目的
とします。本講義を通して、教育から社会の現状とあり方を問
うこと、また自分のことばで教育を考えることができるように
なることを願っています。

(兼担) 高橋(英)

保育・子育ての現在

現在の保育や子育てをめぐる問題について学び、乳幼児にとっ
てふさわしい生活について考え、そのためにふさわしい大人の
かかわり方について理解し、保育・子育てのあり方を考える。
さらには、社会の中で子どもを育てることの意味を理解し、自
分自身が社会人としてどのような役割が果たせるかを考えるこ
とを目的とする。

(兼担) 田甫

哲学のさまざまな問題 哲学の重要な問題に目を開かれ、考えることに慣れるようにな
ることをめざします。

(兼担) 佐藤(一)

経営管理（マネジメント）

企業（代表的なもの・社会）が、どの様に運営されているの
か、その運営の基本知識と手法を知り、事業体の目的を効果的
に達成するための理論、手法を理解し、習得することを目指
す。

(兼) 今村

子どもとジェンダー

ジェンダーとは、性別によって人を振り分けること、そのこと
によって性によって人を差別する営みを強化し、正当化するこ
とである。子どもが生まれ育つさまざまな局面で、そうした性
別による振り分けがどのように行なわれるのか、それが私たち
の生育過程や日常生活にどのように影響するのか、私たちは子
どものジェンダー強化にどのように加担しているのかを学ぶの
が、本講義の目的である。

(兼担) 秋山(麻)
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科学技術史入門
科学技術史における自然・技術・科学・社会といった概念は、
いずれも人間労働に深い関わりをもって理論化されてきたこと
を考察する。

(兼担) 上里

天文学への誘い

宇宙の様々な観測から解って来た宇宙の始まり、宇宙の構造や
進化を体系的に学ぶ。宇宙の謎解きを通して、人類が自然をど
のように認識してきたかを学習し、人類が獲得した最もビビッ
ドな宇宙像や自然像、そして残された謎の一端に触れて、科学
的な考え方や知的好奇心を育む。天文学全般に渡り講義する
が、その理解のために物理学の手法も用いる。
（川邊）
・天文学とはどのような学問か？; 天文学の課題と宇宙認識の
変遷
・様々な銀河と宇宙大規模構造
・宇宙開闢はどのようにして起ったか？
・現代科学最大なぞ暗黒物質・暗黒エネルギー
・アインシュタインのとんでもない遺産ブラックホール
・ブラックホールを観測する
（齋藤）
・原子から宇宙まで
・我々の太陽系の成り立ち
・我々の銀河系の成り立ち
・太陽系外惑星の発見
・明らかになりつつある星・惑星系の多様性
・宇宙発見物語
（伊王野）
・光と赤外線で見た宇宙
・電波で見た宇宙
・おもしろ天文；地球外文明探査

複数教員による共同
方式
(兼) 川邊、齋藤(正)
伊王野

確率的見方

「確率」という概念をはっきりと捉えなおし、確率論の問題を
具体的な事例を通して紹介する。日常的、常識的（と思われ
る）先入観によって曇らされて意外な結果に驚く「パラドック
ス」と名のついたものを取り上げて考えてみる。人間思考の合
理性、不合理性を考える。

(兼担) 中村(宗)

ヒトに至る生命の歴史

生物の多様性と一様性ならびに環境問題を理解するために、原
核生物からヒトに至る生命の歴史を含めた生物分類の概要と、
生態系、生物群集レベルからの生態学上の基本概念を学び、こ
れより、ヒト文明の在り方、生物多様性危機を含めた地球環境
問題を考える。

(兼担) 平田(徹)

生物学の様子

現在のライフサイエンスの進歩はめざまく、膨大な知識が増え
続けている。本講義では、遺伝学を中心とし、ライフサイエン
スについての最新の話題について学ぶ。地球上の生物の共通性
と特殊性を理解し、生命現象のメカニズムとその面白さ知る。

(兼) 赤井

染色の科学

衣生活の社会化が進んだ現代において、消費者として製品選択
の主因をなす衣料の色情報を与える染色加工について講述し、
その結果を実習する。この講義を通して、賢明な衣生活を学
ぶ。

(兼担) 勢田

子どもと自然 現代の子どもと蝕まれつつある自然との関わり、及び自然に対
する子どもの理解について、理論的かつ実証的に解説する。

(兼担) 松森

材料と技術 材料の基礎的な特徴・性質を理解し、材料の作製技術及び加工
法と機能性材料の開発等を技術という視点から概説する。

(兼担) 佐藤(博)
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家庭の中のエレクトロニ
クス

身の回りの電子機器に目を向け、エレクトロニクスの基礎を広い視
野で理解する。動作原理や機器の機能等の講義に加えて、人への配
慮、社会や環境に与える影響への配慮等についても講義を行う。
　講義は個々の電子機器についての解説でなく、基本的な原理を視
野において、工学的、科学的センスでエレク トロニクスを理解し
つつ、人間社会との関係を見つめ直す。
（藤間）
・家庭のエネルギー源としての電気
・安全性、公共性、経済性、その規格
・家電電化製品の中で姿を変える電気エネルギー？
・人に優しいエレクトロニクスをめざして
（坂野）
・日常の中の波動
・量子力学とランプ
・電磁気学とスピーカ・マイク
・原子力発電の原理，社会への寄与，問題点
（矢野）
・太陽光発電
・家電製品とエレクトロニクス
・低炭素社会に向けて

複数教員による共同
方式
(兼担) 藤間、坂野
矢野

人間とコンピュータ

コンピュータの歴史とその基本原理、コンピュータと情報技
術、コンピュータネットワークとネットワークを活用したビジ
ネスモデル、コンピュータと倫理、ネットワークセキュリ
ティ、コンピュータグラフィックス、人間とコンピュータのイ
ンタラクションなどの技術的な話題を通して、人間の知的活動
や社会的活動とコンピュータの関係を理解する。
・コンピュータの基本（鍋島）
・コンピュータにおけるデータの取り扱い（鍋島）
・コンピュータを動かす（鍋島）
・コンピュータや通信がもたらした影響（鍋島）
・ネットワークとそのサービス（高橋）
・ビジネスモデル（高橋）
・ビジネスモデル特許（高橋）
・ヒューマンコンピュータインタラクション（小俣）
・人のインタフェース特性（小俣）
・ビジュアルインタフェース（小俣）
・ユーザビリティ評価（小俣）
・コンピュータアルゴリズム（鈴木）
・パソコンとスーパーコンピュータ（鈴木）
・データマイニング（鈴木）
・ユビキタス社会（鈴木）

複数教員による共同
方式
(兼担) 鍋島
高橋(正)、小俣
鈴木(智)

現代生活とバイオテクノ
ロジー

バイオテクノロジーは生物の持つ機能を工学に利用する技術で
あり、21世紀においてエネルギー、環境、食糧および医療等の
広範な分野への貢献が期待される。生物の機能は極めて多様で
あり、その利用も多岐にわたっている。この講義では基盤技術
から先端技術までを人間生活に身近な例を取り上げて平易に紹
介する。
・微生物の世界とその応用（宇井）
・生物の多様性と進化（野田）
・ＤＮＡと遺伝子工学（大槻）
・バイオマス（宇井）
・きのこと人間生活との関わり（中村）
・タンパク質からみた生物の働き（楠木）
・タンパク質の立体構造と機能（楠木）
・バイオテクノロジー：ゲノムサイエンスの世界（宮川）
・ＤＮＡ診断　ーフェムトの世界を探るー（宮川）
・ナノテクノロジを利用した生体機能制御（新森）
・細胞とは何か　ー細胞培養のはなしー（黒澤）
・幹細胞とは何か　ー再生医療のはなしー（黒澤）
・抗生物質　ー微生物からの贈り物ー（早川）
・医薬微生物の探索と機能開発（早川）
・総括評価（総括とレポート作成）（黒澤）

複数教員による共同方
式
(兼担) 黒澤、宮川(洋)
宇井、早川、中村(和)
新森、野田、楠木
大槻
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【環】地球環境化学とエ
ネルギー

21世紀に入り、地球規模の環境汚染は人類の生存を脅かす形で
私たちの前に立ちはだかり、深刻かつ緊急の大問題となってい
る。環境問題を解決するためには、クリーンなエネルギーの確
保や、生活を豊かにするための様々な製品を環境に対する負荷
の少ない生産工程で製造するための化学技術が重要かつ不可欠
となっている。授業では、先ず地球環境の現状と問題について
大気を中心に解説する。次いで、環境問題とエネルギー問題を
解決する化学技術について学ぶ。クリーンなエネルギー変換デ
バイスとして二次電池、燃料電池、太陽電池を中心に、その仕
組みや動作原理について理解する。

(兼担) 野原

ワインと宝石

ブドウ栽培、ワインの製法、微生物およびブドウとワインの科
学、ワインと健康につき講義し、ついで宝石の結晶材料への変
貌を辿りつつさまざまな日常生活に関わりの深い無機材料につ
き講義し、これらに関する理解を深める。
・コース紹介（中川、奥田）
・病気からブドウを守る（鈴木）
・ワインの発酵と微生物（柳田）
・ワインの成分（奥田）
・ワインの製造方法（岸本）
・ワインのおいしさ（久本）
・ワイン関連総括と総括評価（奥田）
・宝石からセラミックスへ（武井）
・単結晶合成法と単結晶の持つ意味（細谷）
・結晶の完全性（綿打）
・結晶構造解析手法（山中）
・結晶構造と機能（熊田）
・機能性単結晶（田中）
・物質と色（中川、有元）
・宝石関連総括と総括評価 （中川）

複数教員による共同方
式
(専) 柳田、奥田、
鈴木(俊)、岸本、
久本
(兼担) 中川(清)、
田中(功)、熊田、
武井、細谷、綿打、
山中、有元

これからの機械技術

これからの機械技術は、広範で多岐にわたる機械技術のベース
となっている基礎知識と最新のトピックスを初心者に分かりや
すく解説する。本年度は主に、熱、流れ、材料、力学、機械な
どの分野に関連した興味ある話題を紹介する。これによって、
機械工学が工学分野で重要な役割を果たしていること、また、
先端技術と密接な関係を有していることを理解し、それぞれの
分野においてさらに深く学ぶ意欲を引き出すことを目指す。
（武田）
・熱の伝わり方
・エネルギーを有効に使う
・原子力エネルギー
・自然エネルギー
（水口）
・生体工学の概要
・福祉工学と科学技術
・超音波の工学への応用
・超音波の医学への応用
（小川）
・新しい燃料(燃料電池)
・新しい燃料(バイオマス燃料)
・新しい燃料(電池その他)
（園家）
・表面改質（CVD,PVDなど）
・表面改質（レーザ処理など）
・表面改質（溶射技術など）
・評価、総括・まとめ

複数教員による共同
方式
(兼担) 園家、武田
水口、小川

人間と機械

人類と機械技術のかかわりについて機械やそれに使用する材料
に関する発達の歴史を含めて概観する。新材料や新製品開発の
過程についてエピソードを紹介しながら観察や考察の重要性に
ついて解説する。さらに人間と機械の違いについて論じるとと
もに、ものづくりに対する試行方法やその方法論について、具
体的な例をあげて説明する。
・機械の発達の歴史（本田）
・機械産業の歴史と環境問題（北村）
・工作機械や工具、加工方法及び材料（平）
・高度熟練技能の現場　（萩原）

複数教員による共同
方式
(兼担) 本田、
北村(敏)
平(晋)、萩原
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地球の見方

高校の地学を履修する機会がなく、地球についての知識が中学
生レベルにとどまっている人のために、最近の地球科学・宇宙
科学による新しい地球観・宇宙観を紹介します。どのような研
究や方法によって、どのような地球観・宇宙観が得られている
か、地球や宇宙の科学的な見方を理解することを目的としま
す。

(兼担) 石垣

医工学と現代社会

生命現象を物理や化学の言葉で説明しようとする生命の科学
は、２０世紀の後半から現在まで、めざましい進歩を遂げた。
その研究の成果は、人々の生活への応用という面で、現代の医
学や工学と連動し、「医工学」ともよばれるようになってい
る。
　本講義では、こうした現代の生命の科学（一般にライフサイ
エンスと呼ばれる）の研究成果がどのようなものであるかを
種々の事例を上げて概説し、また、それらが現代のわたしたち
の生活、とくに医学や工学の面においてどのように応用され、
また影響を与えつつあるか等について論ずる。本講義により、
医工学と現代社会の諸問題への可能な限り正確でかつ広汎な知
識を身につけ、さらにそれらの諸問題への強い問題意識を醸成
する。

(兼担) 宮川(洋)

一般相対性理論への招待
２０世紀最大の物理学上の発展であったアインシュタインの特
殊相対性理論と一般相対性理論を数理的に基礎から解説する。
応用として宇宙の膨張を取り扱う。

(兼担) 山下(和)

クリスタルサイエンス

講義で習ったことをすぐさま実験で確認するという、新しい授
業形態（講義と実験の融合）を実施することで、理科の楽しさ
を感じさせることを目標とする。
　クリスタル研の教員11名と学生を４グループに分けて、１
テーマ３回の中で実験、観察などを行い、4テーマで色々な結
晶に関する知識、実験技術に触れるようにする。

(兼担) 田中(功)、熊
田、中川(清)、細谷、
山中、綿打、武井、
有元、米崎、長尾、
三浦

ワイン製造及び体験実習

ワイン製造および体験学習を行い、ワインに関するより質の高
い教育を実践することができる。ワイン科学研究センターの醸
造設備を用いて、ワイン製造および体験学習を行うことにより
ワインに興味をもつ学生教育に効果があると思われる。

集中
(専) 岸本

生命科学と社会 科学の社会への貢献と両者の軋轢について、最近特に進展のめ
ざましい生命科学の話題を中心に解説する。

(兼担) 宮崎

数理の発想でみる自然・
社会・人間

統計や数学の諸手法を使って、自然・社会・人間にかかわる現
象を分析する。

(兼担) 成田

電気とコンピュータ

この講義では、まず電気の基本的な性質をまず学び、つぎに電
気をいかにして作り、それを家庭まで送られてくるかについて
学びます。これにより、電気にたいする基本的な知識を修得す
るとともに、現代のエネルギー問題としての電気についての基
本的な考え方を修得します。次に、現在の情報化社会への起爆
剤となったマイクロプロセッサの開発の歴史、開発にいたった
経緯や、マイクロプロセッサを用いたパーソナルコンピュータ
やビデオゲームなどマイクロプロセッサを応用した機器の開発
の歴史などについて学びます。最後に、コンピュータの中身や
構成などの基本的な構成、それを理解するためのブール代数な
どの基礎について学びコンピュータに対する基本的な知識を修
得します。

(兼担) 清弘

水圏植物の生物学

水圏植物の本質、重要性、我々人間との関わりについて理解す
るため、水圏植物を「水域に生育する酸素発生型光合成生物」
と定義し、生命の誕生から人類の出現に至る生物の歴史の中
で、それらの果たしてきた役割と、それらの分類・生態・利用
について概説する。簡単な実験や実際の植物を見せることもあ
るので、定員は３０名程度とする。

(兼担) 芹澤
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子どもと事象の数理

小学校・中学校・高等学校で学習した数学の知識をどのように
活用すれば、事象を数理的に考察することができるのかを経験
するとともに、その経験を通して、数学的見方・考え方を一層
伸ばす。

(兼担) 清野

数学的見方
数学とは、難しい計算問題を解いたり公式を暗記したりするも
のではなく、論理的な証明の積み重ねによって、一つの理論を
築いてゆく学問である事を学んでもらう。

(兼担) 小池

依存の科学

アルコール依存症から始め、過度の飲酒の怖さ、それらが家族
に及ぼす影響等を理解する。また、その他の物質依存やプロセ
ス依存について理解し、（あるばあいは）自己の中にある依存
の芽に気がつく。

(兼担) 小畑

ガイア仮説と地球システ
ム科学

近年、地球表層での物質循環や気候などを、大気圏、水圏、岩
石圏、生物圏の間の有機的な相互作用の一局面として捉える
「地球システム」とも呼称される概念が、気候学や生態学など
様々な学問分野で注目され始めた。そのルーツを遡ると、地球
の無機的環境と生物がその相互作用の中で環境の恒常性を維持
する自己統制システムを確立してきたという、ガイア仮説に辿
り着く。
　本授業では大気圏、水圏、岩石圏、生物圏の構造と機能、こ
れら各圏の相互作用により構築される物質循環システムや気候
システム、更に地球システム科学の先駆けとなったガイア仮説
について学習し、地球環境とその変動がもつ意味を惑星スケー
ルで捉えるために必要な「地球システム」の視座を会得する。

(兼担) 松本(潔)

魔方陣から現代数学へ

魔方陣というパズルを解くことを目標に現代数学のある断面の
基本的なことがらを学ぶ。なぜ算数や数学を学ぶことが大切な
のか、数とはなにか、などについても織り交ぜて語る。アイデ
アが迸る様子を少しでも実感してもらえる様な講義を目指す。

(兼担) 大西

物理パズルで親しむ身近
な自然現象

アメリカの物理学教師の協会（American Association of
Physics Teachers）が発行する物理教育誌“The Physics
Teacher”には、1986年から "Figuring Physics" と題するコ
ラムが連載されている。このコラムでは身近な自然現象を題材
にしたクイズを毎回、出題している。
　本授業ではこのクイズを毎回 数題ずつ取り上げ、履修学生
各自に回答してもらう。肩のこらないクイズ形式の問題の回答
を自身で考え、その後に、教員による解説を聞くことを通じ
て、自然現象を物理学の枠組みの中で捉え、理解する態度を涵
養する。

(兼担) 長島

自然災害と都市防災

災害が多発する我が国を取り巻く自然環境と自然災害の発生メ
カニズムを説明した上で、事前の防災対策として我々に身近な
都市防災の技術について概説する。
　本講義では、自然災害、その役割や基本的な考え方を理解す
ることを目的とする。講義の後半では、最先端の都市防災技術
が現象と関連付けて各専門分野の担当教員より紹介される。
（鈴木）
・ｲﾝﾄﾛﾀﾞｸｼｮﾝ：我が国を取り巻く災害発生環境，防災と減災
・地震・津波災害
・台風・豪雨水害
・土砂災害
・火山災害
・都市防災のまとめ
・ソフト防災による減災対策
（吉田）
・構造物の免震・制震技術
（齊藤）
・コンクリート構造物の耐震技術
（後藤）
・地震時の地盤の液状化

複数教員による共同
方式
(兼担) 鈴木(猛)
後藤(聡)、齊藤(成)
吉田
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ウイルスと人間Ｂ

現代のウイルス感染症に関する話題を取り上げ、人間を宿主と
するウイルスの進化や共生関係（ウイルスの病原性とヒトの免
疫応答も含む）を理解するとともに、新しく開発されたワクチ
ンや抗ウイルス薬、さらに薬害などの事例に関する議論も行
い、「ウイルスと人間の関係」についての理解を養うことを目
的とする。

(兼担) 加藤(伊)

心理学への誘い

本講義では、大学生がはじめて学ぶ心理学を概観し、研究対象
としている「心」をどのように捉え、研究をどのように進めて
いるのかについて理解を深めること、また、心理学の知識を習
得しながら自分や自分の身近な人々、社会的出来事に関する理
解を深めることを目的とする。

(兼) 小澤、斎藤(実)

音楽の即興表現

音楽の原点である即興演奏についてその歴史を概観し、様々な
時代、ジャンル、形式での実例に触れる。さらに現代での音楽
シーンにおける可能性を考え、音楽の即興表現とは何であるか
を各人が考える場にしたい。また、演奏実習を通して即興演奏
や編曲の世界の広がりや楽しさを味わってほしい。

(兼担) 藤原(嘉)

死生学入門

「生」と「死」に関する講義、ロールプレイを含めた発表、グ
ループ討論、シナリオ作り等を通して、生きることの大切さ、
関わることのすばらしさについての認識を深める。将来にわ
たって「死」を見据えながら「生」を真剣にとらえていく力を
つける。

(兼担) 中村(和)

健康科学

本講義の願いは、学生諸君が現在および将来に渡って、健康で
充実した生活が送ることができるようになるということであ
る。つまり、保健の科学的認識を発達させることにより、あな
たが健康問題に対して主体的に取り組み、解決していくことが
できるようになって欲しいと願うものである。

(兼担) 福永

スポーツマッサージ入門

マッサージにより、心身のストレスから起こる疲れ、肩こり、
腰痛、精神的不安などを取り除くことができる。基本的なス
ポーツ・マッサージについて正しい実施方法を講義と演習で行
う。

(兼担) 藤本

感性による造形

「はっ。」と風景や自然の事物の美しさに息を飲み、心を奪わ
れる体感を持つことがある。私達は自然の成り立ち、仕組みの
中で摂理と運動（遊び）の構造を多くの物と共にしている。一
瞬の記憶、インスピレ－ションがどのような事柄から生じ、時
間と共に思いに膨らみ、形に留めたい、更に発展させたいとの
願いとなるのか。そうした創作活動を身近な素材に託し制作を
試みる。

(兼担) 菅沼

スポーツとダイエットの
科学

日常の「生活」の視点から「健康」について考察する。スポー
ツやダイエットといった身近なテーマを科学的に学習していく
プロセスで自らの心身に対して興味・関心を持ち、生涯を共に
する「身体」の重要性への気づきを促す。また、世の中には一
見科学的な健康情報が氾濫しており、情報過多の時代を生きる
上で、懐疑的に検証してみる姿勢が必要になる。そのための基
本的な思考方法を身につけ、賢明に生きる態度を養う。

(兼担) 小山

かたちの不思議と幾何学
的ﾃﾞｻﾞｲﾝ

デザインにかかわる「かたち」のありようを、“不思議”とい
う情緒的な視点と“幾何学”という合理的な側面の双方から概
説する。

(兼担) 村松(俊)

生命倫理
生命倫理における基本的な問題と考え方を理解することを目的
とする。そのため、生命倫理のさまざまな問題を、歴史的な経
緯を踏まえながら、とりあげ考えていくことにする。

(兼担) 香川
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医療の最先端

「脳神経外科の最前線」や「消化器外科治療の最先端」など、
臨床医学の最新の内容を分かりやすく解説する。
・脳神経外科の最前線
・消化器外科治療の最先端
・心臓と血管の病気
・最先端の消化器内視鏡診療
・心臓外科と医用工学
・運動器疾患の最先端研究と臨床
・切らずに治す内視鏡手術
・クリティカルケアの最先端
・糖尿病治療の最前線
・失われた聴力とその獲得
・眼球の構造と眼科手術
・小児白血病と移植医療
・認知症診療の現状と展望
・最先端の放射線医学－今、放射線を使って何ができるか－
・不妊治療の現状と将来の展望

オムニバス方式
代表者
(兼担) 松本(雅)

社会における看護と介護

社会で生活するあらゆる年齢層の人々とその家族のもつ健康問
題およびその人々と家族に対する看護と介護についての理解を
深める。
・概論、高齢者の家族介護
・障害者と家族
・自分の身体を守る
・小児医療における看護の現状
・食育と健康
・リプロダクティブヘルス・ライフ
・働く人々の心の健康
・慢性疾患をもつ患者の看護
・脳卒中患者のリハビリテーション
・日常生活における骨そしょう症予防
・肝疾患予防・改善のための生活指導
・介護をとりまく社会制度
・在宅療養と医療処置
・死に逝く人と遺される人

オムニバス方式
代表者
(兼担) 新田

社会の中の医療・医学

医療技術の進歩が現代の社会に及ぼす影響を考えてみることを
目標とする。そのため、前半は医学実験に関わる問題を歴史的
に取り上げ、医学実験に対して社会がどのように対処しようと
してきたのかを考える。後半は、｢死ぬ権利」という奇妙な概
念を中心に、医療技術の進歩によって社会意識がどのように変
化してきているのかを明らかにする。

(兼担) 香川

人体の生命科学

人体の複雑な構造や機能さらには生命の仕組みやその異常など
について、基礎医学の立場からわかりやすく講義する。具体的
には、｢人体の生命科学｣に関する基本的な事項について、基礎
医学の各専門領域からオムニバス方式で多核的な講義を行う。
本授業はヒトの｢命｣の科学的背景を広く理解することを目的と
する。
・赤血球にはじまる膜骨格の概念
・細胞のプロペラ、アンテナ　－繊毛の機能とその多様性－
・ＤＮＡからみた縄文人
・脳と体温
・免疫とアレルギー
・心の神経生理学
・脳を育む　―脳はどのように構築されるのか？
・感染症とは？：細菌、ウイルス、真菌の違い
・脳の情報処理：神経細胞とグリア細胞
・学習と記憶の分子生物学
・がんの生物学
・疫学：ヒトの集団を対象とした医学研究の手法
・炎症と肺疾患

オムニバス方式
代表者
(兼担) 北村(正)
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アウトドアパスーツⅠ

この授業ではアウトドアでの楽しい体験を行います。授業は、
安全や事前の準備等に関する講義を行い、週末、休日を利用し
て日帰り、または宿泊での活動をします。各プログラムのなか
で小グループを形成し、活動の企画・立案します。さらに、渉
外、記録、食料、装備などの役割を分担し、一連の活動を学生
自らが主体的に進めていく授業です。実際のアウトドアで、安
全で楽しく、自然環境に配慮した活動を目指しています。

(兼担) 川村

アウトドアパスーツⅡ

この授業ではアウトドアでの楽しい体験を行います。授業は、
安全や事前の準備等に関する講義を行い、週末、休日を利用し
て日帰り、または宿泊での活動をします。各プログラムのなか
で小グループを形成し、活動の企画・立案します。さらに、渉
外、記録、食料、装備その他の役割を分担し、一連の活動を学
生自らが主体的に進めていく授業です。実際のアウトドアで、
安全で楽しく、自然環境に配慮した活動を目指しています。

(兼担) 川村

写真の歴史

デジタル技術の進展により、現在、写真の性質は大きく変化し
ている。そもそも、写真はどのように発明され、利用され、私
たちの生活をどのように変えてきたのだろうか。美術との関係
を中心に、記録やジャーナリズムにおける役割にも注目して、
写真の歴史を振り返る。

(兼担) 平野

健康社会学
日常生活に必要な医学・医療の基本的な情報を提供すると同時
に、社会にあふれる健康・医療・福祉にかかわる様々な情報に
ついて検証していく。

(兼担) 宮村

アンサンブルの楽しみ

アンサンブルはフランス語で「一緒に」や「全体・一揃え」と
いう意味で、音楽用語で「合奏」を表す。本授業では西洋音楽
を中心に受講生の演奏技術を応用･利用して「一緒に演奏する
楽しさ」「全体が揃うという一体感」を味わうことを目的とし
ている。演奏技術は必ずしも高度なものを必要としていない
が、ピアノ、マリンバなどの大きな楽器以外は個人で準備して
欲しい。学部、講座を異にする者同士による音楽的コミュニ
ケーションの楽しさを講義や演習を通して味わってもらいた
い。

(兼担) 手塚

球技スポーツの魅力

球技スポーツには室内で行なうバスケットボール、バレーボー
ル、卓球など、室外で行なうソフトボール、サッカー、ラグ
ビーなどがあり多種多様の魅力が隠されている。
そこで、本講義ではそれらの種目の技術的な特性ばかりでな
く、その競技が生まれてきた背景や歴史的な流れ、そしてそれ
らに伴うルールの変遷などを紐解きながら本質的な魅力を探る
ものである。特に、実技では誰もが生涯スポーツとしても有効
になっていくソフトボールを取り上げ、白球に親しみながら打
撃、守備、走塁等の基本技術を磨き、チーム毎に戦術を考え、
ゲームも行ないながら実際場面での経験知を獲得していくもの
である。

(兼) 古澤

運動と遊び
「遊び」の歴史的変遷を理解し、実際にからだを使った様々な
遊びを行いながら、社会、教育、健康といった側面から「遊
び」に含まれる今日的意義を考察する。

(兼) 沢木

スポーツ考現学への誘い

現代社会において最もポピュラーな文化のひとつであるスポー
ツが、わたしたちの思考や価値観、イデオロギー、アイデン
ティティなどに及ぼす重要性に関して検討する。そしてスポー
ツがいかに社会的、文化的、イデオロギー的に重要な意味と機
能をもっているかを理解する。

(兼) 橋本(純)

健康なからだ論

健康的な生活を送るためには、身体的要因だけでなく精神的要
因も併せた心身両面のバランスのとれた状態を維持することが
大切である。このため、健康の維持・増進のために必要とされ
る知識や自己管理能力を高めるための基礎知識を学習し、具体
的な手法・技術を習得する。

(兼) 山下(陽)
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パーソナリティ心理学

パーソナリティとは、個人の人格や性格、気質などと表現され
るものの総体と考えられる。この授業では、パーソナリティの
個人差に焦点をあて、その個人差がどのように形成・発達され
ていくのかや、パーソナリティの違いが個々人の社会への適応
にどのように関わるのかについて考えていく。

(兼担) 酒井

こころの健康づくり

コミュニケーションに関する知識や理解を深め、またスキル
アップを図りながら、人間関係づくりについて具体的・体験的
に学習することを目的とします。講義では自分自身のものの見
方・考え方を捉えながらの自己理解を深めていきます。またグ
ループワークを通しての他者理解を深め、相対的な視点に立っ
た自己への気づきを促すことを目指します。

(兼担) 伊藤(美)

ミュージカルを歌おう ミュージカルを通して自己表現の楽しさを学ぶ。最終的に1時
間程度のミュージカル作品を上演する。

(兼担) 片野

余暇社会の身体活動

価値のある、質の高い人生（Quarity of Life）を送るために
は、質の高い仕事生活（Quarity of Work Life）、質の高いレ
ジャー生活（Quarity of Leisure Life）、そして質の高い健
康生活（Quarity of Healhty　Life）を実現することです。
　本講義では、特にQuarity of Leisure LifeとQuarity of
Healhty Lifeを実現していくために必要な知識、技術、そして
その考え方について学習していくことを目的とします。具体的
には、「レジャーとは」ということに検討を加えながら、その
実践方法について学習していきます。

(兼) 古屋(顕)

ピアノを弾こう ピアノ実技を通して演奏体験を積み、音楽と個人との関わりに
ついて意味を探る。

(兼担) 酒匂

音楽の分析と表現

音楽作品を知的に感覚的に理解し、その結果を絵など、なんら
かの形で表現することを目的とする。音楽は個人的な趣味で
様々に楽しまれるものであるが、曲の形式や構造などを理解し
た上で鑑賞したり演奏したりすると新たなよさを発見できるも
のである。そして、そこで終わらず、その新たな発見をもとに
自らが、絵などの表現に取り組んでもらいたいと考える。ルネ
サンス、バロック、古典派、ロマン派、近代・現代等の楽曲を
対象とする。

(兼担) 小島

ダンス・セラピー

舞踊文化と身体文化をセラピーの観点から学ぶ、体験学習で
す。ヨガ、呼吸法、コンタクト・インプロ、オイリュトミーな
どの身体技法から、からだとこころを緩めていきましょう。世
界各地のさまざまな舞踊文化とアートの世界のダンスの理解も
含めて楽しくダンス文化に親しみましょう。

(兼担) 木村

東洋音楽鑑賞
東洋諸国の音楽文化の歴史・社会的背景を取りあげ、その音楽
的要素（リズム、旋律、形式等）を分析しながら、東洋音楽の
多様性を考える。主な対象は各国の古典音楽である。

(兼担) グローマー

異文化間コミュニケー
ション

異文化間コミュニケーションを行う上で必要な心構え、態度、
スキルを学び、コミュニケーション能力を高めることを目的と
しています。また異文化間コミュニケーション理論も紹介して
いきます。

(兼担) 奥村(圭)

アジアの人々

アジア、特に東アジアの国々に住む人々がどのような暮らしを
しているか、また日本をどのように捉えているか、彼らとどの
ように接して行ったら良いかを考えてもらう。素材としてスラ
イドを主とした資料を用いる。

(兼) 川田

ボランティア理論 ボランティア活動の理解と実践活動への導入について解説しま
す。

(兼) 大和田
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世界近現代史の潮流と日
本

世界の近現代史を新たな視点（＝西欧の世界的拡大としての近
代とその動揺）から学ぶことを通して、現代社会が直面してい
る様々な問題とその経緯を理解し、世界の中の日本、その中で
の私たちを取り巻く社会の仕組み・問題点を考察する。

(兼担) 坪内

現代政治のイシュー

政治パラダイムのストーリーラインについて学び、現代の主要
政治イシューをパラダイムの次元から理解する。このような過
程を通じて、政治イシューに関する様々な主張を比較考量でき
る能力を身に付ける。

(兼担) 金

映像を通じて見る異文化

映像資料を題材に、自文化を見直し異文化を理解するととも
に、留学生と日本人学生間の異文化間コミュニケーションを実
際に体験することを目的としています。
授業は基本的に英語で行われます。
・オリエンテーション（奥村）
・４コマまんがで考える日本のあいさつ （田中）
・４コマまんがで考えるホンネとタテマエ（田中）
・暴力・正義・アイデンティティをめぐる冒険（秋山）
・暴力・正義・アイデンティティについての討議（秋山）
・映画に見る死生観1（森田）
・映画に見る死生観2（森田）
・「隣のトトロ」における環境の重大さ（森田）
・「隣のトトロ」における日本の田舎の日常生活の描写(森田)
・日本映画に見る家族像１（滝口）
・日本映画に見る家族像２（滝口）
・現代社会での人と人との関わりを考える1（奥村）
・現代社会での人と人との関わりを考える2（奥村）
・学生による成果発表（全教員）
・まとめとフィードバック（全教員）

複数教員による共同
方式
(兼担) 森田、
田中(武)
秋山(麻)、滝口
奥村(圭)

電子音楽の世界

現代の私たちを取り巻く生活環境にも電子音は溢れその恩恵を
受けている。電子音楽の過去~現在の歴史を追いながら、年代
順に様々な音源、映像、開発された機器等を紹介し、作曲家、
音楽家、研究者達がどのような音を探求してきたのかも含め、
変遷を考察する。
　講義では実際に実物の楽器、機材、レコーディングスタジオ
での録音等の体験も試みる。教養として音楽における電子機
器、メディアについての知識を深めることを目的とする。

(兼) 吉原

全
　
　
学
　
　
共
　
　
通
　
　
教
　
　
育
　
　
科
　
　
目

教
　
　
養
　
　
教
　
　
育
　
　
科
　
　
目

- 50 -



授業科目の名称 講義等の内容 備考

共生科学入門

（概要）自然環境と人間社会の共生に向けて共生の科学的意味
を理解する。生命科学、食物科学、環境科学、社会科学におけ
る共生科学について学習する。
（オムニバス方式／全15回）
（33竹内　智／１回）多角的なものの見方や考え方から、生
命・食物・環境・社会が相互に関連する共生科学とは何かにつ
いて学ぶ。
（33竹内　智／3回)安全・健康・平和などの人間の安全保障を
維持しながら自然環境との共生を実現していく社会の構築に向
けて、諸課題の解決に向けた自然科学的な基礎知識を身につけ
る。
（51金　基成／3回)人間と人間との共生及び人間と自然との共
生という観点から現代社会及び地域の発展にかかわる諸問題を
捉えなおすとともに、これらの問題の解決にかかわる社会科学
分野の基本的知識を習得する。
（竹内・金／1回）環境・共生社会系のまとめと試験
（1宮川洋三／3回）生態学的な意味での共生の概念についての
理解を基礎として、生命科学と現代社会が抱える諸問題を共生
の視点から捉え、考察する問題解決能力を身につける。
（18村松　昇／3回）農業という観点から見た共生について考
え、食料生産や組換え植物、農薬問題など、身近な話題を例と
して諸論点を学び、問題を論理的に解決するための手法を体得
する。
（宮川・村松／1回）生物・生産系のまとめと試験

オムニバス方式
(専)村松(昇)
(兼担)宮川(洋)・
竹内・金

生命環境基礎ゼミ

（概要）問題の設定、文献・資料の収集・読み込み、結果の分
析・発表・討論およびレポート作成、発表の基本的スキルを修
得し、大学における勉学、研究の基礎力を身につける。
初めに本講義の狙いと進め方の説明を全員に行うが、それ以降
は学科ごとに５人程度のグループに分かれ、各学科教員の指導
のもと、レポートの作成、検討課題の設定とそれに関するプレ
ゼンテーション準備を行う。後半の３週を使い、受講者全員を
相手にグループごとにサイエンスカフェ方式でのプレゼンテー
ションを行う。また聴衆となった学生は他グループの発表内容
の理解に努め、聴講報告書の作成を行う。プレゼンテーション
終了の翌週には各自が作成した報告書をグループ内の学生間で
添削しあう。この一連の作業や議論を通して、本学部の学習内
容や研究手法を理解する。また、専門を異にする聴衆に対して
分かりやすい話をすることや、そのためには広い学問分野に対
する興味と理解を持つことの重要性を学ぶ。

(専)山下(裕)・
中田・三木
(兼担)若山・野田・
大槻・風間・岩田・
田中(靖)
北村(眞)・喜多川・
高橋(智)

生物資源論

（概要）山梨県内で重要な産業である野菜や果樹栽培の基礎的
知識を学ぶ。産業の実態や加工、流通など、様々な方面からの
講義を通して、山梨県の特産品である野菜類、ブドウ、モモや
その他の果樹、ワインなどについて学ぶ。
（共同／全15回）
（村松　昇／7回）野菜や果樹（モモやスモモ、サクランボ）
を題材として、その栽培、加工、流通などの知識を学ぶ。
（山下裕之／7回）ブドウ栽培の基礎的な知識とワイン用・生
食用のブドウの差異、ワイン製造の基礎的な知識を学ぶ。
（村松・山下（裕）／1回）総括、総合評価

複数教員による共同
方式
２クラス編成
(専）村松(昇)・
山下(裕)
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生物資源実習

（概要）山梨県内の食品産業や果樹産業について具体的に学ぶ
ことを目的とする。農場圃場での体験を通し、農作物（特に果
樹など）の生産の実態や問題点を学び、また、食品加工工場な
どの見学を通して、食品のあり方や品質管理などを総合的に学
習する。
（共同／全15回）
（柳田藤寿・奥田　徹／1回）授業の目的、日程調整、準備に
必要な事柄について学ぶ。
（村松　昇／7回）果樹園・農場での作業体験を行い、農業に
ついて基本的事項を体得する。
（谷本守正・望月和樹・山下さやか／7回）食品製造工場など
での実習および食品製造体験を行い、食品製造の基礎を体得す
る。

複数教員による共同
方式
集中
４クラス編成
(専)村松(昇)・
谷本・望月(和)・
柳田・奥田・
山下(さ)

情報処理及び演習

実験データの整理や文書・レポート作成、レポート提出、先生
への質問、お互いの情報交換などにコンピュータを道具として
利用できるようになること、すなわち「情報リテラシ－」を身
につけることを目標とする。また、コンピュータのネットワー
ク環境を理解し、有効に活用できることを目標とする。さら
に、道具として使いこなすだけでなく、コンピュータ、ネット
ワーク環境を利用する上での情報倫理についても理解する。コ
ンピュータを実際に使いながら学習する。

２クラス編成
（兼担）島崎(洋)・
馬籠

講義　１０時間
演習　２０時間

基礎統計学

生物学、農学、環境科学あるいは経済学などにおいて、得られ
た結果を統計的に分析することは重要である。本講義では、統
計科学への導入として、確率の概論、記述統計学から推測統計
学の基礎について学習する。

（兼担）下川

基礎統計学演習
統計的データ解析は、観察研究と実験研究に大別される。この
ことに留意して、分割表分析、分散分析、そして回帰分析と
いった方法を学習する。

（兼担）下川

生命科学概論

生命科学は、生命を取り巻く関連諸科学の総称であり、農学・
環境科学・薬学・栄養学・医学・生命工学などは、生命科学を
応用した学問分野である。本講義は、これら応用分野を学ぶの
に必要な生命科学の基礎知識を習得することを目的とした生物
学の概論である。細胞生物学、分子遺伝学、分子生物学の基礎
を理解する。

（兼担）大槻

食物科学入門

食品製造とその利用に関する基礎的知識を学ぶ。食品の分類や
加工に関する基礎知識、食品の重要性などを理解する。
（共同／全15回）
（谷本守正／8回）食品製造の基礎と人間生活におけるその役
割を理解する。
（望月和樹／7回）食品中に含まれる成分の構造および身体に
対する機能などを学ぶ。

複数教員による共同
方式
（専）谷本・
望月(和)

環境科学入門

人類の生存を支えるさまざまな環境資源を概観するとともに、
人口増加や経済活動の拡大に伴い環境汚染や地球環境問題が発
生した歴史と現状について学習する。また、食料やバイオマス
など生物資源の利用と環境との関係について学び、さらに、環
境問題解決のためにどのような対策がとられてきたか、また国
際的な取り組みなどについて学ぶ。

（兼担）新藤

経済経営学入門

自然と社会との共生の具体的な姿を展望していくうえで、現代
の経済システムや企業経営がどのような特徴を備え、どのよう
な原理や法則に基づいて経済システムが運動しているのか、ど
のような原理や理念に基づいて企業経営が行なわれているのか
を学ぶ意義は大きい。そこで本講義では、現代経済システムや
企業経営に関する基本的な知識を学ぶとともに、経済・経営の
実際を観察するための「道具」の使い方を身につけること、す
なわち「経済や経営を見る目」を養うことを履修目標とする。
その際、現実の経済や経営に対する理解をより深めることを目
指し、具体的事例に即した「道具の使用法」もあわせて学習す
る。

（兼担）西久保・
竹之内・門野
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リスクマネジメント概論

（概要）リスク管理、リスク・マネジメントはこれからの社会
で重要な役割をもつ。ここではリスク概念の系譜をたどること
で、その概念のもつ学問的役割を理解するとともに、リスク管
理やリスク・マネジメントの具体的方法について学ぶ。
（共同／全15回）
（高橋智子/9回）リスク概念の系譜、科学技術のリスク、エネ
ルギー分野におけるリスク管理、企業におけるリスク管理につ
いて学ぶ。
（風間ふたば/6回）環境リスクとマネジメント、食物生産のた
めのリスク・マネジメントについて学ぶ。

複数教員による共同
方式
（兼担）風間・
高橋(智)

生命倫理学

生命倫理学は20世紀後半以降の生物学革命と呼ばれる事態を受
けて登場し、特に生命科学・医学に関わる研究規制の問題を重
要な研究テーマとしてきた。たとえば、1975年の遺伝子組換え
技術をめぐるアシロマ会議は生命倫理学の重要な出発点のひと
つになっている。ここではそうした生物学革命に発する生命倫
理学の形成過程を踏まえながら、生物学・医学に関わる実験研
究の倫理という観点から生命倫理学の問題を整理し、国内外の
議論と法的規制の現状について具体的に検討する。対象となる
のは、ヒトや動物を対象とする実験、遺伝子組換えやクローン
技術、ES細胞・iPS細胞研究などである。本講義では、そうし
た具体的な検討によって生物医学研究に必要な倫理的マインド
を身につけることが目標となる。

(兼担）香川

基礎数学
統計学、情報処理などに必要で今後の専門科目を学習する基礎
となる数学、すなわち、多項式関数の微積分、行列、順列・組
み合わせ、確率などについて学習する。

２クラス編成
（兼担）伊藤(一)・
宮川(雅)

基礎数学演習
基礎数学の学習を助けるとともに、多項式関数の微積分、行
列、順列・組み合わせ、確率など数学の応用力を身に付けるた
め、演習問題を解くことを中心に学習する。

２クラス編成
（兼担）伊藤(一)・
宮川(雅)

微積分学

微分積分学は解析学や微分方程式といった科目はもちろん、物
理や力学といった名のつく科目を学ぶのに不可欠な学問であ
る。この授業では、関数の極限や連続性、導関数の定義、定積
分と不定積分の定義から、三角関数、指数関数、対数関数と
いった初等関数の微分積分、逆関数の取り扱い、合成関数の微
分、置換積分、部分積分など重要な基本事項を扱う。高校で勉
強したものと重なる部分も多いが、より体系的に学ぶことにな
る。数式の計算だけに目を奪われることなく、数式が表してい
る概念や意味を理解することを大切にする。

（兼担）島

線形代数学

自然科学や工学の対象となる現象や法則の学習・研究におい
て、「線形性」と呼ばれる性質が重要な役割を果たしている。
線形代数学は、この「線形性」の基礎を対象とする数学体系で
ある。「線形代数学」は、線形代数学の入門と基礎的な部分を
担当する。具体的には、行列の定義とその演算，連立１次方程
式の解法（掃き出し法）、行列式、クラメルの公式、等を学習
する。

（兼担）島

基礎物理学Ⅰ
物理学全般について、規則性・法則性を理解するとともに応用
力を養う。基礎物理学Ⅰでは、熱力学、電磁気学等を参照しな
がら、物理学の基礎となっている力学を中心に学習する。

（兼担）竹内

基礎物理学Ⅱ

物理学全般について、規則性・法則性を理解するとともに応用
力を養う。基礎物理学Ⅱでは、基礎物理学Ⅰで学習した力学を
基礎として、波動、電磁気学、熱力学、原子物理学、相対性理
論などについて学習する。

（兼担）島

化学概論

理系学科で必要となる化学的知識の基礎を学ぶ。元素、原子、
周期律表の学習から、無機化学および有機化学の諸分野を概観
し、以降の化学関係講義の履修の基礎となる知識を身につけ
る。

（兼担）鈴木(保)
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基礎化学

有機化学を学習することは、生物科学の根源を理解する上で必
須である。本講義では、分子レベルでの反応を正確に理解する
基礎を目標に授業を行う。化合物の性質、命名、反応性を具体
的な化合物を通して理解する。これと同時に生命科学を学ぶ上
で必須の有機化学的な知識に的を絞って学習する。

（兼担）新森

生物学概論

生命科学を学ぶ上で基礎となる生物そのものの理解を目指す。
高校で生物を学んで来なかった学生も含めて、細胞、代謝、進
化、系統、生態系等に関する基本的な知識を習得し、以降で展
開される生物科学系諸科目の受講に向けた基礎知識を得る。

（兼担）御園生

基礎生物学

　
細胞とそれを構成する生体分子（核酸、タンパク質、糖質、脂
質等）について、その多様性と性状を学ぶ。また、代謝やエネ
ルギーを獲得するための生体反応に関して熱力学からの基礎的
理解を含めて学習する。具体的な主項目として、生命現象と代
謝の成り立ち、核酸の構造とその情報発現、タンパク質の構
造、生体膜の構造と機能（膜輸送）、エネルギー生産、発生、
情報（シグナル）伝達、そして進化と生命の起源などの観点か
ら学習し、生物学の基礎知識と専門科目の履修に必要な専門基
盤知識を習得する。

（兼担）宇井

生命科学方法論

（概要）医学、生命科学研究で使われる代表的な手法の原理と
応用を解説する。
（共同／全15回）
（大野伸一／1回）生命現象解析のための顕微鏡法
（小泉修一／1回) 神経機能イメージング
（佐藤　悠／1回) 電気生理学的脳機能解析（１）
（三枝岳志／1回）電気生理学的脳機能解析（２）
（範　江林／1回）遺伝子改変動物
（竹田　扇／1回）質量分析法
（大塚稔久／1回）蛋白質精製
（宮澤恵二／1回）生化学・分子細胞生物学方法論（１）
（平　敬宏／1回）生化学・分子細胞生物学方法論（２）
（安達　登／1回）PCRの原理と応用
（秋山真治／1回）生命科学における数理物理学的手法
（中本和典／1回）データの科学（１）
（西郷達彦／1回）データの科学（２）
（大野、小泉、佐藤、三枝、範、竹田、大塚／1回）総括評価
（宮澤、平、安達、秋山、中本、西郷／1回）総括評価

複数教員による共同方
式
（兼担）大野、小泉、
佐藤(悠)、三枝(岳)、
範、竹田、大塚、
宮澤、平(敬)、安達、
秋山(真)、中本、
西郷

環境健康科学

（概要）環境因子や食事が人の健康に及ぼす影響を解説する。
（共同／全15回）
（三井和浩／1回）環境因子と生物
（中尾篤人／2回) 食物と免疫、食物以外の環境因子と免疫
（有田　順／2回) 外部環境温度と体温調節、摂食調整と肥満
（北村正敬／2回）タバコ煙と健康、重金属と生体ストレス
（森石恆司／2回）新興再興感染症、食品・水媒介感染症
（久保田健夫／2回）環境-遺伝子応答からみた精神発達障害、
　　          環境-遺伝子応答からみた成人病の胎生期発症
（山縣然太朗／2回）免疫研究序説、環境と子どもの健康
（三井、中尾、有田、北村／1回）総括評価
（森石、久保田、山縣／1回）総括評価

複数教員による共同
方式
（兼担）三井、
中尾、有田、
北村(正)、森石、
久保田、山縣

ワイン微生物学

ワイン製造には様々な微生物が用いられる。これらの名称や分
類、その特徴や役割について基礎的な内容を学習する。特に本
講義では、微生物の基礎的な特徴に重点を置き、微生物の増殖
や分裂、その他、微生物の利用に関する基礎について学ぶ。ま
た、ワイン醸造に関する基礎に関しても講義を行う。

（専）柳田

食品成分分析学

食品には非常に多くの化合物が含まれ、加工などで生じる変化
は、非常に複雑である。その上、遺伝子組換えや様々な疾病、
新しい機能性化合物に関する情報が氾濫し、食品に対する理解
を難しくしている。本講義では、食品を化学的・物理的に考え
「成分」、「分類」、「反応」、「機能」について学ぶ。これ
らの学習から食品を科学的に理解し、分子レベルでの様々な反
応について理解する。

（専）奥田
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農作物栽培学

農作物は、１年生作物（イネ、ムギ、野菜、花きなど）と多年
生作物（果樹など）に分類され、これらは生理・生態的な特徴
が異なる。ここでは、農作物の分類（種、品種）、生理・生態
的特徴や栽培上の注意点について、基礎的な面から理解すると
ともに、我が国の代表的な野菜や果樹について学習する。

（専）村松(昇)

食品製造学
食品製造に必要な基礎的・基本的な知識と技術を習得する。食
品の特性と加工の原理を製造工程と関連づけて理解するととも
に、品質と生産性の向上を図るための知識を習得する。

（専）谷本

食品栄養学

栄養の基本的概念、食品成分の栄養素としての役割、栄養素の
代謝とその生理的意義を、代謝における各臓器の特徴や各臓器
間の連携に焦点を当てながら学習する。さらに、人間の個体レ
ベルでの栄養現象を、摂食行動から消化・吸収、栄養素の体内
運搬および器官レベルの代謝の全体像まで体系づけて学習す
る。加えて、栄養と代謝性疾患の発症との関連を学習する。

（専）望月(和)

基礎生化学実習

研究に必要な、ピペット操作、微生物操作、ガラス器具や基本
的な機器の取り扱いに始まり、無機化学、有機化学、酵素学、
遺伝子学の基礎的な内容を実習で学ぶ。
（共同／全15回）
（全員／2回）安全について学ぶ。
（村松　昇・中田美紀／2回）分析に関する基礎を学ぶ。
（谷本守正・三木健夫／2回）測定器の使用法を理解する
（山下裕之・鈴木俊二／2回）培養のための基礎テクニックを
修得する
（柳田藤寿・岸本宗和・乙黒(小林)美彩／2回）微生物を培養
し、観察する。
（望月和樹・山下さやか／2回）濃度計算・酵素実験を行う。
（奥田　徹・久本雅嗣・斉藤史恵／2回）実験を体験する。
（全員／1回）討論を通じ理解を深める。

複数教員による共同方
式
（専）柳田・岸本・
乙黒(小林)・
奥田・久本・
斉藤(史)・山下(裕)・
鈴木(俊)・村松(昇)・
中田・谷本・三木・
望月(和)・山下(さ)

発酵工業学

微生物は醸造、食品、医薬、農薬および化学製品などの生産を
通じてバイオテクノロジーの中心的役割を果たしており、その
多様な機能は人類が抱えるエネルギーや環境問題の解決にも役
立てることができる。本講義では、特に発酵に係る有用微生物
に関する基本的取扱法とその理論、分類および特性を学ぶこと
により、微生物の利用開発に関する応用研究を理解するための
基礎知識を習得する。

（専）柳田

微生物育種学

特定の形質を示す微生物を自然界等から分離し、その形質を分
子レベルで理解、改良および発現を強化することが微生物分子
育種の主要な目的である。即ち、微生物分子育種は多種多様な
形質の中から、目的とする形質を持つ微生物を探索するプロセ
スであるとも言える。本講義では、発酵に利用される微生物の
実例を示した後、その探索および育種改良の理論と方法につい
て学習する。

（専）岸本

機能成分学
食品には栄養機能、嗜好性に関わる機能、生体調節機能があ
る。これらの化学成分の構造や機能について学ぶ。

（専）久本

ワイン品質評価学

ワインに含まれる物質、あるいはワインの製造過程で生成する
物質、等を分析する方法およびその機能性（味、色、香り、生
理活性）を学習し、それら物質がワインの品質にどのように結
び付いているかを学ぶ。また、ワインに含まれる物質が、ヒト
あるいはその他の高等動物に及ぼす種々の栄養生理機能につい
て学び、ワインと健康について理解する。

（専）奥田
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植物生理学

植物を食料生産や環境保全に利用するためには、その生理特性
を理解する必要がある。本講義では、植物個体水準における研
究、すなわち光合成、養水分吸収および発芽に始まる生長分化
について主にブドウを題材として分かり易く解説し、その基本
的知識を習得する。

（専）山下(裕)

農作物病理学

農作物を栽培するということは、農作物に病気を引き起こす病
原体と闘うことである。本講義では、農作物の病気が引き起こ
した歴史的事件から、最新の研究動向まで広く学習する。特
に、農作物の病気とは何か、病原体の誕生、寄生性の進化、病
原体の分類・生理・生態、病害発生と環境、農作物の病害抵抗
性メカニズムなどについて、糸状菌病、細菌病、ウィルス病を
中心に学習する。

（専）鈴木(俊)

農作物生産学

持続的に農作物を生産するうえで重要になる事項について学習
する。連作障害、コンパニオンプランツ、雑草の管理、農薬類
の利用と残留など、実際に農業を行う上で問題となる様々な事
象を具体的に取り上げ、その対応法について学ぶ。

（専）中田

栽培植物育種法

栽培植物の遺伝および育種の基礎を習得する。本講義では、栽
培植物の起源と分化など生物の進化と育種との関わり、育種学
の発展経過、栽培植物の生長と生殖に関する知識を身につける
ことを目標とする。また、栽培植物の遺伝の法則、遺伝資源の
探索と導入、各種育種法、バイオテクノロジーの応用を学ぶ。

（専）村松(昇)

食品加工学

食品加工の意義を考え、食品加工法の基本原理および農産・畜
産・水産物の加工方法の実例と加工工程における品質変換につ
いて学ぶ。また、伝統的な加工食品および新加工食品の実例と
機能、さらに、加工食品の流通システムにおける品質管理・包
装形態・規格と表示制度・シェルフライフについても学習す
る。

（専）谷本

食品保蔵学

食品は生産・加工されたのち、消費者に届くまでに時間がかか
るものであり、腐敗や酸化など、様々な問題が生じる。これら
の問題は、成分の変化に起因するため、食品の種類により対応
方法は様々である。食品保蔵学では，食品の変化・変質につい
て概観し，そのメカニズムについて学んだ後，食品の悪変を防
止し，安全に保持する為の理論・技術について学ぶ。

（専）三木

野菜園芸学
近年、野菜およびその栽培は、人間の健康的・文化的生活に
とってますます重要性を増している。野菜園芸の発展のため
に、野菜および野菜生産に関する知識を体系的に学ぶ。

集中
（兼）峯

野菜栽培実習

山梨県では、豊富な日照や盆地における昼夜の温度差を利用
し、品質の高いスィートコーンや果菜類が生産される一方、高
冷地では、夏の涼しい気象条件を活かした高冷地野菜栽培が展
開されている。このような山梨県の特産野菜の栽培方法を実際
栽培などを通じて学ぶとともに、野菜を育種するうえで不可欠
な交配や採種技術などを学ぶことにより、特色ある風土を活か
した総合的に持続可能な野菜栽培技術体系を習得する。

集中
（専）村松(昇)・
中田

生物化学工学Ⅱ

生物反応プロセスの理解に必要な、生物反応の速度論及び物質
移動速度論を学ぶ。特に、好気性細胞の培養において最も重要
な反応装置への酸素供給をとりあげ、細胞の酸素消費速度と酸
素移動速度についての理解を深める。さらに、生物反応装置の
形式と特徴を学ぶ。
「生物工学実験Ⅱ」の基礎知識を習得する。

（兼担）黒澤
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応用微生物学Ⅰ

微生物は醸造、食品、医薬、農薬および化学製品などの生産を
通じてバイオテクノロジーの中心的役割を果たしており、その
多様な機能は作物の病害防除や生長促進、エネルギー生産、さ
らには環境保全などにも役立てることができる。本講義では応
用微生物学の基本理念と発展の歴史、各種微生物（細菌、放線
菌、古細菌、真菌類、酵母、藻類等）の形態と分類（数値分
類、化学分類、分子系統解析）、微生物細胞の構造と機能を学
ぶ。

（兼担）早川

生体物質論

生物体を構成する物質（生体物質）を探索・解析し、それらの
相互作用・相互関連等を明らかにすることにより生物の様々な
営み、生命現象を分子レベルで説明することにおいて、２０世
紀後半から現在までの生化学分野の研究はきわめて多大な成功
を収めた。
　本講義ではこうした現代生化学の成果を理解するための基礎
となる生体物質についての正確な知識を習得することを目的と
する。また、生命現象を理解するうえで不可欠な「水」の重要
性とともに、生体物質のうち、タンパク質を構成するアミノ酸
をはじめ、エネルギーの源となる炭水化物を構成する糖、遺伝
子（核酸）を構成するヌクレオチド等について学ぶ。

（兼担）宮川(洋)

生体触媒学

生命は複雑な化学反応の総体として成り立っているが、その反
応を触媒するのが酵素であり、主にタンパク質から構成され
る。酵素の働きなくしては、生物の基本である代謝はもちろ
ん、子孫を増やすこともできない。授業では最初にタンパク質
について理解を深め、その後、酵素についてその様々な特徴や
性質について学んで行く。特に生体触媒として最重要な機能で
ある基質特異性、反応の加速やその制御を中心に学習する。ま
た、酵素の理解と絡んでくるビタミン等の付随する生化学の基
礎知識についても学ぶ。

（兼担）宇井

発生工学

発生工学とは動物解剖学、生殖生理学および発生生物の知識を
もとに、動物の生殖・発生過程に様々な人為的操作を加え、人
類にとって有用な新しい生命を作り出すための技術である。発
生工学の歴史から基礎技術まで学んだあと、各論として個々の
技術について、価値、原理および方法を紹介し、どの様にして
生命操作が行われているのか学ぶ。そしてこれらの技術を用い
ることで、畜産、医療、産業がどの様に改革されるか、また絶
滅危惧種の救済や絶滅動物の復活の可能性などについて解説す
る。応用例や方法の紹介ではビデオやパワーポイントを利用す
る。

（兼担）若山

構造生物学

タンパク質や核酸などの生体高分子の立体構造決定法とその知
見である構造生物学は、生物学の物質レベルの理解に大きく貢
献している。本講義ではまず、タンパク質科学について学ぶ。
タンパク質の翻訳後修飾、フォールディング、輸送、分解、変
性、熱安定性、タンパク質間相互作用、膜タンパク質、分子進
化について理解する。大腸菌による動物、植物、微生物由来の
タンパク質の発現・精製、タンパク質結晶学、核磁気共鳴法、
単粒子解析の初歩を学ぶ。プロテアーゼなどの酵素やタンパク
質の立体構造と機能について理解を深める。

（兼担）楠木

細胞培養工学

微生物や動物細胞を培養する際の増殖反応、すなわち増殖速
度、増殖収率、培養の物質収支に関連した事項について、理解
を深めることを目標とする。本講義では、種々の細胞培養法に
おける細胞の増殖挙動、基質消費、物質生産等を定量的に理解
する。また、胚性幹細胞やiPS細胞の増殖や分化制御について
工学的視点から学ぶ。

（兼担）黒澤
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環境保全学

(概要)自然と社会との共生を可能とするために必要となる、自
然に配慮した保全計画の立案技能の習得に向け、保全管理に必
要な事項を学ぶ。「環境マネジメント実習」で必要となる内容
を含む。
(全15回）
（坂本　康／8回）自然環境保全のために人間社会が行ってい
る環境計画の視点、水質保全計画（廃水・廃棄物の処理・処分
を含む）、LCAなどについて学ぶ。
（新藤純子・片岡良太／7回）農業活動に伴う物質の循環と収
支、農業活動が水、土壌、大気環境に与える影響とその軽減策
などについて学ぶ。

複数教員による共同
方式
（兼担）坂本・
新藤・片岡

地球環境科学

（概要）生命を取り巻く環境としての大気圏、水圏、地圏の構
造・機能や、生物圏を含めた物質循環など、環境科学を理解す
る上で必要な地球科学の基礎を学ぶ。
（全15回）
（ガイダンス：松本　潔・小林　拓／1回)授業概要と到達目
標、学習方法や成績評価方法等の説明を行う。
（小林　拓／7回）地球の全体的な構造を俯瞰した後、特に大
気圏と水圏について、その構造と運動について学習する。
（松本　潔／7回）大気圏・水圏に加え地圏や生物圏も含めた
化学的特徴や物質循環、環境変動を学習し、地球の惑星として
の特徴を理解する。

複数教員による共同
方式
（兼担）松本(潔)・
小林

環境毒性学

我々は環境中に普遍的に存在する化学物質に曝露されており、
その量が生体の許容量を超えることにより疾患を生じる。環境
毒性学では、今日の環境における化学物質の危険性および生体
への影響について、これまで社会問題となった中毒事例などを
あげて科学的根拠を解説する。また、これらの化学物質に対す
る生体の防御機構についても併せて講義する。

（兼）長谷川

科学技術政策論

人類は古代から生きるためにさまざまな科学・技術を創造して
きた。食糧生産技術はもっとも早く登場した技術であり、農業
技術の飛躍は近代都市国家の登場を可能にした。工業技術の発
達は産業社会をもたらし便利で豊かな生活を可能にしたが、一
方で公害や環境破壊などを引き起こした。ナノ技術・バイオ技
術を手にした21世紀は、「生命科学の時代」ともいわれ、環境
と共生できる社会の構築が期待されている。そのために、社会
の中でどのような科学技術を開発していくのかは、重要な政策
課題になっている。こうした科学技術の歴史を学び、今日の科
学技術政策のあり方について検討する。

（兼担）高橋(智)

経営学総論

経営学は人間、組織（特に企業）、市場という三つの基本要素
の相互作用を企業経営の成功という価値観から捉えようとする
ものである。この経営学を総体として俯瞰することにより、体
系的な理解を得ること。同時に、各論となる企業形態、経営組
織、人的資源管理、経営戦略、日本的経営、国際経営における
エッセンスとなる部分、基本的な理論を正しく、具体的なイ
メージを伴って理解することを本科目の目的とする。

（兼担）西久保

マーケティングと消費者
行動

消費者行動に関する基礎的な知識の獲得に加えて、消費者行動
とマーケティング戦略に関する応用的な知識の獲得を目指す。
消費者行動に関する体系的な基礎知識を学習する。消費者の行
動を規定する消費者の心理プロセスに着目し、消費者行動モデ
ルを基にして、その行動を規定する様々な要因を考察した後、
マーケターと消費者との橋渡し役をするブランドに着目して、
両者のコミュニケーションのあり方を様々な角度から理解す
る。また、地場産業の食製品のマーケティング問題について事
例研究として取り上げる。
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国際経営論

本講義では、特に食品多国籍企業の経営に焦点をあて、その経
営メカニズムと現況を分析するとともに、当該多国籍企業が抱
える課題についてケース・スタディを織り込みながら分析す
る。また、多国籍企業の事業活動が拡大するにつれ、既存の経
営学や経済学では十分に説明できない問題も発生してくる。本
講義ではこうした多国籍企業に固有の諸問題を考察していく。

（兼担）竹之内

ワイン製造科学実習

ワイン科学研究センターの醸造設備を用いて、ワイン製造を体
験学習をすることにより、山梨県の重要な地場産業であるワイ
ン製造の意義を理解し、基本的な製造方法を習得することを目
標とする。（役割分担：柳田藤寿・奥田　徹・山下裕之が隔年
で担当し、乙黒(小林)美彩・斉藤史恵はその補助を行う）

集中
（専）柳田・奥田・
山下(裕)・
乙黒(小林)・
斉藤(史)

ブドウ栽培学実習

ブドウ栽培技術の基礎を学ぶ。本実習では特にワイン醸造用ブ
ドウ栽培のノウハウを習得することを目標とする。剪定や収穫
だけでなく、除葉、農薬散布、摘房など幅広い項目について実
習を行い、ブドウ栽培技術を体得し、ブドウ栽培に対する関心
を深める。（役割分担：山下裕之、鈴木俊二は除葉、施肥、農
薬散布などをそれぞれ分担し行う）

集中
（専）山下(裕)・
鈴木(俊)

醸造微生物実験

醸造微生物を研究室で取り扱うための基本的な操作法（培地調
整法、形態観察法、培養法、遺伝子解析法）を学習し、各自が
微生物、機器・器具の取り扱いに習熟できるよう実験をおこな
う。得られた実験結果は文献と比較考察しレポートにまとめ
る。（役割分担：柳田藤寿は全体のまとめ、岸本宗和は実験の
実施、乙黒(小林)美彩は補助を行う）

（専）柳田・岸本
乙黒(小林)

機能成分分析実験

ポリフェノール類など、機能成分を分析するための基本的な方
法(材料の調製法、分離・抽出法、分析法、機能解析法)を学習
し、各自が機器・器具の取り扱いに習熟できるよう実験を行
う。一部の実験は、国税庁所定分析法に準拠して行う。（役割
分担：奥田　徹は全体のまとめ、久本雅嗣は実験の実施、斉藤
史恵は補助を行う）

（専）奥田・久本・
斉藤(史)

果実遺伝子実験

果実の重要形質に関する遺伝解析、遺伝子機能解析を中心に、
果実の成熟にともなう様々な生理現象を分子、細胞、器官、個
体レベルで理解するために必要な実験手技を学習する。（役割
分担：山下裕之は全体のまとめ、鈴木俊二は実験の実施を行
う）

（専）山下(裕)・
鈴木(俊)

農作物生産学実験

農作物の生産を行う上で必要となる基礎技術（土壌管理法、栽
培管理法など）や基礎実験法（青果物の品質評価法、土壌分析
法、成分分析法など）を学習する。各自が機器・器具の取り扱
いに習熟できるよう実験をおこなう。（役割分担：村松　昇は
全体のまとめ、中田美紀は実験の実施を行う）

（専）村松(昇)・
中田

食品製造学実験

加工による食品の成分・栄養などの諸性質の変化を理解し、各
種の食品製造において、生産・加工・貯蔵、あるいは品質の改
善に必要な種々の手法を習得する。（役割分担：谷本守正は全
体のまとめ、三木健夫は実験の実施を行う）

（専）谷本・三木

栄養学実験

食事要因に対する身体の応答の仕組みを実証的に理解するため
に、動物（ラット）をモデルにして、糖質/脂質比率の異なる
飼料を用いた飼育実験を行い、血液、肝臓、脂肪組織、小腸に
おける代謝指標、酵素活性や遺伝子発現の変動を観察すること
により、食事要因に対する身体の応答の仕組みについて理解を
深める。（役割分担：望月和樹は全体のまとめと実験の実施、
山下さやかは補助を行う）

（専）望月(和)・
山下(さ)
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ワイン科学I

ワインに関する基本的知識を、講義、文献紹介、教科書の輪読
などを通して習得する。担当教員とワイン科学の具体的な内
容、疑問点についてディスカッションし、ワイン科学を学ぶ意
義を理解する。
（共同／15回）
（奥田　徹・久本雅嗣・斉藤史恵／5回）ワインに含まれる成
分について学ぶ。
（柳田藤寿・岸本宗和／5回）ワインに用いられる微生物につ
いて学ぶ。
（山下裕之・鈴木俊二／5回）ブドウの栽培と遺伝子について
学ぶ。

複数教員による共同方
式
（専）奥田・久本・
斉藤(史)・柳田・
岸本・山下(裕)・
鈴木(俊)

ワイン科学Ⅱ

ワイン科学Iに引き続き、ワインに関する基礎的知識を講義、
演習などにより学習する。世界のワイン文化やワインの歴史な
どについても学び、食品における酒類の役割や、酒類における
ワインの特徴を学ぶ。
（共同／15回）
（奥田　徹・久本雅嗣・斉藤史恵／5回）ワインに含まれる成
分やその歴史について学ぶ。
（柳田藤寿・岸本宗和／5回）ワインに用いられる微生物とワ
イン文化について学ぶ。
（山下裕之・鈴木俊二／5回）ブドウの栽培とその歴史的背景
について学ぶ。

複数教員による共同方
式
（専）奥田・久本・
斉藤(史)・柳田・
岸本・
山下(裕)・
鈴木(俊)

ワイン科学ゼミI

ワイン科学に関する専門的知識を講義、演習により学習する。
本ゼミではワインに用いられる微生物について詳しく学び、ワ
イン科学における専門的用語と研究を体系的に理解する。本講
義では最新の研究も交えながら、より深いワイン科学を学習す
る。（役割分担：柳田藤寿は乳酸菌、岸本宗和は酵母をそれぞ
れ担当）

（専）柳田・岸本

ワイン科学ゼミⅡ

ワイン科学に関する専門的知識を講義、演習により概説する。
本ゼミではワインの成分を詳しく知り、その役割、変化などを
専門的用語や研究とともに体系的に理解する。本講義では最新
の研究も交えながら、より深いワイン科学を学習する。（役割
分担：奥田　徹は有機酸や亜硫酸、久本雅嗣はポリフェノー
ル、斉藤史恵はアルコールや高分子化合物をそれぞれ担当）

（専）奥田・久本・
斉藤(史)

科学英語演習Ⅰ

　多数の英語の学術論文に接することにより、論文読解力が養
われる。特に卒業論文の研究テーマに関する論文は現在の自分
の研究内容を客観的に捉え、そして、そこからの新規性や研究
の方向を見いだす上で重要であり正確な理解が要求される。本
講義では、基本的な学術論文の読み方を学び、実際に卒業論文
関係の論文について輪読する。

（専）全員

科学英語演習Ⅱ

科学英語演習Ｉに引き続き、さらに発展的な論文読解力をつけ
る。必要な論文の検索手法を学び、また、多くの論文を迅速に
読む能力をつける。また、論旨の展開方法、構成の論理性など
を学ぶことで、論文作成のための技術についても学習する。発
表を通して、内容を他人に伝える能力についても体得する。

（専）全員

インターンシップⅠ

あらかじめ学生自ら課題を設定し、企業・官公庁等において就
業体験することにより、キャリア形成に向けた学習意欲の向
上、学習計画の再確認や見直しを図る。あわせて社会の一員と
しての自覚を形成し、社会人としての基本姿勢を習得する。事
前指導、受け入れ企業・官公庁等とのマッチングを経て、大学
の休業期間等を利用して受け入れ先において１週間以上の間就
業体験した後、設定した課題の達成度などについて事後指導を
行う。

学外研修
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インターンシップⅡ

あらかじめ学生自ら課題を設定し、企業・官公庁等において就
業体験することにより、キャリア形成に向けた学習意欲の向
上、学習計画の再確認や見直しを図る。あわせて社会の一員と
しての自覚を形成し、社会人としての基本姿勢を習得する。事
前指導、受け入れ企業・官公庁等とのマッチングを経て、大学
の休業期間等を利用して受け入れ先において１週間以上の間就
業体験した後、設定した課題の達成度などについて事後指導を
行う。

学外研修

職業指導Ⅰ

学校教育における職業指導上の問題点や課題を把握し、生徒が
主体的に進路を選択する自己指導力を養うために、これからの
指導の在り方を考察し、心豊かな高等学校の教員として、実践
的な指導や援助ができる基礎的な力を身につけることを目的と
する。

集中
隔年開講
（兼）深澤

職業指導Ⅱ

高等学校の農業科目を担当する教員として正しい職業観、勤労
観の形成を目指し、人生をどう生きるかを考える。

集中
隔年開講
（兼）深澤

農業科教育法Ⅰ
農業高等学校の現状を探り、農業教科の授業に必要な基礎・基
本を学び、授業者としての能力を高める。教育実習前の準備講
座として必要な知識を習得する。

集中
隔年開講
（兼）亀井

農業科教育法Ⅱ

農業科教育法Ⅰに引き続き、さらに発展的な内容で、農業系高
等学校の現状を探り、農業教科の授業に必要な基礎・基本を学
び、授業者としての能力を高める。

集中
隔年開講
（兼）亀井

特別講義Ⅰ

「ワイン醸造学」
ワイン醸造についてブドウ栽培から貯蔵、熟成に至る一連の製
造工程を解説するとともに、ものづくり現場（ワイナリー）の
見学を通じで実際を体験する。

集中
（兼）大川

特別講義Ⅱ

「醸造技術概論」
酒税法に基づく酒類の定義と分類、麦芽を原料とした酒類の醸
造学について解説し、ビール醸造工程の紹介をする。ウイス
キーについては蒸溜所において醸造工程を見学する。

集中
（兼）千野

特別講義Ⅲ
３年次までに履修した科目より、さらに専門的なあるいは先端
的なワイン科学について、授業をその分野の著名な学外の教員
が担当する。

集中
（兼）佐藤(充)

特別講義Ⅳ
３年次までに履修した科目より、さらに専門的なあるいは先端
的な食品生産について、授業をその分野の著名な学外の教員が
担当する。

集中
（兼）辻

地域食物科学卒業論文

教員指導のもとに課題に取り組み、実験・調査・分析・解析等
を行い、その成果を論文としてまとめ提出する。また、成果を
教員列席の場で発表する。以上のことを通して、問題点を発見
して整理し、知識や技術を応用して問題解決に向けて取り組む
能力を養う。

（専）全員
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授業科目の名称 講義等の内容 備考

生活と健康I 

新入生が自立した健康的な生活を送り、大学での勉学や社会における活
動を円滑にスタートして持続していくために、体育や保健、食事・運
動・睡眠と心身の健康について学ぶ。また社会の中で良好な対人関係を
保って生活をしていくためのツールとして身体活動（実技）を伴うプロ
グラムを体験し、様々なグループ（チーム）学習を通して積極的なコ
ミュニケーション能力の向上を図る。

※実技
(兼担) 中村(和)、藤本
川村、福永、加藤(朋)
木村、小山、木島
(兼) 山北、麻場、内田
古澤、山下(陽)、三井
橋本(純)、西川、沢木
野呂瀬(秀)

生活と健康Ⅱ 

大学生活に限らず生涯にわたる健康的な生活の持続と、学問に取り組む
姿勢や基礎的なコミュニケーション能力を身につけることを目指す。特
に成人、社会人としての生活や健康に関する教養を習得し、その情報の
取捨選択能力を高める。また、様々な身体活動（実技）プログラムを体
験し、自己・他者理解を深め、良好な人間関係を構築する基盤を整備す
る。

※実技
(兼担) 中村(和)、藤本
福永、木村、木島
(兼) 山北、麻場、内田
古屋、山下(陽)、三井
野呂瀬(秀)、沢木

人間形成論

職業をどのように考え、捉えるか。専門とする職業・仕事での成功、失
敗、経験の意味を考える。各分野で実績をあげ、また社会や組織の中で
豊富な経験をお持ちの方々が人間・仕事・組織・社会等をテーマに自在
に語る。学生は講義内容を聴く力、講義内容の後ろにある隠れているも
のを読む力、自らの行動に活かせる形に置き換える力などを養う。この
ためにレポート作成を通じて、「自ら学ぶ力」の基礎を身につける。

オムニバス方式
代表者
(兼担)　渡辺(研)

職業選択支援プログラム

就職活動の実際に触れながら、自己分析を深めるための意識付けや企業
研究の必要性を学び、職業についての見方・考え方を深めて職業観を養
う。自分の目標や可能性を見つめ、社会が求める人材像と重ね合わせる
ことによって、大学生活の目標や行動設定につなげることが重要であ
る。就職活動を有利にするためではなく、就職活動に負けない自分自身
の姿勢を身につける。
・ガイダンスと自己効力感測定
・就職活動と職業の現場
・雇用情勢と政策
・新聞情報を活用した業界研究
・社会が求めている人材
・職業と働くこと
・企業研究の実際
・自己分析と業界・企業研究の活用
・就職活動の実際と対策
・まとめと自己効力感測定

オムニバス方式
代表者
(兼担)　渡辺(研)

キャリア形成のための作
文演習

就職活動に必須の自己アピール、エントリーシート等の書き方を通じ
て、大学卒業後の進路（進学・就職）を視野に、これから始まる、ある
いは始まっている大学生活の目的を明確にし、学ぶ力の基礎を鍛える。
大学生活を送る上で、卒業後の進路をどのように意識するかが如何に重
要かを理解し、自己を他者に伝える力を身につける。

(兼担) 成瀬、服部
(兼) 永田

キャリア形成論

大学生活を含め、個人が社会とどのように関わるかには、いくつかの重
要な要素がある。講義ではそれらの理論を学び、グループワークで考
え、そして自分なりの答えを創造する力を身につける。“自分でも何と
か出来そうだ”という前向きで肯定的な気持ちの訓練と自ら学ぶ力が身
につくとき大きな飛躍がある。

(兼担) 渡辺(研)

別記様式第２号（その３の１）

科目
区分

（用紙　日本工業規格Ａ４縦型）

授　　　業　　　科　　　目　　　の　　　概　　　要

（生命環境学部　環境科学科）

【全学共通教育科目】
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英語ＡⅠ

ごく基礎的なレベルの語彙と文法の習得など、英語の基礎力の育成を目
指す。３００～４００語程度のやさしい英文を３０分程度の時間で読
み、文章の要点や求められたポイントを正確に理解し、できれば自分の
言葉である程度要点や理解できたことをまとめることができること、与
えられたトピックについて自分の考えや意見を、できるだけ平易な語彙
や文法を用いて１００語～２００語程度の英語による文章を３０分内に
書くことができる。

(兼担) 古家、原田
秋山(高)、松岡
奥村(直)、澤田
(兼) 伊藤(千)、長坂
今井、加藤(宏)

英語ＡⅡ

基礎学力を基に、語彙数３０００語の習得とさらなる受容技能の発展を
目指す。４００～６００語程度の英文を３０分程度の時間で読み、文章
の要点や求められたポイントを正確に理解し、できれば自分の言葉であ
る程度要点や理解できたことをまとめることができること、与えられた
トピックについて自分の考えや意見を、できるだけ平易な表現を用いて
２００語～３００程度の英語による文章を３０分内に書くことができ
る。なお、英文作成と修正のプロセスも十分に周知すること。

(兼担) 原田、滝口
秋山(高)
(兼) 今井、ブラウン
野呂瀬(稲)、相澤

英語ＡⅢ

ＴＯＥＩＣ ７００、ＴＯＥＦＬ ５４０、英検準1級など高度な英語技
能の習得を目指す。６００語程度の英文を３０分程度の時間で読み、情
報を正確に読み取り、自分の言葉で適切に要点をまとめることができる
こと、与えられたトピックについて自分の考えや意見を、論理的、か
つ、わかりやすい形で３００語程度の英語による文章を３０分内に書く
ことができる。

(兼担) 田中(武)、澤田
(兼) サットン
ストロースマン

英語ＢⅠ

ごく基礎的なレベルの語彙と文法の習得など、英語の基礎力の育成を目
指す。平易な自然な速さの英語を聞いて、自分の言葉で要点をまとめた
り、詳細情報を正しく聞き取ったり理解することができること、あるい
は「ショッピング」、「食事」などの特定な場面に特化した聞き取りが
できること。与えられたトピックについて、やはり平易な英語で自己表
現ができること、あるいは、自己の伝えたいメッセージをなんとか相手
に伝えることができる技術に習熟すること。 自己表現をすることに抵
抗感をなくすこと。

(兼担) 原田、滝口
秋山(高)、澤田
(兼) 伊藤(千)、今井
野呂瀬(稲)、サットン
ストロースマン
ブラウン

英語ＢⅡ

基礎学力を基に、語彙数３０００語の習得とさらなる発信技能の発展を
目指す。１００語程度の自然な速さの英語を聞いて、自分の言葉で要点
をまとめたり、詳細情報を正しく聞き取ったり理解することができるこ
と、あるいは容易な英語ではあるが、ある程度まとまった内容の聞き取
りができること。与えられたトピックについて、ある程度意味の通じる
英語で自己表現ができること、あるいは、自己の伝えたいメッセージを
相手を意識しながら要点を押さえ、英語で伝える技術に習熟すること。

(兼担) 原田、松岡、
奥村(直)
(兼) 長坂、今井
加藤(宏)、野呂瀬(稲)、
相澤

英語ＢⅢ

ＴＯＥＩＣ ７００、ＴＯＥＦＬ ５５０、英検1級など高度な英語技能
の習得を目指す。２００語程度の自然な速さの英語を聞いて、自分の言
葉で要点をまとめたり、詳細情報を聞きもらさずに正しく聞き取ったり
することができること、与えられたトピックについて自分の言葉で、論
理的、かつ、わかりやすい英語で７分程度の間、口頭で表現することが
できること。

(兼担) 古家、田中(武)
アレン

TOEFL I

この授業の目的は、ＴＯＥＦＬの試験の準備を学生にさせることです。
このＴＯＥＦＬ試験の目的は、英語の非言語話者が、大学レベルの環境
で話され、書かれやそして授業で聞いたりする標準英語を使ったり理解
したりする能力を評価しようとすることです。この授業は主に、海外の
大学で学習を継続しようとする計画を持っている学生さんをその対象と
しています。このＴＯＥＦＬⅠの授業では、この試験に含まれる２つの
セクションを取り上げます。残りのセクションはＴＯＥＦＬⅡの授業で
取り上げられる予定です。

(兼担) クラウジア
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TOEFL Ⅱ 

この授業の目的は、ＴＯＥＦＬの試験の準備を学生にさせることです。
このＴＯＥＦＬ試験の目的は、英語の非言語話者が、大学レベルの環境
で話され、書かれやそして授業で聞いたりする標準英語を使ったり理解
したりする能力を評価しようとすることです。この授業は主に、海外の
大学で学習を継続しようとする計画を持っている学生さんをその対象と
しています。このＴＯＥＦＬ試験には４つのセクションが含まれていま
す。それは、リーディング、リスニング、スピーキング、ライティング
です。この内、２つのセクションは前期のＴＯＥFLⅠで扱われます。残
りの２つが後期のこのＴＯＥＦＬⅡで扱われます。従って、両授業とも
同じテキストが使用されます。

(兼担) アレン

総合英語 

文法や語彙の基礎能力をもとに、英語を使用する多様な場面に対応でき
る英語力（聞く・読む・話す・書く力）を総合的に育成する。ある程度
の長さの英文について概要や細部を理解したり内容を要約したりする能
力、そして、日常的なトピックに関して自分の考えを英語で表現する能
力を養成する。

(兼担) 古家、原田
秋山(高)、滝口、
田中(武)、松岡、澤田
アレン、奥村(直)
(兼) 今井、加藤(宏)
ブラウン、相澤

英語リーディング・ライ
ティング

英文を精読することにより、各文の構造を正確に理解するとともに、語
彙、慣用句表現の知識を深める。ライティングにおいては、基本的な語
句・文型を応用して自分の考えを表現する力を伸ばす。

(兼担) 奥村(直)
秋山(高)、アレン
クラウジア
(兼) 伊藤(千)、今井
加藤(宏)、ブラウン
野呂瀬(稲)、
ストロースマン

 英語リーディング・ライ
ティング（上級）

長文速読の練習により、パラグラフごとの話・議論の展開を理解し、テ
クストの要旨を正確に把握する力を養う。自分の考えを論理的に表現で
きるようパラグラフ・ライティングの練習をする。

(兼担) 滝口、澤田
(兼) 今井、加藤(宏)
仲本、ストロースマン

英語オーラルコミュニ
ケーション

リスニング・スピーキングの両面から、基本的会話表現とそのバリエー
ションを習得し、それらをシチュエーションに合わせて応用する力を身
につける。授業を進める段階、またはトピックなどに合わせて数回の授
業中発表で練習を積み、個人あるいはグループでのプレゼンテーション
を行う能力を養う。

(兼担) アレン
クラウジア、奥村(直)
(兼) 今井、加藤(宏)
ストロースマン
野呂瀬(稲)、サットン
仲本、ブラウン
マロニー、相澤

英語オーラルコミュニ
ケーション（上級）

この授業（コース）の主な目的は、自然の英語で上手にまた自信を持っ
てどう英語でコミュニケーションを行うかの技術、技能を学生に提供す
ることです。授業は、コミュニケーションの遂行に必要な技能を表出
し、統合するための様々な楽しくて興味深い教材を使う方法で行いま
す。

(兼担) クラウジア
アレン
(兼) サットン

e-ラーニングI アルク・ネットアカデミーの練習問題を通じて、英語の聴解力、読解
力、語彙力の向上を図る。

(兼担) 田中(武)

e-ラーニングⅡ アルク・ネットアカデミーの練習問題を通じて、英語の聴解力、読解
力、語彙力の向上を図る。

(兼担) 松岡

e-ラーニングⅢ
この授業（コース）の目的は、学生の総合的な英語力を伸ばし、学習を
継続するための基礎的な枠組み（手段・方法）を提供することにありま
す。

(兼担) クラウジア

e-ラーニングⅣ

NetAcademyにある技術英語基礎編をもちいて、技術的な英語の構成を学
ぶ。また、ネット経由でeラーニングポータル(Moodle)にアクセスし、
追加の練習問題を行い、基礎語彙の定着を図る。

(兼担) 滝口

Intensive15-I（英語）
この授業の目的は、英語の主な４技能を含む集中学習・訓練を通じて学
生に英語を話す自信をつけさせ、また全体的な英語力を高めることで
す。

集中
(兼担) クラウジア
アレン
(兼) ストロースマン
ブラウン

Intensive15-Ⅱ（英語）

この授業の目的は、英語の主な４技能を含む集中学習・訓練を通じて学
生に英語を話す自信をつけさせ、また全体的な英語力を高めることで
す。

集中
(兼担) クラウジア
アレン
(兼) ストロースマン
ブラウン
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Intensive90-I（英語） 

この授業の目的は、集中的に英語を学習することを通じて上手にそして
自信を持って英語でコミュニケーションを行う力を向上させることにな
ります。そしてその能力を向上させる手段として、４技能のコミュニ
ケーション能力に必要なすべての技能を表出させ、また統合させるため
の様々な楽しく面白い教材を用います。

(兼担) アレン
(兼) ストロースマン

Intensive90-Ⅱ（英語） この授業（コース）は、学生の英語の読む力、書く力、話す力を向上さ
せることを目的とします。

(兼担) クラウジア
(兼) ストロースマン

ドイツ語初級I 
基本的な文法事項を中心に、着実にドイツ語力を身に付ける。ドイツ語
の学習を通して、市民としてのグローバルな知識と、ローカルな実践力
を習得する。

(兼担) 宮永
(兼) 工藤、橋本(不)
望月(海)、赤池、井上
岩井

ドイツ語初級Ⅱ 
ドイツ語における「聞く」「話す」「読む」「書く」の４技能につい
て、それぞれの基盤となる知識とトレーニングを行う。

(兼担) 宮永
(兼) 工藤、橋本(不)
望月(海)、赤池、井上
岩井

ドイツ語演習I 
言語の４技能、「聞く」「話す」「読む」「書く」を一般の初級授業よ
り習熟に重点を置く。まずは「構造」の習熟を目指したい。一般の初級
授業の目的・概要とあわせて見てほしい。

(兼担) 宮永
(兼) 野口

ドイツ語演習Ⅱ 
言語の４技能、「聞く」「話す」「読む」「書く」を一般の初級授業よ
り習熟に重点を置く。まずは「構造」の習熟を目指したい。一般の初級
授業の目的・概要とあわせて見てほしい。

(兼担) 宮永
(兼) 野口

ドイツ語中級I（総合） 

ドイツ・オペラを扱いますが、今回はヴァーグナーの『ニーベルングの
指環』を中心に授業を進める予定です。『ニーベルングの指環』は４部
作からなっていますが、今年度は『ラインの黄金』『ヴァルキューレ』
『ジィークフリート』の三つを教材に使う予定です。ドイツオペラはそ
の発展においてイタリア及びフランスの後塵を拝していましたが、
ヴァーグナーの登場と、そして特に彼の『ニーブルングの指環』によっ
てドイツオペラ自体がイタリア及びフランスのオペラに勝るとも劣らな
い評価を獲得するようになりました。授業ではヴァーグナーがどのよう
な意図のもとでこのような大作を完成させたのかも、個々の作品を通じ
て探ってみたいと思っています。

(兼) 八木、工藤
橋本(不)、ベアトマン
井上

ドイツ語中級Ⅱ（総合）

聖書をテキストに用いてドイツ語能力を養うことが目的です。前半は、
歴史年表によってキリスト教の成立過程とドイツ国内でのキリスト教の
発展過程を概観する予定です。時間的余裕がある場合には宗教改革に
よって誕生した再洗礼派の問題にも触れたいと思っています。授業の後
半は、『マタイ』『マルコ』『ルカ』の３つの福音書を対象にいくつか
問題を設定をして比較検討する。

(兼) 八木、工藤
橋本(不)、ベアトマン
井上

ドイツ語
　　Intensive90-I

ドイツ語の様々なテキストを講読して、表現に慣れ、文法力を基礎にし
て、ドイツ語の実践的能力を養う。

(兼担) 宮永
(兼) ベアトマン

ドイツ語
　　Intensive90-Ⅱ

ドイツ語の新聞、雑誌を講読して、文章表現に慣れ、ドイツ語の基礎を
基にして、ドイツ語での表現力を養う。

(兼担) 宮永
(兼) ベアトマン

フランス語初級I

フランス語の基本的な語彙や表現を状況に即して身に付けることを目指
します。日常的な生活場面に必要な基礎的文法を学びながら、聞く・話
す・読む・書くの四つの技能をバランス良く習得します。

(兼担) 森田

フランス語初級Ⅱ

フランス語の基本的な語彙や表現を状況に即して身に付けることを目指
します。聞く・話す・読む・書くの四つの技能をバランス良く習得しな
がら、初級文法の習得を確実なものにします。

(兼担) 森田

フランス語演習I
フランス語初級Ｉを補完して、内容を深める強化クラスです。特に文法
力と語彙力に力を入れるために仏作文を活動の核とします。

(兼担) 森田
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フランス語演習Ⅱ
フランス語初級Ⅱを補完して、内容を深める強化クラスです。特に文法
力と語彙力に力を入れるために仏作文を活動の核とします。

(兼担) 森田

中国語初級I 

中国語の発音表記の方法、基礎的な単語や文法を学ぶ。ピンインという
発音表記の方法を習得し、表記された音を発音したり、聞いた音をピン
インで書き取る技能を身につける。また、中国語の基礎的な構文を覚
え、規則に沿って文を作れるようにする。

(兼担) 町田
(兼) 林、藤田、大辻
島崎(朋)、後藤(奈)
水津、荒木、蒋、付
前田、平田(眞)
後藤(英)

中国語初級Ⅱ 

中国語の基礎的な語彙、文法規則を学び、訳読、会話、作文等各方面に
おいて学んだ事項を活用する技能を身につける。

(兼担) 町田
(兼) 林、藤田、大辻
島崎(朋)、後藤(奈)
水津、荒木、蒋、付
前田、平田(眞)
後藤(英)

中国語演習I 
初級中国語の学習内容に即してリスニングなどの実践的トレーニングを
行い、学習内容を確かなものにしていくことを目指します。

(兼) 大辻、水津

中国語演習Ⅱ 
初級中国語の学習内容に即してリスニングなどの実践的トレーニングを
行い、学習内容を確かなものにしていくことを目指します。

(兼) 大辻、水津

中国語中級I（総合） 初級で学んだ知識を復習しつつ、平易な会話や発音・作文の練習を通し
てより高度な語学力を養成する。

(兼担) 町田
(兼) 大辻、平田(眞)

中国語中級I（コミュニ
ケーション）

既習の基礎中国語の知識を生かしながら、中国語の発音を聞き取った
り、自分で声に出して表現する訓練や会話の練習を行う。

(兼) 蒋、付

中国語中級Ⅱ（総合）
中国語の基礎力を生かしつつ、語と語の細かな使い分け等に配慮し、中
国語らしい表現方法を身につける。

(兼担) 町田
(兼) 大辻、平田(眞)

中国語中級Ⅱ（コミュニ
ケーション）

中国語の言葉の意味を理解し、習った文法を応用して、簡単な会話が出
来るようになること。

(兼) 蒋、付

中国語Intensive60-I
「中国語初級Ⅱ」を終えた程度のレベルの学生を対象に、少人数で発
音、文法、読解、作文、会話等の実践的訓練を行い、総合的語学力を高
める。

(兼担) 町田
(兼) 王

中国語Intensive60-Ⅱ

「Intensive-60I」を学習済み程度のレベルの学生を対象に、少人数で
発音、文法、読解、作文、会話等の実践的訓練を行い、総合的語学力を
高める。中国語の文章を読みこなしたり、中国語を使って応答ができる
ようになることを学習到達目標とする。

(兼担) 町田
(兼) 王

日本文学作品論Ⅱ

明治以降の「恋愛小説」の代表作を読む。近代文学における「恋愛小
説」の形成と展開の様相を、近世期における「恋」ないし「色」の文学
との連続と断絶の問題、西欧の倫理観（宗教観）の移入の問題、人間の
生活様式の変化とライフサイクルの認識の変化の問題等を視野におき、
具体的作品の分析を通じて論ずる。またあわせて、近代小説における
「読む」ということの意味を、映像化あるいはメディア変換をへたテク
ストとの比較を通じて明らかにする。

(兼担) 中丸

国語表現
日本語を表記する文字・記号・語句・文章などに焦点を当て、それぞれ
の特性をとらえて、正しい日本語の表記方法を考える。

(兼担) 宮澤

日本古代の政治と文化

日本古代の神話・伝承・歴史について、具体的なテキスト（今年度は
『古事記』を用いる）を読解しつつ、古代社会の特質について講義す
る。また、歴史学のみならず、文学、神話学、人類学、心理学など他分
野の成果にもふれ、日本文化研究の様々なあり方について考える。貴重
な文化的資産である古典や歴史についての興味・関心を深め、受講生諸
君が自ら学んでゆくきっかけとなることを目指したい。

(兼担) 大隅
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考古学について 
考古学の基本的な方法と研究分野を概説するとともに、考古資料からど
のような歴史を復原できるのか、各時代の研究成果を用いて検討してい
く。

(兼) 萩原

メディアと人間

現代人は、生きていく上で必要な情報をどこから手に入れているのか、
どのようにその情報を処理しているのかを検討する。希薄な人間関係を
補うものもメディア、そのような関係を促進するのもメディアなのでは
なかろうか。ここでは、マス・メディアだけでなく、パーソナル・メ
ディアを含み、検討する。

(兼担) 岡林

子どもと文化

誰の記憶の中にも子どもの頃夢中になっていた遊びやおもちゃなどの流
行現象があるはずだが、その多くが実は大人が仕掛けたモノである。こ
の授業では、企画する大人の側と受けとめ発展させる子どもの側の諸現
象を追いながら、それらを質的研究の視点によって読み解き、子どもを
取り巻く社会と子どもの内的世界との新たな関係を論考する。特にここ
では、何人かで徒党を組んで行動するようになる１０歳以降の子どもの
文化の特性を考察する。

(兼担) 栗田

ヨーロッパ中世の諸相
世界遺産を中心とする文化財を映像で鑑賞し、その成立背景を説明する
ことにより、中世ヨーロッパの社会と世界観を学び、「もう一つの視
線」で文化に向き合う目を養う。

(兼担) 皆川

山梨大学から見る大学の
歴史と現在

江戸時代から続く本学の歴史とともに大学の歴史を学ぶことを通じて、
高校までに学んだ近現代史を別の角度から捉えなおすとともに、歴史的
なものの見方、考え方を養うことを目的とする。授業では大きく、世界
と日本の高等教育史の中に本学の歴史を位置づけていく。資史料を基に
した講義を行なうとともに、個人やグループによる、それぞれの興味関
心に応じた活動を通じて「山梨大学史」を学生が描いていくことも目指
したい。その際、山梨大学が歩んできたそれぞれの時代に受講生と同年
代であった学生たちが何を考え、行動したのか、その時、彼／彼女たち
の居場所であった学び舎はどのようなものであったのか、各学部・学
科・専修・研究室・講座にはどのような歴史があるのかを知ってもらい
たい。こうした学びを通じて受講生一人ひとりが山梨大学で学んでいく
ことの意味を見出すきっかけになることを期待している。

(兼担) 日永

教育史を通して見る日本
の近代現代

現代の教育の課題を、歴史的視点を通して考察するための考え方と史資
料の読み方を提示する。とくに幕末・明治以降現代に到る産業化（近代
化、文明化）の進展と教育の変遷との関連をたどることによって、現代
の教育・学校・子どもをとりまく状況とそこから生ずる課題を理解して
もらうとともに、それへの対応の方途を考える。

(兼担) 阿部

小説における〈他者〉の
問題

＜小説＞とは何かを考えていく。この思索は「暮らし」と「言語表現」
との間にどのような問題が潜んでいるかについて考えていくことであ
る。そこには《他者》と「私」を巡る問題が潜んでいる。《他者》と
「私」って？「私」は「私の中の他者」を生きている。ときに「了解不
能の他者」の現れに翻弄されることがあるというような。どういうこ
と？今年度取り上げる作家は、坂口安吾　宮澤賢治、村上春樹、川上弘
美、あまんきみこさんなど。

(兼担) 須貝
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ものといのち

この世界がどのように成り立っているのかについて、物質および生命と
いう観点からの考察を行う。現象の本質や存在の根本原理について、思
惟あるいは内観によって探求する形而上学に対し、物質および生命につ
いての現代自然科学の知識を元に、さらにメタレベルを目指して迫ろう
という野心的な試みである。
　また、わたしたちが生きている世界の解析を通じて、科学という行為
についての新たな理解を得ることも目的とする。
・授業ガイダンス（御園生）
（御園生）
・ものといのちの世界 I
・認識：相対化と絶対化 I
・階層構造：ミクロの視点・マクロの視点Ⅰ
・階層構造：相対化ループによる発展 I
・科学の行為：境界条件による世界の分割 I
・科学の意味：現象と理論の整合 I
・まとめとディスカッション、質疑応答等 I
（堀）
・ものといのちの世界Ⅱ
・認識：相対化と絶対化Ⅱ
・階層構造：ミクロの視点・マクロの視点Ⅱ
・階層構造：相対化ループによる発展Ⅱ
・科学の行為：境界条件による世界の分割Ⅱ
・科学の意味：現象と理論の整合Ⅱ
・まとめとディスカッション、質疑応答等Ⅱ

複数教員による共同
方式
(専)　御園生
(兼担)堀

文化記号論
記号（言葉や図、音、身振りなど）が成立する基本的なメカニズムを概
説し、様々な文化現象を記号論的な視点から考察する。

(兼担) 新野

源氏物語を読む

『源氏物語』を読みます。
　高校までの古文学習によって身に付けた力を、皆さんは過小評価して
います。懇切な注釈書を使えば、難しいとされる『源氏物語』も、かな
り読むことができるのです。
　このゼミでは毎回３０ページほどの予習を課し、出席者の感想・疑問
を発展させていくかたちをとります。強制的であっても、とにかく読ん
でみる。そうすれば、自分が意外に読めること、楽しめることがわかり
ます。その経験の手助けをし、『源氏物語』、あるいは日本の古典文学
の魅力を知ってもらう、それがこの科目の一番の目的です。
　今年度は「桐壷」巻から「末摘花」巻までを読みます。

(兼担) 池田

経済学の目で見ると 

レジャー産業、メディア産業、シルバー産業、はてはセレモニー産業
と、家庭生活から地域経済、国家経済のあらゆる面で巨大なマーケット
化が進行し、現代ほど消費者の眼力が試されている時代はない。この一
方で、ボーダーレス、グローバル化と呼ばれるように、個人生活が地球
的規模の影響を受けることも多く、個人生活と「経済」との関わりが強
まり、それに起因する軋轢も随所に見られる。産業経済の変化の速度は
かつてないほど速く、目まぐるしく動く社会の出来事を「経済学の目」
で見ると、どのように見えてくるかを知り、このような潮流の中で流さ
れることなく自己のライフスタイルを確立して「賢い消費者」となるた
めの方途を考える。

(兼担) 齋藤(康)

日本国憲法

「自分らしく生きる」とは、どういうことだろうか？　日本国憲法は、
第13条において、「個人の尊重」と幸福追求権を、第14条以下におい
て、選挙権、思想の自由、表現の自由、職業選択の自由、生存権、教育
を受ける権利等、様々な基本的人権を保障し、統治機構においては、国
民主権（民主主義）が原則とされる。この授業では、憲法・人権に関す
る諸問題について、具体的な裁判事例の検討を通じてわかりやすく講義
し、「自分らしく生きる」とはどういうことか、について受講生ととも
に考えてみたい。

(兼担) 石塚
(兼) 山内

スポーツ映画に見る現代
社会

スポーツや身体活動を扱った映画を鏡にして現代社会の様々な特徴につ
いて論じる。開かれたテキスト論、テキスト分析という手法を用いてス
ポーツ映画を読み解き、我々の生きる世の中の特徴を理解し世の中への
まなざしを獲得する。

(兼担) 加藤(朋)
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住まいの地方性

日本の住まいは地域の気候・風土、歴史、文化、生活様式などと深く関
わりながら現在に至っている。特に日本の伝統的な住まいは良好なまち
なみ・景観を形づくってきた。この授業では日本各地の多様な住まいを
取り上げ、材料・構法、間取り、空間構成、住宅規模・水準、外観デザ
イン、住み方等にみる「地方性・地域性」の実態とその形成要因につい
て解説する。なお授業の後半では、「甲斐の家」ペーパークラフトの制
作や住み方の検討を通して地域に根ざした住まいづくりへの理解を深め
る。

(兼担) 田中(勝)

山梨学

山梨県の魅力となっている風土、施設、産業などについて、野外見学を
交えて広く習得する。本講義を受講し、県の求める書式のレポートを提
出した者に「観光カレッジ修了証」の交付が行われる。本講義は山梨県
が推進する「やまなし観光カレッジ事業」に基づいて、山梨大学とやま
なし観光推進機構が連携して行うものである。
　本講義は野外見学を含めてすべて土曜日（講義は４回１－２時限、野
外見学は２回１－５時限）に開講されます。
　山梨県出身者が自らの知らなかった山梨県について知り、驚いている
姿が毎年見られます。各分野のプロによる講義は興味深く、たくさんの
知識を得ることができ、山梨県の新たな魅力を掘り起こす力になりま
す。

オムニバス方式
集中
代表者
(兼担) 井坂

社会変動と人間

本講義の目的は、現代社会理論を踏まえ、現代社会のマクロな社会変動
と、ミクロとしての個人に焦点をあわせ、現代社会のリアリティを明ら
かにすることにある。とりわけ、高度産業化、階層化、福祉化、高齢
化、国際化という社会変動に着目する。社会現象について問題意識を深
めてもらいたいと願っている。

(兼担) 三重野

特別支援教育総論
障害の概念、特別支援教育の概念、特別支援教育が対象とする幼児児童
生徒の教育の理念や制度についての基本的な理解を図る。

(兼担) 鳥海

現代日本の政治と政策

政治に対して、少なからぬ人々がシニカルな態度を示す。それにも関わ
らず、私たちの日々のくらしは、政治や政治の生み出すさまざまな結果
から無縁ではありえない。本講義では、私たちの生活にとって身近な、
あるいは大きな影響を有する政治現象や政治的諸課題を糸口に、その基
底にあるものや論点に関する理解を深めていく。それにより、政治的な
諸事象を皮相的でなく冷徹に分析する能力の習得を目指す。

(兼担) 藤原(真)

投資と資産形成

日本の経済がより好ましい姿になるためには、多くの人がお金の動きや金融の仕
組みについての知識を増やし、自分自身で考えることが大切です。また、経済活
動において、お金の実際の動きを知り、これを有効に使うことのできる能力を身
につけることは、個人にとって有益であるだけでなく、社会にとっても重要で
す。直接金融への期待が高まる現在、資本市場に求められる役割とは何か。激変
する日本の資本市場の全容と投資リスク＆リターンの考え方、株式投資・債権投
資・グローバル証券投資・分散投資の方法などを実務の観点から解説します。
・ガイダンス
・経済情報の捉え方
・債券市場の役割と投資の考え方
・株式市場の役割と投資の考え方
・投資信託の役割とその仕組み
・経済活動における銀行の役割
・地域における銀行の役割
・グロ－バル化する世界と資本市場の果たす役割
・証券投資のリスク・リターン
・ポートフォリオ・マネジメント
・金融市場の役割とその変化
・外国為替相場とその変動メカニズムについて
・資本市場における投資家心理
・資産運用とライフ・プランニング
・評価：総括・まとめ

オムニバス方式
代表者
(兼担) 勢田
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理系女性のキャリア形成

理工系の専門分野におけるワークライフバランスと男女共同参画につい
て学ぶ。活躍する卒業生や女性を中心とする技術者等の経験や、出産、
育児に携わる医師等の講演から、生涯設計の中に位置づけた職業人とし
ての自分自身の将来像を描き、進路選択や卒業・修了後のキャリアの形
成と継続に役立つ多様な職業観・人生観を学び、よりよい未来をともに
考える。志望する職業分野で活躍しようという夢は性別によらないが、
女性の進出が遅れている科学技術分野では、専門的なキャリアの参考と
なる身近な先輩や同僚の大半が男性であり、健康、育児、転勤などのラ
イフイベントにおいて、１人で悩む女性が少なくない。多様な選択肢、
価値観、支援策の存在を知り、将来さまざまな段階で予想される問題に
適切に対処できる強靭で柔軟な知を涵養する。
最終回は、受講者が卒業から２０年後までのそれぞれのキャリア・パス
を想定してパネル討論を行う。
・ガイダンス:女性の現代史
・道を切り拓いた先輩達
・科学技術分野で活躍する身近な先輩達
・医療保健分野で活躍するの身近な先輩達
・理工系卒業生の多様なキャリア
・ライフワークバランスを支援する法律や制度
・受講者によるバネル討論

オムニバス方式
代表者
(兼担) 鳥養

科学・デザイン・コミュ
ニケーション

オムニバス方式
代表者
(兼担) 鳥養

生活設計論

現代社会の変動の中で我々の生活は大きく変容し、様々な生活課題が顕
在化している。その生活の変容の過程と諸問題を浮き彫りにし、生活形
態、生活意識の多様性を理解するとともに、現代社会において必要な主
体的な生活設計・ライフデザインについて認識を深める。

(兼担) 志村

企業概論

企業（具体的には、会社、病院、学校、自治体、銀行など）が、どのよ
うな組織で運営され、それらの事業体相互が、どのように関連して経済
社会を構成しているのかを理解し、基礎的な専門知識と豊かな教養を、
身につけつけることを目指す。

(兼) 今村

経営分析のためのデータ
解析

経営分析のための基礎的なデータ解析の概念と手法を学ぶ。
　表計算ソフト・Ｅｘｃｅｌを用いて以下の分析を学ぶ。
　・基礎的なデータ解析とグラフ化、
　・相関分析、回帰分析等の基礎的な多変量解析
　・基礎的な財務分析、
　・市場調査のためのアンケート調査分析

(兼担) 西久保

現代社会と教育

教育は現代社会の中で生きていく上で不可欠なものとなっており、一人
ひとりに保障される権利として位置づけられている。しかし、格差社会
の進展の中で、貧困層や在日外国人など、教育を受ける権利が侵害され
ている人々がいる。この授業では、教育を受ける権利の意義を歴史的に
ふまえながら理解し、それが侵されている現状と是正に向けた取り組み
について、制度・政策や教育現場の側面から具体的に検討することを目
的とする。

(兼担) 日永、
伊藤(亜)

こころと体の障害の理解
と支援

こころと体の障害についての基礎知識を解説します。障害者福祉や教
育、心理に興味のある初学者向けです。

(兼担) 渡邉(雅)

環境政策の展開
これまで実施されてきた環境政策の展開を学び、環境の推進要因および
阻害要因を考察する。温暖化防止政策のほか、希望があれば他の環境政
策もとりあげる。

(兼担) 喜多川

現代人にもっとも必要とされているコミュニケーション力は、滑らかな会話やプ
レゼンテーションの技術と誤解している学生が少なくない。科学と人間のよりよ
い未来を築くために構成された、デザイン学とコミュニケーション学を学ぶこと
により、異文化・異分野に共感する知情意（知識，感受性，意識）の力を磨く。
デザインを通じたコミュニケーションによって新しい価値の創造活動を行うデザ
イナーと、これまで成り立ちにくいと考えられていた科学者と市民の間の科学に
関するコミュニケーション学を開拓してきた３人の研究者によるオムニバス形式
の講義と実践学習を行う。
・グッドデザインはグッドコミュニケーション
・科学と社会：異文化と共感する能力とは？
・科学コミュニケーション
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映像で考える子どもと教
育

現代社会における子どもの発達と教育の課題を、映像資料を基に考察す
ることに授業の目的はある。なおその際、「子どもの発達を捉える視
点」「乳幼児の発達過程」「教育問題としてのChild Abuse」「学校化
社会の子どもと教育」といった内容を中心に、「子どもの権利条約」時
代の、子どもと教育の課題を考えていく。

(兼担) 加藤(繁)

人間理解の心理学

現代社会は誰もが「生きにくさ」を抱えているといわれます。その生き
にくさは「私」個人に帰属されるものなのでしょうか。この授業では、
心理学の知見を基礎に、生まれ落ちた社会に規定された文化と他者との
関係の中で生きる「人間（自分）」について見つめなおすことを通し
て、現代社会の問題について考える姿勢を形成することを目的としま
す。

(兼担) 塚越

放射線と現代

一般にただ「恐ろしいもの」として漠然としか認識されていない放射線
は、現実には工業、農業、医学といった現代生活の様々な局面で利用さ
れている。また、日本は2006年6月の原子力立国計画などによってエネ
ルギー源としての原子力利用を大々的に推し進める方針を打ち出してい
る。さらに、昨今の世界情勢においては、核ミサイルの恐怖から核テロ
やいわゆるdirty bombとしてなどの放射性物質の悪用の懸念も増加する
一方である。本授業は、このような状況に適切に対処することができる
市民を育成するために、放射線・放射能についての基本的な知識と、日
本における放射線管理規制の実態を学ぶことを目的とする。
・授業ガイダンス，放射線入門（御園生）
・放射線・放射能とは何か（鳥養）
・生物と放射線（御園生）
・社会のなかの放射線（高橋）
・エネルギーと原子力発電（武田）
・原子力と現代（御園生）

複数教員による共同
方式
(専) 御園生
(兼担) 鳥養、
高橋(智)、武田

教育問題から見た現代社会

本講義では、教育を社会との関係から多角的に検討することを中心に行
います。教育問題として取り沙汰されている現在の子ども・若者が抱え
る発達・成長の問題や学校教育の問題を入口にして、その背後にある現
代社会の問題を検討することを目的とします。本講義を通して、教育か
ら社会の現状とあり方を問うこと、また自分のことばで教育を考えるこ
とができるようになることを願っています。

(兼担) 高橋(英)

保育・子育ての現在

現在の保育や子育てをめぐる問題について学び、乳幼児にとってふさわ
しい生活について考え、そのためにふさわしい大人のかかわり方につい
て理解し、保育・子育てのあり方を考える。さらには、社会の中で子ど
もを育てることの意味を理解し、自分自身が社会人としてどのような役
割が果たせるかを考えることを目的とする。

(兼担) 田甫

哲学のさまざまな問題 哲学の重要な問題に目を開かれ、考えることに慣れるようになることを
めざします。

(兼担) 佐藤(一)

経営管理（マネジメント）

企業（代表的なもの・社会）が、どの様に運営されているのか、その運
営の基本知識と手法を知り、事業体の目的を効果的に達成するための理
論、手法を理解し、習得することを目指す。

(兼) 今村

子どもとジェンダー

ジェンダーとは、性別によって人を振り分けること、そのことによって
性によって人を差別する営みを強化し、正当化することである。子ども
が生まれ育つさまざまな局面で、そうした性別による振り分けがどのよ
うに行なわれるのか、それが私たちの生育過程や日常生活にどのように
影響するのか、私たちは子どものジェンダー強化にどのように加担して
いるのかを学ぶのが、本講義の目的である。

(兼担) 秋山(麻)

科学技術史入門
科学技術史における自然・技術・科学・社会といった概念は、いずれも
人間労働に深い関わりをもって理論化されてきたことを考察する。

(兼担) 上里

教
　
　
　
養
　
　
　
教
　
　
　
育
　
　
　
科
　
　
　
目

全
　
　
学
　
　
共
　
　
通
　
　
教
　
　
育
　
　
科
　
　
目

- 72 -



天文学への誘い

宇宙の様々な観測から解って来た宇宙の始まり、宇宙の構造や進化を体
系的に学ぶ。宇宙の謎解きを通して、人類が自然をどのように認識して
きたかを学習し、人類が獲得した最もビビッドな宇宙像や自然像、そし
て残された謎の一端に触れて、科学的な考え方や知的好奇心を育む。天
文学全般に渡り講義するが、その理解のために物理学の手法も用いる。
（川邊）
・天文学とはどのような学問か？; 天文学の課題と宇宙認識の変遷
・様々な銀河と宇宙大規模構造
・宇宙開闢はどのようにして起ったか？
・現代科学最大なぞ暗黒物質・暗黒エネルギー
・アインシュタインのとんでもない遺産ブラックホール
・ブラックホールを観測する
（齋藤）
・原子から宇宙まで
・我々の太陽系の成り立ち
・我々の銀河系の成り立ち
・太陽系外惑星の発見
・明らかになりつつある星・惑星系の多様性
・宇宙発見物語
（伊王野）
・光と赤外線で見た宇宙
・電波で見た宇宙
・おもしろ天文；地球外文明探査

複数教員による共同
方式
(兼) 川邊、
齋藤(正)
伊王野

確率的見方

「確率」という概念をはっきりと捉えなおし、確率論の問題を具体的な
事例を通して紹介する。日常的、常識的（と思われる）先入観によって
曇らされて意外な結果に驚く「パラドックス」と名のついたものを取り
上げて考えてみる。人間思考の合理性、不合理性を考える。

(兼担) 中村(宗)

ヒトに至る生命の歴史

生物の多様性と一様性ならびに環境問題を理解するために、原核生物か
らヒトに至る生命の歴史を含めた生物分類の概要と、生態系、生物群集
レベルからの生態学上の基本概念を学び、これより、ヒト文明の在り
方、生物多様性危機を含めた地球環境問題を考える。

(兼担) 平田(徹)

生物学の様子

現在のライフサイエンスの進歩はめざまく、膨大な知識が増え続けてい
る。本講義では、遺伝学を中心とし、ライフサイエンスについての最新
の話題について学ぶ。地球上の生物の共通性と特殊性を理解し、生命現
象のメカニズムとその面白さ知る。

(兼) 赤井

染色の科学

衣生活の社会化が進んだ現代において、消費者として製品選択の主因を
なす衣料の色情報を与える染色加工について講述し、その結果を実習す
る。この講義を通して、賢明な衣生活を学ぶ。

(兼担) 勢田

子どもと自然 現代の子どもと蝕まれつつある自然との関わり、及び自然に対する子ど
もの理解について、理論的かつ実証的に解説する。

(兼担) 松森

材料と技術 材料の基礎的な特徴・性質を理解し、材料の作製技術及び加工法と機能
性材料の開発等を技術という視点から概説する。

(兼担) 佐藤(博)
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家庭の中のエレクトロニ
クス

身の回りの電子機器に目を向け、エレクトロニクスの基礎を広い視野で
理解する。動作原理や機器の機能等の講義に加えて、人への配慮、社会
や環境に与える影響への配慮等についても講義を行う。
　講義は個々の電子機器についての解説でなく、基本的な原理を視野に
おいて、工学的、科学的センスでエレク トロニクスを理解しつつ、人
間社会との関係を見つめ直す。
（藤間）
・家庭のエネルギー源としての電気
・安全性、公共性、経済性、その規格
・家電電化製品の中で姿を変える電気エネルギー？
・人に優しいエレクトロニクスをめざして
（坂野）
・日常の中の波動
・量子力学とランプ
・電磁気学とスピーカ・マイク
・原子力発電の原理，社会への寄与，問題点
（矢野）
・太陽光発電
・家電製品とエレクトロニクス
・低炭素社会に向けて

複数教員による共同
方式
(兼担) 藤間、坂野
矢野

人間とコンピュータ

コンピュータの歴史とその基本原理、コンピュータと情報技術、コン
ピュータネットワークとネットワークを活用したビジネスモデル、コン
ピュータと倫理、ネットワークセキュリティ、コンピュータグラフィッ
クス、人間とコンピュータのインタラクションなどの技術的な話題を通
して、人間の知的活動や社会的活動とコンピュータの関係を理解する。
・コンピュータの基本（鍋島）
・コンピュータにおけるデータの取り扱い（鍋島）
・コンピュータを動かす（鍋島）
・コンピュータや通信がもたらした影響（鍋島）
・ネットワークとそのサービス（高橋）
・ビジネスモデル（高橋）
・ビジネスモデル特許（高橋）
・ヒューマンコンピュータインタラクション（小俣）
・人のインタフェース特性（小俣）
・ビジュアルインタフェース（小俣）
・ユーザビリティ評価（小俣）
・コンピュータアルゴリズム（鈴木）
・パソコンとスーパーコンピュータ（鈴木）
・データマイニング（鈴木）
・ユビキタス社会（鈴木）

複数教員による共同
方式
(兼担) 鍋島
高橋(正)、小俣
鈴木(智)

現代生活とバイオテクノ
ロジー

バイオテクノロジーは生物の持つ機能を工学に利用する技術であり、21
世紀においてエネルギー、環境、食糧および医療等の広範な分野への貢
献が期待される。生物の機能は極めて多様であり、その利用も多岐にわ
たっている。この講義では基盤技術から先端技術までを人間生活に身近
な例を取り上げて平易に紹介する。
・微生物の世界とその応用（宇井）
・生物の多様性と進化（野田）
・ＤＮＡと遺伝子工学（大槻）
・バイオマス（宇井）
・きのこと人間生活との関わり（中村）
・タンパク質からみた生物の働き（楠木）
・タンパク質の立体構造と機能（楠木）
・バイオテクノロジー：ゲノムサイエンスの世界（宮川）
・ＤＮＡ診断　ーフェムトの世界を探るー（宮川）
・ナノテクノロジを利用した生体機能制御（新森）
・細胞とは何か　ー細胞培養のはなしー（黒澤）
・幹細胞とは何か　ー再生医療のはなしー（黒澤）
・抗生物質　ー微生物からの贈り物ー（早川）
・医薬微生物の探索と機能開発（早川）
・総括評価（総括とレポート作成）（黒澤）

複数教員による共同方式
(兼担) 黒澤、宮川(洋)
宇井、早川、中村(和)
新森、野田、楠木
大槻
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【環】地球環境化学とエ
ネルギー

21世紀に入り、地球規模の環境汚染は人類の生存を脅かす形で私たちの
前に立ちはだかり、深刻かつ緊急の大問題となっている。環境問題を解
決するためには、クリーンなエネルギーの確保や、生活を豊かにするた
めの様々な製品を環境に対する負荷の少ない生産工程で製造するための
化学技術が重要かつ不可欠となっている。授業では、先ず地球環境の現
状と問題について大気を中心に解説する。次いで、環境問題とエネル
ギー問題を解決する化学技術について学ぶ。クリーンなエネルギー変換
デバイスとして二次電池、燃料電池、太陽電池を中心に、その仕組みや
動作原理について理解する。

(兼担) 野原

ワインと宝石

ブドウ栽培、ワインの製法、微生物およびブドウとワインの科学、ワイ
ンと健康につき講義し、ついで宝石の結晶材料への変貌を辿りつつさま
ざまな日常生活に関わりの深い無機材料につき講義し、これらに関する
理解を深める。
・コース紹介（中川、奥田）
・病気からブドウを守る（鈴木）
・ワインの発酵と微生物（柳田）
・ワインの成分（奥田）
・ワインの製造方法（岸本）
・ワインのおいしさ（久本）
・ワイン関連総括と総括評価（奥田）
・宝石からセラミックスへ（武井）
・単結晶合成法と単結晶の持つ意味（細谷）
・結晶の完全性（綿打）
・結晶構造解析手法（山中）
・結晶構造と機能（熊田）
・機能性単結晶（田中）
・物質と色（中川、有元）
・宝石関連総括と総括評価 （中川）

複数教員による共同方式
(兼担) 柳田、奥田、
鈴木(俊)、岸本、
久本、中川(清)、
田中(功)、熊田、
武井、細谷、綿打、
山中、有元

これからの機械技術

これからの機械技術は、広範で多岐にわたる機械技術のベースとなって
いる基礎知識と最新のトピックスを初心者に分かりやすく解説する。本
年度は主に、熱、流れ、材料、力学、機械などの分野に関連した興味あ
る話題を紹介する。これによって、機械工学が工学分野で重要な役割を
果たしていること、また、先端技術と密接な関係を有していることを理
解し、それぞれの分野においてさらに深く学ぶ意欲を引き出すことを目
指す。
（武田）
・熱の伝わり方
・エネルギーを有効に使う
・原子力エネルギー
・自然エネルギー
（水口）
・生体工学の概要
・福祉工学と科学技術
・超音波の工学への応用
・超音波の医学への応用
（小川）
・新しい燃料(燃料電池)
・新しい燃料(バイオマス燃料)
・新しい燃料(電池その他)
（園家）
・表面改質（CVD,PVDなど）
・表面改質（レーザ処理など）
・表面改質（溶射技術など）
・評価、総括・まとめ

複数教員による共同
方式
(兼担) 園家、武田
水口、小川

人間と機械

人類と機械技術のかかわりについて機械やそれに使用する材料に関する
発達の歴史を含めて概観する。新材料や新製品開発の過程についてエピ
ソードを紹介しながら観察や考察の重要性について解説する。さらに人
間と機械の違いについて論じるとともに、ものづくりに対する試行方法
やその方法論について、具体的な例をあげて説明する。
・機械の発達の歴史（本田）
・機械産業の歴史と環境問題（北村）
・工作機械や工具、加工方法及び材料（平）
・高度熟練技能の現場　（萩原）

複数教員による共同
方式
(兼担) 本田、
北村(敏)
平(晋)、萩原
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地球の見方

高校の地学を履修する機会がなく、地球についての知識が中学生レベル
にとどまっている人のために、最近の地球科学・宇宙科学による新しい
地球観・宇宙観を紹介します。どのような研究や方法によって、どのよ
うな地球観・宇宙観が得られているか、地球や宇宙の科学的な見方を理
解することを目的とします。

(兼担) 石垣

医工学と現代社会

生命現象を物理や化学の言葉で説明しようとする生命の科学は、２０世
紀の後半から現在まで、めざましい進歩を遂げた。その研究の成果は、
人々の生活への応用という面で、現代の医学や工学と連動し、「医工
学」ともよばれるようになっている。
　本講義では、こうした現代の生命の科学（一般にライフサイエンスと
呼ばれる）の研究成果がどのようなものであるかを種々の事例を上げて
概説し、また、それらが現代のわたしたちの生活、とくに医学や工学の
面においてどのように応用され、また影響を与えつつあるか等について
論ずる。本講義により、医工学と現代社会の諸問題への可能な限り正確
でかつ広汎な知識を身につけ、さらにそれらの諸問題への強い問題意識
を醸成する。

(兼担) 宮川(洋)

一般相対性理論への招待
２０世紀最大の物理学上の発展であったアインシュタインの特殊相対性
理論と一般相対性理論を数理的に基礎から解説する。応用として宇宙の
膨張を取り扱う。

(兼担) 山下(和)

クリスタルサイエンス

講義で習ったことをすぐさま実験で確認するという、新しい授業形態
（講義と実験の融合）を実施することで、理科の楽しさを感じさせるこ
とを目標とする。
　クリスタル研の教員11名と学生を４グループに分けて、１テーマ３回
の中で実験、観察などを行い、4テーマで色々な結晶に関する知識、実
験技術に触れるようにする。

(兼担) 田中(功)、熊
田、中川、細谷、山中、
綿打、武井、有元、
米崎、長尾、三浦

ワイン製造及び体験実習

ワイン製造および体験学習を行い、ワインに関するより質の高い教育を
実践することができる。ワイン科学研究センターの醸造設備を用いて、
ワイン製造および体験学習を行うことによりワインに興味をもつ学生教
育に効果があると思われる。

集中
(兼担) 岸本

生命科学と社会 科学の社会への貢献と両者の軋轢について、最近特に進展のめざましい
生命科学の話題を中心に解説する。

(兼担) 宮崎

数理の発想でみる自然・
社会・人間

統計や数学の諸手法を使って、自然・社会・人間にかかわる現象を分析
する。

(兼担) 成田

電気とコンピュータ

この講義では、まず電気の基本的な性質をまず学び、つぎに電気をいか
にして作り、それを家庭まで送られてくるかについて学びます。これに
より、電気にたいする基本的な知識を修得するとともに、現代のエネル
ギー問題としての電気についての基本的な考え方を修得します。次に、
現在の情報化社会への起爆剤となったマイクロプロセッサの開発の歴
史、開発にいたった経緯や、マイクロプロセッサを用いたパーソナルコ
ンピュータやビデオゲームなどマイクロプロセッサを応用した機器の開
発の歴史などについて学びます。最後に、コンピュータの中身や構成な
どの基本的な構成、それを理解するためのブール代数などの基礎につい
て学びコンピュータに対する基本的な知識を修得します。

(兼担) 清弘

水圏植物の生物学

水圏植物の本質、重要性、我々人間との関わりについて理解するため、
水圏植物を「水域に生育する酸素発生型光合成生物」と定義し、生命の
誕生から人類の出現に至る生物の歴史の中で、それらの果たしてきた役
割と、それらの分類・生態・利用について概説する。簡単な実験や実際
の植物を見せることもあるので、定員は３０名程度とする。

(兼担) 芹澤

子どもと事象の数理

小学校・中学校・高等学校で学習した数学の知識をどのように活用すれ
ば、事象を数理的に考察することができるのかを経験するとともに、そ
の経験を通して、数学的見方・考え方を一層伸ばす。

(兼担) 清野
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数学的見方
数学とは、難しい計算問題を解いたり公式を暗記したりするものではな
く、論理的な証明の積み重ねによって、一つの理論を築いてゆく学問で
ある事を学んでもらう。

(兼担) 小池

依存の科学

アルコール依存症から始め、過度の飲酒の怖さ、それらが家族に及ぼす
影響等を理解する。また、その他の物質依存やプロセス依存について理
解し、（あるばあいは）自己の中にある依存の芽に気がつく。

(兼担) 小畑

ガイア仮説と地球システ
ム科学

近年、地球表層での物質循環や気候などを、大気圏、水圏、岩石圏、生
物圏の間の有機的な相互作用の一局面として捉える「地球システム」と
も呼称される概念が、気候学や生態学など様々な学問分野で注目され始
めた。そのルーツを遡ると、地球の無機的環境と生物がその相互作用の
中で環境の恒常性を維持する自己統制システムを確立してきたという、
ガイア仮説に辿り着く。
　本授業では大気圏、水圏、岩石圏、生物圏の構造と機能、これら各圏
の相互作用により構築される物質循環システムや気候システム、更に地
球システム科学の先駆けとなったガイア仮説について学習し、地球環境
とその変動がもつ意味を惑星スケールで捉えるために必要な「地球シス
テム」の視座を会得する。

(専) 松本(潔)

魔方陣から現代数学へ

魔方陣というパズルを解くことを目標に現代数学のある断面の基本的な
ことがらを学ぶ。なぜ算数や数学を学ぶことが大切なのか、数とはなに
か、などについても織り交ぜて語る。アイデアが迸る様子を少しでも実
感してもらえる様な講義を目指す。

(兼担) 大西

物理パズルで親しむ身近
な自然現象

アメリカの物理学教師の協会（American Association of Physics
Teachers）が発行する物理教育誌“The Physics Teacher”には、1986
年から "Figuring Physics" と題するコラムが連載されている。このコ
ラムでは身近な自然現象を題材にしたクイズを毎回、出題している。
　本授業ではこのクイズを毎回 数題ずつ取り上げ、履修学生各自に回
答してもらう。肩のこらないクイズ形式の問題の回答を自身で考え、そ
の後に、教員による解説を聞くことを通じて、自然現象を物理学の枠組
みの中で捉え、理解する態度を涵養する。

(兼担) 長島

自然災害と都市防災

災害が多発する我が国を取り巻く自然環境と自然災害の発生メカニズム
を説明した上で、事前の防災対策として我々に身近な都市防災の技術に
ついて概説する。
　本講義では、自然災害、その役割や基本的な考え方を理解することを
目的とする。講義の後半では、最先端の都市防災技術が現象と関連付け
て各専門分野の担当教員より紹介される。
（鈴木）
・ｲﾝﾄﾛﾀﾞｸｼｮﾝ：我が国を取り巻く災害発生環境，防災と減災
・地震・津波災害
・台風・豪雨水害
・土砂災害
・火山災害
・都市防災のまとめ
・ソフト防災による減災対策
（吉田）
・構造物の免震・制震技術
（齊藤）
・コンクリート構造物の耐震技術
（後藤）
・地震時の地盤の液状化

複数教員による共同
方式
(兼担) 鈴木(猛)
後藤(聡)、齊藤(成)
吉田

ウイルスと人間Ｂ

現代のウイルス感染症に関する話題を取り上げ、人間を宿主とするウイ
ルスの進化や共生関係（ウイルスの病原性とヒトの免疫応答も含む）を
理解するとともに、新しく開発されたワクチンや抗ウイルス薬、さらに
薬害などの事例に関する議論も行い、「ウイルスと人間の関係」につい
ての理解を養うことを目的とする。

(兼担) 加藤(伊)
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心理学への誘い

本講義では、大学生がはじめて学ぶ心理学を概観し、研究対象としてい
る「心」をどのように捉え、研究をどのように進めているのかについて
理解を深めること、また、心理学の知識を習得しながら自分や自分の身
近な人々、社会的出来事に関する理解を深めることを目的とする。

(兼) 小澤、
斎藤(実)

音楽の即興表現

音楽の原点である即興演奏についてその歴史を概観し、様々な時代、
ジャンル、形式での実例に触れる。さらに現代での音楽シーンにおける
可能性を考え、音楽の即興表現とは何であるかを各人が考える場にした
い。また、演奏実習を通して即興演奏や編曲の世界の広がりや楽しさを
味わってほしい。

(兼担) 藤原(嘉)

死生学入門

「生」と「死」に関する講義、ロールプレイを含めた発表、グループ討
論、シナリオ作り等を通して、生きることの大切さ、関わることのすば
らしさについての認識を深める。将来にわたって「死」を見据えながら
「生」を真剣にとらえていく力をつける。

(兼担) 中村(和)

健康科学

本講義の願いは、学生諸君が現在および将来に渡って、健康で充実した
生活が送ることができるようになるということである。つまり、保健の
科学的認識を発達させることにより、あなたが健康問題に対して主体的
に取り組み、解決していくことができるようになって欲しいと願うもの
である。

(兼担) 福永

スポーツマッサージ入門

マッサージにより、心身のストレスから起こる疲れ、肩こり、腰痛、精
神的不安などを取り除くことができる。基本的なスポーツ・マッサージ
について正しい実施方法を講義と演習で行う。

(兼担) 藤本

感性による造形

「はっ。」と風景や自然の事物の美しさに息を飲み、心を奪われる体感
を持つことがある。私達は自然の成り立ち、仕組みの中で摂理と運動
（遊び）の構造を多くの物と共にしている。一瞬の記憶、インスピレ－
ションがどのような事柄から生じ、時間と共に思いに膨らみ、形に留め
たい、更に発展させたいとの願いとなるのか。そうした創作活動を身近
な素材に託し制作を試みる。

(兼担) 菅沼

スポーツとダイエットの
科学

日常の「生活」の視点から「健康」について考察する。スポーツやダイ
エットといった身近なテーマを科学的に学習していくプロセスで自らの
心身に対して興味・関心を持ち、生涯を共にする「身体」の重要性への
気づきを促す。また、世の中には一見科学的な健康情報が氾濫してお
り、情報過多の時代を生きる上で、懐疑的に検証してみる姿勢が必要に
なる。そのための基本的な思考方法を身につけ、賢明に生きる態度を養
う。

(兼担) 小山

かたちの不思議と幾何学
的ﾃﾞｻﾞｲﾝ

デザインにかかわる「かたち」のありようを、“不思議”という情緒的
な視点と“幾何学”という合理的な側面の双方から概説する。

(兼担) 村松(俊)

生命倫理
生命倫理における基本的な問題と考え方を理解することを目的とする。
そのため、生命倫理のさまざまな問題を、歴史的な経緯を踏まえなが
ら、とりあげ考えていくことにする。

(兼担) 香川
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医療の最先端

「脳神経外科の最前線」や「消化器外科治療の最先端」など、臨床医学
の最新の内容を分かりやすく解説する。
・脳神経外科の最前線
・消化器外科治療の最先端
・心臓と血管の病気
・最先端の消化器内視鏡診療
・心臓外科と医用工学
・運動器疾患の最先端研究と臨床
・切らずに治す内視鏡手術
・クリティカルケアの最先端
・糖尿病治療の最前線
・失われた聴力とその獲得
・眼球の構造と眼科手術
・小児白血病と移植医療
・認知症診療の現状と展望
・最先端の放射線医学－今、放射線を使って何ができるか－
・不妊治療の現状と将来の展望

オムニバス
代表者
(兼担) 松本(雅)

社会における看護と介護

社会で生活するあらゆる年齢層の人々とその家族のもつ健康問題および
その人々と家族に対する看護と介護についての理解を深める。
・概論、高齢者の家族介護
・障害者と家族
・自分の身体を守る
・小児医療における看護の現状
・食育と健康
・リプロダクティブヘルス・ライフ
・働く人々の心の健康
・慢性疾患をもつ患者の看護
・脳卒中患者のリハビリテーション
・日常生活における骨そしょう症予防
・肝疾患予防・改善のための生活指導
・介護をとりまく社会制度
・在宅療養と医療処置
・死に逝く人と遺される人

オムニバス
代表者
(兼担) 新田

社会の中の医療・医学

医療技術の進歩が現代の社会に及ぼす影響を考えてみることを目標とす
る。そのため、前半は医学実験に関わる問題を歴史的に取り上げ、医学
実験に対して社会がどのように対処しようとしてきたのかを考える。後
半は、｢死ぬ権利」という奇妙な概念を中心に、医療技術の進歩によっ
て社会意識がどのように変化してきているのかを明らかにする。

(兼担) 香川

人体の生命科学

人体の複雑な構造や機能さらには生命の仕組みやその異常などについ
て、基礎医学の立場からわかりやすく講義する。具体的には、｢人体の
生命科学｣に関する基本的な事項について、基礎医学の各専門領域から
オムニバス方式で多核的な講義を行う。本授業はヒトの｢命｣の科学的背
景を広く理解することを目的とする。
・赤血球にはじまる膜骨格の概念
・細胞のプロペラ、アンテナ　－繊毛の機能とその多様性－
・ＤＮＡからみた縄文人
・脳と体温
・免疫とアレルギー
・心の神経生理学
・脳を育む　―脳はどのように構築されるのか？
・感染症とは？：細菌、ウイルス、真菌の違い
・脳の情報処理：神経細胞とグリア細胞
・学習と記憶の分子生物学
・がんの生物学
・疫学：ヒトの集団を対象とした医学研究の手法
・炎症と肺疾患

オムニバス
代表者
(兼担) 北村(正)

アウトドアパスーツⅠ

この授業ではアウトドアでの楽しい体験を行います。授業は、安全や事
前の準備等に関する講義を行い、週末、休日を利用して日帰り、または
宿泊での活動をします。各プログラムのなかで小グループを形成し、活
動の企画・立案します。さらに、渉外、記録、食料、装備などの役割を
分担し、一連の活動を学生自らが主体的に進めていく授業です。実際の
アウトドアで、安全で楽しく、自然環境に配慮した活動を目指していま
す。

(兼担) 川村
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アウトドアパスーツⅡ

この授業ではアウトドアでの楽しい体験を行います。授業は、安全や事
前の準備等に関する講義を行い、週末、休日を利用して日帰り、または
宿泊での活動をします。各プログラムのなかで小グループを形成し、活
動の企画・立案します。さらに、渉外、記録、食料、装備その他の役割
を分担し、一連の活動を学生自らが主体的に進めていく授業です。実際
のアウトドアで、安全で楽しく、自然環境に配慮した活動を目指してい
ます。

(兼担) 川村

写真の歴史

デジタル技術の進展により、現在、写真の性質は大きく変化している。
そもそも、写真はどのように発明され、利用され、私たちの生活をどの
ように変えてきたのだろうか。美術との関係を中心に、記録やジャーナ
リズムにおける役割にも注目して、写真の歴史を振り返る。

(兼担) 平野

健康社会学
日常生活に必要な医学・医療の基本的な情報を提供すると同時に、社会
にあふれる健康・医療・福祉にかかわる様々な情報について検証してい
く。

(兼担) 宮村

アンサンブルの楽しみ

アンサンブルはフランス語で「一緒に」や「全体・一揃え」という意味
で、音楽用語で「合奏」を表す。本授業では西洋音楽を中心に受講生の
演奏技術を応用･利用して「一緒に演奏する楽しさ」「全体が揃うとい
う一体感」を味わうことを目的としている。演奏技術は必ずしも高度な
ものを必要としていないが、ピアノ、マリンバなどの大きな楽器以外は
個人で準備して欲しい。学部、講座を異にする者同士による音楽的コ
ミュニケーションの楽しさを講義や演習を通して味わってもらいたい。

(兼担) 手塚

球技スポーツの魅力

球技スポーツには室内で行なうバスケットボール、バレーボール、卓球
など、室外で行なうソフトボール、サッカー、ラグビーなどがあり多種
多様の魅力が隠されている。
そこで、本講義ではそれらの種目の技術的な特性ばかりでなく、その競
技が生まれてきた背景や歴史的な流れ、そしてそれらに伴うルールの変
遷などを紐解きながら本質的な魅力を探るものである。特に、実技では
誰もが生涯スポーツとしても有効になっていくソフトボールを取り上
げ、白球に親しみながら打撃、守備、走塁等の基本技術を磨き、チーム
毎に戦術を考え、ゲームも行ないながら実際場面での経験知を獲得して
いくものである。

(兼) 古澤

運動と遊び
「遊び」の歴史的変遷を理解し、実際にからだを使った様々な遊びを行
いながら、社会、教育、健康といった側面から「遊び」に含まれる今日
的意義を考察する。

(兼) 沢木

スポーツ考現学への誘い

現代社会において最もポピュラーな文化のひとつであるスポーツが、わ
たしたちの思考や価値観、イデオロギー、アイデンティティなどに及ぼ
す重要性に関して検討する。そしてスポーツがいかに社会的、文化的、
イデオロギー的に重要な意味と機能をもっているかを理解する。

(兼) 橋本(純)

健康なからだ論

健康的な生活を送るためには、身体的要因だけでなく精神的要因も併せ
た心身両面のバランスのとれた状態を維持することが大切である。この
ため、健康の維持・増進のために必要とされる知識や自己管理能力を高
めるための基礎知識を学習し、具体的な手法・技術を習得する。

(兼) 山下(陽)

パーソナリティ心理学

パーソナリティとは、個人の人格や性格、気質などと表現されるものの
総体と考えられる。この授業では、パーソナリティの個人差に焦点をあ
て、その個人差がどのように形成・発達されていくのかや、パーソナリ
ティの違いが個々人の社会への適応にどのように関わるのかについて考
えていく。

(兼担) 酒井
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こころの健康づくり

コミュニケーションに関する知識や理解を深め、またスキルアップを図
りながら、人間関係づくりについて具体的・体験的に学習することを目
的とします。講義では自分自身のものの見方・考え方を捉えながらの自
己理解を深めていきます。またグループワークを通しての他者理解を深
め、相対的な視点に立った自己への気づきを促すことを目指します。

(兼担) 伊藤(美)

ミュージカルを歌おう ミュージカルを通して自己表現の楽しさを学ぶ。最終的に1時間程度の
ミュージカル作品を上演する。

(兼担) 片野

余暇社会の身体活動

価値のある、質の高い人生（Quarity of Life）を送るためには、質の
高い仕事生活（Quarity of Work Life）、質の高いレジャー生活
（Quarity of Leisure Life）、そして質の高い健康生活（Quarity of
Healhty　Life）を実現することです。
　本講義では、特にQuarity of Leisure LifeとQuarity of Healhty
Lifeを実現していくために必要な知識、技術、そしてその考え方につい
て学習していくことを目的とします。具体的には、「レジャーとは」と
いうことに検討を加えながら、その実践方法について学習していきま
す。

(兼) 古屋(顕)

ピアノを弾こう ピアノ実技を通して演奏体験を積み、音楽と個人との関わりについて意
味を探る。

(兼担) 酒匂

音楽の分析と表現

音楽作品を知的に感覚的に理解し、その結果を絵など、なんらかの形で
表現することを目的とする。音楽は個人的な趣味で様々に楽しまれるも
のであるが、曲の形式や構造などを理解した上で鑑賞したり演奏したり
すると新たなよさを発見できるものである。そして、そこで終わらず、
その新たな発見をもとに自らが、絵などの表現に取り組んでもらいたい
と考える。ルネサンス、バロック、古典派、ロマン派、近代・現代等の
楽曲を対象とする。

(兼担) 小島

ダンス・セラピー

舞踊文化と身体文化をセラピーの観点から学ぶ、体験学習です。ヨガ、
呼吸法、コンタクト・インプロ、オイリュトミーなどの身体技法から、
からだとこころを緩めていきましょう。世界各地のさまざまな舞踊文化
とアートの世界のダンスの理解も含めて楽しくダンス文化に親しみま
しょう。

(兼担) 木村

東洋音楽鑑賞
東洋諸国の音楽文化の歴史・社会的背景を取りあげ、その音楽的要素
（リズム、旋律、形式等）を分析しながら、東洋音楽の多様性を考え
る。主な対象は各国の古典音楽である。

(兼担) グローマー

異文化間コミュニケー
ション

異文化間コミュニケーションを行う上で必要な心構え、態度、スキルを
学び、コミュニケーション能力を高めることを目的としています。また
異文化間コミュニケーション理論も紹介していきます。

(兼担) 奥村(圭)

アジアの人々

アジア、特に東アジアの国々に住む人々がどのような暮らしをしている
か、また日本をどのように捉えているか、彼らとどのように接して行っ
たら良いかを考えてもらう。素材としてスライドを主とした資料を用い
る。

(兼) 川田

ボランティア理論 ボランティア活動の理解と実践活動への導入について解説します。 (兼) 大和田

世界近現代史の潮流と日
本

世界の近現代史を新たな視点（＝西欧の世界的拡大としての近代とその
動揺）から学ぶことを通して、現代社会が直面している様々な問題とそ
の経緯を理解し、世界の中の日本、その中での私たちを取り巻く社会の
仕組み・問題点を考察する。

(兼担) 坪内

現代政治のイシュー

政治パラダイムのストーリーラインについて学び、現代の主要政治イ
シューをパラダイムの次元から理解する。このような過程を通じて、政
治イシューに関する様々な主張を比較考量できる能力を身に付ける。

(兼担) 金
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映像を通じて見る異文化

映像資料を題材に、自文化を見直し異文化を理解するとともに、留学生
と日本人学生間の異文化間コミュニケーションを実際に体験することを
目的としています。
授業は基本的に英語で行われます。
・オリエンテーション（奥村）
・４コマまんがで考える日本のあいさつ （田中）
・４コマまんがで考えるホンネとタテマエ（田中）
・暴力・正義・アイデンティティをめぐる冒険（秋山）
・暴力・正義・アイデンティティについての討議（秋山）
・映画に見る死生観1（森田）
・映画に見る死生観2（森田）
・「隣のトトロ」における環境の重大さ（森田）
・「隣のトトロ」における日本の田舎の日常生活の描写(森田)
・日本映画に見る家族像１（滝口）
・日本映画に見る家族像２（滝口）
・現代社会での人と人との関わりを考える1（奥村）
・現代社会での人と人との関わりを考える2（奥村）
・学生による成果発表（全教員）
・まとめとフィードバック（全教員）

複数教員による共同
方式
(兼担) 森田、
田中(武)、
秋山(麻)、滝口
奥村(圭)

電子音楽の世界

現代の私たちを取り巻く生活環境にも電子音は溢れその恩恵を受けてい
る。電子音楽の過去~現在の歴史を追いながら、年代順に様々な音源、
映像、開発された機器等を紹介し、作曲家、音楽家、研究者達がどのよ
うな音を探求してきたのかも含め、変遷を考察する。
　講義では実際に実物の楽器、機材、レコーディングスタジオでの録音
等の体験も試みる。教養として音楽における電子機器、メディアについ
ての知識を深めることを目的とする。

(兼) 吉原
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授業科目の名称 講義等の内容 備考

共生科学入門

（概要）自然環境と人間社会の共生に向けて共生の科学的意味を理解す
る。生命科学、食物科学、環境科学、社会科学における共生科学につい
て学習する。
（オムニバス方式／全15回）
（33竹内　智／１回）多角的なものの見方や考え方から、生命・食物・
環境・社会が相互に関連する共生科学とは何かについて学ぶ。
（33竹内　智／3回)安全・健康・平和などの人間の安全保障を維持しな
がら自然環境との共生を実現していく社会の構築に向けて、諸課題の解
決に向けた自然科学的な基礎知識を身につける。
（51金　基成／3回)人間と人間との共生及び人間と自然との共生という
観点から現代社会及び地域の発展にかかわる諸問題を捉えなおすととも
に、これらの問題の解決にかかわる社会科学分野の基本的知識を習得す
る。
（竹内・金／1回）環境・共生社会系のまとめと試験
（1宮川洋三／3回）生態学的な意味での共生の概念についての理解を基
礎として、生命科学と現代社会が抱える諸問題を共生の視点から捉え、
考察する問題解決能力を身につける。
（18村松　昇／3回）農業という観点から見た共生について考え、食料
生産や組換え植物、農薬問題など、身近な話題を例として諸論点を学
び、問題を論理的に解決するための手法を体得する。
（宮川・村松／1回）生物・生産系のまとめと試験

オムニバス方式
（専）竹内
（兼担）宮川(洋)・
村松(昇)・金

生命環境基礎ゼミ

（概要）問題の設定、文献・資料の収集・読み込み、結果の分析・発
表・討論およびレポート作成、発表の基本的スキルを修得し、大学にお
ける勉学、研究の基礎力を身につける。
初めに本講義の狙いと進め方の説明を全員に行うが、それ以降は学科ご
とに５人程度のグループに分かれ、各学科教員の指導のもと、レポート
の作成、検討課題の設定とそれに関するプレゼンテーション準備を行
う。後半の３週を使い、受講者全員を相手にグループごとにサイエンス
カフェ方式でのプレゼンテーションを行う。また聴衆となった学生は他
グループの発表内容の理解に努め、聴講報告書の作成を行う。プレゼン
テーション終了の翌週には各自が作成した報告書をグループ内の学生間
で添削しあう。この一連の作業や議論を通して、本学部の学習内容や研
究手法を理解する。また、専門を異にする聴衆に対して分かりやすい話
をすることや、そのためには広い学問分野に対する興味と理解を持つこ
との重要性を学ぶ。

（専）風間・岩田・
田中(靖)
（兼担）若山・野
田・大槻・山下
(裕)・中田・三木
北村(眞)・喜多川・
高橋(智)

生物資源論

（概要）山梨県内で重要な産業である野菜や果樹栽培の基礎的知識を学
ぶ。産業の実態や加工、流通など、様々な方面からの講義を通して、山
梨県の特産品である野菜類、ブドウ、モモやその他の果樹、ワインなど
について学ぶ。
（共同／全15回）
（村松　昇／7回）野菜や果樹（モモやスモモ、サクランボ）を題材と
して、その栽培、加工、流通などの知識を学ぶ。
（山下裕之／7回）ブドウ栽培の基礎的な知識とワイン用・生食用のブ
ドウの差異、ワイン製造の基礎的な知識を学ぶ。
（村松・山下（裕）／1回）総括、総合評価

複数教員による共同
方式
２クラス編成
(兼担）村松(昇)・
山下(裕)

生物資源実習

（概要）山梨県内の食品産業や果樹産業について具体的に学ぶことを目
的とする。農場圃場での体験を通し、農作物（特に果樹など）の生産の
実態や問題点を学び、また、食品加工工場などの見学を通して、食品の
あり方や品質管理などを総合的に学習する。
（共同／全15回）
（柳田藤寿・奥田　徹／1回）授業の目的、日程調整、準備に必要な事
柄について学ぶ。
（村松　昇／7回）果樹園・農場での作業体験を行い、農業について基
本的事項を体得する。
（谷本守正・望月和樹・山下さやか／7回）食品製造工場などでの実習
および食品製造体験を行い、食品製造の基礎を体得する。

複数教員による共同
方式
集中
４クラス編成
(兼担)村松(昇)・
谷本・望月(和)・
柳田・奥田・
山下(さ)
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情報処理及び演習

実験データの整理や文書・レポート作成、レポート提出、先生への質
問、お互いの情報交換などにコンピュータを道具として利用できるよう
になること、すなわち「情報リテラシ－」を身につけることを目標とす
る。また、コンピュータのネットワーク環境を理解し、有効に活用でき
ることを目標とする。さらに、道具として使いこなすだけでなく、コン
ピュータ、ネットワーク環境を利用する上での情報倫理についても理解
する。コンピュータを実際に使いながら学習する。

２クラス編成
〔専）馬籠
（兼担）島崎(洋)

講義　１０時間
演習　２０時間

基礎統計学

生物学、農学、環境科学あるいは経済学などにおいて、得られた結果を
統計的に分析することは重要である。本講義では、統計科学への導入と
して、確率の概論、記述統計学から推測統計学の基礎について学習す
る。

（兼担）下川

基礎統計学演習
統計的データ解析は、観察研究と実験研究に大別される。このことに留
意して、分割表分析、分散分析、そして回帰分析といった方法を学習す
る。

（兼担）下川

生命科学概論

生命科学は、生命を取り巻く関連諸科学の総称であり、農学・環境科
学・薬学・栄養学・医学・生命工学などは、生命科学を応用した学問分
野である。本講義は、これら応用分野を学ぶのに必要な生命科学の基礎
知識を習得することを目的とした生物学の概論である。細胞生物学、分
子遺伝学、分子生物学の基礎を理解する。

（兼担）大槻

食物科学入門

食品製造とその利用に関する基礎的知識を学ぶ。食品の分類や加工に関
する基礎知識、食品の重要性などを理解する。
（共同／全15回）
（谷本守正／8回）食品製造の基礎と人間生活におけるその役割を理解
する。
（望月和樹／7回）食品中に含まれる成分の構造および身体に対する機
能などを学ぶ。

複数教員による共同
方式
（兼担）谷本・
望月(和)

環境科学入門

人類の生存を支えるさまざまな環境資源を概観するとともに、人口増加
や経済活動の拡大に伴い環境汚染や地球環境問題が発生した歴史と現状
について学習する。また、食料やバイオマスなど生物資源の利用と環境
との関係について学び、さらに、環境問題解決のためにどのような対策
がとられてきたか、また国際的な取り組みなどについて学ぶ。

（専）新藤

経済経営学入門

自然と社会との共生の具体的な姿を展望していくうえで、現代の経済シ
ステムや企業経営がどのような特徴を備え、どのような原理や法則に基
づいて経済システムが運動しているのか、どのような原理や理念に基づ
いて企業経営が行なわれているのかを学ぶ意義は大きい。そこで本講義
では、現代経済システムや企業経営に関する基本的な知識を学ぶととも
に、経済・経営の実際を観察するための「道具」の使い方を身につける
こと、すなわち「経済や経営を見る目」を養うことを履修目標とする。
その際、現実の経済や経営に対する理解をより深めることを目指し、具
体的事例に即した「道具の使用法」もあわせて学習する。

（兼担）西久保・
竹之内・門野

リスクマネジメント概論

（概要）リスク管理、リスク・マネジメントはこれからの社会で重要な
役割をもつ。ここではリスク概念の系譜をたどることで、その概念のも
つ学問的役割を理解するとともに、リスク管理やリスク・マネジメント
の具体的方法について学ぶ。
（共同／全15回）
（高橋智子/9回）リスク概念の系譜、科学技術のリスク、エネルギー分
野におけるリスク管理、企業におけるリスク管理について学ぶ。
（風間ふたば/6回）環境リスクとマネジメント、食物生産のためのリス
ク・マネジメントについて学ぶ。

複数教員による共同
方式
（専）風間
（兼担）高橋(智)

生命倫理学

生命倫理学は20世紀後半以降の生物学革命と呼ばれる事態を受けて登場
し、特に生命科学・医学に関わる研究規制の問題を重要な研究テーマと
してきた。たとえば、1975年の遺伝子組換え技術をめぐるアシロマ会議
は生命倫理学の重要な出発点のひとつになっている。ここではそうした
生物学革命に発する生命倫理学の形成過程を踏まえながら、生物学・医
学に関わる実験研究の倫理という観点から生命倫理学の問題を整理し、
国内外の議論と法的規制の現状について具体的に検討する。対象となる
のは、ヒトや動物を対象とする実験、遺伝子組換えやクローン技術、ES
細胞・iPS細胞研究などである。本講義では、そうした具体的な検討に
よって生物医学研究に必要な倫理的マインドを身につけることが目標と
なる。

(兼担）香川
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基礎数学
統計学、情報処理などに必要で今後の専門科目を学習する基礎となる数
学、すなわち、多項式関数の微積分、行列、順列・組み合わせ、確率な
どについて学習する。

２クラス編成
（兼担）伊藤(一)・
宮川(雅)

基礎数学演習
基礎数学の学習を助けるとともに、多項式関数の微積分、行列、順列・
組み合わせ、確率など数学の応用力を身に付けるため、演習問題を解く
ことを中心に学習する。

２クラス編成
（兼担）伊藤(一)・
宮川(雅)

微積分学

微分積分学は解析学や微分方程式といった科目はもちろん、物理や力学
といった名のつく科目を学ぶのに不可欠な学問である。この授業では、
関数の極限や連続性、導関数の定義、定積分と不定積分の定義から、三
角関数、指数関数、対数関数といった初等関数の微分積分、逆関数の取
り扱い、合成関数の微分、置換積分、部分積分など重要な基本事項を扱
う。高校で勉強したものと重なる部分も多いが、より体系的に学ぶこと
になる。数式の計算だけに目を奪われることなく、数式が表している概
念や意味を理解することを大切にする。

（専）島

線形代数学

自然科学や工学の対象となる現象や法則の学習・研究において、「線形
性」と呼ばれる性質が重要な役割を果たしている。線形代数学は、この
「線形性」の基礎を対象とする数学体系である。「線形代数学」は、線
形代数学の入門と基礎的な部分を担当する。具体的には、行列の定義と
その演算，連立１次方程式の解法（掃き出し法）、行列式、クラメルの
公式、等を学習する。

（専）島

基礎物理学Ⅰ
物理学全般について、規則性・法則性を理解するとともに応用力を養
う。基礎物理学Ⅰでは、熱力学、電磁気学等を参照しながら、物理学の
基礎となっている力学を中心に学習する。

（専）竹内

基礎物理学Ⅱ

物理学全般について、規則性・法則性を理解するとともに応用力を養
う。基礎物理学Ⅱでは、基礎物理学Ⅰで学習した力学を基礎として、波
動、電磁気学、熱力学、原子物理学、相対性理論などについて学習す
る。

（専）島

化学概論
理系学科で必要となる化学的知識の基礎を学ぶ。元素、原子、周期律表
の学習から、無機化学および有機化学の諸分野を概観し、以降の化学関
係講義の履修の基礎となる知識を身につける。

（専）鈴木(保)

基礎化学

有機化学を学習することは、生物科学の根源を理解する上で必須であ
る。本講義では、分子レベルでの反応を正確に理解する基礎を目標に授
業を行う。化合物の性質、命名、反応性を具体的な化合物を通して理解
する。これと同時に生命科学を学ぶ上で必須の有機化学的な知識に的を
絞って学習する。

（兼担）新森

生物学概論

生命科学を学ぶ上で基礎となる生物そのものの理解を目指す。高校で生
物を学んで来なかった学生も含めて、細胞、代謝、進化、系統、生態系
等に関する基本的な知識を習得し、以降で展開される生物科学系諸科目
の受講に向けた基礎知識を得る。

（専）御園生

基礎生物学

　
細胞とそれを構成する生体分子（核酸、タンパク質、糖質、脂質等）に
ついて、その多様性と性状を学ぶ。また、代謝やエネルギーを獲得する
ための生体反応に関して熱力学からの基礎的理解を含めて学習する。具
体的な主項目として、生命現象と代謝の成り立ち、核酸の構造とその情
報発現、タンパク質の構造、生体膜の構造と機能（膜輸送）、エネル
ギー生産、発生、情報（シグナル）伝達、そして進化と生命の起源など
の観点から学習し、生物学の基礎知識と専門科目の履修に必要な専門基
盤知識を習得する。

（兼担）宇井
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生命科学方法論

（概要）医学、生命科学研究で使われる代表的な手法の原理と応用を解
説する。
（共同／全15回）
（大野伸一／1回）生命現象解析のための顕微鏡法
（小泉修一／1回) 神経機能イメージング
（佐藤　悠／1回) 電気生理学的脳機能解析（１）
（三枝岳志／1回）電気生理学的脳機能解析（２）
（範　江林／1回）遺伝子改変動物
（竹田　扇／1回）質量分析法
（大塚稔久／1回）蛋白質精製
（宮澤恵二／1回）生化学・分子細胞生物学方法論（１）
（平　敬宏／1回）生化学・分子細胞生物学方法論（２）
（安達　登／1回）PCRの原理と応用
（秋山真治／1回）生命科学における数理物理学的手法
（中本和典／1回）データの科学（１）
（西郷達彦／1回）データの科学（２）
（大野、小泉、佐藤、三枝、範、竹田、大塚／1回）総括評価
（宮澤、平、安達、秋山、中本、西郷／1回）総括評価

複数教員による共同方式
（兼担）大野、小泉、
佐藤(悠)、三枝(岳)、
範、竹田、大塚、宮澤、
平(敬)、安達、
秋山(真)、中本、西郷

環境健康科学

（概要）環境因子や食事が人の健康に及ぼす影響を解説する。
（共同／全15回）
（三井和浩／1回）環境因子と生物
（中尾篤人／2回) 食物と免疫、食物以外の環境因子と免疫
（有田　順／2回) 外部環境温度と体温調節、摂食調整と肥満
（北村正敬／2回）タバコ煙と健康、重金属と生体ストレス
（森石恆司／2回）新興再興感染症、食品・水媒介感染症
（久保田健夫／2回）環境－遺伝子応答からみた精神発達障害、
　　　　　　　　　 環境－遺伝子応答からみた成人病の胎生期発症
（山縣然太朗／2回）免疫研究序説、環境と子どもの健康
（三井、中尾、有田、北村／1回）総括評価
（森石、久保田、山縣／1回）総括評価

複数教員による共同
方式
（兼担）三井、
中尾、有田、
北村(正)、森石、
久保田、山縣

地球環境科学

（概要）生命を取り巻く環境としての大気圏、水圏、地圏の構造・機能
や、生物圏を含めた物質循環など、環境科学を理解する上で必要な地球
科学の基礎を学ぶ。
（全15回）
（ガイダンス：松本　潔・小林　拓／1回)授業概要と到達目標、学習方
法や成績評価方法等の説明を行う。
（小林　拓／7回）地球の全体的な構造を俯瞰した後、特に大気圏と水
圏について、その構造と運動について学習する。
（松本　潔／7回）大気圏・水圏に加え地圏や生物圏も含めた化学的特
徴や物質循環、環境変動を学習し、地球の惑星としての特徴を理解す
る。

複数教員による共同
方式
（専）松本(潔)・
小林

生態学

個体群、群集および生態系に焦点を当て、それらの構造・機能や理化学
環境との相互作用に関する基礎を学習する。さらに、農地生態系におけ
る生物群集の構造と機能や、生物群集が農業や林業、漁業などの第一次
産業における生産活動に及ぼす影響についても理解を深める。ここで習
得した知識と視野は、「多様性生物論」や「環境科学基礎実験Ⅱ」、
「環境調査実習」などの専門科目を学ぶ上での基礎となる。

（専）岩田

気象学

「地球環境科学」を通して習得した自然環境への理解を基に、生態系を
取り巻く大気圏の物理的諸過程についてより深く学習する。さらに身近
な大気現象を物理学の視点から捉える能力を養う。また、大気環境と生
態系や農業等の人間活動との相互作用、海洋の基礎知識についても学
ぶ。本講義で習得した知識と視野は、「大気環境科学」や「環境計測実
習」、「環境アセスメント実習」において更に発展させる。

（専）小林

微生物生態学

微生物に関する基礎知識を習得するとともに、環境中における微生物の
機能・役割について理解する。また、農業生産と微生物との関わりにつ
いても学ぶ。さらに、環境試料中の微生物およびその群集を対象とした
一般的な解析・評価手法を理解し、土壌、河川水、活性汚泥等の試料ご
とに、適切な解析・評価手法を選択する知識を習得する。なお、本講義
で得た知識と理解については「環境調査実習」で活かされる。

（専）田中(靖)
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環境情報学及び実習

地域から地球環境にわたる環境情報の収集・処理・提供の方法を身に付
けるため、これらの基礎となる衛星リモートセンシング、地理情報シス
テムを中心に、理論と応用分野の知識と基礎技能を習得する。得られた
内容は、「環境モデリング及び実習」における環境モデリング分野に加
え、環境情報・技術を活用する他の専門科目と応用分野に活かされる。

（専）馬籠

講義　１６時間
実習　１４時間

水循環学

農業等の人間活動を理解し、持続的な繁栄を実現するために、水の循環
に関する知識は欠かせない。そこで、水の物理的特性や水移動に関わる
物理法則、地球上での水の循環を扱う「水文学」に関する基本的事項に
ついて学習するとともに、水循環過程をモデル化する手法を学ぶ。これ
により、自然界における物質輸送を媒介する水の循環機構に関する知識
と水循環のプロセスを数式や概念的なモデルとして表現する技術を習得
する。

（専）石平

水圏科学

地球上を循環し、豊かな生態系の維持や農業等の人間活動に不可欠な水
について学ぶ。「地球環境科学」で学んだ知識を基礎として、「水循環
学」、「大気環境科学」、「微生物生態学」、「土壌科学」などで得た
知識を活用する。降水、地下水、河川水、湖沼水、海水それぞれの水質
形成の機構を知るきっかけを掴み、これら水質に人間活動が及ぼす影響
についても理解を深める。特に、水の性質、相平衡、酸塩基平衡、酸化
還元反応を応用して、自然界の反応と共に、有機汚濁、富栄養化、金属
汚染などの原理についても、演習を交えて学習する。この知識の一部
は、「環境分析学」、「環境影響評価」、「環境計測実習」、「環境ア
セスメント実習」および「環境マネジメント実習」に活かされる。

（専）西田

土壌科学

（概要）「地球環境科学」、「生態学」、「微生物生態学」などの講義
を通して習得した自然環境への理解を基に、生態系及び農業生産の基盤
となる土壌の持つ物理的・化学的機能についてより深く理解する。さら
に土壌汚染や、土壌環境の計測・評価手法についても学ぶ。なお、この
科目で得た知識は、「水循環学」、「環境影響評価」、「環境計測実
習」、「環境調査実習」および「環境アセスメント実習」において更に
発展させる。
（全15回）
（坂本　康／7回）地圏・地質・地形に関する基礎知識、土壌の物理特
性（粒度、空隙率など）、水分特性とその計測方法および土壌汚染・地
下水汚染の機構について学ぶ。
（西田　継／8回）土壌の化学特性（成分、電荷など）とその計測方
法、自然状態または汚染された土壌中で起こる地球化学的な基礎反応に
ついて学ぶ。

複数教員による共同
方式
（専）坂本・西田

大気環境科学

「地球環境科学」を通して習得した自然環境への理解を基に、生態系を
取り巻く大気圏について、化学成分の動態を中心により深く学習する。
具体的には、大気中の化学成分が気象現象や気候システムにおいて果た
す役割、生態系や農業等の人間活動との相互作用などについて学ぶ。ま
た、学んだ知識を実際の大気環境の計測データの評価に応用できる能力
を養う。習得した知識と視野は、「環境計測実習」や「環境アセスメン
ト実習」において更に発展させる。

（専）松本(潔)

システムダイナミックス
及び実習

複合的なシステムとして存在する自然環境や社会現象を簡便にモデル化
し、システムダイナミックスの手法を用いてシステムの振舞いを解析す
る手法を学ぶ。汎用ソフトのSTELLAを利用してシミュレーションの実習
も行う。

（専）竹内

講義　１６時間
実習　１４時間

環境分析化学Ⅰ

分析化学の基礎となる単位系及び濃度計算に関する基本知識及び容量分
析法、重量分析法に関して学習した後、現代の環境分析において無機成
分の分析に広く用いられている吸光光度法、蛍光光度法、原子スペクト
ル分析法、X線分析法などについて原理と応用を学ぶ。これらは、環境
分析化学IIと同様、「環境アセスメント実習」及び「環境マネジメント
実習」に必要な知識を習得する。

（専）鈴木(保)

環境分析化学Ⅱ

環境分析において多用されている各種クロマトグラフィーや質量分析法
のほか、汚染物質の起源推定などに有効な安定同位体比測定について、
その原理や応用を理解する。また水環境中の有機汚濁関連項目や富栄養
化関連項目の測定原理についても学び、「環境アセスメント実習」や
「環境マネジメント実習」に必要な知識を習得する。

（専）風間
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多様性生物論

遺伝子から地球システムにいたるさまざまな空間スケールで生物多様性
の歴史、進化および構造について学び、その維持メカニズムに関する理
解を深める。また、生物多様性の機能（生態系サービス）と人間社会と
の密接な関係について学習する。特に、「生態学」や「地球環境科学」
などで習得した基礎知識を発展させながら、進化生物学や生物多様性科
学に関する理論と実践について統合的に理解を深める。

（専）岩田

環境影響評価

人間社会が自然に与える影響を評価するための「環境影響評価法」につ
いて学習する。さまざまな環境要因に与える影響を評価する法・条例な
どの諸制度と、具体的な調査・予測・評価の技術の概要を学ぶ。なお、
技術については関連する基本概念の説明に重きを置き、具体的な計算方
法などは必要最小限のものに限定する。

（専）坂本

環境モデリング及び実習

環境に関する様々なプロセスをモデル化する手法を学ぶとともに、得ら
れたモデルをコンピュータプログラムにより表現して数値的に解く方法
について学ぶ。特に、「水圏科学」や「水循環学」で学ぶ水の移動・輸
送過程のモデル化手法を基礎として、地球上における水循環過程を表現
する数式や概念モデルをコンピュータにより解く技術を習得する。

（専）石平

講義　１６時間
実習　１４時間

環境保全学

(概要)自然と社会との共生を可能とするために必要となる、自然に配慮
した保全計画の立案技能の習得に向け、保全管理に必要な事項を学ぶ。
「環境マネジメント実習」で必要となる内容を含む。
(全15回）
（坂本　康／8回）自然環境保全のために人間社会が行っている環境計
画の視点、水質保全計画（廃水・廃棄物の処理・処分を含む）、LCAな
どについて学ぶ。
（新藤純子・片岡良太／7回）農業活動に伴う物質の循環と収支、農業
活動が水、土壌、大気環境に与える影響とその軽減策などについて学
ぶ。

複数教員による共同
方式
（専）坂本・新藤・
片岡

環境化学

「化学概論」で得た基礎知識を元に、「大気環境科学」、「水圏科
学」、「土壌科学」で環境中の各種基礎反応を理解した後に、地球環境
に与える人為的な影響についてより深く学ぶ。農薬や生理撹乱物質に代
表される環境障害物質の性状と動態を理解し、具体的な環境問題の対策
に役立つ化学の基本を学ぶ。

（専）鈴木(保)

資源循環型ものづくり実
習

廃食用油から軽油代替燃料であるバイオディーゼル燃料（ＢＤＦ）を精
製する一連の作業を通して、大量生産･消費･廃棄におけるものづくりか
らリサイクル社会への移行を体験的に学習する。学食や附属学校園、大
学病院などから廃食用油を回収する作業やＢＤＦを精製する作業を行
う。ナタネやヒマワリの種子から食用油を作りだす搾油を体験し、精製
装置の使用電力量を測定してエネルギー使用量を調査する等の環境実践
教育を行う。

（専）竹内

環境科学基礎実験Ⅰ

（概要）物理および化学分野の基礎的な実験を行う。
(全15回)
(ガイダンス：全員／1回)授業概要および各分野の受講方法、注意事項
等の説明を行う。
(物理分野：竹内　智・島　弘幸／7回）有効数字やグラフの描き方等に
ついて学び、地球環境を物理学的な視点からも捉えることができるよう
に、基礎的な実験を通して物理学的な思考能力を養う。
(化学分野：鈴木保任・片岡良太／7回）
以下のような項目の実験を通して、「化学概論」や「基礎化学」で学ん
だ内容の理解を深め、また化学に関する基本的な実験技術を習得する。
・金属イオンの反応と検出・容量分析-標準液の調製と酸塩基滴定-
・容量分析法による溶解度・溶解度積の測定・吸光光度法による銅(II)
イオンの定量・アセトアニリドの合成と精製・有機化合物の融点と混融
試験

複数教員による共同
方式
（専）竹内・島・
鈴木(保)・片岡

環境科学基礎実験Ⅱ

（概要）生物および地球科学分野の基礎的な観察・実験を行う。
(全15回）
(ガイダンス：全員／1回)授業概要および各分野の受講方法、注意事項
等の説明を行う。
(生物分野：岩田智也・田中靖浩・御園生拓・片岡良太／7回）基礎的な
生物観察を中心として、生物学概論および生態学で習得した生物界の実
際の姿をとらえることを目的とする。また、環境試料からの微生物の分
離や顕微鏡による観察などを行う。
(地球科学分野：松本　潔・小林　拓・坂本　康・西田　継・片岡良太
／7回) 土壌や大気などを対象とした基礎的な環境計測を通して、地球
環境科学で習得した地球環境の実際の姿をとらえることを目的とする。

複数教員による共同
方式
（専）岩田・田中
(靖)・御園生/
松本(潔)・小林・
坂本・西田／片岡
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環境計測実習

（概要）大気と水圏を対象とした地球科学的な計測とデータ処理の実習
である。フィールドにおいて様々な計測方法を柔軟に用い、的確にデー
タを整理して図式化することで、ダイナミックなフィールドの状況を具
体的に記述するための知識と技能を修得する。
（全15回）
（ガイダンス：全員／1回）授業の概要および各テーマの受講方法、注
意事項等の説明を行う。
（大気環境：松本　絜・小林　拓／7回）大気汚染に関する基礎的な計
測を通して、大気環境調査の方法論を理解する。
（河川環境：風間ふたば・西田　継／7回）河川の景観と水文・水質に
関する基礎的な計測を通して、河川環境調査の方法論を理解する。

複数教員による共同
方式
（専）風間・
松本(潔)・西田・
小林

環境調査実習

生態系を対象とした生物学の実習である。野外活動を通して、実際の生
物の生活を知ることを目的とする。フィールドには市街地から農地・林
地、山や海等までを想定し、動植物に加えて微生物までも含む様々な生
態系を体験することを通して、これらの生態系と環境の物理化学的要素
との関わりの理解を目指す。

（専）岩田・
田中(靖)・御園生

地圏科学実習

実際のフィールドでの調査・試料採取、土壌試料を用いた実験・分析、
地質・土壌・土地利用などに関するデータの処理などを通して、農業・
環境問題で重要かつ基盤となる場である地圏・土壌環境を対象とした地
球科学分野の手法を、体験的に学習する。
（全15回）
（ガイダンス：全員／１回）授業概要、レポートの書き方などの説明
（フィールド観測：全員／４回）本学附属の圃場や森林試験地などでの
土壌等の観測と試料採取について学ぶ。
（土壌試料を用いた実験・分析：坂本・西田・片岡／７回）
　　肥料成分等の浸透実験、肥料・農薬成分、有害物質の測定、微生物
量や微生物活性の測定について学ぶ。
（地質・土壌・土地利用などのデータの処理：馬籠／３回）
　　図面データの利用方法、GISによるデータの整理について学ぶ。

複数教員による共同
方式
（専）坂本・西田・
馬籠・片岡

環境アセスメント実習

（概要）「環境分析学Ⅰ・Ⅱ」の講義内容の理解を深めるとともに、
「環境影響評価」や「環境保全学」「環境化学」などの講義の理解につ
ながる実習を行う。
（全１５回）
(ガイダンス・試料採取：全員／１回)
（風間ふたば・片岡良太／７回）試料調整・環境中の微量有害物質の測
定・ガスクロマトグラフィーによる農薬や揮発性有機物の分析・吸光光
度法やＩＣＰによる土壌中の重金属の定量と形態分析・簡易水質分析に
ついて学ぶ。
（西田　継・鈴木保任／７回）水の有機汚濁関連物質の計測・水の安定
同位体比測定について学ぶ。

複数教員による共同
方式
（専）風間・片岡/
西田・鈴木(保)

環境マネジメント実習

(概要)持続可能な発展を目指し、地域の自然・社会環境の特性を考慮し
た長期的なビジョンにもとづく地域環境の管理・制御を行う能力を身に
つける。コンピュータを活用した空間情報解析や流体力学に基づくモデ
ルシミュレーションに関する知識・技術を学び、地域環境の保全・管
理・制御に関する実習課題に取り組むことにより、地域環境管理の概
念・計画、環境のマネジメント手法等を理解する。　（全15回）
（ガイダンス：全員／1回)
（石平　博・馬籠　純・片岡良太／7回）流域環境管理の基礎データと
なる河川流量・河川汚濁負荷量を流体力学等により推定・算出する手法
を実習する。コンピュータを活用した流出解析、水文データ・土地利用
データの取り扱いに関する手法を身につける。
（坂本　康・新藤純子・片岡／7回）居住地域での環境保全に必要とな
る上下水道・廃棄物処理の基本計画の策定手法を身につける。また、農
業地域での農業からの窒素負荷、農薬の生態リスクの推定手法、及びバ
イオマスエネルギー生産のLCAの手法を実習し、環境管理に必要となる
数値的な評価法を身につける。

複数教員による共同
方式
（専）坂本・石平・
馬籠・新藤・片岡

環境毒性学

我々は環境中に普遍的に存在する化学物質に曝露されており、その量が
生体の許容量を超えることにより疾患を生じる。環境毒性学では、今日
の環境における化学物質の危険性および生体への影響について、これま
で社会問題となった中毒事例などをあげて科学的根拠を解説する。ま
た、これらの化学物質に対する生体の防御機構についても併せて講義す
る。

（兼）長谷川
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植物生態学

一生を同じ場所で過ごす植物は様々な工夫をしながら成長と繁殖を行
い、物理的な環境条件と種間相互作用によって多様な群落が形成され
る。本講義では富士山の森林限界の成立と動態や溶岩流上のアカマツ
林、人為的影響下に成立する草地環境とその管理方法、身近な雑草群落
など山梨県の豊富な自然環境から、植物生態学の基礎および人間活動と
自然環境の結びつきについて学ぶ。

（兼）安田

バイオインフォマティク
ス

生命科学には多種多様な分子情報、文献情報のデータベースがあり、生
命科学の研究、教育に重要なツールとなっている。内容は山梨大学電子
ジャーナルの利用法、生物学の文献データベースPubMed、 タンパク質
(Uniprot)や核酸の配列データベース、タンパク質立体構造データベー
ス(PDB)について学び、適宜演習を行う。さらに配列相同性検索Blast、
配列の多重アラインメントClustalW、蛋白質立体構造の比較・検索、グ
ラフィクス表示などのソフトウェアを理解する。さらに余裕があれば、
NCBIのBookshelf, PubMed Central, PubChem, パスウェイ，ゲノム情報
などについても学ぶ。

（兼担）楠木

遺伝子工学

遺伝子工学は、医学、工学、農学等の幅広い分野で基礎から応用まで利
用されている。本講義では、遺伝子クローニングに用いる酵素やクロー
ニングベクター、並びにクローニング方法や遺伝子等の検出・解析方法
などの遺伝子工学の基礎について学ぶ。また、遺伝子組換え関連技術や
法令等の知識も習得し、遺伝子工学の倫理的側面についても理解する。

（兼担）野田

発酵工業学

微生物は醸造、食品、医薬、農薬および化学製品などの生産を通じてバ
イオテクノロジーの中心的役割を果たしており、その多様な機能は人類
が抱えるエネルギーや環境問題の解決にも役立てることができる。本講
義では、特に発酵に係る有用微生物に関する基本的取扱法とその理論、
分類および特性を学ぶことにより、微生物の利用開発に関する応用研究
を理解するための基礎知識を習得する。

（兼担）柳田

経営学総論

経営学は人間、組織（特に企業）、市場という三つの基本要素の相互作
用を企業経営の成功という価値観から捉えようとするものである。この
経営学を総体として俯瞰することにより、体系的な理解を得ること。同
時に、各論となる企業形態、経営組織、人的資源管理、経営戦略、日本
的経営、国際経営におけるエッセンスとなる部分、基本的な理論を正し
く、具体的なイメージを伴って理解することを本科目の目的とする。

（兼担）西久保

データサイエンス及び演
習

自然科学および社会科学において、得られたデータを定量的に分析する
ことは重要な手段の一つである。本講義では、データサイエンスの理念
から多変量解析などの手法について学習する。さらに、統計解析ソフト
ウェアを利用した演習を行う。

（兼担）下川

科学技術政策論

人類は古代から生きるためにさまざまな科学・技術を創造してきた。食
糧生産技術はもっとも早く登場した技術であり、農業技術の飛躍は近代
都市国家の登場を可能にした。工業技術の発達は産業社会をもたらし便
利で豊かな生活を可能にしたが、一方で公害や環境破壊などを引き起こ
した。ナノ技術・バイオ技術を手にした21世紀は、「生命科学の時代」
ともいわれ、環境と共生できる社会の構築が期待されている。そのため
に、社会の中でどのような科学技術を開発していくのかは、重要な政策
課題になっている。こうした科学技術の歴史を学び、今日の科学技術政
策のあり方について検討する。

（兼担）高橋(智)

エネルギーマネジメント

企業、行政、地域におけるエネルギーの経営管理、新エネや省エネの導
入計画を主題とする。エネルギーに係わる基礎知識と最新動向を踏まえ
た後、地域におけるエネルギー需給の特徴を定量的に把握するため、エ
ネルギーバランス表を用いて、統計データの解読方法を学習する。ま
た、身近なエネルギー管理の例として、家庭や大学におけるエネルギー
消費量を分析し、季時別影響や生活行動との関係を学習する。

（兼担）島崎(洋)

環境政治論

政治学及び環境政治学分野の基本的知識を踏まえて、人間と自然の共生
に関する感受性、構想力、応用力を身につける。まず、環境的生存主
義、持続可能な発展、エコロジー的近代化、エコロジズムなど様々な環
境言説の考え方とその政策的含意について学ぶ。そして、グローバル、
ナショナル、ローカル・レベルで実施されている関連計画及び戦略の内
容と事例を叩き台として、人間と自然の共生に欠かせない制度及びガバ
ナンス上の諸条件と諸課題について学習する。

（兼担）金
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環境経済政策論

今日に至る環境経済政策の展開を概観したうえで、直接規制、環境税、
排出量取引、自主的取組等の環境政策の様々な手段及び環境責任原則の
実態と課題について、内外の具体的な事例を通して学ぶ。そして、環境
問題解決のための望ましい政策のあり方、関連する諸政策との統合であ
る政策統合のあり方についても学び、環境政策に関する幅広い視点の習
得を目指す。

（兼担）喜多川

社会数理システム

様々な社会現象の数理的解析を学ぶ。現象の数理的解析は、２つの段階
に分けることができる。第一は、現象を数学的に表現 (モデリング) す
る段階で、得られた表現は数理モデルと呼ばれる。第二段階では、数理
モデルを分析してそこから情報を引き出し、現象の本質をさぐったり、
変化の予測を行う。本講義では、分析手法として、微分方程式の定性的
および数値的解析、ゲーム理論、エージェントベースシミュレーション
などを利用して学習する。

（兼担）伊藤(一)

環境法

環境（生活環境・自然環境）の保護並びに環境紛争の予防及び解決に関
連する環境法を取り上げる。環境問題と環境法制の歴史的展開から始め
て、環境法の基本理念・体系・特色、環境保全のための手法、汚染排出
の防止・削減に関する法、廃棄物処理とリサイクル法制、化学物質管理
法制、自然環境保全法制、環境アセスメント法制、公害環境紛争の解
決、環境行政組織と法制度を順に学んで行く中で、各法制度の仕組み及
び課題を理解する。その中で、実際の環境訴訟の事例とその争点を判例
に即して検討するとともに、環境政策に関して進行中の議論を把握す
る。最後に、地球環境問題の解決をめざす国際環境法（国際条約など）
についても学ぶ。

（兼）横山

科学英語演習Ⅰ
専門分野の最新知識を得るために原著論文等の英文を講読し、論文作成
のための技能を高める。

（専）全員

科学英語演習Ⅱ
専門分野の最新知識を得るために原著論文等の英文を講読し、論文作成
のための技能を高める。

（専）全員

科学英語演習Ⅲ
専門分野の最新知識を得るために原著論文等の英文を講読し、論文作成
のための技能を高める。

（専）全員

科学英語演習Ⅳ
専門分野の最新知識を得るために原著論文等の英文を講読し、論文作成
のための技能を高める。

（専）全員

特別講義Ⅰ

地球温暖化やオゾンホールの物理的メカニズム、極地におけるモニタリ
ング観測の重要性等について学ぶ。現在話題となっている地球温暖化に
焦点を当て、南極氷床から得られた古気候データから地球温暖化を理解
するととも、温暖化が自然発生的な結果なのか、人間活動の影響による
ものなのか理解する。また、成功した環境政策として評価されているオ
ゾンホールへの対応についても学習する。

集中
（兼）平沢

特別講義Ⅱ

地球科学の研究において有効な安定同位体比測定について、その原理を
学ぶ。また、水を構成する酸素や水素、有機物や硝酸イオンに含まれる
窒素などの安定同位体比測定により明らかとなってきた事柄を学び、地
球科学分野や環境科学分野における安定同位体比測定の有用性を理解す
る。

集中
（兼）安原

特別講義Ⅲ

１．生物分類の方法論をもって生物界を俯瞰する。生物群の中でも最も
多様性に富む藻類に含まれる分類群について、生物進化における位置づ
けを通してその重要性を認識し、さらに、その多様性を活かした生物資
源としての種々の利用法について学ぶ。
２．産業界から見た、生物による水環境浄化技術の実際について学習す
る。活性汚泥法汚水処理施設等の生物処理施設・システムの設計から維
持管理に関する知識を修得するとともに、生物を用いた水環境浄化技術
分野におけるビジネスモデルの考え方、研究開発から製品開発、事業化
までの戦略・方法を学ぶ。

集中
（兼）田中(次)
（兼）黒住
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特別講義Ⅳ

地震学の基礎について学ぶ。地震の発生メカニズムだけではなく、地震
波を使って地球の内部構造を調べる方法や日本周辺域での地震活動につ
いて学習する。本講義で習得した知識は、防災など様々な面で社会への
貢献に生かされることが期待される。

集中
（兼）伊藤(喜)

インターンシップⅠ

あらかじめ学生自ら課題を設定し、企業・官公庁等において就業体験す
ることにより、キャリア形成に向けた学習意欲の向上、学習計画の再確
認や見直しを図る。あわせて社会の一員としての自覚を形成し、社会人
としての基本姿勢を習得する。事前指導、受け入れ企業・官公庁等との
マッチングを経て、大学の休業期間等を利用して受け入れ先において１
週間以上の間就業体験した後、設定した課題の達成度などについて事後
指導を行う。

学外研修

インターンシップⅡ

あらかじめ学生自ら課題を設定し、企業・官公庁等において就業体験す
ることにより、キャリア形成に向けた学習意欲の向上、学習計画の再確
認や見直しを図る。あわせて社会の一員としての自覚を形成し、社会人
としての基本姿勢を習得する。事前指導、受け入れ企業・官公庁等との
マッチングを経て、大学の休業期間等を利用して受け入れ先において１
週間以上の間就業体験した後、設定した課題の達成度などについて事後
指導を行う。

学外研修

環境科学卒業論文

指導教員のもとで、見出された課題について主体的に研究を行う。研究
の立案および実験・調査・分析・解析等を行い、成果を論文としてまと
めて提出する。また、その成果を口頭で発表し審査を受ける。この一連
の流れを通して、問題点を発見して整理し、自らの知識や技術を動員し
て課題に取り組む能力を養う。

（専）全員
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授業科目の名称 講義等の内容 備考

生活と健康I 

新入生が自立した健康的な生活を送り、大学での勉学や社会
における活動を円滑にスタートして持続していくために、体
育や保健、食事・運動・睡眠と心身の健康について学ぶ。ま
た社会の中で良好な対人関係を保って生活をしていくための
ツールとして身体活動（実技）を伴うプログラムを体験し、
様々なグループ（チーム）学習を通して積極的なコミュニ
ケーション能力の向上を図る。

※実技
(兼担) 中村(和)、藤本
川村、福永、加藤(朋)
木村、小山、木島
(兼) 山北、麻場、内田
古澤、山下(陽)、三井
橋本(純)、西川、沢木
野呂瀬(秀)

生活と健康Ⅱ 

大学生活に限らず生涯にわたる健康的な生活の持続と、学問
に取り組む姿勢や基礎的なコミュニケーション能力を身につ
けることを目指す。特に成人、社会人としての生活や健康に
関する教養を習得し、その情報の取捨選択能力を高める。ま
た、様々な身体活動（実技）プログラムを体験し、自己・他
者理解を深め、良好な人間関係を構築する基盤を整備する。

※実技
(兼担) 中村(和)、藤本
福永、木村、木島
(兼) 山北、麻場、内田
古屋、山下(陽)、三井
野呂瀬(秀)、沢木

人間形成論

職業をどのように考え、捉えるか。専門とする職業・仕事で
の成功、失敗、経験の意味を考える。各分野で実績をあげ、
また社会や組織の中で豊富な経験をお持ちの方々が人間・仕
事・組織・社会等をテーマに自在に語る。学生は講義内容を
聴く力、講義内容の後ろにある隠れているものを読む力、自
らの行動に活かせる形に置き換える力などを養う。このため
にレポート作成を通じて、「自ら学ぶ力」の基礎を身につけ
る。

オムニバス方式
代表者
(兼担)　渡辺(研)

職業選択支援プログラム

就職活動の実際に触れながら、自己分析を深めるための意識
付けや企業研究の必要性を学び、職業についての見方・考え
方を深めて職業観を養う。自分の目標や可能性を見つめ、社
会が求める人材像と重ね合わせることによって、大学生活の
目標や行動設定につなげることが重要である。就職活動を有
利にするためではなく、就職活動に負けない自分自身の姿勢
を身につける。
・ガイダンスと自己効力感測定
・就職活動と職業の現場
・雇用情勢と政策
・新聞情報を活用した業界研究
・社会が求めている人材
・職業と働くこと
・企業研究の実際
・自己分析と業界・企業研究の活用
・就職活動の実際と対策
・まとめと自己効力感測定

オムニバス方式
代表者
(兼担)　渡辺(研)

キャリア形成のための作
文演習

就職活動に必須の自己アピール、エントリーシート等の書き
方を通じて、大学卒業後の進路（進学・就職）を視野に、こ
れから始まる、あるいは始まっている大学生活の目的を明確
にし、学ぶ力の基礎を鍛える。大学生活を送る上で、卒業後
の進路をどのように意識するかが如何に重要かを理解し、自
己を他者に伝える力を身につける。

(兼担) 成瀬、服部
(兼) 永田

キャリア形成論

大学生活を含め、個人が社会とどのように関わるかには、い
くつかの重要な要素がある。講義ではそれらの理論を学び、
グループワークで考え、そして自分なりの答えを創造する力
を身につける。“自分でも何とか出来そうだ”という前向き
で肯定的な気持ちの訓練と自ら学ぶ力が身につくとき大きな
飛躍がある。

(兼担) 渡辺(研)

別記様式第２号（その３の１）

（用紙　日本工業規格Ａ４縦型）

授 業 科 目 の 概 要

（生命環境学部　地域社会システム学科）

科目
区分

【全学共通教育科目】
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英語ＡⅠ

ごく基礎的なレベルの語彙と文法の習得など、英語の基礎力
の育成を目指す。３００～４００語程度のやさしい英文を３
０分程度の時間で読み、文章の要点や求められたポイントを
正確に理解し、できれば自分の言葉である程度要点や理解で
きたことをまとめることができること、与えられたトピック
について自分の考えや意見を、できるだけ平易な語彙や文法
を用いて１００語～２００語程度の英語による文章を３０分
内に書くことができる。

(兼担) 古家、原田
秋山(高)、松岡
奥村(直)、澤田
(兼) 伊藤(千)、長坂
今井、加藤(宏)

英語ＡⅡ

基礎学力を基に、語彙数３０００語の習得とさらなる受容技
能の発展を目指す。４００～６００語程度の英文を３０分程
度の時間で読み、文章の要点や求められたポイントを正確に
理解し、できれば自分の言葉である程度要点や理解できたこ
とをまとめることができること、与えられたトピックについ
て自分の考えや意見を、できるだけ平易な表現を用いて２０
０語～３００程度の英語による文章を３０分内に書くことが
できる。なお、英文作成と修正のプロセスも十分に周知する
こと。

(兼担) 原田、滝口
秋山(高)
(兼) 今井、ブラウン
野呂瀬(稲)、相澤

英語ＡⅢ

ＴＯＥＩＣ ７００、ＴＯＥＦＬ ５４０、英検準1級など高度
な英語技能の習得を目指す。６００語程度の英文を３０分程
度の時間で読み、情報を正確に読み取り、自分の言葉で適切
に要点をまとめることができること、与えられたトピックに
ついて自分の考えや意見を、論理的、かつ、わかりやすい形
で３００語程度の英語による文章を３０分内に書くことがで
きる。

(兼担) 田中(武)、澤田
(兼) サットン
ストロースマン

英語ＢⅠ

ごく基礎的なレベルの語彙と文法の習得など、英語の基礎力
の育成を目指す。平易な自然な速さの英語を聞いて、自分の
言葉で要点をまとめたり、詳細情報を正しく聞き取ったり理
解することができること、あるいは「ショッピング」、「食
事」などの特定な場面に特化した聞き取りができること。与
えられたトピックについて、やはり平易な英語で自己表現が
できること、あるいは、自己の伝えたいメッセージをなんと
か相手に伝えることができる技術に習熟すること。 自己表現
をすることに抵抗感をなくすこと。

(兼担) 原田、滝口
秋山(高)、澤田
(兼) 伊藤(千)、今井
野呂瀬(稲)、サットン
ストロースマン
ブラウン

英語ＢⅡ

基礎学力を基に、語彙数３０００語の習得とさらなる発信技
能の発展を目指す。１００語程度の自然な速さの英語を聞い
て、自分の言葉で要点をまとめたり、詳細情報を正しく聞き
取ったり理解することができること、あるいは容易な英語で
はあるが、ある程度まとまった内容の聞き取りができるこ
と。与えられたトピックについて、ある程度意味の通じる英
語で自己表現ができること、あるいは、自己の伝えたいメッ
セージを相手を意識しながら要点を押さえ、英語で伝える技
術に習熟すること。

(兼担) 原田、
松岡、奥村(直)
(兼) 長坂、今井
加藤(宏)、野呂瀬(稲)
相澤

英語ＢⅢ

ＴＯＥＩＣ ７００、ＴＯＥＦＬ ５５０、英検1級など高度な
英語技能の習得を目指す。２００語程度の自然な速さの英語
を聞いて、自分の言葉で要点をまとめたり、詳細情報を聞き
もらさずに正しく聞き取ったりすることができること、与え
られたトピックについて自分の言葉で、論理的、かつ、わか
りやすい英語で７分程度の間、口頭で表現することができる
こと。

(兼担) 古家、田中(武)
アレン

TOEFL I

この授業の目的は、ＴＯＥＦＬの試験の準備を学生にさせる
ことです。このＴＯＥＦＬ試験の目的は、英語の非言語話者
が、大学レベルの環境で話され、書かれやそして授業で聞い
たりする標準英語を使ったり理解したりする能力を評価しよ
うとすることです。この授業は主に、海外の大学で学習を継
続しようとする計画を持っている学生さんをその対象として
います。このＴＯＥＦＬⅠの授業では、この試験に含まれる
２つのセクションを取り上げます。残りのセクションはＴＯ
ＥＦＬⅡの授業で取り上げられる予定です。

(兼担) クラウジア
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TOEFL Ⅱ 

この授業の目的は、ＴＯＥＦＬの試験の準備を学生にさせる
ことです。このＴＯＥＦＬ試験の目的は、英語の非言語話者
が、大学レベルの環境で話され、書かれやそして授業で聞い
たりする標準英語を使ったり理解したりする能力を評価しよ
うとすることです。この授業は主に、海外の大学で学習を継
続しようとする計画を持っている学生さんをその対象として
います。このＴＯＥＦＬ試験には４つのセクションが含まれ
ています。それは、リーディング、リスニング、スピーキン
グ、ライティングです。この内、２つのセクションは前期の
ＴＯＥFLⅠで扱われます。残りの２つが後期のこのＴＯＥＦ
ＬⅡで扱われます。従って、両授業とも同じテキストが使用
されます。

(兼担) アレン

総合英語 

文法や語彙の基礎能力をもとに、英語を使用する多様な場面
に対応できる英語力（聞く・読む・話す・書く力）を総合的
に育成する。ある程度の長さの英文について概要や細部を理
解したり内容を要約したりする能力、そして、日常的なト
ピックに関して自分の考えを英語で表現する能力を養成す
る。

(兼担) 古家、原田
秋山(高)、滝口、
田中(武)、松岡、澤田
アレン、奥村(直)
(兼) 今井、加藤(宏)
ブラウン、相澤

英語リーディング・ライ
ティング

英文を精読することにより、各文の構造を正確に理解すると
ともに、語彙、慣用句表現の知識を深める。ライティングに
おいては、基本的な語句・文型を応用して自分の考えを表現
する力を伸ばす。

(兼担) 奥村(直)
秋山(高)、アレン
クラウジア
(兼) 伊藤(千)、今井
加藤(宏)、ブラウン
野呂瀬(稲)、
ストロースマン

 英語リーディング・ラ
イティング（上級）

長文速読の練習により、パラグラフごとの話・議論の展開を
理解し、テクストの要旨を正確に把握する力を養う。自分の
考えを論理的に表現できるようパラグラフ・ライティングの
練習をする。

(兼担) 滝口、澤田
(兼) 今井、加藤(宏)
仲本、ストロースマン

英語オーラルコミュニ
ケーション

リスニング・スピーキングの両面から、基本的会話表現とそ
のバリエーションを習得し、それらをシチュエーションに合
わせて応用する力を身につける。授業を進める段階、または
トピックなどに合わせて数回の授業中発表で練習を積み、個
人あるいはグループでのプレゼンテーションを行う能力を養
う。

(兼担)アレン
クラウジア、奥村(直)
(兼) 今井、加藤(宏)
ストロースマン
野呂瀬(稲)、サットン
仲本、ブラウン
マロニー、相澤

英語オーラルコミュニ
ケーション（上級）

この授業（コース）の主な目的は、自然の英語で上手にまた
自信を持ってどう英語でコミュニケーションを行うかの技
術、技能を学生に提供することです。授業は、コミュニケー
ションの遂行に必要な技能を表出し、統合するための様々な
楽しくて興味深い教材を使う方法で行います。

(兼担) クラウジア
アレン
(兼) サットン

e-ラーニングI アルク・ネットアカデミーの練習問題を通じて、英語の聴解
力、読解力、語彙力の向上を図る。

(兼担) 田中(武)

e-ラーニングⅡ アルク・ネットアカデミーの練習問題を通じて、英語の聴解
力、読解力、語彙力の向上を図る。

(兼担) 松岡

e-ラーニングⅢ
この授業（コース）の目的は、学生の総合的な英語力を伸ば
し、学習を継続するための基礎的な枠組み（手段・方法）を
提供することにあります。

(兼担) クラウジア

e-ラーニングⅣ

NetAcademyにある技術英語基礎編をもちいて、技術的な英語
の構成を学ぶ。また、ネット経由でeラーニングポータル
(Moodle)にアクセスし、追加の練習問題を行い、基礎語彙の
定着を図る。

(兼担) 滝口

Intensive15-I（英語）
この授業の目的は、英語の主な４技能を含む集中学習・訓練
を通じて学生に英語を話す自信をつけさせ、また全体的な英
語力を高めることです。

集中
(兼担) クラウジア
アレン
(兼) ストロースマン
ブラウン
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Intensive15-Ⅱ（英語）
この授業の目的は、英語の主な４技能を含む集中学習・訓練
を通じて学生に英語を話す自信をつけさせ、また全体的な英
語力を高めることです。

集中
(兼担) クラウジア
アレン
(兼) ストロースマン
ブラウン

Intensive90-I（英語） 

この授業の目的は、集中的に英語を学習することを通じて上
手にそして自信を持って英語でコミュニケーションを行う力
を向上させることになります。そしてその能力を向上させる
手段として、４技能のコミュニケーション能力に必要なすべ
ての技能を表出させ、また統合させるための様々な楽しく面
白い教材を用います。

(兼担) アレン
(兼) ストロースマン

Intensive90-Ⅱ（英語） この授業（コース）は、学生の英語の読む力、書く力、話す
力を向上させることを目的とします。

(兼担) クラウジア
(兼) ストロースマン

ドイツ語初級I 
基本的な文法事項を中心に、着実にドイツ語力を身に付け
る。ドイツ語の学習を通して、市民としてのグローバルな知
識と、ローカルな実践力を習得する。

(兼担) 宮永
(兼) 工藤、橋本(不)
望月(海)、赤池、井上
岩井

ドイツ語初級Ⅱ 
ドイツ語における「聞く」「話す」「読む」「書く」の４技
能について、それぞれの基盤となる知識とトレーニングを行
う。

(兼担) 宮永
(兼) 工藤、橋本(不)
望月(海)、赤池、井上
岩井

ドイツ語演習I 

言語の４技能、「聞く」「話す」「読む」「書く」を一般の
初級授業より習熟に重点を置く。まずは「構造」の習熟を目
指したい。一般の初級授業の目的・概要とあわせて見てほし
い。

(兼担) 宮永
(兼) 野口

ドイツ語演習Ⅱ 

言語の４技能、「聞く」「話す」「読む」「書く」を一般の
初級授業より習熟に重点を置く。まずは「構造」の習熟を目
指したい。一般の初級授業の目的・概要とあわせて見てほし
い。

(兼担) 宮永
(兼) 野口

ドイツ語中級I（総合） 

ドイツ・オペラを扱いますが、今回はヴァーグナーの『ニー
ベルングの指環』を中心に授業を進める予定です。『ニーベ
ルングの指環』は４部作からなっていますが、今年度は『ラ
インの黄金』『ヴァルキューレ』『ジィークフリート』の三
つを教材に使う予定です。ドイツオペラはその発展において
イタリア及びフランスの後塵を拝していましたが、ヴァーグ
ナーの登場と、そして特に彼の『ニーブルングの指環』に
よってドイツオペラ自体がイタリア及びフランスのオペラに
勝るとも劣らない評価を獲得するようになりました。授業で
はヴァーグナーがどのような意図のもとでこのような大作を
完成させたのかも、個々の作品を通じて探ってみたいと思っ
ています。

(兼) 八木、工藤
橋本(不)、ベアトマン
井上

ドイツ語中級Ⅱ（総合）

聖書をテキストに用いてドイツ語能力を養うことが目的で
す。前半は、歴史年表によってキリスト教の成立過程とドイ
ツ国内でのキリスト教の発展過程を概観する予定です。時間
的余裕がある場合には宗教改革によって誕生した再洗礼派の
問題にも触れたいと思っています。授業の後半は、『マタ
イ』『マルコ』『ルカ』の３つの福音書を対象にいくつか問
題を設定をして比較検討する。

(兼) 八木、工藤
橋本(不)、ベアトマン
井上

ドイツ語
　　Intensive90-I

ドイツ語の様々なテキストを講読して、表現に慣れ、文法力
を基礎にして、ドイツ語の実践的能力を養う。

(兼担) 宮永
(兼) ベアトマン

ドイツ語
　　Intensive90-Ⅱ

ドイツ語の新聞、雑誌を講読して、文章表現に慣れ、ドイツ
語の基礎を基にして、ドイツ語での表現力を養う。

(兼担) 宮永
(兼) ベアトマン
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フランス語初級I

フランス語の基本的な語彙や表現を状況に即して身に付ける
ことを目指します。日常的な生活場面に必要な基礎的文法を
学びながら、聞く・話す・読む・書くの四つの技能をバラン
ス良く習得します。

(兼担) 森田

フランス語初級Ⅱ

フランス語の基本的な語彙や表現を状況に即して身に付ける
ことを目指します。聞く・話す・読む・書くの四つの技能を
バランス良く習得しながら、初級文法の習得を確実なものに
します。

(兼担) 森田

フランス語演習I
フランス語初級Ｉを補完して、内容を深める強化クラスで
す。特に文法力と語彙力に力を入れるために仏作文を活動の
核とします。

(兼担) 森田

フランス語演習Ⅱ
フランス語初級Ⅱを補完して、内容を深める強化クラスで
す。特に文法力と語彙力に力を入れるために仏作文を活動の
核とします。

(兼担) 森田

中国語初級I 

中国語の発音表記の方法、基礎的な単語や文法を学ぶ。ピン
インという発音表記の方法を習得し、表記された音を発音し
たり、聞いた音をピンインで書き取る技能を身につける。ま
た、中国語の基礎的な構文を覚え、規則に沿って文を作れる
ようにする。

(兼担) 町田
(兼) 林、藤田、大辻
島崎(朋)、後藤(奈)
水津、荒木、蒋、付
前田、平田(眞)
後藤(英)

中国語初級Ⅱ 

中国語の基礎的な語彙、文法規則を学び、訳読、会話、作文
等各方面において学んだ事項を活用する技能を身につける。

(兼担) 町田
(兼) 林、藤田、大辻
島崎(朋)、後藤(奈)
水津、荒木、蒋、付
前田、平田(眞)
後藤(英)

中国語演習I 
初級中国語の学習内容に即してリスニングなどの実践的ト
レーニングを行い、学習内容を確かなものにしていくことを
目指します。

(兼) 大辻、水津

中国語演習Ⅱ 
初級中国語の学習内容に即してリスニングなどの実践的ト
レーニングを行い、学習内容を確かなものにしていくことを
目指します。

(兼) 大辻、水津

中国語中級I（総合） 初級で学んだ知識を復習しつつ、平易な会話や発音・作文の
練習を通してより高度な語学力を養成する。

(兼担) 町田
(兼) 大辻、平田(眞)

中国語中級I（コミュニ
ケーション）

既習の基礎中国語の知識を生かしながら、中国語の発音を聞
き取ったり、自分で声に出して表現する訓練や会話の練習を
行う。

(兼) 蒋、付

中国語中級Ⅱ（総合）
中国語の基礎力を生かしつつ、語と語の細かな使い分け等に
配慮し、中国語らしい表現方法を身につける。

(兼担) 町田
(兼) 大辻、平田(眞)

中国語中級II（コミュニ
ケーション）

中国語の言葉の意味を理解し、習った文法を応用して、簡単
な会話が出来るようになること。

(兼) 蒋、付

中国語Intensive60-I
「中国語初級Ⅱ」を終えた程度のレベルの学生を対象に、少
人数で発音、文法、読解、作文、会話等の実践的訓練を行
い、総合的語学力を高める。

(兼担) 町田
(兼) 王

中国語Intensive60-Ⅱ

「Intensive-60I」を学習済み程度のレベルの学生を対象に、
少人数で発音、文法、読解、作文、会話等の実践的訓練を行
い、総合的語学力を高める。中国語の文章を読みこなした
り、中国語を使って応答ができるようになることを学習到達
目標とする。

(兼担) 町田
(兼) 王
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日本文学作品論Ⅱ

明治以降の「恋愛小説」の代表作を読む。近代文学における
「恋愛小説」の形成と展開の様相を、近世期における「恋」
ないし「色」の文学との連続と断絶の問題、西欧の倫理観
（宗教観）の移入の問題、人間の生活様式の変化とライフサ
イクルの認識の変化の問題等を視野におき、具体的作品の分
析を通じて論ずる。またあわせて、近代小説における「読
む」ということの意味を、映像化あるいはメディア変換をへ
たテクストとの比較を通じて明らかにする。

(兼担) 中丸

国語表現
日本語を表記する文字・記号・語句・文章などに焦点を当
て、それぞれの特性をとらえて、正しい日本語の表記方法を
考える。

(兼担) 宮澤

日本古代の政治と文化

日本古代の神話・伝承・歴史について、具体的なテキスト
（今年度は『古事記』を用いる）を読解しつつ、古代社会の
特質について講義する。また、歴史学のみならず、文学、神
話学、人類学、心理学など他分野の成果にもふれ、日本文化
研究の様々なあり方について考える。貴重な文化的資産であ
る古典や歴史についての興味・関心を深め、受講生諸君が自
ら学んでゆくきっかけとなることを目指したい。

(兼担) 大隅

考古学について 
考古学の基本的な方法と研究分野を概説するとともに、考古
資料からどのような歴史を復原できるのか、各時代の研究成
果を用いて検討していく。

(兼) 萩原

メディアと人間

現代人は、生きていく上で必要な情報をどこから手に入れて
いるのか、どのようにその情報を処理しているのかを検討す
る。希薄な人間関係を補うものもメディア、そのような関係
を促進するのもメディアなのではなかろうか。ここでは、マ
ス・メディアだけでなく、パーソナル・メディアを含み、検
討する。

(兼担) 岡林

子どもと文化

誰の記憶の中にも子どもの頃夢中になっていた遊びやおも
ちゃなどの流行現象があるはずだが、その多くが実は大人が
仕掛けたモノである。この授業では、企画する大人の側と受
けとめ発展させる子どもの側の諸現象を追いながら、それら
を質的研究の視点によって読み解き、子どもを取り巻く社会
と子どもの内的世界との新たな関係を論考する。特にここで
は、何人かで徒党を組んで行動するようになる１０歳以降の
子どもの文化の特性を考察する。

(兼担) 栗田

ヨーロッパ中世の諸相
世界遺産を中心とする文化財を映像で鑑賞し、その成立背景
を説明することにより、中世ヨーロッパの社会と世界観を学
び、「もう一つの視線」で文化に向き合う目を養う。

(兼担) 皆川

山梨大学から見る大学の
歴史と現在

江戸時代から続く本学の歴史とともに大学の歴史を学ぶこと
を通じて、高校までに学んだ近現代史を別の角度から捉えな
おすとともに、歴史的なものの見方、考え方を養うことを目
的とする。授業では大きく、世界と日本の高等教育史の中に
本学の歴史を位置づけていく。資史料を基にした講義を行な
うとともに、個人やグループによる、それぞれの興味関心に
応じた活動を通じて「山梨大学史」を学生が描いていくこと
も目指したい。その際、山梨大学が歩んできたそれぞれの時
代に受講生と同年代であった学生たちが何を考え、行動した
のか、その時、彼／彼女たちの居場所であった学び舎はどの
ようなものであったのか、各学部・学科・専修・研究室・講
座にはどのような歴史があるのかを知ってもらいたい。こう
した学びを通じて受講生一人ひとりが山梨大学で学んでいく
ことの意味を見出すきっかけになることを期待している。

(兼担) 日永
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教育史を通して見る日本
の近代現代

現代の教育の課題を、歴史的視点を通して考察するための考
え方と史資料の読み方を提示する。とくに幕末・明治以降現
代に到る産業化（近代化、文明化）の進展と教育の変遷との
関連をたどることによって、現代の教育・学校・子どもをと
りまく状況とそこから生ずる課題を理解してもらうととも
に、それへの対応の方途を考える。

(兼担) 阿部

小説における〈他者〉の
問題

＜小説＞とは何かを考えていく。この思索は「暮らし」と
「言語表現」との間にどのような問題が潜んでいるかについ
て考えていくことである。そこには《他者》と「私」を巡る
問題が潜んでいる。《他者》と「私」って？「私」は「私の
中の他者」を生きている。ときに「了解不能の他者」の現れ
に翻弄されることがあるというような。どういうこと？今年
度取り上げる作家は、坂口安吾　宮澤賢治、村上春樹、川上
弘美、あまんきみこさんなど。

(兼担) 須貝

ものといのち

この世界がどのように成り立っているのかについて、物質お
よび生命という観点からの考察を行う。現象の本質や存在の
根本原理について、思惟あるいは内観によって探求する形而
上学に対し、物質および生命についての現代自然科学の知識
を元に、さらにメタレベルを目指して迫ろうという野心的な
試みである。
　また、わたしたちが生きている世界の解析を通じて、科学
という行為についての新たな理解を得ることも目的とする。
・授業ガイダンス（御園生）
（御園生）
・ものといのちの世界 I
・認識：相対化と絶対化 I
・階層構造：ミクロの視点・マクロの視点Ⅰ
・階層構造：相対化ループによる発展 I
・科学の行為：境界条件による世界の分割 I
・科学の意味：現象と理論の整合 I
・まとめとディスカッション、質疑応答等 I
（堀）
・ものといのちの世界Ⅱ
・認識：相対化と絶対化Ⅱ
・階層構造：ミクロの視点・マクロの視点Ⅱ
・階層構造：相対化ループによる発展Ⅱ
・科学の行為：境界条件による世界の分割Ⅱ
・科学の意味：現象と理論の整合Ⅱ
・まとめとディスカッション、質疑応答等Ⅱ

複数教員による共同
方式
(兼担)　御園生、堀

文化記号論
記号（言葉や図、音、身振りなど）が成立する基本的なメカ
ニズムを概説し、様々な文化現象を記号論的な視点から考察
する。

(兼担) 新野

源氏物語を読む

『源氏物語』を読みます。
　高校までの古文学習によって身に付けた力を、皆さんは過
小評価しています。懇切な注釈書を使えば、難しいとされる
『源氏物語』も、かなり読むことができるのです。
　このゼミでは毎回３０ページほどの予習を課し、出席者の
感想・疑問を発展させていくかたちをとります。強制的で
あっても、とにかく読んでみる。そうすれば、自分が意外に
読めること、楽しめることがわかります。その経験の手助け
をし、『源氏物語』、あるいは日本の古典文学の魅力を知っ
てもらう、それがこの科目の一番の目的です。
　今年度は「桐壷」巻から「末摘花」巻までを読みます。

(兼担) 池田
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経済学の目で見ると 

レジャー産業、メディア産業、シルバー産業、はてはセレモ
ニー産業と、家庭生活から地域経済、国家経済のあらゆる面
で巨大なマーケット化が進行し、現代ほど消費者の眼力が試
されている時代はない。この一方で、ボーダーレス、グロー
バル化と呼ばれるように、個人生活が地球的規模の影響を受
けることも多く、個人生活と「経済」との関わりが強まり、
それに起因する軋轢も随所に見られる。産業経済の変化の速
度はかつてないほど速く、目まぐるしく動く社会の出来事を
「経済学の目」で見ると、どのように見えてくるかを知り、
このような潮流の中で流されることなく自己のライフスタイ
ルを確立して「賢い消費者」となるための方途を考える。

(兼担) 齋藤(康)

日本国憲法

「自分らしく生きる」とは、どういうことだろうか？　日本
国憲法は、第13条において、「個人の尊重」と幸福追求権
を、第14条以下において、選挙権、思想の自由、表現の自
由、職業選択の自由、生存権、教育を受ける権利等、様々な
基本的人権を保障し、統治機構においては、国民主権（民主
主義）が原則とされる。この授業では、憲法・人権に関する
諸問題について、具体的な裁判事例の検討を通じてわかりや
すく講義し、「自分らしく生きる」とはどういうことか、に
ついて受講生とともに考えてみたい。

(専) 石塚
(兼) 山内

スポーツ映画に見る現代
社会

スポーツや身体活動を扱った映画を鏡にして現代社会の様々
な特徴について論じる。開かれたテキスト論、テキスト分析
という手法を用いてスポーツ映画を読み解き、我々の生きる
世の中の特徴を理解し世の中へのまなざしを獲得する。

(兼担) 加藤(朋)

住まいの地方性

日本の住まいは地域の気候・風土、歴史、文化、生活様式な
どと深く関わりながら現在に至っている。特に日本の伝統的
な住まいは良好なまちなみ・景観を形づくってきた。この授
業では日本各地の多様な住まいを取り上げ、材料・構法、間
取り、空間構成、住宅規模・水準、外観デザイン、住み方等
にみる「地方性・地域性」の実態とその形成要因について解
説する。なお授業の後半では、「甲斐の家」ペーパークラフ
トの制作や住み方の検討を通して地域に根ざした住まいづく
りへの理解を深める。

(兼担) 田中(勝)

山梨学

山梨県の魅力となっている風土、施設、産業などについて、
野外見学を交えて広く習得する。本講義を受講し、県の求め
る書式のレポートを提出した者に「観光カレッジ修了証」の
交付が行われる。本講義は山梨県が推進する「やまなし観光
カレッジ事業」に基づいて、山梨大学とやまなし観光推進機
構が連携して行うものである。
　本講義は野外見学を含めてすべて土曜日（講義は４回１－
２時限、野外見学は２回１－５時限）に開講されます。
　山梨県出身者が自らの知らなかった山梨県について知り、
驚いている姿が毎年見られます。各分野のプロによる講義は
興味深く、たくさんの知識を得ることができ、山梨県の新た
な魅力を掘り起こす力になります。

オムニバス方式
集中
代表者
(兼担) 井坂

社会変動と人間

本講義の目的は、現代社会理論を踏まえ、現代社会のマクロ
な社会変動と、ミクロとしての個人に焦点をあわせ、現代社
会のリアリティを明らかにすることにある。とりわけ、高度
産業化、階層化、福祉化、高齢化、国際化という社会変動に
着目する。社会現象について問題意識を深めてもらいたいと
願っている。

(兼担) 三重野

特別支援教育総論
障害の概念、特別支援教育の概念、特別支援教育が対象とす
る幼児児童生徒の教育の理念や制度についての基本的な理解
を図る。

(兼担) 鳥海
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現代日本の政治と政策

政治に対して、少なからぬ人々がシニカルな態度を示す。そ
れにも関わらず、私たちの日々のくらしは、政治や政治の生
み出すさまざまな結果から無縁ではありえない。本講義で
は、私たちの生活にとって身近な、あるいは大きな影響を有
する政治現象や政治的諸課題を糸口に、その基底にあるもの
や論点に関する理解を深めていく。それにより、政治的な諸
事象を皮相的でなく冷徹に分析する能力の習得を目指す。

(専) 藤原(真)

投資と資産形成

日本の経済がより好ましい姿になるためには、多くの人がお金の動き
や金融の仕組みについての知識を増やし、自分自身で考えることが大
切です。また、経済活動において、お金の実際の動きを知り、これを
有効に使うことのできる能力を身につけることは、個人にとって有益
であるだけでなく、社会にとっても重要です。直接金融への期待が高
まる現在、資本市場に求められる役割とは何か。激変する日本の資本
市場の全容と投資リスク＆リターンの考え方、株式投資・債権投資・
グローバル証券投資・分散投資の方法などを実務の観点から解説しま
す。
・ガイダンス
・経済情報の捉え方
・債券市場の役割と投資の考え方
・株式市場の役割と投資の考え方
・投資信託の役割とその仕組み
・経済活動における銀行の役割
・地域における銀行の役割
・グロ－バル化する世界と資本市場の果たす役割
・証券投資のリスク・リターン
・ポートフォリオ・マネジメント
・金融市場の役割とその変化
・外国為替相場とその変動メカニズムについて
・資本市場における投資家心理
・資産運用とライフ・プランニング
・評価：総括・まとめ

オムニバス方式
代表者
(兼担) 勢田

理系女性のキャリア形成

理工系の専門分野におけるワークライフバランスと男女共同
参画について学ぶ。活躍する卒業生や女性を中心とする技術
者等の経験や、出産、育児に携わる医師等の講演から、生涯
設計の中に位置づけた職業人としての自分自身の将来像を描
き、進路選択や卒業・修了後のキャリアの形成と継続に役立
つ多様な職業観・人生観を学び、よりよい未来をともに考え
る。志望する職業分野で活躍しようという夢は性別によらな
いが、女性の進出が遅れている科学技術分野では、専門的な
キャリアの参考となる身近な先輩や同僚の大半が男性であ
り、健康、育児、転勤などのライフイベントにおいて、１人
で悩む女性が少なくない。多様な選択肢、価値観、支援策の
存在を知り、将来さまざまな段階で予想される問題に適切に
対処できる強靭で柔軟な知を涵養する。
最終回は、受講者が卒業から２０年後までのそれぞれのキャ
リア・パスを想定してパネル討論を行う。
・ガイダンス:女性の現代史
・道を切り拓いた先輩達
・科学技術分野で活躍する身近な先輩達
・医療保健分野で活躍するの身近な先輩達
・理工系卒業生の多様なキャリア
・ライフワークバランスを支援する法律や制度
・受講者によるバネル討論

オムニバス方式
代表者
(兼担) 鳥養

科学・デザイン・コミュ
ニケーション

現代人にもっとも必要とされているコミュニケーション力は、滑らか
な会話やプレゼンテーションの技術と誤解している学生が少なくな
い。科学と人間のよりよい未来を築くために構成された、デザイン学
とコミュニケーション学を学ぶことにより、異文化・異分野に共感す
る知情意（知識，感受性，意識）の力を磨く。デザインを通じたコ
ミュニケーションによって新しい価値の創造活動を行うデザイナー
と、これまで成り立ちにくいと考えられていた科学者と市民の間の科
学に関するコミュニケーション学を開拓してきた３人の研究者による
オムニバス形式の講義と実践学習を行う。
・グッドデザインはグッドコミュニケーション
・科学と社会：異文化と共感する能力とは？
・科学コミュニケーション

オムニバス方式
代表者
(兼担) 鳥養
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生活設計論

現代社会の変動の中で我々の生活は大きく変容し、様々な生
活課題が顕在化している。その生活の変容の過程と諸問題を
浮き彫りにし、生活形態、生活意識の多様性を理解するとと
もに、現代社会において必要な主体的な生活設計・ライフデ
ザインについて認識を深める。

(兼担) 志村

企業概論

企業（具体的には、会社、病院、学校、自治体、銀行など）
が、どのような組織で運営され、それらの事業体相互が、ど
のように関連して経済社会を構成しているのかを理解し、基
礎的な専門知識と豊かな教養を、身につけつけることを目指
す。

(兼) 今村

経営分析のためのデータ
解析

経営分析のための基礎的なデータ解析の概念と手法を学ぶ。
　表計算ソフト・Ｅｘｃｅｌを用いて以下の分析を学ぶ。
　・基礎的なデータ解析とグラフ化、
　・相関分析、回帰分析等の基礎的な多変量解析
　・基礎的な財務分析、
　・市場調査のためのアンケート調査分析

(専) 西久保

現代社会と教育

教育は現代社会の中で生きていく上で不可欠なものとなって
おり、一人ひとりに保障される権利として位置づけられてい
る。しかし、格差社会の進展の中で、貧困層や在日外国人な
ど、教育を受ける権利が侵害されている人々がいる。この授
業では、教育を受ける権利の意義を歴史的にふまえながら理
解し、それが侵されている現状と是正に向けた取り組みにつ
いて、制度・政策や教育現場の側面から具体的に検討するこ
とを目的とする。

(兼担) 日永、
伊藤(亜)

こころと体の障害の理解
と支援

こころと体の障害についての基礎知識を解説します。障害者
福祉や教育、心理に興味のある初学者向けです。

(兼担) 渡邉(雅)

環境政策の展開
これまで実施されてきた環境政策の展開を学び、環境の推進
要因および阻害要因を考察する。温暖化防止政策のほか、希
望があれば他の環境政策もとりあげる。

(専) 喜多川

映像で考える子どもと教
育

現代社会における子どもの発達と教育の課題を、映像資料を
基に考察することに授業の目的はある。なおその際、「子ど
もの発達を捉える視点」「乳幼児の発達過程」「教育問題と
してのChild Abuse」「学校化社会の子どもと教育」といった
内容を中心に、「子どもの権利条約」時代の、子どもと教育
の課題を考えていく。

(兼担) 加藤(繁)

人間理解の心理学

現代社会は誰もが「生きにくさ」を抱えているといわれま
す。その生きにくさは「私」個人に帰属されるものなので
しょうか。この授業では、心理学の知見を基礎に、生まれ落
ちた社会に規定された文化と他者との関係の中で生きる「人
間（自分）」について見つめなおすことを通して、現代社会
の問題について考える姿勢を形成することを目的とします。

(兼担) 塚越
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放射線と現代

一般にただ「恐ろしいもの」として漠然としか認識されてい
ない放射線は、現実には工業、農業、医学といった現代生活
の様々な局面で利用されている。また、日本は2006年6月の原
子力立国計画などによってエネルギー源としての原子力利用
を大々的に推し進める方針を打ち出している。さらに、昨今
の世界情勢においては、核ミサイルの恐怖から核テロやいわ
ゆるdirty bombとしてなどの放射性物質の悪用の懸念も増加
する一方である。本授業は、このような状況に適切に対処す
ることができる市民を育成するために、放射線・放射能につ
いての基本的な知識と、日本における放射線管理規制の実態
を学ぶことを目的とする。
・授業ガイダンス，放射線入門（御園生）
・放射線・放射能とは何か（鳥養）
・生物と放射線（御園生）
・社会のなかの放射線（高橋）
・エネルギーと原子力発電（武田）
・原子力と現代（御園生）

複数教員による共同
方式
(専) 高橋(智)
(兼担) 御園生、
鳥養、武田

教育問題から見た現代社会

本講義では、教育を社会との関係から多角的に検討すること
を中心に行います。教育問題として取り沙汰されている現在
の子ども・若者が抱える発達・成長の問題や学校教育の問題
を入口にして、その背後にある現代社会の問題を検討するこ
とを目的とします。本講義を通して、教育から社会の現状と
あり方を問うこと、また自分のことばで教育を考えることが
できるようになることを願っています。

(兼担) 高橋(英)

保育・子育ての現在

現在の保育や子育てをめぐる問題について学び、乳幼児に
とってふさわしい生活について考え、そのためにふさわしい
大人のかかわり方について理解し、保育・子育てのあり方を
考える。さらには、社会の中で子どもを育てることの意味を
理解し、自分自身が社会人としてどのような役割が果たせる
かを考えることを目的とする。

(兼担) 田甫

哲学のさまざまな問題 哲学の重要な問題に目を開かれ、考えることに慣れるように
なることをめざします。

(兼担) 佐藤(一)

経営管理（マネジメント）

企業（代表的なもの・社会）が、どの様に運営されているの
か、その運営の基本知識と手法を知り、事業体の目的を効果
的に達成するための理論、手法を理解し、習得することを目
指す。

(兼) 今村

子どもとジェンダー

ジェンダーとは、性別によって人を振り分けること、そのこ
とによって性によって人を差別する営みを強化し、正当化す
ることである。子どもが生まれ育つさまざまな局面で、そう
した性別による振り分けがどのように行なわれるのか、それ
が私たちの生育過程や日常生活にどのように影響するのか、
私たちは子どものジェンダー強化にどのように加担している
のかを学ぶのが、本講義の目的である。

(兼担) 秋山(麻)

科学技術史入門
科学技術史における自然・技術・科学・社会といった概念
は、いずれも人間労働に深い関わりをもって理論化されてき
たことを考察する。

(兼担) 上里
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天文学への誘い

宇宙の様々な観測から解って来た宇宙の始まり、宇宙の構造
や進化を体系的に学ぶ。宇宙の謎解きを通して、人類が自然
をどのように認識してきたかを学習し、人類が獲得した最も
ビビッドな宇宙像や自然像、そして残された謎の一端に触れ
て、科学的な考え方や知的好奇心を育む。天文学全般に渡り
講義するが、その理解のために物理学の手法も用いる。
（川邊）
・天文学とはどのような学問か？; 天文学の課題と宇宙認識
の変遷
・様々な銀河と宇宙大規模構造
・宇宙開闢はどのようにして起ったか？
・現代科学最大なぞ暗黒物質・暗黒エネルギー
・アインシュタインのとんでもない遺産ブラックホール
・ブラックホールを観測する
（齋藤）
・原子から宇宙まで
・我々の太陽系の成り立ち
・我々の銀河系の成り立ち
・太陽系外惑星の発見
・明らかになりつつある星・惑星系の多様性
・宇宙発見物語
（伊王野）
・光と赤外線で見た宇宙
・電波で見た宇宙
・おもしろ天文；地球外文明探査

複数教員による共同
方式
(兼) 川邊、齋藤(正)
伊王野

確率的見方

「確率」という概念をはっきりと捉えなおし、確率論の問題
を具体的な事例を通して紹介する。日常的、常識的（と思わ
れる）先入観によって曇らされて意外な結果に驚く「パラ
ドックス」と名のついたものを取り上げて考えてみる。人間
思考の合理性、不合理性を考える。

(兼担) 中村(宗)

ヒトに至る生命の歴史

生物の多様性と一様性ならびに環境問題を理解するために、
原核生物からヒトに至る生命の歴史を含めた生物分類の概要
と、生態系、生物群集レベルからの生態学上の基本概念を学
び、これより、ヒト文明の在り方、生物多様性危機を含めた
地球環境問題を考える。

(兼担) 平田(徹)

生物学の様子

現在のライフサイエンスの進歩はめざまく、膨大な知識が増
え続けている。本講義では、遺伝学を中心とし、ライフサイ
エンスについての最新の話題について学ぶ。地球上の生物の
共通性と特殊性を理解し、生命現象のメカニズムとその面白
さ知る。

(兼) 赤井

染色の科学

衣生活の社会化が進んだ現代において、消費者として製品選
択の主因をなす衣料の色情報を与える染色加工について講述
し、その結果を実習する。この講義を通して、賢明な衣生活
を学ぶ。

(兼担) 勢田

子どもと自然
現代の子どもと蝕まれつつある自然との関わり、及び自然に
対する子どもの理解について、理論的かつ実証的に解説す
る。

(兼担) 松森

材料と技術
材料の基礎的な特徴・性質を理解し、材料の作製技術及び加
工法と機能性材料の開発等を技術という視点から概説する。

(兼担) 佐藤(博)
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家庭の中のエレクトロニ
クス

身の回りの電子機器に目を向け、エレクトロニクスの基礎を
広い視野で理解する。動作原理や機器の機能等の講義に加え
て、人への配慮、社会や環境に与える影響への配慮等につい
ても講義を行う。
　講義は個々の電子機器についての解説でなく、基本的な原
理を視野において、工学的、科学的センスでエレク トロニク
スを理解しつつ、人間社会との関係を見つめ直す。
（藤間）
・家庭のエネルギー源としての電気
・安全性、公共性、経済性、その規格
・家電電化製品の中で姿を変える電気エネルギー？
・人に優しいエレクトロニクスをめざして
（坂野）
・日常の中の波動
・量子力学とランプ
・電磁気学とスピーカ・マイク
・原子力発電の原理，社会への寄与，問題点
（矢野）
・太陽光発電
・家電製品とエレクトロニクス
・低炭素社会に向けて

複数教員による共同
方式
(兼担) 藤間、坂野
矢野

人間とコンピュータ

コンピュータの歴史とその基本原理、コンピュータと情報技
術、コンピュータネットワークとネットワークを活用したビ
ジネスモデル、コンピュータと倫理、ネットワークセキュリ
ティ、コンピュータグラフィックス、人間とコンピュータの
インタラクションなどの技術的な話題を通して、人間の知的
活動や社会的活動とコンピュータの関係を理解する。
・コンピュータの基本（鍋島）
・コンピュータにおけるデータの取り扱い（鍋島）
・コンピュータを動かす（鍋島）
・コンピュータや通信がもたらした影響（鍋島）
・ネットワークとそのサービス（高橋）
・ビジネスモデル（高橋）
・ビジネスモデル特許（高橋）
・ヒューマンコンピュータインタラクション（小俣）
・人のインタフェース特性（小俣）
・ビジュアルインタフェース（小俣）
・ユーザビリティ評価（小俣）
・コンピュータアルゴリズム（鈴木）
・パソコンとスーパーコンピュータ（鈴木）
・データマイニング（鈴木）
・ユビキタス社会（鈴木）

複数教員による共同
方式
(兼担) 鍋島
高橋(正)、小俣
鈴木(智)

現代生活とバイオテクノ
ロジー

バイオテクノロジーは生物の持つ機能を工学に利用する技術
であり、21世紀においてエネルギー、環境、食糧および医療
等の広範な分野への貢献が期待される。生物の機能は極めて
多様であり、その利用も多岐にわたっている。この講義では
基盤技術から先端技術までを人間生活に身近な例を取り上げ
て平易に紹介する。
・微生物の世界とその応用（宇井）
・生物の多様性と進化（野田）
・ＤＮＡと遺伝子工学（大槻）
・バイオマス（宇井）
・きのこと人間生活との関わり（中村）
・タンパク質からみた生物の働き（楠木）
・タンパク質の立体構造と機能（楠木）
・バイオテクノロジー：ゲノムサイエンスの世界（宮川）
・ＤＮＡ診断　ーフェムトの世界を探るー（宮川）
・ナノテクノロジを利用した生体機能制御（新森）
・細胞とは何か　ー細胞培養のはなしー（黒澤）
・幹細胞とは何か　ー再生医療のはなしー（黒澤）
・抗生物質　ー微生物からの贈り物ー（早川）
・医薬微生物の探索と機能開発（早川）
・総括評価（総括とレポート作成）（黒澤）

複数教員による共同方式
(兼担) 黒澤、宮川(洋)
宇井、早川、中村(和)
新森、野田、楠木、
大槻
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【環】地球環境化学とエ
ネルギー

21世紀に入り、地球規模の環境汚染は人類の生存を脅かす形
で私たちの前に立ちはだかり、深刻かつ緊急の大問題となっ
ている。環境問題を解決するためには、クリーンなエネル
ギーの確保や、生活を豊かにするための様々な製品を環境に
対する負荷の少ない生産工程で製造するための化学技術が重
要かつ不可欠となっている。授業では、先ず地球環境の現状
と問題について大気を中心に解説する。次いで、環境問題と
エネルギー問題を解決する化学技術について学ぶ。クリーン
なエネルギー変換デバイスとして二次電池、燃料電池、太陽
電池を中心に、その仕組みや動作原理について理解する。

(兼担) 野原

ワインと宝石

ブドウ栽培、ワインの製法、微生物およびブドウとワインの
科学、ワインと健康につき講義し、ついで宝石の結晶材料へ
の変貌を辿りつつさまざまな日常生活に関わりの深い無機材
料につき講義し、これらに関する理解を深める。
・コース紹介（中川、奥田）
・病気からブドウを守る（鈴木）
・ワインの発酵と微生物（柳田）
・ワインの成分（奥田）
・ワインの製造方法（岸本）
・ワインのおいしさ（久本）
・ワイン関連総括と総括評価（奥田）
・宝石からセラミックスへ（武井）
・単結晶合成法と単結晶の持つ意味（細谷）
・結晶の完全性（綿打）
・結晶構造解析手法（山中）
・結晶構造と機能（熊田）
・機能性単結晶（田中）
・物質と色（中川、有元）
・宝石関連総括と総括評価 （中川）

複数教員による共同方式
(兼担) 柳田、奥田、
鈴木(俊)、岸本、久本
中川(清)、田中(功)、
熊田、武井、細谷、
綿打、山中、有元、

これからの機械技術

これからの機械技術は、広範で多岐にわたる機械技術のベー
スとなっている基礎知識と最新のトピックスを初心者に分か
りやすく解説する。本年度は主に、熱、流れ、材料、力学、
機械などの分野に関連した興味ある話題を紹介する。これに
よって、機械工学が工学分野で重要な役割を果たしているこ
と、また、先端技術と密接な関係を有していることを理解
し、それぞれの分野においてさらに深く学ぶ意欲を引き出す
ことを目指す。
（武田）
・熱の伝わり方
・エネルギーを有効に使う
・原子力エネルギー
・自然エネルギー
（水口）
・生体工学の概要
・福祉工学と科学技術
・超音波の工学への応用
・超音波の医学への応用
（小川）
・新しい燃料(燃料電池)
・新しい燃料(バイオマス燃料)
・新しい燃料(電池その他)
（園家）
・表面改質（CVD,PVDなど）
・表面改質（レーザ処理など）
・表面改質（溶射技術など）
・評価、総括・まとめ

複数教員による共同
方式
(兼担) 園家、武田
水口、小川
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人間と機械

人類と機械技術のかかわりについて機械やそれに使用する材
料に関する発達の歴史を含めて概観する。新材料や新製品開
発の過程についてエピソードを紹介しながら観察や考察の重
要性について解説する。さらに人間と機械の違いについて論
じるとともに、ものづくりに対する試行方法やその方法論に
ついて、具体的な例をあげて説明する。
・機械の発達の歴史（本田）
・機械産業の歴史と環境問題（北村）
・工作機械や工具、加工方法及び材料（平）
・高度熟練技能の現場　（萩原）

複数教員による共同
方式
(兼担) 本田、
北村(敏)、平(晋)、
萩原

地球の見方

高校の地学を履修する機会がなく、地球についての知識が中
学生レベルにとどまっている人のために、最近の地球科学・
宇宙科学による新しい地球観・宇宙観を紹介します。どのよ
うな研究や方法によって、どのような地球観・宇宙観が得ら
れているか、地球や宇宙の科学的な見方を理解することを目
的とします。

(兼担) 石垣

医工学と現代社会

生命現象を物理や化学の言葉で説明しようとする生命の科学
は、２０世紀の後半から現在まで、めざましい進歩を遂げ
た。その研究の成果は、人々の生活への応用という面で、現
代の医学や工学と連動し、「医工学」ともよばれるように
なっている。
　本講義では、こうした現代の生命の科学（一般にライフサ
イエンスと呼ばれる）の研究成果がどのようなものであるか
を種々の事例を上げて概説し、また、それらが現代のわたし
たちの生活、とくに医学や工学の面においてどのように応用
され、また影響を与えつつあるか等について論ずる。本講義
により、医工学と現代社会の諸問題への可能な限り正確でか
つ広汎な知識を身につけ、さらにそれらの諸問題への強い問
題意識を醸成する。

(兼担) 宮川(洋)

一般相対性理論への招待
２０世紀最大の物理学上の発展であったアインシュタインの
特殊相対性理論と一般相対性理論を数理的に基礎から解説す
る。応用として宇宙の膨張を取り扱う。

(兼担) 山下(和)

クリスタルサイエンス

講義で習ったことをすぐさま実験で確認するという、新しい
授業形態（講義と実験の融合）を実施することで、理科の楽
しさを感じさせることを目標とする。
　クリスタル研の教員11名と学生を４グループに分けて、１
テーマ３回の中で実験、観察などを行い、4テーマで色々な結
晶に関する知識、実験技術に触れるようにする。

(兼担) 田中(功)、
熊田、中川(清)、細谷、
山中、綿打、武井、
有元、米崎、長尾、三浦

ワイン製造及び体験実習

ワイン製造および体験学習を行い、ワインに関するより質の
高い教育を実践することができる。ワイン科学研究センター
の醸造設備を用いて、ワイン製造および体験学習を行うこと
によりワインに興味をもつ学生教育に効果があると思われ
る。

集中
(兼担) 岸本

生命科学と社会 科学の社会への貢献と両者の軋轢について、最近特に進展の
めざましい生命科学の話題を中心に解説する。

(兼担) 宮崎

数理の発想でみる自然・
社会・人間

統計や数学の諸手法を使って、自然・社会・人間にかかわる
現象を分析する。

(兼担) 成田

全
　
　
学
　
　
共
　
　
通
　
　
教
　
　
育
　
　
科
　
　
目

教
　
　
　
養
　
　
　
教
　
　
　
育
　
　
　
科
　
　
　
目

- 107 -



電気とコンピュータ

この講義では、まず電気の基本的な性質をまず学び、つぎに
電気をいかにして作り、それを家庭まで送られてくるかにつ
いて学びます。これにより、電気にたいする基本的な知識を
修得するとともに、現代のエネルギー問題としての電気につ
いての基本的な考え方を修得します。次に、現在の情報化社
会への起爆剤となったマイクロプロセッサの開発の歴史、開
発にいたった経緯や、マイクロプロセッサを用いたパーソナ
ルコンピュータやビデオゲームなどマイクロプロセッサを応
用した機器の開発の歴史などについて学びます。最後に、コ
ンピュータの中身や構成などの基本的な構成、それを理解す
るためのブール代数などの基礎について学びコンピュータに
対する基本的な知識を修得します。

(兼担) 清弘

水圏植物の生物学

水圏植物の本質、重要性、我々人間との関わりについて理解
するため、水圏植物を「水域に生育する酸素発生型光合成生
物」と定義し、生命の誕生から人類の出現に至る生物の歴史
の中で、それらの果たしてきた役割と、それらの分類・生
態・利用について概説する。簡単な実験や実際の植物を見せ
ることもあるので、定員は３０名程度とする。

(兼担) 芹澤

子どもと事象の数理

小学校・中学校・高等学校で学習した数学の知識をどのよう
に活用すれば、事象を数理的に考察することができるのかを
経験するとともに、その経験を通して、数学的見方・考え方
を一層伸ばす。

(兼担) 清野

数学的見方
数学とは、難しい計算問題を解いたり公式を暗記したりする
ものではなく、論理的な証明の積み重ねによって、一つの理
論を築いてゆく学問である事を学んでもらう。

(兼担) 小池

依存の科学

アルコール依存症から始め、過度の飲酒の怖さ、それらが家
族に及ぼす影響等を理解する。また、その他の物質依存やプ
ロセス依存について理解し、（あるばあいは）自己の中にあ
る依存の芽に気がつく。

(兼担) 小畑

ガイア仮説と地球システ
ム科学

近年、地球表層での物質循環や気候などを、大気圏、水圏、
岩石圏、生物圏の間の有機的な相互作用の一局面として捉え
る「地球システム」とも呼称される概念が、気候学や生態学
など様々な学問分野で注目され始めた。そのルーツを遡る
と、地球の無機的環境と生物がその相互作用の中で環境の恒
常性を維持する自己統制システムを確立してきたという、ガ
イア仮説に辿り着く。
　本授業では大気圏、水圏、岩石圏、生物圏の構造と機能、
これら各圏の相互作用により構築される物質循環システムや
気候システム、更に地球システム科学の先駆けとなったガイ
ア仮説について学習し、地球環境とその変動がもつ意味を惑
星スケールで捉えるために必要な「地球システム」の視座を
会得する。

(兼担) 松本(潔)

魔方陣から現代数学へ

魔方陣というパズルを解くことを目標に現代数学のある断面
の基本的なことがらを学ぶ。なぜ算数や数学を学ぶことが大
切なのか、数とはなにか、などについても織り交ぜて語る。
アイデアが迸る様子を少しでも実感してもらえる様な講義を
目指す。

(兼担) 大西

物理パズルで親しむ身近
な自然現象

アメリカの物理学教師の協会（American Association of
Physics Teachers）が発行する物理教育誌“The Physics
Teacher”には、1986年から "Figuring Physics" と題するコ
ラムが連載されている。このコラムでは身近な自然現象を題
材にしたクイズを毎回、出題している。
　本授業ではこのクイズを毎回 数題ずつ取り上げ、履修学生
各自に回答してもらう。肩のこらないクイズ形式の問題の回
答を自身で考え、その後に、教員による解説を聞くことを通
じて、自然現象を物理学の枠組みの中で捉え、理解する態度
を涵養する。

(兼担) 長島
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自然災害と都市防災

災害が多発する我が国を取り巻く自然環境と自然災害の発生
メカニズムを説明した上で、事前の防災対策として我々に身
近な都市防災の技術について概説する。
　本講義では、自然災害、その役割や基本的な考え方を理解
することを目的とする。講義の後半では、最先端の都市防災
技術が現象と関連付けて各専門分野の担当教員より紹介され
る。
（鈴木）
・ｲﾝﾄﾛﾀﾞｸｼｮﾝ：我が国を取り巻く災害発生環境，防災と減災
・地震・津波災害
・台風・豪雨水害
・土砂災害
・火山災害
・都市防災のまとめ
・ソフト防災による減災対策
（吉田）
・構造物の免震・制震技術
（齊藤）
・コンクリート構造物の耐震技術
（後藤）
・地震時の地盤の液状化

複数教員による共同
方式
(兼担) 鈴木(猛)
後藤(聡)、齊藤(成)
吉田

ウイルスと人間Ｂ

現代のウイルス感染症に関する話題を取り上げ、人間を宿主
とするウイルスの進化や共生関係（ウイルスの病原性とヒト
の免疫応答も含む）を理解するとともに、新しく開発された
ワクチンや抗ウイルス薬、さらに薬害などの事例に関する議
論も行い、「ウイルスと人間の関係」についての理解を養う
ことを目的とする。

(兼担) 加藤(伊)

心理学への誘い

本講義では、大学生がはじめて学ぶ心理学を概観し、研究対
象としている「心」をどのように捉え、研究をどのように進
めているのかについて理解を深めること、また、心理学の知
識を習得しながら自分や自分の身近な人々、社会的出来事に
関する理解を深めることを目的とする。

(兼) 小澤、斎藤(実)

音楽の即興表現

音楽の原点である即興演奏についてその歴史を概観し、様々
な時代、ジャンル、形式での実例に触れる。さらに現代での
音楽シーンにおける可能性を考え、音楽の即興表現とは何で
あるかを各人が考える場にしたい。また、演奏実習を通して
即興演奏や編曲の世界の広がりや楽しさを味わってほしい。

(兼担) 藤原(嘉)

死生学入門

「生」と「死」に関する講義、ロールプレイを含めた発表、
グループ討論、シナリオ作り等を通して、生きることの大切
さ、関わることのすばらしさについての認識を深める。将来
にわたって「死」を見据えながら「生」を真剣にとらえてい
く力をつける。

(兼担) 中村(和)

健康科学

本講義の願いは、学生諸君が現在および将来に渡って、健康
で充実した生活が送ることができるようになるということで
ある。つまり、保健の科学的認識を発達させることにより、
あなたが健康問題に対して主体的に取り組み、解決していく
ことができるようになって欲しいと願うものである。

(兼担) 福永

スポーツマッサージ入門

マッサージにより、心身のストレスから起こる疲れ、肩こ
り、腰痛、精神的不安などを取り除くことができる。基本的
なスポーツ・マッサージについて正しい実施方法を講義と演
習で行う。

(兼担) 藤本

教
　
　
　
養
　
　
　
教
　
　
　
育
　
　
　
科
　
　
　
目

全
　
　
学
　
　
共
　
　
通
　
　
教
　
　
育
　
　
科
　
　
目

- 109 -



感性による造形

「はっ。」と風景や自然の事物の美しさに息を飲み、心を奪
われる体感を持つことがある。私達は自然の成り立ち、仕組
みの中で摂理と運動（遊び）の構造を多くの物と共にしてい
る。一瞬の記憶、インスピレ－ションがどのような事柄から
生じ、時間と共に思いに膨らみ、形に留めたい、更に発展さ
せたいとの願いとなるのか。そうした創作活動を身近な素材
に託し制作を試みる。

(兼担) 菅沼

スポーツとダイエットの
科学

日常の「生活」の視点から「健康」について考察する。ス
ポーツやダイエットといった身近なテーマを科学的に学習し
ていくプロセスで自らの心身に対して興味・関心を持ち、生
涯を共にする「身体」の重要性への気づきを促す。また、世
の中には一見科学的な健康情報が氾濫しており、情報過多の
時代を生きる上で、懐疑的に検証してみる姿勢が必要にな
る。そのための基本的な思考方法を身につけ、賢明に生きる
態度を養う。

(兼担) 小山

かたちの不思議と幾何学
的ﾃﾞｻﾞｲﾝ

デザインにかかわる「かたち」のありようを、“不思議”と
いう情緒的な視点と“幾何学”という合理的な側面の双方か
ら概説する。

(兼担) 村松(俊)

生命倫理
生命倫理における基本的な問題と考え方を理解することを目
的とする。そのため、生命倫理のさまざまな問題を、歴史的
な経緯を踏まえながら、とりあげ考えていくことにする。

(兼担) 香川

医療の最先端

「脳神経外科の最前線」や「消化器外科治療の最先端」な
ど、臨床医学の最新の内容を分かりやすく解説する。
・脳神経外科の最前線
・消化器外科治療の最先端
・心臓と血管の病気
・最先端の消化器内視鏡診療
・心臓外科と医用工学
・運動器疾患の最先端研究と臨床
・切らずに治す内視鏡手術
・クリティカルケアの最先端
・糖尿病治療の最前線
・失われた聴力とその獲得
・眼球の構造と眼科手術
・小児白血病と移植医療
・認知症診療の現状と展望
・最先端の放射線医学－今、放射線を使って何ができるか－
・不妊治療の現状と将来の展望

オムニバス方式
代表者
(兼担) 松本(雅)

社会における看護と介護

社会で生活するあらゆる年齢層の人々とその家族のもつ健康
問題およびその人々と家族に対する看護と介護についての理
解を深める。
・概論、高齢者の家族介護
・障害者と家族
・自分の身体を守る
・小児医療における看護の現状
・食育と健康
・リプロダクティブヘルス・ライフ
・働く人々の心の健康
・慢性疾患をもつ患者の看護
・脳卒中患者のリハビリテーション
・日常生活における骨そしょう症予防
・肝疾患予防・改善のための生活指導
・介護をとりまく社会制度
・在宅療養と医療処置
・死に逝く人と遺される人

オムニバス方式
代表者
(兼担) 新田
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社会の中の医療・医学

医療技術の進歩が現代の社会に及ぼす影響を考えてみること
を目標とする。そのため、前半は医学実験に関わる問題を歴
史的に取り上げ、医学実験に対して社会がどのように対処し
ようとしてきたのかを考える。後半は、｢死ぬ権利」という奇
妙な概念を中心に、医療技術の進歩によって社会意識がどの
ように変化してきているのかを明らかにする。

(兼担) 香川

人体の生命科学

人体の複雑な構造や機能さらには生命の仕組みやその異常な
どについて、基礎医学の立場からわかりやすく講義する。具
体的には、｢人体の生命科学｣に関する基本的な事項につい
て、基礎医学の各専門領域からオムニバス方式で多核的な講
義を行う。本授業はヒトの｢命｣の科学的背景を広く理解する
ことを目的とする。
・赤血球にはじまる膜骨格の概念
・細胞のプロペラ、アンテナ　－繊毛の機能とその多様性－
・ＤＮＡからみた縄文人
・脳と体温
・免疫とアレルギー
・心の神経生理学
・脳を育む　―脳はどのように構築されるのか？
・感染症とは？：細菌、ウイルス、真菌の違い
・脳の情報処理：神経細胞とグリア細胞
・学習と記憶の分子生物学
・がんの生物学
・疫学：ヒトの集団を対象とした医学研究の手法
・炎症と肺疾患

オムニバス方式
代表者
(兼担) 北村(正)

アウトドアパスーツⅠ

この授業ではアウトドアでの楽しい体験を行います。授業
は、安全や事前の準備等に関する講義を行い、週末、休日を
利用して日帰り、または宿泊での活動をします。各プログラ
ムのなかで小グループを形成し、活動の企画・立案します。
さらに、渉外、記録、食料、装備などの役割を分担し、一連
の活動を学生自らが主体的に進めていく授業です。実際のア
ウトドアで、安全で楽しく、自然環境に配慮した活動を目指
しています。

(兼担) 川村

アウトドアパスーツⅡ

この授業ではアウトドアでの楽しい体験を行います。授業
は、安全や事前の準備等に関する講義を行い、週末、休日を
利用して日帰り、または宿泊での活動をします。各プログラ
ムのなかで小グループを形成し、活動の企画・立案します。
さらに、渉外、記録、食料、装備その他の役割を分担し、一
連の活動を学生自らが主体的に進めていく授業です。実際の
アウトドアで、安全で楽しく、自然環境に配慮した活動を目
指しています。

(兼担) 川村

写真の歴史

デジタル技術の進展により、現在、写真の性質は大きく変化
している。そもそも、写真はどのように発明され、利用さ
れ、私たちの生活をどのように変えてきたのだろうか。美術
との関係を中心に、記録やジャーナリズムにおける役割にも
注目して、写真の歴史を振り返る。

(兼担) 平野

健康社会学
日常生活に必要な医学・医療の基本的な情報を提供すると同
時に、社会にあふれる健康・医療・福祉にかかわる様々な情
報について検証していく。

(兼担) 宮村

アンサンブルの楽しみ

アンサンブルはフランス語で「一緒に」や「全体・一揃え」
という意味で、音楽用語で「合奏」を表す。本授業では西洋
音楽を中心に受講生の演奏技術を応用･利用して「一緒に演奏
する楽しさ」「全体が揃うという一体感」を味わうことを目
的としている。演奏技術は必ずしも高度なものを必要として
いないが、ピアノ、マリンバなどの大きな楽器以外は個人で
準備して欲しい。学部、講座を異にする者同士による音楽的
コミュニケーションの楽しさを講義や演習を通して味わって
もらいたい。

(兼担) 手塚
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球技スポーツの魅力

球技スポーツには室内で行なうバスケットボール、バレー
ボール、卓球など、室外で行なうソフトボール、サッカー、
ラグビーなどがあり多種多様の魅力が隠されている。
そこで、本講義ではそれらの種目の技術的な特性ばかりでな
く、その競技が生まれてきた背景や歴史的な流れ、そしてそ
れらに伴うルールの変遷などを紐解きながら本質的な魅力を
探るものである。特に、実技では誰もが生涯スポーツとして
も有効になっていくソフトボールを取り上げ、白球に親しみ
ながら打撃、守備、走塁等の基本技術を磨き、チーム毎に戦
術を考え、ゲームも行ないながら実際場面での経験知を獲得
していくものである。

(兼) 古澤

運動と遊び
「遊び」の歴史的変遷を理解し、実際にからだを使った様々
な遊びを行いながら、社会、教育、健康といった側面から
「遊び」に含まれる今日的意義を考察する。

(兼) 沢木

スポーツ考現学への誘い

現代社会において最もポピュラーな文化のひとつであるス
ポーツが、わたしたちの思考や価値観、イデオロギー、アイ
デンティティなどに及ぼす重要性に関して検討する。そして
スポーツがいかに社会的、文化的、イデオロギー的に重要な
意味と機能をもっているかを理解する。

(兼) 橋本(純)

健康なからだ論

健康的な生活を送るためには、身体的要因だけでなく精神的
要因も併せた心身両面のバランスのとれた状態を維持するこ
とが大切である。このため、健康の維持・増進のために必要
とされる知識や自己管理能力を高めるための基礎知識を学習
し、具体的な手法・技術を習得する。

(兼) 山下(陽)

パーソナリティ心理学

パーソナリティとは、個人の人格や性格、気質などと表現さ
れるものの総体と考えられる。この授業では、パーソナリ
ティの個人差に焦点をあて、その個人差がどのように形成・
発達されていくのかや、パーソナリティの違いが個々人の社
会への適応にどのように関わるのかについて考えていく。

(兼担) 酒井

こころの健康づくり

コミュニケーションに関する知識や理解を深め、またスキル
アップを図りながら、人間関係づくりについて具体的・体験
的に学習することを目的とします。講義では自分自身のもの
の見方・考え方を捉えながらの自己理解を深めていきます。
またグループワークを通しての他者理解を深め、相対的な視
点に立った自己への気づきを促すことを目指します。

(兼担) 伊藤(美)

ミュージカルを歌おう ミュージカルを通して自己表現の楽しさを学ぶ。最終的に1時
間程度のミュージカル作品を上演する。

(兼担) 片野

余暇社会の身体活動

価値のある、質の高い人生（Quarity of Life）を送るために
は、質の高い仕事生活（Quarity of Work Life）、質の高い
レジャー生活（Quarity of Leisure Life）、そして質の高い
健康生活（Quarity of Healhty　Life）を実現することで
す。
　本講義では、特にQuarity of Leisure LifeとQuarity of
Healhty Lifeを実現していくために必要な知識、技術、そし
てその考え方について学習していくことを目的とします。具
体的には、「レジャーとは」ということに検討を加えなが
ら、その実践方法について学習していきます。

(兼) 古屋(顕)

ピアノを弾こう ピアノ実技を通して演奏体験を積み、音楽と個人との関わり
について意味を探る。

(兼担) 酒匂
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音楽の分析と表現

音楽作品を知的に感覚的に理解し、その結果を絵など、なん
らかの形で表現することを目的とする。音楽は個人的な趣味
で様々に楽しまれるものであるが、曲の形式や構造などを理
解した上で鑑賞したり演奏したりすると新たなよさを発見で
きるものである。そして、そこで終わらず、その新たな発見
をもとに自らが、絵などの表現に取り組んでもらいたいと考
える。ルネサンス、バロック、古典派、ロマン派、近代・現
代等の楽曲を対象とする。

(兼担) 小島

ダンス・セラピー

舞踊文化と身体文化をセラピーの観点から学ぶ、体験学習で
す。ヨガ、呼吸法、コンタクト・インプロ、オイリュトミー
などの身体技法から、からだとこころを緩めていきましょ
う。世界各地のさまざまな舞踊文化とアートの世界のダンス
の理解も含めて楽しくダンス文化に親しみましょう。

(兼担) 木村

東洋音楽鑑賞
東洋諸国の音楽文化の歴史・社会的背景を取りあげ、その音
楽的要素（リズム、旋律、形式等）を分析しながら、東洋音
楽の多様性を考える。主な対象は各国の古典音楽である。

(兼担) グローマー

異文化間コミュニケー
ション

異文化間コミュニケーションを行う上で必要な心構え、態
度、スキルを学び、コミュニケーション能力を高めることを
目的としています。また異文化間コミュニケーション理論も
紹介していきます。

(兼担) 奥村(圭)

アジアの人々

アジア、特に東アジアの国々に住む人々がどのような暮らし
をしているか、また日本をどのように捉えているか、彼らと
どのように接して行ったら良いかを考えてもらう。素材とし
てスライドを主とした資料を用いる。

(兼) 川田

ボランティア理論 ボランティア活動の理解と実践活動への導入について解説し
ます。

(兼) 大和田

世界近現代史の潮流と日
本

世界の近現代史を新たな視点（＝西欧の世界的拡大としての
近代とその動揺）から学ぶことを通して、現代社会が直面し
ている様々な問題とその経緯を理解し、世界の中の日本、そ
の中での私たちを取り巻く社会の仕組み・問題点を考察す
る。

(専) 坪内

現代政治のイシュー

政治パラダイムのストーリーラインについて学び、現代の主
要政治イシューをパラダイムの次元から理解する。このよう
な過程を通じて、政治イシューに関する様々な主張を比較考
量できる能力を身に付ける。

(専) 金

映像を通じて見る異文化

映像資料を題材に、自文化を見直し異文化を理解するととも
に、留学生と日本人学生間の異文化間コミュニケーションを
実際に体験することを目的としています。
授業は基本的に英語で行われます。
・オリエンテーション（奥村）
・４コマまんがで考える日本のあいさつ （田中）
・４コマまんがで考えるホンネとタテマエ（田中）
・暴力・正義・アイデンティティをめぐる冒険（秋山）
・暴力・正義・アイデンティティについての討議（秋山）
・映画に見る死生観1（森田）
・映画に見る死生観2（森田）
・「隣のトトロ」における環境の重大さ（森田）
・「隣のトトロ」における日本の田舎の日常生活の描写(森田)
・日本映画に見る家族像１（滝口）
・日本映画に見る家族像２（滝口）
・現代社会での人と人との関わりを考える1（奥村）
・現代社会での人と人との関わりを考える2（奥村）
・学生による成果発表（全教員）
・まとめとフィードバック（全教員）

複数教員による共同
方式
(兼担) 森田、
田中(武)
秋山(麻)、滝口、
奥村(圭)
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電子音楽の世界

現代の私たちを取り巻く生活環境にも電子音は溢れその恩恵
を受けている。電子音楽の過去~現在の歴史を追いながら、年
代順に様々な音源、映像、開発された機器等を紹介し、作曲
家、音楽家、研究者達がどのような音を探求してきたのかも
含め、変遷を考察する。
　講義では実際に実物の楽器、機材、レコーディングスタジ
オでの録音等の体験も試みる。教養として音楽における電子
機器、メディアについての知識を深めることを目的とする。

(兼) 吉原
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授業科目の名称 講義等の内容 備考

共生科学入門

（概要）自然環境と人間社会の共生に向けて共生の科学的意
味を理解する。生命科学、食物科学、環境科学、社会科学に
おける共生科学について学習する。
（オムニバス方式／全15回）
（33竹内　智／１回）多角的なものの見方や考え方から、生
命・食物・環境・社会が相互に関連する共生科学とは何かに
ついて学ぶ。
（竹内　智／3回)安全・健康・平和などの人間の安全保障を
維持しながら自然環境との共生を実現していく社会の構築に
向けて、諸課題の解決に向けた自然科学的な基礎知識を身に
つける。
（51金　基成／3回)人間と人間との共生及び人間と自然との
共生という観点から現代社会及び地域の発展にかかわる諸問
題を捉えなおすとともに、これらの問題の解決にかかわる社
会科学分野の基本的知識を習得する。
（竹内・金／1回）環境・共生社会系のまとめと試験
（1宮川洋三／3回）生態学的な意味での共生の概念について
の理解を基礎として、生命科学と現代社会が抱える諸問題を
共生の視点から捉え、考察する問題解決能力を身につける。
（18村松　昇／3回）農業という観点から見た共生について考
え、食料生産や組換え植物、農薬問題など、身近な話題を例
として諸論点を学び、問題を論理的に解決するための手法を
体得する。
（宮川・村松／1回）生物・生産系のまとめと試験

オムニバス方式
（専）金
（兼担）宮川(洋)・
村松(昇)・竹内

生命環境基礎ゼミ

（概要）問題の設定、文献・資料の収集・読み込み、結果の
分析・発表・討論およびレポート作成、発表の基本的スキル
を修得し、大学における勉学、研究の基礎力を身につける。
初めに本講義の狙いと進め方の説明を全員に行うが、それ以
降は学科ごとに５人程度のグループに分かれ、各学科教員の
指導のもと、レポートの作成、検討課題の設定とそれに関す
るプレゼンテーション準備を行う。後半の３週を使い、受講
者全員を相手にグループごとにサイエンスカフェ方式でのプ
レゼンテーションを行う。また聴衆となった学生は他グルー
プの発表内容の理解に努め、聴講報告書の作成を行う。プレ
ゼンテーション終了の翌週には各自が作成した報告書をグ
ループ内の学生間で添削しあう。この一連の作業や議論を通
して、本学部の学習内容や研究手法を理解する。また、専門
を異にする聴衆に対して分かりやすい話をすることや、その
ためには広い学問分野に対する興味と理解を持つことの重要
性を学ぶ。

（専）北村(眞)・
喜多川・高橋(智)
（兼担）若山・
野田・大槻・
山下(裕)・中田・
三木・風間・
岩田・田中(靖)

生物資源論

（概要）山梨県内で重要な産業である野菜や果樹栽培の基礎
的知識を学ぶ。産業の実態や加工、流通など、様々な方面か
らの講義を通して、山梨県の特産品である野菜類、ブドウ、
モモやその他の果樹、ワインなどについて学ぶ。
（共同／全15回）
（村松　昇／7回）野菜や果樹（モモやスモモ、サクランボ）
を題材として、その栽培、加工、流通などの知識を学ぶ。
（山下裕之／7回）ブドウ栽培の基礎的な知識とワイン用・生
食用のブドウの差異、ワイン製造の基礎的な知識を学ぶ。
（村松・山下（裕）／1回）総括、総合評価

複数教員による共同
方式
２クラス編成
(兼担）村松(昇)・
山下(裕)
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生物資源実習

（概要）山梨県内の食品産業や果樹産業について具体的に学
ぶことを目的とする。農場圃場での体験を通し、農作物（特
に果樹など）の生産の実態や問題点を学び、また、食品加工
工場などの見学を通して、食品のあり方や品質管理などを総
合的に学習する。
（共同／全15回）
（柳田藤寿・奥田　徹／1回）授業の目的、日程調整、準備に
必要な事柄について学ぶ。
（村松　昇／7回）果樹園・農場での作業体験を行い、農業に
ついて基本的事項を体得する。
（谷本守正・望月和樹・山下さやか／7回）食品製造工場など
での実習および食品製造体験を行い、食品製造の基礎を体得
する。

複数教員による共同
方式
集中
４クラス編成
(兼担)村松(昇)・
谷本・望月(和)・
柳田・奥田・
山下(さ)

情報処理及び演習

実験データの整理や文書・レポート作成、レポート提出、先
生への質問、お互いの情報交換などにコンピュータを道具と
して利用できるようになること、すなわち「情報リテラシ
－」を身につけることを目標とする。また、コンピュータの
ネットワーク環境を理解し、有効に活用できることを目標と
する。さらに、道具として使いこなすだけでなく、コン
ピュータ、ネットワーク環境を利用する上での情報倫理につ
いても理解する。コンピュータを実際に使いながら学習す
る。

２クラス編成
〔専）島崎(洋)
（兼担）馬籠

講義　１０時間
演習　２０時間

基礎統計学

生物学、農学、環境科学あるいは経済学などにおいて、得ら
れた結果を統計的に分析することは重要である。本講義で
は、統計科学への導入として、確率の概論、記述統計学から
推測統計学の基礎について学習する。

（専）下川

基礎統計学演習
統計的データ解析は、観察研究と実験研究に大別される。こ
のことに留意して、分割表分析、分散分析、そして回帰分析
といった方法を学習する。

（専）下川

生命科学概論

生命科学は、生命を取り巻く関連諸科学の総称であり、農
学・環境科学・薬学・栄養学・医学・生命工学などは、生命
科学を応用した学問分野である。本講義は、これら応用分野
を学ぶのに必要な生命科学の基礎知識を習得することを目的
とした生物学の概論である。細胞生物学、分子遺伝学、分子
生物学の基礎を理解する。

（兼担）大槻

食物科学入門

食品製造とその利用に関する基礎的知識を学ぶ。食品の分類
や加工に関する基礎知識、食品の重要性などを理解する。
（共同／全15回）
（谷本守正／8回）食品製造の基礎と人間生活におけるその役
割を理解する。
（望月和樹／7回）食品中に含まれる成分の構造および身体に
対する機能などを学ぶ。

複数教員による共同
方式
（兼担）谷本・
望月(和)

環境科学入門

人類の生存を支えるさまざまな環境資源を概観するととも
に、人口増加や経済活動の拡大に伴い環境汚染や地球環境問
題が発生した歴史と現状について学習する。また、食料やバ
イオマスなど生物資源の利用と環境との関係について学び、
さらに、環境問題解決のためにどのような対策がとられてき
たか、また国際的な取り組みなどについて学ぶ。

（兼担）新藤
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経済経営学入門

自然と社会との共生の具体的な姿を展望していくうえで、現
代の経済システムや企業経営がどのような特徴を備え、どの
ような原理や法則に基づいて経済システムが運動しているの
か、どのような原理や理念に基づいて企業経営が行なわれて
いるのかを学ぶ意義は大きい。そこで本講義では、現代経済
システムや企業経営に関する基本的な知識を学ぶとともに、
経済・経営の実際を観察するための「道具」の使い方を身に
つけること、すなわち「経済や経営を見る目」を養うことを
履修目標とする。その際、現実の経済や経営に対する理解を
より深めることを目指し、具体的事例に即した「道具の使用
法」もあわせて学習する。

（専）西久保・
竹之内・門野

リスクマネジメント概論

（概要）リスク管理、リスク・マネジメントはこれからの社
会で重要な役割をもつ。ここではリスク概念の系譜をたどる
ことで、その概念のもつ学問的役割を理解するとともに、リ
スク管理やリスク・マネジメントの具体的方法について学
ぶ。
（共同／全15回）
（高橋智子/9回）リスク概念の系譜、科学技術のリスク、エ
ネルギー分野におけるリスク管理、企業におけるリスク管理
について学ぶ。
（風間ふたば/6回）環境リスクとマネジメント、食物生産の
ためのリスク・マネジメントについて学ぶ。

複数教員による共同
方式
（専）高橋(智)
（兼担）風間

生命倫理学

生命倫理学は20世紀後半以降の生物学革命と呼ばれる事態を
受けて登場し、特に生命科学・医学に関わる研究規制の問題
を重要な研究テーマとしてきた。たとえば、1975年の遺伝子
組換え技術をめぐるアシロマ会議は生命倫理学の重要な出発
点のひとつになっている。ここではそうした生物学革命に発
する生命倫理学の形成過程を踏まえながら、生物学・医学に
関わる実験研究の倫理という観点から生命倫理学の問題を整
理し、国内外の議論と法的規制の現状について具体的に検討
する。対象となるのは、ヒトや動物を対象とする実験、遺伝
子組換えやクローン技術、ES細胞・iPS細胞研究などである。
本講義では、そうした具体的な検討によって生物医学研究に
必要な倫理的マインドを身につけることが目標となる。

(兼担）香川

経営学総論

経営学は人間、組織（特に企業）、市場という三つの基本要
素の相互作用を企業経営の成功という価値観から捉えようと
するものである。この経営学を総体として俯瞰することによ
り、体系的な理解を得ること。同時に、各論となる企業形
態、経営組織、人的資源管理、経営戦略、日本的経営、国際
経営におけるエッセンスとなる部分、基本的な理論を正し
く、具体的なイメージを伴って理解することを本科目の目的
とする。

（専）西久保

経営戦略論

ビジネス・ユニット（大企業の一事業部あるいは単一事業を
行う企業）の経営戦略を中心に、外部環境分析、経営資源分
析、そしてそれらを踏まえた戦略構築という順で学習する。
あわせて、ビジネス・ユニットの経営戦略だけではなく、多
角化した大企業の戦略についても学習する。

（専）竹之内

国際経営論

本講義では、特に食品多国籍企業の経営に焦点をあて、その
経営メカニズムと現況を分析するとともに、当該多国籍企業
が抱える課題についてケース・スタディを織り込みながら分
析する。また、多国籍企業の事業活動が拡大するにつれ、既
存の経営学や経済学では十分に説明できない問題も発生して
くる。本講義ではこうした多国籍企業に固有の諸問題を考察
していく。

（専）竹之内
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エネルギーマネジメント

企業、行政、地域におけるエネルギーの経営管理、新エネや
省エネの導入計画を主題とする。エネルギーに係わる基礎知
識と最新動向を踏まえた後、地域におけるエネルギー需給の
特徴を定量的に把握するため、エネルギーバランス表を用い
て、統計データの解読方法を学習する。また、身近なエネル
ギー管理の例として、家庭や大学におけるエネルギー消費量
を分析し、季時別影響や生活行動との関係を学習する。

（専）島崎(洋)

簿記学
企業の経済活動を記録・計算・整理・報告する方法の基礎を
学び、実際に簿記処理を行う技術を身につける。

（兼）小倉

会計学

企業が作成する貸借対照表、損益計算書、キャッシュ・フ
ロー計算書などの財務諸表について学習する。財務諸表を自
ら読み取る力を身につけるため、企業経営に関連する具体的
事例に基づいて学習する。

（兼）小倉

マーケティングと消費者
行動

消費者行動に関する基礎的な知識の獲得に加えて、消費者行
動とマーケティング戦略に関する応用的な知識の獲得を目指
す。消費者行動に関する体系的な基礎知識を学習する。消費
者の行動を規定する消費者の心理プロセスに着目し、消費者
行動モデルを基にして、その行動を規定する様々な要因を考
察した後、マーケターと消費者との橋渡し役をするブランド
に着目して、両者のコミュニケーションのあり方を様々な角
度から理解する。また、地場産業の食製品のマーケティング
問題について事例研究として取り上げる。

数理計画法

線形計画法を中心として、待ち行列、日程計画、在庫管理、
モンテカルロ法、意志決定支援など、オペレーションリサー
チの手法を学習する。これらは、社会現象の解析、企業の経
営管理に適用可能である。具体的な問題を解くことを通し
て、問題解決の適用方法を身につける。たとえば、地域のエ
ネルギーシステムに焦点をあて、モデリングにおける変数、
パラメータ等を把握した後、表計算ソフトExcelのソルバー機
能を用いて、最適化計算を学習する。実際に、自らがモデル
を改良し、要素の変更に対応するシステムの挙動を体験しな
がら理解を深める。

（専）島崎(洋)

サービス産業論

サービス産業は非常に大きな産業で多岐にわたり、我が国で
もサービス産業の重要性は高まり、国内総生産に占める割合
や就業者数の増加が顕著となっている。本講義では特にサー
ビス産業に焦点をあて、サービス産業経営の基本的な論点を
学習する。また、外食産業やエコツーリズムなどの事例を適
宜取り上げて、各理論の理解を深める。

（専）竹之内

人的資源管理論

グローバル経済の広がりと、人口減少社会を迎えるなかで、
わが国における企業と従業員との最適な共生関係が変わりつ
つある。また、持続的競争優位の獲得のための人的資源管理
の重要性が高まっており、経営環境への適応を踏まえた戦略
的で柔軟な管理のあり方が求められている。
本講義では、こうしたグローバル競争のもとでの、企業（組
織）と従業員（個人）との新しい共生関係のあり方、持続的
な競争優位の形成に貢献する人的資源管理システムのあり方
を体系的に学ぶ。

（専）西久保
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地域計画学

本講義で扱う「地域」とは、都市から農山漁村までを含み、
さらに国土全体から身近な生活空間までを含む。そして、そ
の地域における様々な開発や自然環境保全および地域で展開
される産業・経済・社会・文化等の諸活動の活性化と持続の
ための計画制度の基礎を学ぶ。さらに、地域の持続と活性化
を進めるためには現行の計画制度には限界があることを理解
し、それを改善するための合意形成の重要性とその方法を理
解する。これらを理解するために、まず計画の歴史、わが国
の計画の体系、計画策定手法を学習した上で、各計画制度の
内容と課題を学習する。

（専）大山(勲)

地域経営論

人間と自然、人間と人間の共生及び地域社会経営の視点か
ら、地域資源の保全と活用における課題と解決策を学習す
る。具体的にはⅠ.人間と自然の共生および生産機能の視点か
ら、（１）文明の発達と自然との調和及び資源開発の理解
（２）自然環境と土地利用・施設整備の調和の理解、そして
II.人間と人間の共生としての行政・市民の協働と合意形成の
視点から、（３）問題の発見と解決方法の理解（４）地域経
営の方法の理解など、地域経営の事例を学習する。

（専）北村(眞)

地域共生デザイン

地域計画学を基礎として、具体的に空間をデザインするため
の課題と解決方法を、都市・農村の個別空間（商業空間、交
通空間、集落空間等）ごとに、さらに新しい計画側面（景観
デザイン、観光、防災等）ごとに、地域社会共生および生産
機能の視点から学ぶ。次に、地域計画学で学んだ計画制度の
活用や上記の空間デザインを実現するための方法としての協
働まちづくりについて、事例を通じてその方法と課題を学習
する。

（専）大山(勲)

経済・経営数学
経営学、経済学、計画学を学ぶ際に下支えとなる数学を、多
変数の微分積分や線形代数を中心に精選して学ぶ。

（専）伊藤(一)

経済学概論

経済学は、人間の欲求を充たすための「物やサービス」の生
産・流通・消費に関わる人間の相互行為と、それを規制する
社会的枠組みを研究対象とする学問である。本講義は、経済
の動きを理解する枠組みを示す「理論」、経済を望ましい方
向に導いていく方法を探究する「政策」を中心に概観する。
また、経済の現状や経済学の歴史についても学ぶ。

（専）渡邊(幹)

マクロ経済学

マクロ経済学は、国の経済全体の動きに焦点をあて、国民所
得や雇用、利子率や物価水準がどのように決定されるかを分
析する理論体系である。内容的には大きくIS-LM分析に代表さ
れる一国の短期モデル、資本蓄積の効果を明示的に考慮した
長期モデル、そして外国との取引を考慮した国際マクロモデ
ルの3分野に分かれるが、本講義では、IS-LM分析をはじめと
したモデルにより、国際マクロモデルまで学ぶ。

（専）渡邊(幹)
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ミクロ経済学

ミクロ経済学は希少な資源を誰にどの条件でどれだけ配分す
るかという資源配分のからくりの解明を主目的とする。第1
に、ミクロ経済学の基礎となる需要供給分析を通じて「完全
競争市場」において発揮される価格メカニズムの機能を理解
する。第2に、価格メカニズムが成立する前提条件を吟味し、
これが満たされない場合に起こる「市場の失敗」を学ぶ。第
３に、さらにこの市場の失敗の帰結を補正するために登場す
る公共部門のとりうる手段の概要を学ぶ。最後に、公共部門
も完全とは限らず、「政府の失敗」の可能性とこれへの対応
を理解する。
以上の４段階で、いずれも経済現象とこれに対する政策を紹
介し、経済・社会の実態を経済学的に解釈することを通し
て、ミクロ経済学の基礎的な理論を理解することを目的とす
る。さらに、望ましい政策・制度の設計のために、ミクロ経
済学の道具を使いこなすことができるようになるための準備
を行うことも目標としている。古典的な消費者理論、生産者
理論、市場均衡分析、余剰分析、厚生経済学だけでなく情報
の経済学やゲーム理論まで、多くの応用例を用いて学習す
る。とくに、政策評価の基礎となる厚生経済学（余剰分析）
について深く学習する。

（専）渡邉(靖)

食料問題とグローバル経済

国際貿易や国際金融、世界の食糧生産に関する基礎知識を確
認するとともに、第二次世界大戦後の日本経済の展開を、変
動相場制への移行や旧社会主義圏の崩壊など経済の国際化・
グローバル化の流れの中で理解する。あわせて、国際的な視
野のもとに、国際制度、経済のグローバル化が抱える問題、
環境との関連などについて分析する視点についても学習す
る。

（専）渡邊(幹)

公共経済学

「租税、社会保障、農業保護などの政策は、経済に対してど
のような影響を与えるだろうか。なぜある経済活動は公共部
門（政府や地方自治体など）によって行われ、ある経済活動
は民間で行われるのだろうか。」公共経済学はこのような問
題について理解を深める学問である。
本講義では、公共部門の経済活動・政策の存在意義や経済へ
の影響の基礎的な理論を、実際の経済問題や農業問題の事例
を参照しながら学ぶ。講義の前段では、ミクロ経済学で学ん
だ市場の失敗とその対処法を、余剰分析の手法を用いて理解
する。講義の後段では、必需性の高い財・サービスの代表で
ある食料・医療を例に、その直面する課題と対処法につい
て、実際の政策展開例を踏まえて議論する。

（専）渡邉(靖)

経済地理学

地域の社会経済的な事象を、場所・空間に着目して定量的に
把握するための理論を学ぶ。地域の問題を客観的に理解し、
解決策を立案するためには、モデル分析を通して問題の本質
を解明する必要があるので、土地利用、施設配置、商業立地
などを対象にモデル分析の手法についても学習する。

（専）宮川(雅)

計量経済学

様々な家計や企業の個別情報をもとに分析するミクロ計量経
済学は経済社会を理解するために欠かせないものとなった。
本講義では、主にミクロ経済学の分野における経済理論の実
証分析とその注意点を学ぶ。実験の難しい経済学において、
実験の観測と分析で発達してきた統計学の手法をストレート
に適用することで生じやすい問題と対処法を理解する。計量
経済分析はまず「習うより慣れよ」である。このため、座学
による理論的な解説に加えて、例題を用いて回帰分析を学生
自らパソコンで行い、その結果を吟味するトレーニングの機
会を多数設ける。計量経済分析用のパッケージソフトの進化
により、理論の正確な理解と統計データの適切な処理の必要
性はいっそう高まった。理論に照らした結果の解釈の妥当性
も厳しく問われる。経済理論と統計的手法をセットで扱い、
ともにこれらを操作できるレベルにまで習熟することを目的
とする。

（専）渡邉(靖)
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財政学

経費や租税、予算、社会保障などの財政の仕組みや機能、歴
史や国際比較など、財政に関する基本的な事柄を学ぶことを
通じて、われわれが社会において生産や生活を営むうえで財
政が不可欠な役割を担っていることを理解する。その際、財
政に関わる制度や財政理論に関する知識を学習する。

（専）門野

地方財政学

財政学で習得した財政に関わる制度や財政理論に関する知識
を土台としつつ、地方財政計画論や地方債計画論、地方財政
調整制度論、地方公営企業論など地方財政分野に固有の各論
について学ぶ。また、地方分権、地域間格差、環境、交通な
ど今日焦点となっているさまざまな問題と地方財政との関わ
りにおける主要な論点について、映像資料等を利用し、具体
的事例に即しながら理解する。そのことを通して、日本の経
済社会の現実の姿を学習する。

（専）門野

環境経済政策論

今日に至る環境経済政策の展開を概観したうえで、直接規
制、環境税、排出量取引、自主的取組等の環境政策の様々な
手段及び環境責任原則の実態と課題について、内外の具体的
な事例を通して学ぶ。そして、環境問題解決のための望まし
い政策のあり方、関連する諸政策との統合である政策統合の
あり方についても学び、環境政策に関する幅広い視点の習得
を目指す。

（専）喜多川

政治学原論

政治、権力、支配、正当性など政治学の基本概念に対する理
解を踏まえて、政治学方法、政治思想、政治イデオロギー、
政策形成過程、政治過程、グローバル政治などに関する基本
的知識を修得する。また、市民的公共圏、討議民主主義など
現代政治理論における新しい論点についても理解を深める。
以上のような学習過程を通じて、政治共同体の運営原理と仕
組みに関する理解を深めるとともに、政治社会現象を理解す
るための複眼的な視野と洞察力を身につける。

（専）金

行政学

行政学を構成する様々な理論を学ぶとともに行政改革など最
新の事柄についても考察を深め、行政活動を冷徹に分析する
能力の習得を目指す。
　具体的には、行政学史、日本の内閣・省庁制度、日本の公
務員制度、日本の財政、政策過程、行政管理と行政改革、行
政統制と行政責任などのテーマについて、その歴史、現状、
課題を学ぶ。

（専）藤原

地方自治論

地方自治の歴史・制度・現状・課題等について最新の事柄に
も触れながら考察を深め、「民主主義の学校」とも称される
地方自治に一人の市民として関わっていくための知識の習得
を目指す。具体的には、日本の地方自治制度の歴史的展開、
地方自治体の執行機関、地方自治体の議事機関、地方財政の
しくみと課題、基礎的自治体と広域自治体の諸相、自治体行
政の透明化、参加・協働の諸相などのテーマについて学ぶ。

（専）藤原

環境政治論

政治学及び環境政治学分野の基本的知識を踏まえて、人間と
自然の共生に関する感受性、構想力、応用力を身につける。
まず、環境的生存主義、持続可能な発展、エコロジー的近代
化、エコロジズムなど様々な環境言説の考え方とその政策的
含意について学ぶ。そして、グローバル、ナショナル、ロー
カル・レベルで実施されている関連計画及び戦略の内容と事
例を叩き台として、人間と自然の共生に欠かせない制度及び
ガバナンス上の諸条件と諸課題について学習する。

（専）金
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政策過程論

政府が決定、実施する政策（公共政策）は、課題設定、政策
立案、政策決定、政策実施、政策評価という一連のサイクル
を経て実現し、公益の増進が図られている。その過程では、
さまざまな制度や政治アクターが複雑な相互作用を織りなし
ており、政策はそれら作用の産物として捉えることができ
る。この相互作用を理解するための基本的な理論、分析枠組
みを把握するとともに、政策過程分析に不可欠な資料の収
集、整理方法を学ぶ。その上で、現実の政策及び政策過程を
素材に、分析のノウハウを体得する。

（専）藤原

国際関係論Ⅰ

国際関係論の基礎概念、理論、歴史を学ぶ。現代世界はます
ます多様性を増し、錯綜している。その理解のためには、ま
ずは、これまで国際関係論がどのようなアプローチを試みて
きたか、基本的な知識を把握することが出発点となる。同時
に、現実の世界で進行している具体的な諸問題についても学
習の素材として適宜活用し、国際関係の現実と理論の双方に
ついて理解を深めていく。

（専）坪内

国際関係論Ⅱ

おもに冷戦後の国際関係について、世界の構造的な変容とい
う観点から学習する。我々が生きる21世紀初頭の世界は、こ
れまでとどのような意味において異なるのか。経済、政治・
安全保障、文化、技術等はもとより、新たに注目されるよう
になった諸領域をふくめ、グローバリゼーションの現状と諸
課題を理解する。また、現代国際関係への主体的な関わりを
意識しつつ、自らの世界像を構想していく基礎を形成する。

（専）坪内

科学技術政策論

人類は古代から生きるためにさまざまな科学・技術を創造し
てきた。食糧生産技術はもっとも早く登場した技術であり、
農業技術の飛躍は近代都市国家の登場を可能にした。工業技
術の発達は産業社会をもたらし便利で豊かな生活を可能にし
たが、一方で公害や環境破壊などを引き起こした。ナノ技
術・バイオ技術を手にした21世紀は、「生命科学の時代」と
もいわれ、環境と共生できる社会の構築が期待されている。
そのために、社会の中でどのような科学技術を開発していく
のかは、重要な政策課題になっている。こうした科学技術の
歴史を学び、今日の科学技術政策のあり方について検討す
る。

（専）高橋(智)

法律学概論

法律とは何か、法律は私たちの日常生活とどのように関わっ
ているのか、について、具体的な裁判事例などを検討しつ
つ、制度・理論面と実践面の双方から学習する。すなわち、
刑法・民法といった基本的な法分野、（裁判員制度を含む）
司法制度を概説するとともに、死刑存廃論議、敷金返還トラ
ブル、児童虐待、夫婦別姓論議など、具体的なホットイ
シューを取りあげ、それらを法的側面から検討する。また、
地方の司法・行政機関等の見学を実施し、地域社会が抱える
諸問題を法的視点から考察する。

（専）石塚

行政法

行政法の関心対象は、単一の法典ではなく、行政に関わる多
数の個別法の総体であるが、行政法総論ではそれら法律に共
通する原理・原則及び基本的仕組み等に関する理論体系の理
解を目指す。具体的には、行政組織法、行政作用法（行政行
為、行政強制、行政罰、行政立法、行政指導、行政計画、行
政契約、行政手続等）、行政救済法（行政訴訟、国家補償、
損失補償等）について、基礎的な原理・原則及び基本的仕組
みに関する知識を習得する。

（兼）横山
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環境法

環境（生活環境・自然環境）の保護並びに環境紛争の予防及
び解決に関連する環境法を取り上げる。環境問題と環境法制
の歴史的展開から始めて、環境法の基本理念・体系・特色、
環境保全のための手法、汚染排出の防止・削減に関する法、
廃棄物処理とリサイクル法制、化学物質管理法制、自然環境
保全法制、環境アセスメント法制、公害環境紛争の解決、環
境行政組織と法制度を順に学んで行く中で、各法制度の仕組
み及び課題を理解する。その中で、実際の環境訴訟の事例と
その争点を判例に即して検討するとともに、環境政策に関し
て進行中の議論を把握する。最後に、地球環境問題の解決を
めざす国際環境法（国際条約など）についても学ぶ。

（兼）横山

民法総論

民法は市民生活の基本法である。民法が考える「人」とは、
自由で自立した「人」である。民法はなぜ「人」をこのよう
に考えるのか、そもそもなぜ民法が必要とされるのか。本講
義では、こうした原理的問題を意識しそれに言及しながら、
現代社会で問題となっている具体的事例を取り上げ、民法の
意義・機能・解釈を総論的に学習する。講義は主に民法総則
領域を中心とするが、学生の理解を深めるために必要に応じ
て契約問題や不法行為といった身近な法律問題を取り上げな
がら進める。

民法各論

前半は、物権について学ぶ。物権変動、所有権、占有権、用
益物権、担保物権という順序で進む。用益物権では、賃借権
の物権化について、担保物権では、約定担保物権である質権
と抵当権を中心に学ぶ。後半は、債権について学ぶ。損害賠
償の原因となる債務不履行と不法行為を理解し、その後、多
数当事者の債権関係（連帯債務・保証債務）へ進む。さら
に、契約法の基礎理論や不当利得について理解する。

（兼）上條

商法

現代社会の取引について企業活動は極めて重要な役割を担っ
ている。これらの企業活動に関するルールを定めているのが
商法である。商法を大まかに分類すると、商法総論、商法総
則、商行為法を中心とする「商法」、株式会社などの組織や
活動等を規定する「会社法」、支払いに関する「手形法・小
切手法」に整理できる。本講義では実際の裁判例を参考にし
ながら、これら法規定の意義・解釈・問題点についての知識
を獲得する。加えて現代取引社会の動向を法的視点を通して
理解できるようにする。

労働法

大学生がアルバイトをする、卒業後、会社に就職する。労働
法はこうした「働くこと」に関するルールを定めた身近な法
律である。ただし「労働法」という単一の法律は存在せず、
労働組合法、労働基準法、労働契約法その他様々な労働関係
諸法規を総称したのが「労働法」である。非正社員（パー
ト・契約社員・派遣スタッフ）と不安定雇用、いじめ・嫌が
らせ等ハラスメント、長時間労働、過労死・過労自殺、リス
トラ・失業・ワーキングプア、女性の働き方等々、このよう
に多くの労働問題は同時に社会問題でもある。本講義では、
労働者と使用者それぞれの基本的な権利と義務を理解し、ト
ラブルが生じた場合、法的にはそのトラブルはどのように判
断され解決されるのかを学習する。

（専）大山（盛）

統治機構論

「権利の保障が確保されず、権力の分立が定められていない
すべての社会は、憲法をもたない」とかつて「フランス人権
宣言」が謳ったように、憲法の統治機構と人権保障とは密接
不可分の関係に立つ。本講義では、人権保障との関連を意識
しつつ、日本国憲法の統治機構について学習する。具体的に
は、国民主権・権力分立といった統治機構の基本理念、立
法・行政・司法の制度設計および現実の運用、憲法改正、平
和主義と国際貢献を扱う。

（専）石塚
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比較憲法論

憲法というものは価値規範（「～すべき」の世界）である。
それゆえ、時代によっても、地域によっても、その内容を異
にする。言い換えれば、ある国の憲法の内容は、その国家や
社会の状況を一定程度において反映している。本講義では、
世界の主要国（イギリス、アメリカ、フランス、ドイツ、中
国、韓国）の憲法の内容を比較の視点から検討することを通
じて、憲法の基本概念についての理解を深めるとともに、そ
れぞれの国が抱える政治・経済・社会問題を省察する。

（専）石塚

基礎数学
統計学、情報処理などに必要で今後の専門科目を学習する基
礎となる数学、すなわち、多項式関数の微積分、行列、順
列・組み合わせ、確率などについて学習する。

（専）伊藤(一)・
宮川(雅)
２クラス編成

基礎数学演習
基礎数学の学習を助けるとともに、多項式関数の微積分、行
列、順列・組み合わせ、確率など数学の応用力を身に付ける
ため、演習問題を解くことを通して学習する。

（専）伊藤(一)・
宮川(雅)
２クラス編成

社会数理システム

様々な社会現象の数理的解析を学ぶ。現象の数理的解析は、
２つの段階に分けることができる。第一は、現象を数学的に
表現 (モデリング) する段階で、得られた表現は数理モデル
と呼ばれる。第二段階では、数理モデルを分析してそこから
情報を引き出し、現象の本質をさぐったり、変化の予測を行
う。本講義では、分析手法として、微分方程式の定性的およ
び数値的解析、ゲーム理論、エージェントベースシミュレー
ションなどを利用して学習する。

（専）伊藤(一)

データサイエンス及び演習

自然科学および社会科学において、得られたデータを定量的
に分析することは重要な手段の一つである。本講義では、
データサイエンスの理念から多変量解析などの手法について
学習する。さらに、統計解析ソフトウェアを利用した演習を
行う。

（専）下川
講義 １８時間
演習 １２時間

社会調査法

人間と人間の共生の観点から地域社会を理解し、地域経営の
方法を検討するために基礎となる地域住民の心理、意識、行
動などを調査する科学的方法を学習する。社会調査と地域計
画に関わる具体的事例を取り上げながら、社会調査の方法と
意義を学ぶ。ヒアリング調査の手法、意識調査の計画と実
施、データ解析などについて学び、社会調査を用いて現実社
会を分析する能力を身につける。個人又はグループ作業によ
り体験的に学習する。

（専）北村(眞)

生体物質論

生物体を構成する物質（生体物質）を探索・解析し、それら
の相互作用・相互関連等を明らかにすることにより生物の
様々な営み、生命現象を分子レベルで説明することにおい
て、２０世紀後半から現在までの生化学分野の研究はきわめ
て多大な成功を収めた。
　本講義ではこうした現代生化学の成果を理解するための基
礎となる生体物質についての正確な知識を習得することを目
的とする。また、生命現象を理解するうえで不可欠な「水」
の重要性とともに、生体物質のうち、タンパク質を構成する
アミノ酸をはじめ、エネルギーの源となる炭水化物を構成す
る糖、遺伝子（核酸）を構成するヌクレオチド等について学
ぶ。

（兼担）宮川(洋)
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構造生物学

タンパク質や核酸などの生体高分子の立体構造決定法とその
知見である構造生物学は、生物学の物質レベルの理解に大き
く貢献している。本講義ではまず、タンパク質科学について
学ぶ。タンパク質の翻訳後修飾、フォールディング、輸送、
分解、変性、熱安定性、タンパク質間相互作用、膜タンパク
質、分子進化について理解する。大腸菌による動物、植物、
微生物由来のタンパク質の発現・精製、タンパク質結晶学、
核磁気共鳴法、単粒子解析の初歩を学ぶ。プロテアーゼなど
の酵素やタンパク質の立体構造と機能について理解を深め
る。

（兼担）楠木

バイオインフォマティクス

生命科学には多種多様な分子情報、文献情報のデータベース
があり、生命科学の研究、教育に重要なツールとなってい
る。内容は山梨大学電子ジャーナルの利用法、生物学の文献
データベースPubMed、 タンパク質(Uniprot)や核酸の配列
データベース、タンパク質立体構造データベース(PDB)につい
て学び、適宜演習を行う。さらに配列相同性検索Blast、配列
の多重アラインメントClustalW、蛋白質立体構造の比較・検
索、グラフィクス表示などのソフトウェアを理解する。さら
に余裕があれば、NCBIのBookshelf, PubMed Central,
PubChem, パスウェイ，ゲノム情報などについても学ぶ。

（兼担）楠木

農作物栽培学

農作物は、１年生作物（イネ、ムギ、野菜、花きなど）と多
年生作物（果樹など）に分類され、これらは生理・生態的な
特徴が異なる。ここでは、農作物の分類（種、品種）、生
理・生態的特徴や栽培上の注意点について、基礎的な面から
概説するとともに、我が国の代表的な野菜や果樹について学
習する。

（兼担）村松(昇)

食品製造学
食品製造に必要な基礎的・基本的な知識と技術を習得する。
食品の特性と加工の原理を製造工程と関連づけて理解すると
ともに、品質と生産性の向上を図るための知識を習得する。

（兼担）谷本

環境影響評価

人間社会が自然に与える影響を評価するための「環境影響評
価法」について学習する。さまざまな環境要因に与える影響
を評価する法・条例などの諸制度と、具体的な調査・予測・
評価の技術の概要を学ぶ。なお、技術については関連する基
本概念の説明に重きを置き、具体的な計算方法などは必要最
小限のものに限定する。

（兼担）坂本

環境保全学

(概要)自然と社会との共生を可能とするために必要となる、
自然に配慮した保全計画の立案技能の習得に向け、保全管理
に必要な事項を学ぶ。「環境マネジメント実習」で必要とな
る内容を含む。
(全15回）
（坂本　康／8回）自然環境保全のために人間社会が行ってい
る環境計画の視点、水質保全計画（廃水・廃棄物の処理・処
分を含む）、LCAなどについて学ぶ。
（新藤純子・片岡良太／7回）農業活動に伴う物質の循環と収
支、農業活動が水、土壌、大気環境に与える影響とその軽減
策などについて学ぶ。

複数教員による共同
方式
（兼担）坂本・
新藤・片岡
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地球環境科学

（概要）生命を取り巻く環境としての大気圏、水圏、地圏の
構造・機能や、生物圏を含めた物質循環など、環境科学を理
解する上で必要な地球科学の基礎を学ぶ。
（全15回）
（ガイダンス：松本　潔・小林　拓／1回)授業概要と到達目
標、学習方法や成績評価方法等の説明を行う。
（小林　拓／7回）地球の全体的な構造を俯瞰した後、特に大
気圏と水圏について、その構造と運動について学習する。
（松本　潔／7回）大気圏・水圏に加え地圏や生物圏も含めた
化学的特徴や物質循環、環境変動を学習し、地球の惑星とし
ての特徴を理解する。

複数教員による共同
方式
（兼担）松本(潔)・
小林

社会経営学セミナーⅠ

担当教員を一人選択し、その教員の指導の下に学生自身の研
究成果の発表や国内外の新しい情報を収集・整理したものの
発表を行い、それに関する討論を実施する。卒業研究の実施
に必要な論文作成能力・プレゼンテーション能力・英語文献
読解力を習得することを目的とする。

（専）全員

社会経営学セミナーⅡ

（本科目は、「社会経営学セミナーI」に加え、もう一人、別の
教員のセミナーを受講したい場合に選択する。）
担当教員を一人選択し、その教員の指導の下に学生自身の
研究成果の発表や国内外の新しい情報を収集・整理したもの
の発表を行い、それに関する討論を実施する。卒業研究の実
施に必要な論文作成能力・プレゼンテーション能力・英語文
献読解力を習得することを目的とする。

（専）全員

社会経営学実習Ⅰ

民間企業の生産及び販売現場や公共機関の業務を直接観察
し、当該組織の担当者等との質疑応答によって経済学、経営
学、法学、政治学等の社会科学を学ぶ意義を確認することが
目的である。まず、事前の調査によって、当該組織が置かれ
ている中長期的な動向を理解する。次に、現場での見学、実
務家との質疑応答等を通じて定性情報の取得方法を体得す
る。また、定性情報と定量情報を活用したケース方式の企業
経営及び公共マネジメントの分析方法も体得する。これらを
通して、企業経営における課題や問題点の発生メカニズム、
当該市場での競争優位の形成の在り方や、公共マネジメント
改革の在り方について理解する。

（専）北村(眞)・
西久保・渡邊(幹)・
大山(盛)・竹之内・
藤原

社会経営学実習Ⅱ

経済学や経営学を活用できるようになるためには、理論の確
実な理解、事例への広汎な知識の蓄積と同時に、実データに
基いた諸分析を自ら実行できる能力の修得が必要である。本
実習では、この分析能力の涵養を以下の３つのステップによ
り実現する。第一に、複雑なデータ処理に必要なプログラミ
ングリテラシーを、数理解析ソフトMatlabを用いて修得す
る。第二に、分析に必要なデータを自ら検索し収集・取得す
るための方法を実践を通して修得する。第三に、取得した
データに基づき、各種経済・経営指標の算出、政策の定量的
評価などを実行し、その成果をプレゼンテーションする。

（専）渡邉(靖)・
伊藤(一)・門野

社会経営学演習

卒業論文を修得する前に、予備的な学習として学科内で扱っ
ている研究内容を学ぶ。具体的な実習方法として、学科の担
当の教員からそれぞれの課題毎に直接指導を受けることに
よって、研究の位置づけやその内容を把握し、卒業論文の課
題の選択に利用するとともに、広い範囲のテーマを知ること
によって研究課題の多様性とそのアプローチの方法を修得す
る。

（専）全員
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インターンシップI

あらかじめ学生自ら課題を設定し、企業・官公庁等において
就業体験することにより、キャリア形成に向けた学習意欲の
向上、学習計画の再確認や見直しを図る。あわせて社会の一
員としての自覚を形成し、社会人としての基本姿勢を習得す
る。事前指導、受け入れ企業・官公庁等とのマッチングを経
て、大学の休業期間等を利用して受け入れ先において１週間
以上の間就業体験した後、設定した課題の達成度などについ
て事後指導を行う。

学外研修

インターンシップⅡ

あらかじめ学生自ら課題を設定し、企業・官公庁等において
就業体験することにより、キャリア形成に向けた学習意欲の
向上、学習計画の再確認や見直しを図る。あわせて社会の一
員としての自覚を形成し、社会人としての基本姿勢を習得す
る。事前指導、受け入れ企業・官公庁等とのマッチングを経
て、大学の休業期間等を利用して受け入れ先において１週間
以上の間就業体験した後、設定した課題の達成度などについ
て事後指導を行う。

学外研修

職業指導

高等学校商業の教員教職免許状取得のために、特に商業高等
学校における進路指導、職業指導について学習する。まず、
高等学校教師として最低限必要な知識や技術を身につける。
つぎに、適切な職業指導の基礎として必要な現代日本におけ
る産業経済や職業の構造、実態について理解する。また、高
等学校における進路指導・職業指導についてその方法も含め
てできるだけ具体的・実際的に理解し身につける。

（兼）立川

商業科教育法Ⅰ

高等学校商業の教員教職免許状取得のために、特に商業高等
学校における教科の概要と教科指導および商業科教員採用試
験について学習する。特に、現学習指導要領における商業科
の諸科目について理解し、実践的・実際的に学習し、指導の
知識や方法を習得する。具体的には、高校における指導計画
やカリキュラムの重要性・必要性を理解すること、学習指導
案を実際作成し授業の計画・立案・実践の具体化を把握する
こと、高校の授業参観を行い教師のよりよい指導方法を分析
し実践すること、を目指す。

隔年開講
（兼）立川

商業科教育法Ⅱ

高等学校商業の教員教職免許状取得のために、特に商業高等
学校における教科の概要と教科指導および商業科教員採用試
験について学習する。特に、商業科の教師にとって必要な商
業教育に関する知識を学習するとともに､教師として備えてお
くべき指導方法や指導技術を習得する。具体的には、現行の
学習指導要領の内容について理解すること、商業科の学習内
容について把握すること、将来授業を行う上での留意点や指
導方法などを分析し理解すること、を目指す。

隔年開講
（兼）立川

社会経営学卒業論文

指導教員のもと、与えられた課題について主体的に研究を行
う。既成の知識体系に新たな知見を付加し、人類文化の発展
に寄与することを所期の目的とする。３年次までに習得した
知識・技能をもって既存研究の調査の上に研究の立案・実
行・論文作成を行い、その成果を論文および口頭で発表し審
査を受ける。この一連の流れを通して、論理の進め方を始め
とする科学の方法を習得する。

（専）全員
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